

資本 ま 巧が 夕ふ 誇を をを ゐる こと s しも su を； 主い •だが 巧* s の 巧 おのな 
みなて 器 柄 巧の 下 じがけ る 一 切の 薄 美な.. £, のを も试 おな ものと 一括して 巧が しまゎ •これ 
♦ィ へグ •一つの 階 巧の みの ホを を 代^す る 制を をはて せんとす ろ マル クシ ムじ 左々 すろ こ 

とは 絮 ない。 これ じだし を 本 ままの 危诗 の-^ もを 見 巧て •が のぶお 的 ザ . 

巧— をを 俩 ：；^ 義的 自由 ま f 逛 けて， 强細 3 か 就^^^^^^^。.^^^^^ 

ホ 巧から •な々 のな 巧を 牽る もの じ、；， シズ ム义び 男 化み 裹 がわる。 

ィタ リャ じ；，.； 卜 政が がな 立され 5 に 十 年、 菱側じ 多く のれみ 望な もな はを 
繁 •今や；， シズ ムじ钻 する 化 《•巧み 爱 ホろ 巧 洗も现 はれる じ まつち おる じ S 
巧を 襄 じぁつ てち 巧て フ K ， シズ ムが なつた W 上 じ 寒と が 曲が か へられて ゐ る。 蒙 
指 巧 f ット ラ— じ满 をのな 化と なな さた ナチ ス はみ 力 器と お 惟 さた ま冀は 一せ 



はしが み 二 
の デマ ゴキ li して 片が けられ 巧ち で わろ 0 

巧 巧を 车 とする 者の 限には •田 巧れ みまを はだ 動 おな として 映る かも 知れない。 だが お賓は 
をを な < 進展す る。 今や 闺 巧れ ♦ま 巧は 一片の デ マゴ ♦1 •反 巧のを を W て か 付けられる じは 
おりじ 力强 いなを •ド ィヴ 两 巧の 閒 におり つ A ホる。 本を は 此の 巧 巧 巧の の あな あび 政策が が 
じを が 的 解剖を かへ， 正しい 巧 讀じ巧 巧す る ことを はて 目的と する。 

もとよ ゎさ 1 やかな 本書が よ < 化の 巧 命じ おへた か 否か じついて は危 巧な ネを 巧ない。 巧 巧 
のさし さじよ るかち も 夕 い であらう し' をを 自 々のま 巧に 巧され た K が ホる かも みれ ない。 大 
ホの 叱 巧を 待つ ホ 巧で ある。 

本 香のを 巧は な 巧な 尾， ちが ± ホ 巧 美 博 壬の 巧は 巧 じを つた。 巧 ± の 巧 示*: な < ば •を 者は 
か# の 巧 おを 巧たなかつた であらう し • W 女の 巧を 力なく ば •本書は 世に がる 度を々 持たな か 
ク たで わらう 。化 おじ 也から なる 度执 々みげ ろ。 

W か A 年 ミ H ん日 ま を 
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! ... . r : 第一章 I 社會 民主主義の 破綻 

r .•一 

- 一巧よ 塞かせ 度が 心て ゐ をろ なを 霞が は 治お應 としてを なの もので ぁるか、 巧 
ひは紫みる&^^^^^^^に^位さろ^^ きぷな含るムもミぁろ力 化おには翰新。股《ではす 
いザ、.巧に i ホ：13|^クイ|"リ ンのお巧下じぁろッヴ エ |卜 • ロ シャ 他方じはム ブ ソリ '一 の 
'i ミ'; カイ. シ みがを が 巧； 治お虑 として 世み のを 而じ おな として ザ おして ゐ る。 

を畫を 鬟蠢の S 巧と、 それに 伴 ふ 養 ブル ジ' " i 政が の调 巧、 及び 7 7 シス ムと 
コン ミユ ニ - K ムと S 巧 ま 尖銳化 G 問趙は 多少と も S ふ S がみで ぉらぅ。 其の か 型 的 
なをを 巧々 は ド ィブ じがて をる ことが が 來る〇 

ド ィヴは 蒙 特殊な 緊 、忍舉 制度 S 惡篆巧 《《巧 立が を、 思想 的 じは 巧 左 コン 
1 ニズム から 枉た ファ ，シズ ムじ 近い ものぇ でを をみ、 其の 閒じ はなみ 望な ホが ろを 
»】 章せ ♦民 まま 巧の なお 一 


弟 一々 た ♦ちま ま 度の な K こ 

おめ を お 霞な ヵト t ク中央 ち 至 雲を 巧 f すろ 人が 巧、 帝制 冀 みがみ、 大地 ホ 

巧 案の ま— つ曼蹇 、夫 ii •置— f 二 去 化い おおが 

ホ 〇、 蒙な 楚 器の ぁら ゆろ 政治 おおの お 凶 だ 安ろ。 蒙 これを が 墓が 
な、 え 露ち 等々 みめぐ つて、 巧裕、 巧 ひは お爭そ 技け、 ド イプ f を ミ 装せ しめ;; 

お 若 がら 典 か两巧 立な ホ おおまで ド イブ 孜芝 ま营來 つたみ 力 はれ 《蓋 まがで ぁ 
クた 。•マルクス、 i ラ—- プリ I ング とがが 馬 かぶ 巧 ホは 器 S な f おじして 
ゐ たけれ ども、 ¥ る じせを じ； マ-ルを 襄囊 でみ ゎ •む# 塞 巧の そがの ごな# 

おる に 蒙 後 G 倚 巧は 慧窒囊 2 夏が 某 S なら., まつち 卽ち 近年 
じ おける ！ と賣 i との f しい 战 f ミ ii 他の 中 if ' 
じ寞巧 巧し 巧を。 •ト イブが な 愛治 S 营 立つ 故 ゎ •語の 唯一のを はお f のな 力 


じある が •巧な 巧 乏しき が 紀二政 巧の 巧 巧は 化の 唯一の ザ 能 巧を 巧つた。 がゎ じ 巧み じがけ 
ろ 中 脯满致 巧の グ 0 ブク巧 巧が 可能な 〇 とすろ も， それを なて 巧 ホ 巧 巧び 闲巧 かみ 巧の がわ 
をが し 切ろ ことは 出 ホむ い。 巧ん や 巧な からず しもな を 苗く じ おらず •共の 巧 巧 常なら ざる 
ことは お 化 巧 脚の 倍 巧 _^來 つたと ころで ホろ。 化を C がて か •ト イッは 巧は がな のにな おめ が 
巧を 迪ら ざるを 巧 なくなつ た？ あろ。 化の W 向は 巧 じが グリ r-: グ內關 じ 初 まつち 

グ， r : グ は I 化 一一 10 年 十二月 I S 蒙の 十八な じぶ < 巧 品 おな 令 累累 •基 
的な 短期の 議み 巧が のか じは •霎本 巧 S 化を を遂 巧は 巧を 巧 愛 a の 巧 動じの みおち 
お ホ 的 じ も 巧を のじ も 巧 巧 じょつ て 時 おを 切り 巧け たので あろ。 パ— ペン 巧が 巧 轴が采 もろ 
も 命 巧々 が 管 巧た 質 •シ <1 ライヘル をな 巧と すろ 巧脚內 曲の なをが がされた 巧 もも 化を 
じあろ。 かくて セ 0 年 もが じジ A •スチ ユヮ— 卜 •ミルが 畜じ S て 「巧みは 巧 ホは 治 
じ參 かし 巧 なくなろ であらぅ」 となが した ザ 巧が •今や 共の 化 ドイッ じ夕 をす る じ おつた の 
である 0 

№1 章 巧々 巧 まま# の gc ミ 


巧 一巧 巧會民 まち 巧の gal 扫 

かくの かく •ド イブ 网巧大 ホを 左右 贿巧じ 典り， 中閒訪 はなを 閒巧 S 淵 じ 誘 巧した 巧 巧は 
化か？ 

巧々 はこれ を 巧み 巧 ままを の 巧 詰々 であろ と斯 おする じ 巧な しない。 お价削 お、 そち 巧 巧、 
農村 救 巧 •な 政の 確立み ド イブ じ 課せられた 巧® 巧 おはな 化り なく あつたが •其のみ くじが 
て おがの せを 巧 ままを の 政府は 失敗した。 化 おじが ライ ヒス パンク 巧を ヒャル マ I ル. シャ 
ハトの 所論を 引用し やぅ。 

巧 後の ドイツの 巧すべき 唯一の 巧 命は、 巧 巧 的ぶ 巧々 巧を し、 ドイツに 巧され た 一切の も 
のを おめ •巧大 の 節め と勒 巧と じょつて をを 力を なめる ことで あつた。 しかもれ を お ままを 
じょろ マルク シズ ム め 脚 巧は ド イブ 闻 巧を ななの 巧 じ 巧く ことじし か 貫が しな かつた。 イ •キ 
リス や フランス じがて はれ# 巧 ままを 的 政 巧と 巧 も 巧 巧の 巧な 捷 強を をらなかつた。 ド イブ 
む 含が ま i が 逆 话的丈 化 的 ホが じ 巧した を おはかが じ 現 はれた な 上 じち だしい ものが ホる 
が、 これを 巧ら く 巧く としても •巧 じ ド イブち W じ及ぽ したが 巧の みで もを 過し 巧い。 


わを 望 ホを 製の 囊的疾 あは、 巧 一 じ闲お 麓の おくべき 過大が である。 を 《囊の 
はお、 义 びそれ 伴 ふ 妻 おを 加は 行 鬻閒の 不生賣 そ 村を。 

れわ ホを 的 謬 お S 鳥 か 打た 產闽 S がは ザく もす 命裹じ 葛た が、； 一 葬 
一一 一月 二十 一一 一日 S を 法は •墓 化 じ 营た蠢 を 一 蒙 整 ミミ 攀じ卞 べき 滞 限を 

丙 おじ 與 へた。 其 SS 一九二 輩 じは •お 力 巧 業 《かさは 官公 をに？ る もの 薑ちお 人 
企業 じ 巧され たも S は 傑 か 持 セ％ S ぎない。 蒙 他 妾、 5# 策の かさ もを じな 卞 
ろが、 か A ろ 拍お的 公 寒 棄 は無稅 であ 《むがら、 一を 巧み 堇 ずれば 一が 罵の 租税 じょ 

クて化 はれて ゐ ろ。 

巧 一一の 失 化 はれみ 保 陰 問題で おろ。 ち ふまで もむ く ドイッは 戰前 じが 品 か 農 制ぶ を お 
けたを 初 S 阐で A ろ。-^ かろ ii 肚わ民 ま 塞は § じが T それ & 盲 的 じ 撕张」 、化の 制が 
® 用の 巧 じ おつち •トイ ッ肚 をが 检の なが 用は 一九ニ ニ 年 じは 十に ライ ヒス マルク おで あつ 
たが、 か n では 八十に ライ ヒス マルク じを して ゐ ろ。 巧が じは むかつた ホ 業が お々 がく も、 
巧 一た 巧々 民まモ 巧の 巧た を 


巧 一 《なを 巧 主 ま 巧の 巧 巧 U 、 

i 分 系 お、 苗ち を 年 • i •義 •曇 ii でも 靈援 じを して 
ゐ る。 化 含 S 霎 SV トィぶ かく 奪」 ミ 寶お望 おへ？ 負 格た ろは か論、 t 
の お 惡人羹 お 巧 S 奪 化が 受促 さた！^ いては— 案が 寡と が 雲 養は 必 がで 

あろ。 

窒 1S 巧 巧は 巧银— であろ。 ィ T ス と：！： じく 溝の ドィッ じ ホ つても •巧 鉛は あろ 
程 化まで なを 巧教 じよつ て蹇 されて ゐ たしか., 化の なを 巧が は 寡 一ぶ のか？ のみ 映 
られ そわ： J よ 4 巧鬟 かは 一丸 品年定 はも 二び 巧 じ 遇ぎ なかつ た。 寡む S 絮巧 
まな 請 巧た くも • S 化合に おし H 謗な 養を 2 基め 银 おみが へた。 爾ホ なかの 
g おじよ ミれ S 巧 制巧续 制が は f 雲し •今 ご于二 夏の々 冀襄问 I おお こぉ 
ろじ _ まつち おも 问時じ 器 度は かやかず f 巧 か ホえ 閒の 胃な がを ではな〜 闲 
まが 胡ミ累 護 基い T を SS 巧营干 掌ろ？ あろ。 卽ち一 当ち ぶ 巧は 巧 
巧 整 じ學含 貧よ ミ •養 ミミ 2 さわた なお 冬 f 鬟黄 が雰を 巧 ふこ 


とじ ミち みのなホ金黄夕の巧调は1|61|?3^巧3-1^-53^^1^111^づ2がさ刮 
じ おつた。 これらの お ホ じょろ 鼓 ^5 みおは 巧 人の 巧 巧が のみ 獲で あろ。 なをが まま 義 おを 
は 化 人の 資 なぶと 期 人の 巧 巧と じ 化へ ろじを々 胡が ホ W て せんとす ろので あろ。 

ド ィブ じがけ ろ » がまを たの 一二 巧は 宮 公？！ C か 、闻お •州 •ホ 町 巧が 化 •狂的 ホが 力を ぞ卞る 
を 兼 じが 春し •隨 つて 彼等は なを じか 閒巧 じか、 巧 お 的 苗 おの 事 まじ 语 化されて 方る。 この 
ことは 巧 wh 化 人の 么柔巧 動力を 巧 ドせ しめ、 ホ 姑な 化が、 むを 助 おすろ。 

巧 じ 巧 含が おが 巧の 巧张 がか 何じ俩 人の 巧 任が ホ 巧 ドせ しめろ かは、 媒 だしく お 相され て 
ゐ ろえ 棄 化な が 化の 上の みならず •おお おお 加 おの 上 じ も お ホ如* 例が あろ。】 九 二八 年 一 
巧】 H 巧 制 巧' お 保 苗 初 ホが おなじ 巧しても 巧 用され ろじ まつて W 米、 ハム •ソル ゲ Ur ィリ々 
がな はがの 年が じがて •巧の お f の 巧な 巧が 巧 年を やちの 六 倍 半 じ 巧 加した と 巧 じた。 み 
東が お •巧 巧 保 拾のを 用 じ まつて はが じ 巧 だしく' 兴の紀 がな 府 でさへ も お 平の》 巧を 加へ 
るの 止むな きじを つた。 巧樹巧 巧の 巧を •巧 力 巧を の 巧 力 •巧ち 巧 巧の が 巧を 巧ら すべきが 
»1 々巧 會氏 ホ ホ おのな お t 


巧 一巧な々 巧 主 主ち の 巧た 八 
みが 巧み 保 お 制 おのを 用 じょつ てが. 远 され •廚わ むは 消が し、 あが 的が 巧が 滿 まつた。 

巧 樹巧续 制が も 巧 巧な 惡が 巧を 與 へた。 れ み 巧 ホ ホぶ の巧衡 化な が 其の 巧 治的賴 力が 大じ 
ょつて 巧鎮 のぞ 均 化を 企てろ じ從 つて •却つて 巧 « をはな おが*!! おの 巧 傲 能力 じ 巧 じて かを 
されろ ことを 望む じ 至つ た。 

な 上の な 巧は ましく 巧 巧の 巧 被ち 巧を が 大した。 ド イブ じがて は 一九 so 年 評 巧 田 巧 所 巧 
六な 二十な 乃至々 巧 互 十 ほ ライ ヒス マルクで あつたが •其の 巧 一二 巧惊 ライ ヒス マルク •卽ち 
巧 巧が 巧 巧の 四 あ％ は 素な 巧 とれを め ま 出 (化を 巧を-とじを はれた。 

か、 ろを 巧が 巧 おがな ぶび 巧 巧 お 巧を 巧 本の じが 巧す ろ ことは 明らかで ホろ。 今やが がは 
巧れ、 か 巧な 用は 杜 おした。 かくて 社を 巧 ままを 制 巧は 其の ま 伴-を ホつ たので ぁむ。 

な 上の かく シャハト も ホ 社み 巧 まま 巧の 巧 詰 ゎを 指摘して ゐ る。 此處じ 一九 一ー ニ 年 乃至 一二 
二 年の 巧； 連の ドイッな W 入 化 巧 そ 見ろ 1 J !、 】 おみが じがて な 入 六 巧ぶ 卜六倍 一千 四百 萬 ラ 
イ ヒス マルク じ 封して 巧 出 セな 一位 二 千 S 育 巧 ライ ヒス マルク、 差 引 四十 五な 化な 巧 ライヒ 


1) Iljalmar Scbftcbt ; Das £nJe dor J^iMirationeot もむ 6ffl 


乂 マルクの 巧酱 過で わえ 特刖 を かじかて は 巧を 浸 セ 千 一音き フイ ヒス マルク、 賈十 
セ 位 八 千 セ 百 萬 ライヒ； ルタ、 差 引 十五 ほ 一千 喜 巧 ライヒ 《マルタの な 整 遇を 示して 
ミ。 おな 器 內れを 保險ま W は 阿 十一 疫セ千 百 巧 ライヒ； ルク •お擎 をは 軍】 璧 
千 一二 夏 ライヒ ス マルクで ホろ。 これ だけの 事 ザを なでても 肚を巧 おかおが かた トイ ヴ 
がな S 大 なな 巧に なつて ゐ ろか ッ理 解され るで あらえ"^ かも 化の 制 蒙ち 用は シニト 

の 一 おへろ かふ 人の 義も S お」、 失雾お iss じが 至 ハ 夏じ营 た。 かく T れみ巧 

董巧的 政が はがな めじ もな おした のみれ らス失 おかか じ も 失 化し •巧いて 今 円の 巧 巧 的 
が おを 巧を したので あろ。 


» 一巧 か ♦おを モ 巧の なお 


さ 安 ■巧た 會ま義 s 一口 

第一 一章 國 民お會 主義 運動 

第】 節 ヒット ラ I 小^^ 

貴な み囊蠢 s , f 覆と に 愛 言 星 立つ T 、 5 は 器 運動 のかく 巧 

おならし 《た 靠ホヒ ，トラ ふ 0 人の 生 ひ 立を 見 をれば なら だ。 

アド ルごヒ ，トラ— は 一八 八峯買 二十日 ィ ン 巧 昨の*— スト ッヤ 豈 ご ミ ナウ じ 
がて iif 」 妻た。 送 旁—;， i つたが •ぶ 系な -T ダ-パィ 

なのか 少 G 時 •其 S ち卜 4 ミ パ，； 夕 i 皆を 任」 たが •閒 もな く 巧 給を 支を 
されて， A ツじ がゎ ♦1 スト， ヤの小 都 ラム バ ，ハ じ 小 巧 巧 ♦ホめ て •自ら# かじが 事し 


つ A 共の 牛： 計を 立てろ じ おつた。 

彼の 父は 巧し-* 水荐 巧な のでであつて 、傅か S グル デンの 旅が を 持つて ゥィー ンじ到 ゎ、 

塞で 手聖を 巧つ たが， ちじ 豐 すろ ことが 絮 なかつ たので、 刻ち して 後一 壬 二な じん 
して 小を： J なぅ 一とが 葵た S で ホつ た。 それで 彼は ま學の ァド ル 7— 大 なを 史じ化 J 
上げろ ことが 共のを 頗 であつ た。 しかし ヒブ トラ ふぶ ぶじな りがいと 喊 つて ゐち慧 せ^ 
吏る 巧で*''-^ たまらん かつち 化の 一订 おを 借れば 「日々 の 時閒を 持を ず •车巧 所 じ がられ， £ 
て 坐つ てゐろ ことを ちへ ただけ で： そつと しを 化の 葦の お销 なな 化の 巧 泣が おはれた 時む 
じヒッ トラ— はま 军二 巧で あつた。 十一 一 忌の 時絮 父は をで ち问 年せ は 里い 肺 化 じが ； i 
つた 巧 じ それまで 迦 つて ゐ た<賓 巧を おくと 共 じ •奪の 巧吿 じょつ て、 彼の 巧は 妄 の^ 
巧ぶ じょつ て 子供 ホな 巧 じ 仕上げろ ことを 能め ちそして 蔓は 共の 學の とひ じたて 美 出 
巧 送へ 入れる 巧、 むを しち 輩ヒッ トラ— は 黄 術み たらを 寸る惊 れじ巧 7 忘れた だ! • 
がそれ は 彼：.！ 取つ 5 短い？ A つち 其 Sll 年後？ 失つ た ¥ ゎ ミ 焚 時から 彼 S 年： り 
さ 一々 資巧 會ま義 2 ご 


巧 二 ♦困は せを まな gll ニー 

巧を が お 寺つた。 父の がかな 巧產は 巧の 虽 なのな じ 巧ん どが ひ 巧た されて ゐ たので あろ。 

十六なの時彼は巧窒の志をがいて二、 吉をの帝わのはいつた巧李をがをとしてゥィ1ンじ 
ホて 美術が 巧 のん 巧 試を じ 巧 じたが •幸か不幸かえ 化した。 彼の ホを は斯 たれた。 其の後の 
五 年間は 文字通り 巧 巧の 連 巧であつた。 を かじ 彼は 大工の 巧を じなり、 なじ ペンキ 屋 じな つ 
た。 を 時の 生活 じついて、 ヒブ トラ I 自ら 其のを 「巧が 阅爭」 の 中で かぅ' ぶべ てゐろ —— 
「私が おが じは 見 巧 大工と して •ホ じは 一介の か 普き として、 自ら バンを ホめ ねばなら なか 
つた 化の 五が 削は •お 巧と 巧 お 其の 化で あつた。 かぅ したを 巧 じょつて 巧た バン とても 化々 
をぐ じ も おゎな かつた。 此の 飢こ をはを 時；； 傍を 巧れ ないで •ホら ゆろ 巧 巧を 分けた 唯一 
の 件 侶を で ホつた。 おのな ひ 求めた 杳 物は ホく、 化の がしい 飢を あんで 巧たら ので ホろ。 一 
巧 ォペラ 見物 じ 巧けば •其の後 じか 健が わ 日 おじ 附 き！！ つた。 をの 生活は 化の 巧 酷な ぶとの 
不 巧の 巧爭 はかの 何み でもな かつた。 じ も わらず おは •化の 巧 代 じ 巧て なかつた 程の 化强を 
した。 仕事のを ちじ •極く 巧れ じかみ々 卸して ォペラを を じ 巧く かじは、 おの 唯一の 友人は 


夕 くのを 巧であつた •」 

问時じ 化の なおから «堪 じが々 ホいて ゐる巧 まの 時が じ •彼の 巧み 閒 なじ 關 すろ 限が 巧 か 
れ た。 巧 じ ウイ— ン はを 時* も 不合理な せみ お 渡を 具へ てゐ た。 索靖 らしい をと おだしい か 
巧と が， ハプス グルグ 尊が 下 じ 巧 巧 立して ゐ た。 ヒブ トラ— はかぅ おつて & ろ —— 

「ウイ— ンは 政治め 特神 めの みならず •巧 巧 的 じ も •古い ド ナウで 閲の 中、 むであつた 。巧は 
のない 軍人 •をを •ち 術を-# おがの IM が 巧のを 大 まじ お ホし •巧 族 や 巧 人の なが 巧 巧の 
巧し いなお じ 巧 立して ゐ た。 豪 巧 なぞ おのかの 巧 おじは お干の 巧を をの おが なれて ゐ た。 

なみ 閒 越を 巧究卞 ろじは ドイッの か 巧な ろが# ょりも ウイ— ン がが 利で ホつ 心。」 巧 時 じせ 
そ W かせた ことは •彼の 巧闲 S 化の 虐げられた 下が 辟な にがけ ろ 巧 だしい 进巧 めが 巧で あつ 
た。 そして 彼は 巧ての 巧 巧め 历 をの お 封を W 巧め 誇 〇 のか 乏の 中じ訟 めろ と共に •かわ 閒巧 
のが 決と 闻巧特 神の なかとは かなろ ベから ざる ものである とちへ たので あろ。 卽も巧 自ら 
「一巧が の 巧が 特神 なかの 間 逆は •巧】 じかを なれ わが 巧が をの 閒お であろ」 とちつて ゐ る。 

巧 二な WK せか モ推进 動 一 一二 


2) Hitler ; ん •• 0 • ，ん 23. 


み 二巧闷 おれみ 主を な* 一巧 
幸 じ も 一九 0 化 ザから 一九 一 0 年-功 じ まつて、 彼のを たじ 巧た® 化の おが おとしての 议菜 
は •巧々 生活々 巧 じした ので、 な at おも じれを 問が の硏娩 じを； 如した。 しかも 一方では せは 
少年 時代から 抱いて ゐた巧 術ぶ としての 生を じみす ろ谊 偽を 持てる ことが おがないで •接 か 
じ 彫刻 朵 たるべく 巧 力して ゐ た。 

一 化 I 二が のがせは-初めて 巧れ の 巧 i ュン ヘン じ 米た。 化 おこ そ 彼は na ： の ドイッの 巧を J 
である ことを が じた。 彼 じょれば、 化の 古い バイエル のが 「ミュンヘンを 知らず しては ドイ 
ブを 知つ たものと は 云へ ないし •£ ュン ヘン々 おず しては •ドイッ S が 術を 話る ことが W ホ 
ない」 ので ある。 货じド イブめ な « 巧 じたた された ミュンヘンのを おは おき ヒブ トラー のむ 
をを を じがへ、 彼のを おと 切 ゎな すべから ダろ も S となつた 0 
化の 巧 術の 巧 ゎなき ぶじが る 生を をと 聞 ひつ 主 •彫刻 おた るべ 進した 大巧 勃をまで め 
ニヶ 年 视の生 巧は、 彼の 生 巧 じがて、 姑 もがし い、 史ら かな 生 巧で わつた となら お 想して ゐ る。 
一义 一 W 年 KU をが する や、 巧 £一 巧 巧 的が が じ おぇて •ー ド イブ 人と して、 ド イブ 闻 がと 


兄の ド イブ 人の 闽お としての ド ィブ 巧 装との 巧 巧のは じ納 ホな つた。 卽 ちがは 巧の か 放才— 
スト リャ をな て、 か 闻が巧 じょつて 巧され た闽 として 巧恶 して、 八 巧 lllH バィエル 闲王 ル— 
ド ゥィッヒ ーニ 世 じ 巧て、、 バィエル がが 巧の 蔚巧 をして 巧 可され たのでぁつた。 かくて 彼は 
リスト 聯 なじ 編 人され て •フラン デ ルン 殺が じ 送られた。 そのを 中で がめ て ドィツの ホり、 
ラィン W をを た 其の 時の ことを 化は ホの やぅな 底な の赏 巧を；： J て 巧いて ゐる —— 

「を じ 巧々 はを 務を ホた す爲じ ミュンヘン ホ まるべき 日が ホた。 巧々 が 巧 ホ じ 巧つて 進が 卞 
ろを 中で 巧め てな は ラィ A 河を 見た。 巧々 は 化の 河を 巧を なかから 巧ず せわ ばなら ない の 
だ。 ほのかな 執な を 通して 蜗 光が， ニー ダ— ヮルドの 自 ホの 侠を 照らす のを 妊た 時、 おがの 
かき おお 列 ザからは 自ら 『ドィツ！ ド ィブ I なべての 上 じ！. £ の 城が 巧 犬 じ 向つ てばと 
だし ゎ 出た。 をの 的は ぶか じつ ぶれさぅ だつた OJ 

巧 後 四年邮 •彼は が お ホ おとして 賊 おじを 巧した。 削がな き 巧】 紋 じかけ る 巧 巧は 幾せ か 
がの 生命を かかした 。一九 一六 年 十月 セ：：： じは ソンスの 巧 巧 じがて 巧 供を れつて •ベタ リン 
巧 ニタ圃 W たみち お 法 苗 ーエ 


巧 二 さ！ S はせ みちな 法® 一六 
近郊の べ—リ ッ ブ巧戌お院じお忍された。 一 九 1 セ年の初め、 i ュ ン へ ン の巧えザじ加つて 
巧び 西部 賊結 じを いた。 一九 一八 年 十 巧 十の 目、 ィーゼ ル 河畔の 巧 巧の 巧 •化 巧な お ボス じ 
をつて おど そ 巧し か A つた 巧 じ、 ぶ シメ ルンの バ—ゼ ヮルク 巧 巧 巧院じ 送られた。 其 おで 化 
は ホ 命じ 遺つた。 彼の 眼が ホ 巧 じ 快癒 じ 巧 ひつ-あつた 十一月 十日 > 牧師から 帝は のをな と 
共 か 閑の 巧な とじ 鈍す る 巧ての が 巧を 閒 かされた ので あろ。 四 年 邮の巧 苗な 破 爭のお 典が こ 
れ か，. 巧の 時の 彼の 巧な のかは ホの 昔 葉に か ザ じ 現 はれて ゐる —— 

「なは 巧が 巧んで、 其のが を 送つて はが、 をいた ことはなかつた。 靑が 時代 じ 巧 命がず 肋で 
あつた 巧 じ • をは 剖， 9 て それ じ 巧して 頑 ぉじ ミち f 柬ぃ R ホの 脚 叫 新戰を 勢 
巧れ るのを W 擊 しては •自 みの ま從を おへた： =<卞 .叫；， J とは 罪进 だと おつた。 が 等は ド ィブの 
巧 じ-化ん だのでは ないか！ 巧 じ 化の な も かしい 尚爭を 巧ん べきな じ •ホ ダスの 爲じ赃 を 化 
されて •せが 永久 じ 化え なくなろ のでは ホろ まい かとの 巧を じ 巧 巧いて ゐ たがで さへ •を、 む 
の 叫びは がの# 巧々 打つた 。巧け ない ホょ！ 大衆が ホょりも 巧 百倍 も 不幸 じな 〇 つ-ある 


のじ •ホは ホ々 しくな くの かと。 かう してが はが かじを 自身の 巧 おな 巧 命を がへ おんで 米た 
ので あつた。 だが 今と をム 今は •どうしてを かないで ゐられ やう か r おは 巧め て 化の 祖田 
のを 大の お违じ 巧みして •今 こそ 一巧の 化 人的を おのかき はがで もない こと々 知つ たの だ。 

かくて 一 切は 無な じ おつた。 あら ゆろ 巧な もな 乏も •巧の 巧を じ 苗 まれつ A おんだ 飢お 
も、 二な 巧 人の が も •巧て は 無 おじな つたの だ。：： ド ィブの せまが 巧む、 むを なて 其の 最巧 
の 子等と 巧び 巧 化ろ ホ 望 もな く 巧 化 じ 送つた ことじょ ろを 闲 人の なおの 忘 巧が これだつた の 
か？ これ こそ 一 苗の 巧 ホ 化な 巧 切を のれ 業では ないか，.」 

ドィッが マルク シストの 手 じを ちたことは、 彼 じあつて 晒へ 巧い 巧每 であつ た。 化の H じ 
彼は 自己の 巧 命を はつき ゎと 知り、 巧みの が 人め 幸 招を 願つて ゐた巧 去々 巧 巧した。 彼は が 
じ ホち 上つた。 を ホは 治 おとして® ふかむ のかいた のは、 巧 じ 此の 時の 巧 おからで ホつた。 

.一九 I 八 年 十一 巧の 末 •ヒ ブト ラ— は ミュンヘン じ W り •共の 巧 » 蹄陕 のが 尤が なじ 編入 
された が、 をれ はなじ 「巧 兵み. 一の ま K すると ころで あゎ •ヒ ブト ラ— じかつて は 何もかも 
第二 巧 を ♦主な an ー セ 
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第二 ♦田 おわ ♦ホな ミ - A 

巧 じを は 5 ことば >5一 ゎで わつ た 巧 じ •一時 トラ ゥン シ 。タイン じ 巧つ たが、 进年 II 再 ミ 
a ン 、ンじ W つた 0 

大巧 中 じ i こ A じは 化 部 i 護から 多 か S 巧 •冀が 巧 说れ这 をゐ た。 しかん クル 
卜 •ァイ X T は 夕 も 一九 一四 年墳 から 器 募 じ 巧 入し .T •擎じ 化を 巧衡者 •巧 人、 

か瑜 牌な の關 じが 巧な ホ か 思 おを 巧 わしつ-, ぁつた。 かくて ミュンヘン のが 巧は 十 I 巧 セ H 
じ 巧 じ 巧 兵み G が搪 すろ とこ ミな ゎ •翌年 阿月の S じは； スナ— と トラ— とは ソゲ* 
—卜 義政閒 わを薑 ：し •ご ジン ほ 巧 じ 巧して 「.が 買ら g 分が」 をス T •ヵンと して、 
共 S 丈 憂 お 碧ん とお。 tr ラ— は 兵菱 中から 義と霉 しち？ 彼のみ 巧 もを 

くな り、 5 は 寞を巧 S 度賽 じょつ ては おされ か、 つた おで ホろ。 おし ァイス ナ— 
のが 巧と をれ じ 引 巧く ソゲで I 卜化 巧の. 巧が とじょ つて •ミュンヘンは 裕巧 こがした。 

ヒプ トラ-- はを I 糞梳 管が ける蕃 罪の 窺 寶じ 器され •々いで 蒙 ホを じな 
つた 巧げ 间 器慧寶 の ミ ごこでは •巧ら しい i 乃 お 化か じ關 して 累 なお ホが 


巧は わた。 をれ でヒ ブト ラー は】 夕が のをめ 巧が にがて •巧た じ 編が された 「ドイツ々 揪 
巧」 のみ 合 じ おがした。 化の が 上 じがて お々 彼は ゴット フリ— ド •フょ I ダ— の 「利子れ な 
制の 打破」 じ 純す ろ强 巧を 閒 いて 夕 大の感 巧を 受けた。 化は これ こを 刻下の ドイツ じがて が 
炊すべき せ 大の閒 煙で あろと 巧 じ、 お來の ドイツ 阅 がか 核、 むじ 树れろ ものが わろ とちへ たの 
であろ。 化處 じがて 彼は 化の おき 巧が をを 闲 のな 乂衆巧 封 じまで 巧て 上げろ 化、 むを W て、 巧 
セ ホ H のな なと してん 巧した。 これが 今 円 化の ホ ひろ 巧 巧れ みまを ドイツ 巧 似な のがみ であ 
ろ。 閒もなくおは巧の才がを設められて、 アントン •ドレクスラ》じ化つてをの巧3じなつ 
た 0 

な水瞄 H じ 化の 小 政 巧は ミュンヘンの ヵフで— じ おつて 巧ぶ し •な 巧 一巧、 後 じは 二回、 
巧站 みを か閒し •被 尊 自らな 巧が を 立て •巧 待 お々； K 布して •教 •むじ 时 をの 巧 巧 じ 巧め た。 
しかし.！： のな 巧は 巧め て 巧め であつた。 共の 時の ことを 化は かぅ ホべ てゐろ I 
「おは 今 もな け 巧 時の ことを ょ ざ*'^ と 巧え てゐ る。 巧め て 八十 枚の 巧特 お々 ii ホした 夕 
g ニク M 民れ# 主 お g 曲 一 か 


E 


巧 二 巧 田 巧を みま お 法な 110 
刻， 今 巧 こそ 來 みを が夕い ぞと狗 を销ら せて 待つて ゐ た。 ところが I 時閒 もを 刻ょ ゎ おらせ 
て閲 いた# 場で をた ものは •巧が として 例の セ 人 だけ だつ わ」 と。 

しかし 彼等の 不 がの 巧 力は ホ 巧 じな 化を 荣 はしな ホが が 加し わめた。】 夕 巧の 講 巧を じが 
て、 ヒブ トラ— は 自らめ S 十分 閒 じぶ ろが 說 をした が •それは 巧 ホ じ夕大 のぶおを 巧へ た。 
化 S 巧 じ 初々 て 化は 「自分は 人を 說服卞 ろ 能力を 持つて ゐ ろ」 ことを 知り、 自己の 巧れ じを 
ろ お 巧を 自 巧した ので あろ。 

一 化 二 0 年 二月 二十 网 り、 巧 巧 巧を 初の 大 ホな おみが めな 名の 巧 ホの かじ 開かれた。 其の 
ホト： でが めて 二十 おヶ がの 巧 供 巧を 巧を した。 化 おじが てヒ ブト ラ- > は 巧く 化 人から が 目を 
み乂け おめ たので あろ。 

これまでの t ブト ラ— のは 巧 じなん だ 巧 巧は •雨 巧の 反 治 お 巧 並じ活 » の 上 じネ大 のお夕 

み 巧へ ち 
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巧】 じ 巧み 時を 過した 主 地 グラウ ナウは、 ニユ ルン ベルグの 巧 巧め 本 属ョ— ハン. フイ リヴ 
ブ •パルムが フ ラ. ンス のを 祷々 非難した 小冊子 「が： 制 下の ド イブ」 を 版 ホした がで、】 八 〇 
六 年ナぶ レォンの 命じょ つて 续 おされた 媒所 であろ。 近隣の 古 おから 化 S 物 詰を 閒 かされた 
ヒヴ トラ— の 幼い、 むじは •此の 時代 じがく もを 巧め おがが 芽 化え つ 主 あつた。 

ホいで ド イブの パブ サウ 义び ォー スト リャの リンブの かく、 拽巧闽 巧が ホ じがけ ろが 巧を 
巧は •彼を して 化の 巧 おを が おし •ドイツ人は 唯一の 惧 案じが】 さろ べき ことが、 自 がの、 
巧を 的 かがで ある ことを がが せしめた。 かくてを 時化が 非が なが 賓を W てお强 したが 巧は が 
巧と 化 巧； とで あつた。 

がの 巧 規じサ く-化 じ 別れて •十 おなじして 旣じ 生活 上の 巧 巧と •れ み 制 おの 不合理と を お 
巧した ことは， 化のを 间な怠 志を 剣り 上げろ と 巧 巧 じ •れ み 問 おじ 夕大の 脚 也を 持たし めろ 
お 巧 じな つた。 しかし 化が ウイ’— ン のが 踢を轉 々して ゐろ閒 じ 知り 巧た マ パクシ ズム は、 が 
等 化 じかつて 胜力 じなら なかつた のみならず •ザつて 化を 巧 ま 巧の が 巧 的 巧 绍：卜 にあつた 巧 
第二 巧 田 巧 巧み 主み 蓮 か 一二 


巧 二巧闻 おせを ま お 里 曲 二 巧 
をが おしない、 ホ ド イブの 主を じ 立つ ものであつて、 單党謀 かは 货 巧の 鮮趙 なき 饒巧朵 の 鋒 
巧に 過ぎなかつた。 

巧に ヒット ラ I が 此の ゥイ— ン 時代 じがて が 巧 じを 脚した こつの 阴巧ま 範的述 動が あつた。 
一は シ 王— ネ ラー のか ドイツ 迷 動で わり、 他は ヴユ— ダー の キリスト がれ か 運動で あるが、 
化の 二 速 巧は おき ヒット ラ— のむ を おく 捉 へ、 彼の 巧 来の ホ 巧の トー じ夕乂 のが 酱を與 へた も 
ので あるが おに •化の 巧を じ 於て 巧ら く 巧べ なければ ならない。 

ヒヴ トラー じよれば、、 ハプス グル ゲ なが あらゆる 手段を なて、 ドイツ ホ 蘇を 巧 おせんと し 
たの じ 巧して •ドイツ人の 眼を 閒き 、此のを めな 王が のが 制から 祖閣 ホが らしむべきな 務を 
をが いた ことは 化 ドイツ 運 巧の 功が である。 しかしながら ヒット ラ— が ゥイー ン じかた 巧に 
は 巧に 化の 巧 巧は キリスト おれみ ぷ おの 巧 力 じがされ てゐ た。 化 おじが て ヒット ラー はが ド 
イツ 巧 動が が： 初の 華* しいを 媒じも わらず、 忽も おへた じな して-】 ホ キリストが 化か あは 
非常な 巧 力を はて 巧が したのは 何 化かと いふが 間から •化の 二速掛 •巧いて がの 巧み ゲ ォル 



グ •フォン •シょ I ネ ラー と々— ル •リユ— ボ I との 巧 味 ある 比較 じ 巧ん てゐ る。 が じ化處 
じは ヒヴ トラー 自身を して 語らし めよぅ。 

づ 其の 才を じがても •巧 本 巧 理の誌 謝と じがても •シょ ーネラ ー の 力が 巧れ てゐ た。 彼は リ 
ゴ|ダ|ょゎもをかじ正しくォーストリャの必が的なみの速なを糾がしてゐた。 しかし彼は 
人がの巧巧をを卞ることが川來なかつた。 化の助じがてはリ ユ 《ボーじ强ホがあつた。 

巧 ドィツ 速 おのり 巧は 巧な 的 じは 正しかつた が •此の 瑰論 のな 識を乂 ホ じ 城を がける こと 
に々 化した。 シ ょ—ネ ラ— は ブル ジ a ァ巧杆 のがい お拘 じの A ま 巧 著を 化が さぅ とした。 此 
の大 ホの なをの 無理解が 彼の そ 故の 巧 巧で ある。 

リユ— ダ— は 化の おじが て 正 じ シエ— ネラ I - y 對 がを 巧して ゐ ろ。 おは グル ジョァ 上が 階 
なのれ 治 的 巧 力の みを なて しては、 巧が にがては かが お 巧 おの おがを 巧ら すじ 化ゎない こと 
々かつて ゐ た。 化のは じ 彼は 其の 活巧 のぞむ を 巧が 迫 おみの トピ扭 くと 巧 時に， i 力を も 
W ホろ だけが 用す る 巧に、 巧が の 巧 力な 測を を もを くは 揉 斥し なかつ た。 これ じょつて リユ 
巧 一一 章 田 巧 ホを 主 巧 注 》 二 五 
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働ぶ の 個人 主 菜 的な みけ 杏 塞した。 彼は 巧 掌 《 I 焉義な 进と菱 生 sf の 手段 
としての 巧 巧 化合と •政治の おなお ホの 巧锐 としての 巧 巧 化合との 巧 則を 判が と訟 お，) たの 
である。 彼は 辟な 巧爭 をみ とすろ 巧が 化な を、 マルク シズ ム めな •巧 おめ ユダャ人の 陰な の 
巧 规と化 巧して •巧の 巧 年ら しい 巧な から •王が これ じ 反 巧した 巧に •其の 仲胁 からが あさ 
れて « おを 失つ たことは I 巧で なかつ た。 

同時 じヒ ブト ラ— は 巧 お 闲爭の 巧た るォ— スト リャ のを 巧 ゥイ— ン のか 浪 生ま こがて、 词 
のが 化は 巧投 でなければ ならない ことを なつた 〇ォ— スト y ャ H ハン ダリー のかく ネ化 巧ち 
の 巧 初的紀 合は •ホを 巧が の迫铭 、む 巧みの お 肉であつて •ド イプは 间】 化が •时 一巧 お 、 M 
一文 化の 巧 粹なド イプが 换 じょつて お 巧され ねばならな いとを ム なをが •彼 じかつて す 刺の 
ものと 狂つ に U 

反 ユダャ まま おあみ 抱く じ まつた の も ホ •化の ゥイ— ン 時代で ある。 化は み 年 巧 化 じぶ ユ 
ダャ 人で 一とを 餘ゎ 聞かな かつた •器； 5? 此 S 「进だ sv S 子 化じ閒 かせる 



ことを 巧め て 避けた。 彼が 始めて な ユダヤ 化 巧 じ 巧した のは •ゥイ ー ンで反 ユダヤ ま堯が w 
「巧 お 巧 聞」々 通じて V あつた。 殊に 彼の ユダヤ人が おのを は、 偶々 ダリ シャの ユダヤ人の 
極 巧な 非 閑 お 的 生 巧を 目# して 强 々られ た。 

巧 時に が じ 彼の 運動の ス— ロダンの 一つと なつた 反 話み ホ お 的が 向 も ホ •ゥイ ー ン 時代 じ 
畫へた 一日 化は 藻が ホの 壯涅 さに 眼を ホ はれながら 傍 抱 じが 巧け た 蒙 お 巧 化が 巧た 
ものは 练貝 連の お 巧 巧 じ 巧す る ホ 惡のお 持 寡 S 物で もなかつ ち 蒙 巧の 楼 巧を 彼は ホ 
の 嘲笑 的な 巧 おで 述べて ゐろ 1 . 
「お 巧 人の これらの 巧が 代 おを は •あろ 巧 大な格 ホ 問が がな のは じが ホして ゐ た。.：. 其の 
ぶの 巧が は 辛 じて 閒き おられる 程を の 巧い 度で おおされた。 とい ふのは 彼等の 巾 じは ドイッ 
詣 でな しじ、 ス ラヴ 語で 巧す おも あつたから。 なは 共の 時まで 巧 脚で 知つて & たこと を 目の 
をり A たの だ。 手 おゎみ おゎで' 巧々 の 巧 語で 叫びな つてる る述 中を 妊て、 なは 吹き W さ， 
るを がな かつ だ」 と。 彼のな ザ じょれ だ、 巧 時の 才— スト リヤ ぶ# は ドイッ 闻お大 ホの 利ち 
巧 一一を 坊 おせみ ホ# 二吉 
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巧 二 巧 田 おを みま お M 巧 こ W 
をが おしない、 非 ドイッの 主ち じ 立つ ものであつて •單 をな なは 巧 巧の W 姓な き饒巧 おの 錢 
巧に 過ぎなかつた。 

ちじ ヒット ラ— が 化の ゥイ— ン 時化 じがて ぞ巧 じを 聞した 二つの 巧が ホ お的述 動が あつた。 
一は シょ —ネラ I の 化 ドイツ 速 巧で あゎ •他は ヴ a — ダー の キリスト 巧 かか 巧 巧で あるが、 
此の 二 速 おは おき ヒット ラー の、 むを おく 巧へ、 彼のが 來の ホの の 上 じ夕大 のが 辑 みおへ たも 
ので あるが かじ •化の 巧 かじが てがらく' ぶべ なければ ならない。 

ヒブ トラー によれば •八 プス グルグな が あらゆる 手段を なて •ドイツ ホ 苑を法 給 せんとし 
たの じ 巧して、 ドイツ人の 帳を 關き ■化のを めな 王が のが 制から が 闻を 蘇ら しむべきな 巧を 
をが いた ことは 化 ドイツ 運 巧の 巧が である。 しかしながら ヒット ラ— が ゥイ— ンに 出た ホ こ 
はなに 化の 運 巧は* リストが 化# がかの 巧 力 じかされ てゐ た。 此 おじめて ヒット ラ— はが ド 
イツ 巧 巧が 巧 巧のを ♦しいな お にも拘らず •な もちへ たじ 反して •ー ホ キリスト 巧 化を 民ょ 
ホ 巧な 巧 力を なて 巧が したの 化 何は かとい ふな 牌から、 化の 二诺巧 •巧いて がの 巧が ゲ ォル 


グ •フォン •シ王 I ネ ラ— と 力— ル • y ユ— ダ— との 巧 ホ ある 比較 じみんで るる。 化 じ 化 お 
じは ヒブ トラ— 自身 ホして 語らし々 よぅ。 

- 共' のネ が じがても •巧 本問理 のな 讚と じがても •シ - I ネラ 1 S ぶが 巧れ てゐ た。 彼は ブ 
ユ—ダ ー よゎ もを かじ 正しく 才— スト リャ のがが めなみの 速な をが をして ゐ た。 しかし 彼は 
人 巧の 巧 巧を 巧す る ことが W 來 なかつ た。 化の 巧 じがて は リユ— ボーじ 巧 かが あつた。 

巧 ドィツ 運動の：：： 巧は 巧な 的 じは 正しかつた が •化の 現 論の 茲 就を 乂ホ じが 表が ける こと 
じ々 化した。 シ 王— ネ ラ— は ブル ジ a ァれ杆 のかい お 尚 じの みま 梓 著を 化 出さぅ とした。 此 
の‘ 大宋 のをを の 無理 ザが 彼の そがの 原 巧で ある。 

リユ— ダー は 化の なじが て 正じシ ユ—ネ ラ— と 巧 配を 巧して ゐ ろ。 彼は グル ジ 3 ァ 上が 階 
巧の 巧 治の 巧 力の みを なて しては、 现代 じがて はかが お 巧 巧の 勝利を 巧ら すじ おゎない こと 
を かつて ゐ た。 此のな に 彼は 其の 活動の 巧、 む そがが あ 巧みの 卜：じ おくと 同時に、 巧 巧 力を も 
か 來る だけ 利 州す る 巧に、 巧が の 巧 力な 制が をん をく はが 斥し なかつた。 これ じよつて リユ 
巧 二 章 田 おかを 主が 注 tt 二 五 


巧 二 巧 w おを ネホ巧 « 一一 こ 六 
—ポ —は大 なろ 巧 巧 的 巧 神と 大巧な 品を 也と をが 卞る不 おのま 稱 をを •なを じ 巧し つ A ある 
巧 大な中 ホ瞄紋 にがて 巧 約した ので ある。 巧 じ 彼は 巧の 巧 巧な々 トリ ヴク なをに 巧卞 るか 巧 
じよつて •閒 もな くが の 巧 ザが が 迷の ま 持を も 受ける ことが W ホた。 しかる じ 此のが 巧 も ホ 
《敗し -; fo 

此處 にがて ヒブ トラ— は 化の 一達 勤の々 化が かなの ドイツな 林述 刺の 上 じ 器な が 別を 巧 
卞 ものと して •巧の々 败 のが 闲の檢 が じ 進んで ゐ る。 

彼 じよれば 化 ド イブ 運助义 化の 巧 内は ホの 一二 結 じ W せられる。 

巧 一はれ わ閒 煙に おする 巧 倘の不 化で ある。 がの おみ 支持 ホは グル ジョァ 巧の み じがら わ 
た 0 

巧 二は 乂 ホの 巧。 よりもな み 闽 がを 化 じした ことで あろ。 

巧 己は 闽 巧の 持 神の 巧 ホを おがして •々トリック なと なしく 巧つ たこと でなる。 

これに 仪 して キリスト がれ# 載は 巧 ド イブ 逆 動じが て がげ てるた ものを をが みへ てみ た。 
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しかし 巧 巧 じこれ は 他の な 巧を 持つて ゐ た。 卽ち 
巧 I じ 化の 運動の が ユダ* ま 巧は 人 巧 的 « 巧に 立たて て、 おが 的 巧 山から 化 巧して ゐ 
た。 化の 巧の 反 ユダャ まを 運 巧 じ 巧して は •ユダャ人は みしく W れ 切つて ゐた巧 じ 少しも 化 
巧 杏 あじな かつた。 

巧 二に それが 巧の 「巧が まを」 巧 巧で ぁる 巧には •ゥイ— ンじ巧 おの 巧 也 ♦おくべき では 
なかつ た。 ハプス プル ク闻 おは おはれる じは 餘 ゎじ 巧 巧し 巧 ざて ゐ た。 しかる じ キリストが 
れ みなが ゥイ— ン をおム ことじょ つて、 ホ— スト リャを も おひ 巧る と 巧 巧した ことは •片が L 
て 其のな 自身 そ も 他の 班寐 のな 諸な 巧と 巧ぶ ところな からしめ る じ おつ わ。 み 
は 上の 二递 動の 比較から、 ヒブ トラ— はおんで まふ。 ^ 
「若し キリスト 巧 tt み 巧が 大ホじ 巧す る 巧 巧な 訟巧じ 加 ふるち 化 ド イブ 運廚 の人械 巧が に ん 

がすろ 正と 巧解襄 し、 ょゎ 寶ま巧 的で みつたか •巧し くは 反 貧 化 U . イッ 漂が がの I 

反 ユダャ ま 巧の H 的と 阁 がま 漢思 ぶのを をとの 正しい 理解に かふろ じ、 キリストが かわ 巧の り 
巧 二 巧 W 巧 お ♦ま jcxll ニ セ 


第二 章— 巧れ 會 を ！ Ixtt 二ん 

かき* 巧 的孩巧 さ、 角に せを 主を 的 思を をら みへ てゐ たと すれば •此の 運動は ド イブを おん 

巧 > 

ことじ 巧 巧して ゐ たで わらぅ」 と 

化の ヒブ トラ— の 音 葉々 をれば •彼 自身が 巧に ホ ひるに 至つた W 巧な みまを の ホ 巧が 判が 
と 巧 おされる ので ある。 

第一 一節 阐 民化會 主義 運動の 接頭と 現が 

离 ちれを まま ド イブ 巧 衡黨 (が 下 巧が して ナチ ス とげ ぷ) が •大巧 あおなを 儀 か セを の ド 
イツ 巧掛 巧から 巧连し •一 化 二 0 年】 一巧 二十 网 日の ミュンヘンに がける、 み 巧の な 现大ホ 巧 
器み によつて、 初めて 共の 巧 巧が 化 人から 訟 翰され る じ 至つた ものなる ことは、 前® じがて 
なべた。 • 

化の 大 ホに 巧 卞る おかの 喚び 巧け はが かじ 巧 巧で あつた。 「プレスト •リ トウ スク なめと ヴ 
生み サイ ユ條 向-なろ 巧 ほの 下 じ、 ヴ* ル サイ ユ依 わの 不 巧と、 ドイツ 闻巧费 巧の な 巧と々 紙 
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< 、乂の よぅな ヒ ，トラー のな 葉は、 完全 じな ホ そな 了し ホつた。 これ こそが かが 件 じ 巧し 
て、 関 巧の 抱く 不滿 をな がと 叩きつ けた 巧 一巧だつた ので わる。 巧な 聯合 巧に よつて ド ィブ 
じ 巧つ て 巧 示された 巧 か條 かは を ゎじ も ウィルソンの 十の ケ がの 原則と おけ 巧れ てゐ た。 そ 
れ じよれば ドィツは、 エルザス •口 — トリン ゲン、 ザ— ル 巧 ホ、 オィペン、 マルメディ—、 お| 
ゼン、 上部 义び 两なプ n シャの 乂 部分、 化 シュン ジャの 一な •卽 ちが 主 じがて セ 巧 五 千 ザ ホ 
キ ロメ — トル、 人口 じがて む 六、 セ 百 巧 人を えは ねばならな かつた。 共の 約 ホ •ま 輿な おがを 
地の 一二み の】、 义び巧 »を 化の 大が 分を 失 ひ •ドィツの 巧產 なは 戰 がの 二 おじが がする。 更 
じ ド ィブは 其の 巧 船な 咕か 中の 十分の 九、 巧 巧 五ケ 年間 二十 巧が 宛を 巧 化し、 ニク 年は 巧 じ 1 1 
なのを マルクを まが ひ •ドィツ 陸 おは 十 萬な 下 じ 制 化する こと 等が 巧ぶ された 0, ウィル ソシ 

仁 

の 謂 ゆる お 巧自か 推の 陆は •事 ドィツ じ關 する 肤 りが おじ も訟 めら れな かつた。 しかも 巧 巧 
じがて は ホみ 巧の 混说は 巧が として 巧き、 巧 じ 右 巧れ みまを がと 左が 化を まを 波、 これ じが 卞 
る じ 中央 巧を 初めと する プル ジョ ァ强 な 巧の お爭 はか 湛を おめ た。 化 化のを 巧は ドィツみ が 
巧 二 巧 田 巧 巧み ホ お こ 丸 


巧 1 一巧 w はれ 會ま冉 a « ち 〇 
ホで 巧な された。 一巧 十六 H の リ—ブ クネヒトと 口— ザ •ルクセンブルグ 庭 巧の がは おじ ホ 
の お 化の 山であつた。 化のを 巧 的な 巧 じ 巧しても 巧が はが、 むの W なを 乐す ことが 出 ホな かつ 
たので あろ。 

ヒブ トラ— も 「巧が 岡爭」 の 中で •常時の ド ィブの 梢 巧を ホの やう じ 巧べ てゐ る。 

を 時 巧が は 二つ じ 分れて ゐ た。 一はが 敦階 なを をんだ 巧く 少 かの 闽 がま おを であろ が、 彼 
等は 共の 思が と：：： のとを 皮相な 巧 神め 巧 器に ょゎて 巧かん とした。 他は これ じ 巧 立す ろ々 の 
夕 大衆で あろが、 彼等は 夕 かれ 少な かれ •巧 巧な マルク シズ ム巧 おじ おび 付き、 I 切の 巧 脚 
的 巧 がをお 力 じょつ てがらう とした。 彼等は 闻 がを 粗の 利な を おれて •化 息 じか 闻 のぶが じ 
自己を ホ ねんと すろ 巧が であつた。 か、 るか 巧 ド じあつて ド ィブの な 典 じかつて 巧 もぶ* な 
ことは、 か 何 じして 巧 おを おな すろ かじがず して、 か 何 じして 武错を 巧ムじ おろべき 闲 がを 
作 ゎ 上げる かじ あつた-^。 

化 度に ヒヴ トラ I は 彼の 巧 命を 化た ので あろ。 そして かう ちつて ゐろ — 
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「かじ ド イブ 閑 ws 化 治 的が 別がない 問が は、 巧 一 じ 巧が の自 ホ、 むの 快が じあろ。 がし 
て それは 一 じ非蜗 がの 大 ホを 閣巧ホ お 化すろ ことじよ ゎて S み途 せられろ。 

かくて 巧々 は 巧 じ-化 一九 年 じ、 巧々 の 巧 逆の の おお SU 的は、 大 ホの 巧が まを 化 じあろ 

の 

ことを おつた ので あろ OJ 

化の ド イブ 巧 巧の 巧 生を ス n — ボンと 卞ろ闲 がれみ ホ おが 巧が、 ゲ M ル サイ ユ條 めの 巧 賄 
さじ おがし， 諸政な WS お自 ななが ホと 巧は がの 巧 力と じ ホました 大巧 じ巧迎 された ことは 
をが である。 ナチ スの巧 力は 巧み 增 大した。 おお# なじが 加す ろ 巧 ホは サじ 巧れ た。 

一九二 〇 ザ ーー ー巧 十二 H ， 化 ド イブ ホ 菜# ヵブ プの 指導の： 卜じ ル， トゥ イッツ • H — ル ハ 分 
卜 等の 巧 お まを を じよつて がされた 說 ゆろ々 ブ プー换 の おじは •ナチ ス はお、 むじこれ をま韓 
した 0 

w が 巧が めて 闲 がれ# ホを が 巧の シムぶ ルと してな 巧 ハー タン クロイツ (釣 十キ) が 制 化 
さむた。 ヒット ラ— じよれば がの 地色の ホは がが のれ お ホを 的な 巧を、 円は 巧が ホ お めれ 巧 
巧 二 や H はた# ホ朵 g 拉 一二- 
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巧 ニタ画 巧せ 合を 巧 蓮 巧 一ー ニ ー 
を 《なし •ハ— ケン クロ イブは 反 ユダャ ままを お 示 する もので わろ。 

一九二 一年 お 丹の ロンドン わなは •ロンドン 計 巧 帯の おじが て賠化 ながを 一千一 一一 巧 二十な 
マルクと 化を し •向後 兰 十二 年閒ド イブは お ザ ニ十 倍 マルク ま 巧 ひ、 巧 じ 巧の かじ お出 巧る 
巧の 二 巧 六々 じ 相を 卞 ろを 巧を ま 巧 ふべき こと々 巧 巧した。 しかし 化の れ椅は 到を ド イブの 
おへ 巧ろ ところではなかつた。 を 時 ドイッのを 巧 索は 末だ沒 がのを トー じあ ゎ、 か 百 巧の が 巧 
おはを がの 巧みな くして 巧 巧 じ をれ* 巧のを の 生 ホ 巧 力は 巧な のじ も おな のじ もまし く 巧 下 
し •巧を すろ ストライキ じ ド イブを 莱は惱 んでゐ たので あろ。 か、 ろが 勞； 卜 じあつ て、 お 
巧の 巧が は 巧ら じ ドイッな 巧 泥な を おろの みで あろ。 巧 巧の 憤 巧は 彼等を おつて、 賠 巧 
反 巧を お榜 すろ ナチ ス 速の じな ザし めた。 时年 じは ナチ スは旣 じ バイエル じがけ ろ 巧 力な 政 
巧 じ なつた。 时時 じな 巧な 狙を が 反 巧 著の 手 じよつて 加 へられろ じ 至つた。 一は 化み 风ま蕉 
と々 トリ ブク 中央 巧との 巧 巧 じな ろ バイ ユル 政府の 度 あと、 他は 共 ホ-巧の め 巧と であつ た。 巧 
じ 後を の お 聞 巧 じよろ 攻 ザと 巧 おみ 巧の 巧 麻とは ホが じな しくな つた。 これより さき •一 化 


二 0 年 十二月 ナチ スは 「フ 王 ル キシょ •ぺォ パ ハタ—」 を 買 化して 巧 巧 触 巧と した。 又 ヒブ 
トラ《は 「を行じ巧おすろじはを巧をなてするかはな^"」 と換すして、 さきじみ媒を巧の巧 
じ 設けた 化锐な (0 を 口® 式 2 PP ®) をして、 反 おを の 巧を じを らしめ た。 现 ホの ナチ スの巧 巧 
R (謂 ゆる エス •ア I 、 田— 自昏 を】 旨の) の 居 おで ぁろ。 

一乂二 一年 十一 巧 二十 四 目 ミュンヘンの ホ— フプ ロイ ハゥス ザ I ルの 大 がな じがて 、かが 
巧は を 場を 巧 巧した 共產寡 系々 樹 ぶと-初めて 里が 巧 おを 巧 ひ •これを 巧 おした。 一九ニ ニ 年 
夏 ぁら ゆろ 巧 粹的苗 巧が 共 巧 巧が 进法じ 反 巧して、 ミュンヘンの ヶ— ニヒプ ラブ ブじ乂 蹄な 
示 巧 運 巧を 巧つた 時、 ナチ スは六 巧の 染ザ なをを 加せ しめ、 ヒブ トラ— 自身は セ 巧の 巧が の 
がで巧おし、 が巧した。 ホいで】九ニニ年十巧じ茵巧巧おじょつてコ1ブルグで閒他された 
「ドイッ -デ—」 じは八巧のお擊おが參加した。 規後突夕なはナチスのをがとネ^^ぷ巧との 
巧く ベから ざろ 巧關 となつ た。 

I か ニニ 年の 巧め、 プリ ャン じがつて 内 削を 化 巧した •ホアン ヵレは、 ド イブ じ お 化 丈拂の 
々二な W ほかみ まを 法 巧 一ー ニニ 
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さ妄 M 巧 巧を 主 & 蓋 I 二の 
班 底な しとし K イ ギジ K と G 驚 寡から 强力 巧？ がみし •巧の 結が とし •て、 5 呈 
年 一巧が S 合が の ル— ル结 がが むされた ので あつた。 

賊ホ 轟、： i は S わ 李 幕 G 石 寒 ホ 已、 r イブ 狡 ft 萎び 染窒ホ 羹 S むた ゎ 

し ル— ル 地方の 萬ち 隻 ホな 巧と すろ •トイ ッ じ巧焉 なれが をが へた。 巧に 化の 違の 
目的た ろ や、 现じお 化を すがの 强制乎 段た ろじ 止らず、 他 ホ じは おが や 巧 おのが 巧 じよつて な 
なじ おのを を 取 立てん とすろ じあつ ちよつ て 佛円贿 がは 盛ん おお、 コ— クスを なおし 結 

逆を お 制 S し H 蒙 牧 入を 押へ、 闲巧廷 黛し、 器 他 ss 製 おを 寮し ち 化の お英 
の两が S 望に 嘗 をた 襄乎 段ち 我 蓋 SS めぶ 誓を」 く剌 管た。 しか お 

の夕お 巧と してり おなめ 巧 おは々 化 じがつ た。 何と なれば それは フランスには ， W らの 械拌シ 
ぶぜ . J めざろ S ならて 却つ て】 時 的 じ もせよ ル！ ル 巧 ホのを ホ-まを をく お 巧せ おたか 
ら であろ。 襄 is 装と し H 全 U . イッ 祭は 孩め 器に 巧つ た。 マルタが 巧の お 巧と 物け 

のが 巧とは 巧を じ 巧が ホな を 巧 力した。 尤も 化の インフレ— シ ョンの が 巧よ-ぃ くも j 化 二- 


年 十一 巧 上 巧シュ レジ ャ 巧な 決 巧の おじか まりか、 つて ゐ た。 お わじを 時 マルク 巧： 卜 がの 上 
じ 現 はれた わ 宇を 示せば 左の通り であろ。 


九 二 一が 五 H 一： 六 ニ マ* ヴ 

八月 ク ル 巧, 

化な r 一 〇五グ 

十月 # 一 五 ク 


ナ ー月 # ミ？ (过 ？け齡 難ン) 

ホいで-化 ニニ 年 セ 月は 巧 •巨な お 巧を ホ 巧と マルク 爲巧 おおじ 加ム ろじ-ラ チ ナゥの 巧 
巧は ドィツな みお じ おが じか 卞ろ不 ぞを蔚 め、 マルクは 巧び 左の かくを 調を 辿 ゎ おめ た。 
一九ニ ニ 年 七月 Ir * 内九吉 マ** 

八 H # rlloo < 

十一月 * ル、 00 0* 

ザ ニ 巧 H 民 巧 ♦ホを 法 巧 一二 五 


巧 二 巧 肉 巧せ 會 ち 義 a 巧 一 云 ハ 

化の 労 じ 巧 車を かけた ものがたの ル— ル 占 巧で あろ。 一九二 己年 1 月 じは 巧 ホード ル じつ 机 

き闽萬 マルクの 巧 場は：： 一: 芋 一巧 苗 じは ー ド こがき 阳巧二 千 値 マルクと をム おふさを ^ 

y 

をを 示し、 マルク 紙 巧の 巧 內巧化 も をれ じ 準じ、 マルク 巧 巧は 义字碰 ゎな 故 化した ので あろ。 ^ 
ゼ— ムス •エンゼルは 巧 時の ド イブ ー お 巧 巧の 巧乏を 指摘して を ふ 「ドイッ人の 大 が々 じ 取 ^ 

つてを ろと を f 抱 望の 時期で あつち 器 羣關を 通じて 彼等は 飢 魄と路 なせ じ 住み、 彼の 

巧の 巧へは 满び 去り、 彼等の 巧な はお H のが かなを 巧の 代 做と して 巧ぇ 去つた。 乂 エホ ち、 を^ 

巧な 木を、 巧 巧 お、 がま 等の み 數の榮 巧は • 一 む 巧 巧の 闲游 とお 乏 との 上 じ 何物ら 巧ら さなか ^ 

つた。 此の 時化 じ网 巧の 健 巧と 力とは 典 だしく 巧 はれた。 尚 時 じ、 む理化 應も必 がめ じ惡 化し、 ：! 

巧巧进 巧は 化の ずな なお 件が 課せられた 時 じは 正 じあ おじ 巧した W 」 ^ 

器 混 S 結 お ライン ランド じは 分な が 動 さへ も 起 ゎ* 器 前 巧は ドイッ 這 ミホ も 巧^ 

ふべき な C の 巧で ホつた。 '§ 

化の 巧 極 的 抵抗の 失敗から 八 巧 十二 H クノ— 巧 脚は ぶ. 巧し •シュ トレ— ゼ マンが こ 子, 化 り 

■ 


ゎ 九 巧 巧の 中止を なじた。 ヒブ トラ— は クノ— の 化の々 がを ホの かく 巧ち して ゐろ — 「ド 

イツ じかつての】 つの 柄は、 化の 商人た ろ 政治 おクノ I が ほ 巧を か柔 とを 做し、 企 おとして か 

なつた ことで ある。 『フランスは ルー ル じ お 巧が あろから みがした のでは ないか？」 かじ クノ 

I 巧 じ 取つ ては、 ストライキの 巧 巧 じょつ て、 フランスが お 巧を 獲ろ ことが 出が なくなれば、 

企まの 利 おくな つた お 巧と して 卽刻じ 撤退す ろ だら ぅとち へた ことじみ しも 不化謠 はな 
叫 

巧 ホの 巧な とお 望とは 其の 巧 じ 速した。 何人 かゾ 起たなければ ならない。 ヒット ラー は 叫 
ん だ、 r ® 巧は 巧な にょつて のみ おはれ ろの だ！」 と。 

一九二 一一 一年 十】 巧 八 H 、 ドイツみ 命 五 週 年紀を H のがが' ヒブ トラ— は 巧が ル— デン ドル 
フ と共に •ミュンヘンの ビュル ダー •ソ ロイ •ヶ ラ— じがて、 バイエル 化が 巧腦ぶ •卽 ちが 治 
ホ々— ル •巧が クニ I リング、 巧 わが 闽お D ッソ I 、 おが 巧 塩 ザ イサ—、 巧 等を おおぶ ュ— 
ナ— 等と 語ら ひ •「十一 巧 制 化の お ホと ドイツ 巧 おち 政府の が 立」 とを をを "した。 しかし 化 
巧 二な W おを か 主 巧 法时 =1-^ 
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巧 二 お國巧 巧# ま お 注 巧 ゴー 八 
の ド イプ 巧が お 政府は 力！ ル、 ロブ ソ— •ザ イサ— 等の 巧 巧 ゎのは じ临 くもみ 化し、 ヒヴト 
ラ— はぶ 巧され、 ナチ ス本 がは をを じ 巧みされ、 巧脚热 のをが はが ル 止された。 

巧 年互バ 彼は おが 五ヶ 年， 六ク巧 巧が 蹲の 巧 化を 受けて •ラン ゾ ベルグの 城 じ ドつた。 

化の- 1 ュン ヘン ー按は 一時 ナチ K 運 巧を が おせしめた かじ 化え た。 しかし ヒ ，トラ— の 城 
るが けた 巧が ま おの 新は な々 巧 巧く を おしつ A ゎつた。】 化 一 1W が 十巧絲 中で 巧いた 「巧が 
巧 ホ」 の】 をを 抱いて 出獄した せは、 刚も なくが の 巧 九を 化かした。 

一九二 八 年 五 巧の ド イブを 理学 じは 八十 巧 化 干の 巧 巧を W て， なみじ かめて 十二の な 施を 
巧 巧した。 ナナスの なみ 向 ホは 正 じ 化の 時から わ まろ。 

み 巧 巧 巧み じがても ナチ ス はけ 巧 ましい 化 おを 巧け •巧 中 チュリン ゲン じがて は •一九 一二 
0 年 一巧 人 お 巧と ナチ スと のが ホ 巧 脚が 巧 立し •ナチ K 巧な フ リブ クが 巧巧大 おとし てん 脚 
した 0 

一九 so 年 ャング あの 巧な はがせ W 巧を が 巧した。 巧な かが 給 かの 巧が じかいて、 闲 をが 


が 巧した。 其のが 立を 巧へ た •前 ゆろ ヮィ マ— ル ま‘ をが 謹が じ 巧して、 ナナスは フ— ゲンべ 
ルゲ のホゐ ろ巧衡 巧、 デュ スタ— ベルグの 巧 化 W と捉 巧して •巧な 反 巧 巧 かを 起して •六な 
なの 支轄 おを 巧た。 

ナチ スの ャング お 反 おの 巧が が、 かが じな 時の 人 おじ 巧 じた かは、 问年乂 巧 十网 H のな 迸 
寒の 上 じ 放が じ おはれて ゐ ろ。® ち 化の 迸が は ナチ ス をして 六な なのの. 巧と • 一〇 七の 巧 化 
とを 巧し め、 ナチ ス述巧 巧 おの 上 じ 一巧 巧を 巧した •おめ て 雨： 巧な 息 装を 持つ ものむ ろ がれ 
じ、 それ じぶ くみ か 巧の 分かを 巧げ ょぅ 
一二 五 巧# 店 

度 巧 《 五 セ セ 

* が！！ ホ お 四】 一、 九 八 二、 九 一二 
巧が ホ » 一二 五、 ニニ 四、 巧 九九 
ホな 巧 巧技 111内 、丸 五み、 田 セ ー 
ホ 度な 巧 巧 ホ ft ホ じか 巧 & 

巧 二々 闻 巧れ々 ち義 ni 化 

♦ 


巧 二を 田 巧 巧み ま お 


巧进 巧み 巧ち 巧 
* 田 巧れ みま 巧田这 々働 S 

ー パィ 王；^ 人 巧な 

巧を 共 ホな 
巧を M 巧 入 巧 S 
» を 人民 お 
な濟巧 
巧 绝肉朵 2 
巧 逆 度巧抽 

ストれ せを 人 巧 ホ仕圓 


巧 没を 巧な 
ft 巧 M 曲 


y ノゲ ュ ；^黨 
人 巧 巧 巧* 


一巧 二 
一 0 セ 

六 八 一 
一九 f 

セ セ 
四】 

ゴー 〇 
ニゴー 
二 0 
二 0 
-ホ 

六 

巧 




八、 五 セ 五、 二网旧 
六 セニ 


ホ、 ゴーセ 化 
五、 一八 六 


五 ホ 〇 
四 五 セ 
五 七 七 
ミ々 一 
ミニ ニ 
1 0 八 
八 六 八 


さち 

一六 0 
六 八 六 
一二 六 五 
セ カ ニ 
〇ゴ ー田 

0豈| 

吴ホ 


、〇セ ーニ、 五 1 ホ 


田 五 セ、 〇八艺 


ヤング 案ので 施 じよつて 一席 賠巧 M おはが 決した もの A かくな じられ た。 しかしながら 戰 
かち じ お 化 問涵は 世み 巧濟巧 株の 上 じがけ ろな である。 な 中 ドイツに 取つて 賠巧金 ま 巧の 唯 
一のを はか 巧の 借 入 じよつて 閣 巧を 巧を 巧を せしめ •か 巧なる の 伸驳を 計る じあつた。 其の 
掉 巧は ド イプの 浩濟巧 巧 じがけ ろ お 巧を な々 略 巧なら しめた。 一九 一一 一〇 年 ホ ド イブの お 巧 か 
をな 巧は 巧 S な マルク じ 達した。 其のが 年 十月 ニユ ー ョ—ク ホ 式 ホ 巧の 巧 巧 じ ホぐ 世み お濟 
巧 巧の 深刻化は、 化の おおな お 巧 じ 立つ ドイツを なが 政の 上 じを もな 按 のじ 反映した。 加 ふ 
ろじ 巧 巧な ホめ 不夕が あゎ •アメリカを 一切め •イギリス、 スイス、 オランダ 等の 巧が 闺は巧 
をを 巧々 と 引き 拐げ 始め •セ 巧 巧め じは 十の 巧 マルクを 巧ろ おおじな つた。 か^ろが 巧 下 じ 
わつて フ—ゲ ア—の モラトリアム 巧 明は 却つ て* ト イブへの 危 がを 深めし める ことじし か 巧な 
たなかつた。 セ 巧 十一 IIH の ダナ ー ト银巧 巧 巧 じ 端を 巧して •ド イブは かしい をな 恐 巧 じ 巧は 
れ た。 他が じがて 近年 巧 お 巧み 上の が 巧た ろみ 巧の 脚 巧の 時が； は •ドイツ お阳 巧みを 不 おな 
らしめ •これらの 巧 巧が 巧 おつて W 巧 巧 まを おした。 が 巧の お 巧と して そ ホ ザは 巧大 し、 一 
巧 二な W 巧せ# まな 蓮 苗 四 一 


誰 二 巧 w 巧 お々 ホ 巧 ag K こ 
尤云二 年の 巧め じは 其の お 六 百 巧と 推 巧され た。 プリ ユ I ニン ダを 巧 巧と すろ 中 則！！ ホの 曲 

は 化の S に 筆’ へくな ゎ ！ J 秀で あ 《•そた たけ 台 送； 5 系 安なら」 を。 ぎぶ々 じ 

ホぐ じ 紫を々 をな て 時 W をな 給 せんとし たが •巧な はなじ 中閒れ み ホ艳 から 巧れ、 W が 大衆 
は 右な 闻 がまを か •左 巧 共を まを かじ 奔 つた。 

-乂 一ー ニ 年 十 巧 十一 n の ハル ブ ブル グ じがけ る蜗 巧れ み 巧 •巧 術な 义ぴ 《中 闻の右 巧な W 
撤り巧 合 じょろ 占 巧 巧 巧 巧」 の 示设巧 助は •正 じ 化の お 力が 巧な 聯立 內朋じ 巧す ろな 巧で 
あつた 麗 じは をな 巧 本のが 巧からの 解か， ャ？ おな 巧 •々ま 著教 S の 塞の 即 がを 

巧んで 左ち 送受 巧 ミ 尖 器」 • 一 S れ茂 W 零 ミで 謹 t へさ 危受 なした 

た 0 

一九 一二 一年 巧 かみいで わ はれた 堇か 望み 进巧 のがが ち 中 難 巧の な々 ななな 襄 
と 巧が 巧み 巧 ホ じ 共 巧 巧の 巧 立 か 化を か 酷ろ w かお 警も むい。 巧 中 W おれみ 巧は あら 
ゆろ 巧 义逛巧 じ 巧 かなし じりな ましい 巧 進の W そを してなる 0 


ホいで 本が 一巧の リブ ぺ == デ， トモ ルド、 メ クレン ベルグ == シユテ レリ ヴツ、 义び网 巧の プ 
ロシャ 、バィエル •ゥユ ル テムべ ルヒ、 ハ厶 グルグ， ァン ハルト じがけ ろ进 おの 結 化 もホ问 
巧で ホろ。 巧 じ 特記す べきは •巧 $ 闻巧 ホな がれを お まなの ホが であゎ、 なつ ドィッ むがの 
巧 命を 制すろ プ D シャ 話を じがて、 巧 巧れ み 魚は が 凹の 六 あから】 熙巧 六十 ニ ホを 巧 料して、 
杜 みが 主 巧を 巧满 した ことで あろ。 

これ じえ 立つ 二 巧 十一 11 =の大 持が 遇 かじが ては ヒット ラ— 白ら W 照した。 

八* 六 六 一、 セ ーー ー六 
一、 11 ニニ 八、 五 七】 

田 > 九 八】 一、0 た 九 
二、 五 五 セ、 八た み 
一二、 内 五六 

ホの 姑が をな てして はヒン デンプ ルグ のの がは なけを 法規を の 抱 巧ネ化 じがし なかつた 巧 
巧 11 巧 W 巧れ ♦主 «« 曲 巧 一二 


t ン デ ン ブ . Jk グ 
t ヴ > ラ 1 
ブ 1-^ マソ (共 ホ «) 
デュ* — V . ii グ ( Jg 中 用) 
ゥ' "ンタ —(すみ*) 


巧 二巧两 おせ 會主 巧 内 凹 
じ， ホいで 阿月 十日 巧理お 填が 一打 はれた。 

ヒン デン ブ心グ ー九、】 一三 ハセ、 六 八 八 
t ヴ トラ— ニニ、 巧 一九、 み 01 二 
チ— ^^マン ゴ ー、 セ 0 五、 八 八 化 

此の おお ヒット ラ— はを 迸した が •共產 巧の テ I ルマンを め】 千な 携の 大差を けて 引き 胜 
した。 

を 時 中 閒が巧 巧 脚 巧は 右の 結 おを なて •ながが の お 利な 〇 として •のかめ 安を と •お 期の 
か 巧 政 巧を が转 すろ ものと して ヒン デンプ ル グのお 利を が おした。 化して さぅ だつ たらぅ 

か f 

其の 翌 R ザく も グリ ュ— ニン グ巧 曲は 义業 問題 解か 巧と しての 主 地が 理 案じ 閒 がして 瓦が 
し、 それ じ 代ろ バー ペン 巧 削の 下で •セ 月 S 十】 日が 巧 巧を « 迸 取が 巧 はれた。 がの おおは 
左の 通ゎで ホる。 


H お 巧み* ニ ゴー〇 
巧會 ちま* ニニ ーニ 

共 mg ル ホ 
中央* モ五 
バィて か 人 巧な ニニ 
巧 讓乂お « 一ニ セ 
巧を 人民 « セ 
5 み g 巧 
ち ミ I 
なお 用 一 
キ— ストを せ々* 四 
度巧黨 一一 

々ュ .：ー チン V i グ反 お* 二 


一ー ニ、 セーニ ir セ 屯 九 


セ、 九 五 一 
五、 ニ セ 八 
四 > 五八 六 
一、 一九 0 

う 一ち 一 

巧 一二 巧 

S 1 

一巧 六 
ホ ー 

11 M ハ 旧 

ニニ セ 


二 因 五 
6 九 四 
五 01 
内 五ゴー 

九 田 一 
五 巧 八 
I ニ セ 八 
-0 ホ ー 
二八 田 
セ 四 九 
0 八 一 


九 六、 八 五 九 

か < のかく 巧が 化み なは が 岡の 二 化 W 上 •巧ち 二な 己 十の な 席を 堯 して、 巧】 巧 じなり 
# 二を W 巧 巧 會ま巧 巧 五 


巧 二 巧 w 巧れ 會 ま 義 囚六 
職 巧が# なおは ナナス ボのゲ I リングが 理 ばれる じ ザつた。 

おか. ハ I ペンみ 销が巧 立した 時 •共の せを じ ナナスの 巧 力なぶ 特が ぁろ も S と 一が じだ じ 
ら れてゐ た。 しかろ じ 八月 十 一の 化關閒 おじ 細す ろか 巧と ナチ ス との 巧 ホ 化 巧は 巧 •がぶ 
は 激しく 巧 立す ろじ おつた。 化の パ— ペシ 巧ヒプ トラ— の ホ 巧の お 化は •なおの ナチ ス じが 
ずろ がが となつて 现 はれ-ナナスの 巧# なのかき はが々 ずがな 巧が がが 令 及び •化 巧 かじょつ 
てがの巧巧をわホされろじまつた。 九巧のり巧^^お典を：：：めと卞ろ訓ゅろパ—ぺ ンが巧がぶ 
じ關卞 ろ裝な 令が 公 巧され たが •大 がな おお 制が をが 子と すろ 化の おは •ぶ 巧からは な淹 ぶ 
をが 进 すろ ものと 化ら れ 、右 巧から はれみ 化への おおな 〇 と 非な された。 M バ十 111H 化 S 閒 
短を 中む として お 巧 巧からの 脚ず だ 化ぶ が お出され •巧给 巧 じな 行は が 散され た。 ホいで 十 
一月 六 n じむ はれた 巧理 がの おがは ホの 迎り でぁろ" 

巧 巧 

國 巧を <ti 黨 一九 五 二； 二 0 


巧み 巧 主な 
ホ ホぶ 
ゃ央义 
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巧濟 ぶ 
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ンノゲ よ ** 
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八 九 
セ 五 
ニニ 
ゴーセ 
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五 

一一 
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化の 巧 巧 H すべき 视 みは ナチ スが S 十五 あを が じたろ じ わらず •共 巧 巧は 十 f ち々 が 加し 
たこと で ホろ。 しかしながら 化の 結 ホを はてなち じ ナチ スな 退の 化と •お 淹巧 進化の ホち と 
そがす もの だとが 出す ろ ことは がが であろ。 をし か 岡の ナチ ス のが ルは パ I ペン H シュ ラィ 
巧 二々 WK か ♦主 お 巧 セ 


巧 二 巧 w 巧れ ホ 主# «曲 巧 八 
ヘルの 巧 迫の： 卜じ右 巧 政府な たろ 阐 おなじ 巧を された と 信ずべき 理由が あろと 问時 じ、 他が 
共 ま おのが 加 も 化を がま 巧の 巧 巧 じがての み 得られた もの だからで あろ。 

な 止な ベた かく ナチ スは 今日まで 正 じが 舆 すべきを テム ボを なて 巧 おし •‘ 今や 其の 掛 巧は 
毋じド ィプ 的 巧の みならず、 化 みのお 担を 巧め てゐ ろ。 とはを へ ナチ スは现 ホまで 一絲 がれ 
ず、 巧々 たろ をを ホいて 米た 誘では ない。 他の あらゆる 曲 巧 運動が さ' つで あろ かく、 ナチ 
ス巧を 巧 じがても •ぶが Sg ちをひ 巧い 意な のが ホが あつち まが？ 例は 一と 一 |0 年 
やの ォ ブト！ シユト ラッサ—- 波の ホみ の 巧 巧れ を 巧の 巧 立、 シょ リンダー ス中お 直 
名の 共 ホ 巧への 巧 巧 •一九 jll 1 年 巧 巧の シユ チン 4 スの 除名 等で あろ。 

ナチ スが巧 ホ かがな ろ 巧を を诗ム べき か、 何人もみ 巧し 巧ない ところで あろが、 ち 乗 巧 
巧 •が 巧 制化微 巧間趙 •巧な みが 苗、 等々 の 巧® 巧な を 巧つて あ，^ か 化さろ ベ さ 共 ホ 巧との 
巧ち 乃至は シユ ラィへ こょつ て 代 おさ 打て ゐ るず 閒 AJS 巧 じがけ ろが 米の ナチ ス のか 
巧 こそは •巧な からず 巧 ♦の 細、 むを そ A ろ巧坦 である。 


第ー ニ 節國民 か會 主義 途 動の 網領 

一 化 二 〇 年 二 巧 二十 阳 日の ミュンヘン じがけ るを がの 大ホ 巧說を じがて、 二 小 五ケ 條のナ 
チス のが 巧が 巧 おされた ことは が じ 巧べ た。 化の 網が こそは ナチ ス なのの がかを 巧す もので 
ホろ から •化 おじ 其のを 义を 巧げ やぅ。 

巧 民 かを 主を ドイッ 巧 御 寡網領 

ド イブ 巧が 巧 « がは 巧な 的 IS がと 卞 。巧し お 導を は、 お來 生ずべ さ大 ホの 不滿 じな きおが 
巧を 可能なら しむろ 目のを はて 卞 ろかは、 本が 镇 じがけ ろ 目的 達 巧 巧と 巧ら、 新たなる ちを 
を 加 ふること々 祭 止す。 

_、 巧々 は备 おお 自ホ樣 をを 巧と して •一切の ド イブ 人が 大ド イブの 下 じ 曲 おすろ ことを 
巧 ホす。 

巧 二々 H 巧 巧會 主義 « 度 巧 九 


巧 二を B 巧れ ♦主 交 法 曲 で 0 
二、 巧 A は 他聞が じむす る ドイツ 寶 55 S 橄 利を 嬰 求す。 化の 故を 替 巧々 はゲこ 
♦イユ ザ かがめと サン •ゼルマン やかが 約との 巧 巧を 巧 ホす。 

吉 巧々 は 巧が 巧 巧の 扶 をと •巧が 過满 化が 移 化との 巧 じ 虫 地 (が 巧が) を 巧 ホす。 
sr 闻 が-^ 為ろ ホは ドイツ人の みとす。 ドイツ人たり 巧る ホは •ながの 如何を 閒なス 
ドイツ 巧 故の みとす。 故 じ ユダヤ人な 巧て ドイツ人 たろ ことを 巧ず。 

ち •閣 巧たら ざろ ホは •巧 じか 來 おとして ドイツ じ W 巧 卞ろ浓 利を 巧す ろと おこ •か 人を 
の 適 州を でくべき 諾 巧を がす。 

ホ、 闲 {《の 巧 かとな 法と を 化 葦ろ 巧 利は 巧 おじの みお 巧ず べし。 化 じ 巧々 は 的み、 粉 ザ、 
ホ町がを述じて、 各^^のを八ム稱は闲扶のみに與へ ら*べ さことを巧ホ卞。 

巧々 は侧人 S 能 & 養」 •巧 SASX 夏 ミ 典 $6 度 的 巧 做す。 
セ •巧々 は冀が 脚が S を 東と ホ 括との 安を 化 巧を なて 空の 違 巧と 巧すべき こと 堇 R 
す。 巧みのを 化が の 生計が 转阳 難な ろ 時は、 か W 人を 闲 かじ 化 おすべし。 


八 •ド イブ 人なら ざるが の おがの が 化を 林-ル 止す。 巧々 は I 九】 阳年八 巧 二 Hw 巧 ド イプに 
を 化した ろ 一切の 非 ドイッ人 のが 培 W かお ホ そ 巧 ホす。 

九 •ぁら ゆろ 巧 巧は 平等な ろ 巧 利 お 巧 ホが あすべし。 

-0 •を闲 巧の 巧】 の 巧務は 也み を 化を ならしむ ろな じぁり。 俩 人の 巧 動は を WS お 曲の 
じがて •專ら 巧 人の 利な をが ろを けのと し •決してを 巧の 利な じ 術 巧すべからず。 化の かじ 
巧々 は ホの が 巧を 巧 求す。 

- 1、 不巧巧 巧の お 止。 

利子れ な 制 かわが。 

|=、 】 巧の 巧を じあく 时 ホと 生みと S 巧大 なろ 巧 巧 じ 巧 比すれば •巧 巧 じょろ 侃 人のを 
巧は 风 おじか すろ 化が と 化かさ ジ ろを 巧ず。 故 じ 巧々 は 一巧の 巧 時 利が S ぶを なろ 巧 化を お 
ホ卞' 

ニニ、 巧* は 一切の (從 が) 巧 じれみ 化された ろな ホ (トラスト) の 巧 宵を. おぶ す。 

巧 二 や M 巧た 會 まみ S 扭 五一 


巧 二 巧 田 巧れ 會ち巧 蓮 《 五 二 
- 巧， 巧々 は大企 菜 じがけ ろ 利な 參 加を 巧 ホす。 

- 五， 巧々. は大規 巧の 寒を 制 おの 確立 そ 巧ぶ す。 

-ホ •巧々 はが 全な ろ 中を 辟な の 創設と 其のが 持、 な貨 なのが 時 共ち 化、 ぶび ルを 菜ぶ に 
巧す ろ 其のを 廉 なる 巧 巧， ホ じ 巧 お， お 巧， 巿 巧が じ 巧す ろ販資 のた じ、 一切の ル替業 おじ 
巧 ホ おを お ふべき ことを 巧 求す。 

-セ •巧々 は 巧々 の 巧 巧 ままめ 巧ぶ じ 合を せろ 虫 巧 ホ ホ、 ホ 同 利を を 日め と卞ろ ± 巧の お 
值を わじ 閒卞ろ 法 ホの 制ぶ、 地代の な 止，】 切の 虫 化か 巧のを 止を 巧 求す。 

註 巧 

ナナスの が 巧 巧 十 セが じがして 反 お 著 側から 曲解せ る 解 巧を 加 へられろ 結 おとして 
ホの かき お 巧々 かへ ねばならない。 

巧は が 有け ホ 制の あ 巧 じかつが かじ 「無 巧を か」 なろ 昔 葉は 法 巧の 制を に 佚つべき 


ことは を ふまで もない。 不法 じ强 巧され •义 は！： 巧の 幸 親のを 地から を 巧され ない ± 
巧は •必巧 じ 巧 じて を 化せねば ならない。 この ことは 巧 一 じ ュダャ人の 主 地 お 巧みせ 
じ 巧 けられろ。 

一九二 八 年 阿月 十一 ニ ロ ミュンヘン、 アドルフ •ヒ ブト ラ— 

- 八、 巧々 は 共 村の 利を を 阻を する がかき 行のを 巧す 巧 じちして •巧 乎た ろ 巧 爭を巧 ふべ 
きこと を 巧 求す。 公 おじ 封す ろ 化 罪を、 茵利巧 •貴 占 人は、 がの 信が、 人挂 のかが を閒 はず 
巧 刑 じ おせらろ。 

- 化、 巧々 は唯构 萬め サホ 巧が じか ホす ろ 口 — マ 法を ド ィブ 巧 同 法を むて 補正す ろ ことを 
* ホす。 

||0> 1 巧の 巧 能 じして 巧 おな ろ ドィッ人 じか 巧を 巧け •指導 的 地 かじな かしむ ろ 円め を 
なて •巧 おはを 曲 巧 おが 制が のが 本のな ホを ホ 策すべし。 巧 おのが せ 巧 細の が 巧な 则は巧 生 
巧 上の 巧 ホ じ 合致せ ダるべからず。 闊氏 化な の 巧を はが 授 (南 おを) 巧始の おか じがて 巧す 
巧 二 $ 围 民 ホみ 主 巧 g 扣 五己 


巧 ニク a 巧れ みちお 法 巧 五 巧 
べし。 巧々 はがの 身分が 菜の か 何を 閒 はず， 闽 巧を W て か W なろ 父兄の モホじ 特じ必 巧なる 
巧 神が 巧を 施す ことを 巧 ホす。 

11-、 巧 おはか モ のが 謹 •幼年 巧 おの 然止 •巧 お 发びス ボ—ブ の おおのな 法 制定 じょろみ 
柏鍛な のぞ 施 •一切の 化 全な ろ 巧 年が なが 巧 じ 巧す ろお乂 の巧帖 •じょって 巧 おのが 化を が 
進せ しむべし。 

-111、 巧々 は 化かな のが 止と 巧が おのぶ 巧と を 巧 ホす。 

二 I 二 •巧々 はかなのは 治 的悅瞒 と、 其の 巧 削 おじょ るが がと じ 巧す る 岡 巧を 巧 求す。 
ドイツ 巧閒 巧の が 巧 巧が じ閒 し、 巧々 はお S 化 巧を 巧 ホす。 

a •ドイツ おを W てす ろを 明 紙の 編 巧ぶ •あびが S な 力を はなて ドイツ人 たろ ことを 巧 
卞〇 

h ， ド イプ U かの 巧 脚 巧の 版 《 は闲 おの 許可を ぶす。 おの 巧 聞 巧は ドイツ おを なて する 
をのず。 


c 、 非 ド ィブ 人の ド ィブ 巧 聞か じ 巧す ろみな 上の 按助 •又は 平 ホは を 巧を w て 巧 止し、 
これが を 反の 巧则 として， お 巧 M 巧の 巧* を 止 •义び 削な か网 人の 卽巧闷 かお 化を 巧 ホ 
す。 \ 

お 两巧空 じ 反すろ 巧 聞かは 巧 止す。 巧々 は 巧が ホ巧卜 一巧を なろ が#， あび そがの 法律の 
巧 止と、 これ じ途 反せろ 汾幽 の巧绪 とを 巧 求す。 

II 巧 •巧々 は闻 ぶじ かけろ •わら ゆろ 信が の自 山を 巧 求す。 化し 巧朵 のが 立を 巧せ ず •又 
は r ィッ人 巧の 逍 おなじ 反せざる々 はて 化けと す。 

巧が 巧は 宗な めじ】 波 じみ 来されろ ことなく 、巧ぶ キリスト がを W て 巧い ホ鸣 とす。 巧は 
巧々 の內 かじが けろ ユダャめ U お 物 A めが 神を お 化する と共に •巧が 巧 おの 永 おの お 化は ぶ 
の 原則 じより、 巧ら 巧な よゎが せらろ べき ことを おな す。 

なな じかす ろ 公な の 巧 ホ。 

II 五 • W 上の 諸獻则 をけ のな じ， 巧々 は 巧 おの 巧 力なろ 中央が みのが 化、 巧みを 巧 じむす 
か 二巧间 巧 ホみ ホ あ 五 


巧 1 一巧 《巧 巧會主 五六 

ろは 治 的 中央 法 みのお おけの お 成と •其の 一 わめ 化汾 とを 巧 ホす。 化 

巧ぶ じを 巧され たろ あ 阁巧則 法規せ 施の：：：： めを W てす ろみ 分 牌な を 謀、 棋菜 牌な なをの か I 
設。 P 

巧 おみ おはは 上の が 巧ザ苑 巧が のな •か 巧 あら ば 生命を 捧げろ ことを おせず。 I 

一九二 〇 が 二月 二十の 目 ミュンヘン I 

の 

化 巧 じな ろが 夕 化の 冀 は’ あら ゆろ 巧 治め’ 超 舞 •文箱 政策 じついて が" 携 じは 山 
系 なられた もので もな く •ま 巧 ホ 其 巧の 配列 も 蒸と して ゐ ない。 しかろ じ 一 化 二 六 年^ 

おぉ 一一 十二 円の ナチ ス访 みの 巧 上 じかて、 「化の 31 がは 不夕 であろ」 ことが ぶす された。 をし,! 

•# 

蒙 罰は • 7 r ダ ふ； 夏 罕 十れば •一 mg 誓 や、 各 ss 義お化 SS 正を I 
も 巧 止す 6 とい ふ 養 U 辈」 K 器 棋義？ 畫」 ミなら ない とい ふじ*^。 故 じ W 
それは阿疑雙3器じょミ、 迪直な羣補累加へられろことは窒でもゎろし、 义 

をが 期 巧され なければ ならない。 〇 

•J 


ナチ スの眯 巧 巧 じがても、 化の 網が の 不備げ おは 的 じ訟激 されて ゐろ ところで あわ •なつ 
てフ 王— ダー のかき はこれ じが 卞ろ辅 化 おとして ホ 巧の がが おを 作成した。 か 茜 これは 巧の 
お 本 精神 じがて ナチ スの 巧が を ー ホ もがて ゐな いが •其の 補足 乃至 布衍と して、 ナチ スの巧 
はんとす ると ころを •よわ 巧 ほじ 示して ゐろ やぅ じ おはれる がか じ •化 おじが の 全部を がげ 
やぅ。 

ナチ スの闽 家 及びが が お領 
- 、 巧 菜は 巧の 頗則 
ドイッ 巧 おは ド イブ 人の か 巧な わ 0 

a 、 かを 政 巧 

1、 】 巧の 隙 おの ド イブ 人を 包を せろ が一め 巧 巧 巧みの 施 立 • 

2 •か 巧に がけろ ドイッの がな の 巧 力なろ 代 お。 

b 、 人 巧 政ぶ 

巧 二な 田 巧れ を 主 お 巧 》 五 セ 


巧 二 巧 H 找 をを まな aM お、 

8 ， ユダヤ人 ぶび、 あら ゆろ 非 ドイツ人の 公的 ホ 巧 上 じがけ ろ 巧な あろ 地 化よ ゎの 巧 巧 0 
气棄 ユダヤ人 •其の 他 § 萬 外聞 人 塞のを 止。 なな さか W 人 おじ ユダヤ人は 排 
斥せ ざろ ベから ず。 

C 、 巧 巧 巧 巧 

5 •ドイツ 文化ぶ び 運命を 共 じすべき ドイツ人 のみが •巧 巧の 板 利を •一 著す ろ ことを 
巧。 

6、 ドイツ人 じあら ざろ をは、 ド イブ かを として か 人 法 じ 化 巧すべし。 

7 •ド イブ 人の ホ 巧と 巧ぶ とは •か 巧 人の それ じが 先す。 

二、 お^£政巧めは則 

两 巧ち 巧の 巧が はが' 巧 供が じがし、 み « 巧 本々 して おな のが 巧を 巧 さしむ ベ きものじ ぉ 
ず。 

8、 巧 がれみ ホ 巧な 巧则 としてが 巧时 ホが を ホが し •岛 つを れを闲 おのが 巧 下に 面 <• 


9, 巧し 巧が を® の 幸な S 見 巧より •化 人の 乎 じ 巧が すべきな じがして は 一を の 腿 おを 
面く。 

W 、 I 切の ドイッ人 はを 技の ホ 巧と 文化との 巧 進を 目的と すろ 聞 ほを 巧 巧す。 

U ， 一切の ドイッ人は， か A ろ】 む 的 巧の の おおの 巧 聞と •が 巧时ホ 制の が 本 的み 謀と 
の 下 じがて •自 もなる 巧柔の 能力と、 自由な ろ 巧が 所 巧のを 分 無と を^す。 

W 、 を柔を もを むち A 生 巧のを 領 なじぶ ゎ， 小、 中、 大のお 巧を 巧 化 じ 沿な せ しむべし。 
S 2 •お 米 巧 じ 化み 化された ろ お 業は 巧て 巧 あ 化すべし。 

W 、 を 利 •巧な ホ じ 巧 巧の 巧 用と 巧 巧と じがて、 巧 巧な く 利己的 诏を 追求 ずろ おは 巧 巧 
じ處 せらる 0 

巧、 I 切の ド イブ 人 じ 巧す ろ 巧 かお 務年 おの 制ぶ。 

|二， をな 政 巧 的 原則 

巧巧閒巧は诗おのまが下じ立ち、 をな力々なて巧{1|^じ巧みを立つろことを巧ず。 かじ巧 
>11 々困 巧せ ♦主な aM 五 ホ 


巧 二 さ H 民 巧み 主 巧* •一 力 0 
をは 利子 奴 寡 制の 打 巧を かおす。 右の 目的 津 がの 手段は 左の かし。 

が、 阔 おあび 巧が をして 大金な 夕本じ 巧す ろ 利が 装務 ょり 解 化すろ こと。 

巧 •ラィ ヒス バンク 及び 巧 おな 巧の 巧 巧 化。 

け、 一切の 大公 共 事を (水力の 巧 用、 巧 通 巧の 開 巧 等) じがて を 金 調 速を 巧す じは、 無 
利子の 巧が 轟を 巧 巧の ホ 法を なて し •借入金の 方法を 回 おすべき こと。 

巧、 巧 請 巧 巧を 有すろ 巧 制の 確立。 

W 、 お 利子 巧附を H めと 卞ろ官 公立を 柔錶 巧の が設 (巧 制な ホ)。 

U 、 れ みめ 巧が 提诉 め巧则 じを く 巧 制の 巧 本め な ホ (巧 制改ザ 及び 免 稅)。 

0 •なをな 巧 的 お 則 

が、 が 身 年金 制 巧の 罔 有 化 じょる 大規 技の 老年 巧 おのな 立。 一切のを 迫せ ろ ド ィブ 人 じ 
巧し •一を の 年 お •又は 永久め を亲 無能力 じが じて 巧を 巧の 年金を ま 給す。 

S •ホを 事 巧 じが 事 すろ 巧て のぞが •其の 能力と 年 おとじ 巧 じて •巧 巧 お W 的が かが 巧 


る 


の爲じ 共同の 黄を をな て •其のを 業じ參 加し •なつ その 收 なじ 參 加せ しめらろ。 

W 、 あ 巧 ぁろ 巧が じぶ かざろ 聪時ホ じ 羊み 時の 利得、 义 びを あとを 利と じよつて 巧た る 
が 産を を 化し •これを なを 去 i 設じ巧 用す。 

於、 巧 二十 巧 じ おき お設 された ろ 公 お的珪 巧を を银巧 じよつて •を阅 的な ろ 巧を が おじ 
よつて 住宅 巧を 授かす。 

、そ 化な 巧め 原則 

巧 治 的 じ自ホ じして、 巧 娩的じ 健を なろ 巧みの ぷ巧 じがけ る •一切の おみと がが との 興 A 
みなて 巧々 の おおの 文化の 巧 命と す。 此の 目め のは じ 左のを 巧を 巧 ホす。 

.挑、 巧大 なろ ド ィブ 耗神 生活の 巧が じよつて， 肉 巧め じ 化を じして、 较 がめ じ自 曲な も 
巧 年の 巧 巧。 

が、 をを なろ ながと な、 むとの 自由。 

S •キリストれ の 信が 吿円じ 巧す ろ特刖 なろ 化 巧。 

巧 二 巧 田 巧 巧會 ホを sg 


巧ニタ H 巧た 貪 主 お an ホ ニ 
が、 ド イブの 进 巧ぶ じネ 居し •且つ 巧 お义び 巧が の 的 巧を 巧を とすろ がかき 宗 巧の B 
00 

W •巧 害 なろお か， 巧閒 巧、 巧 普 •お 術、 が 脚 等の 巧 ル 止。 

S ：； •ドイッな 等# 巧みが じがけ ろが 巧の 自 ホ、 义び巧 巧 お 能 あろ お 巧 的 階 巧の ホ 巧。 

ホ、 が 巧 政 巧の 原則 

お •巧ての 自も なろ ド イブ 人 じ 巧 すろ 巧 捉許ザ じよろ 巧 巧の 巧衞〇 
が、 化 兵制 ホのを ル。 

おが なろお おの 訊 於を お 巧と 卞ろ專 巧が 巧 曲の 下 じがけ ろ 化 闲巧泌 の 巧の 闲が 巧の 
編は。 

ホ、 其の 化の 巧 ホ ホ 

s §、 巧 曲 制を のか ホ。 •トイ ブ两 巧の® ホ じせ 陆卞る 一切の お 曲 おの 巧 祭。 が倍义 はかを 
じを 曲せ る 報 逆 じ 巧 すろ お大の 巧を。 


が、 典 だしく おおせろ 现巧 おがが 財 ホ じが 巧が ホの お 巧な (巧 化が か) のが ホ じよろ 迸 
巧 法の ホ ホ。 

5;、 巧 お 代 おみ 議の 例設。 

が •主 ホ 巧な 裙 I (± 地所 お 棟の 巧 則め ホ訟 •何人の 資本 じよろ 出 地を なの 不が W ， 特 
じか 阔人 及び ユダヤ人 じ 巧 卞ろ网 ぶ s 先貿樣 •不 巧な じを 班され たろ ± 化の 巧 お的强 
制 管理) 

巧 法な ホー (け淹 の 一が め お諾じ 巧す ろ现 巧を 律 じ 巧し， 側 人の あが •がの 化が のよ 
ゎ 瞬 巧な 化！^ 

が、 巧 法改正 

巧 菜 的 お 態— ドィツの 本 巧 じ 合 巧せ ろか 衍 は、 をな のな おの 下 じが 一され たろ 巧 巧 ホ 
巧 的が 治 制 皮な ゎと す— 化のを おが 巧 民 巧が おまか、 大が がかは 後の 阀 おお 巧 じ 一 巧 
卞 。瞒巧 制 赔—巧 五 じ おろ おがと がを とじぶ き •ず 岡なる 巧め がな じよろ ドィツ 巧 お 
巧 二な H 巧 ホみ 主 お 法 助 六 一二 


巧 二 巧两 巧れ みま 巧 法な 六 巧 
は •をが みす 分 巧の 巧 化な ろ 內か的 巧 治が じょつて 制 腿す。 

聯巧网 蒙を おは、 旅ち 關お •及び 睹攀の 巧 かの ドイツ 阔 巧の 代 おじ あわ。 

け卜！ の 併 巧のを 部 じついて 論評す ろ ことは をを わ 本 香の 目め でもな く •がの 巧む もな、 
が •其の ま 巧な もの じ 化いて はなじ 逐ホ說 巧 しゃぅ。 

第 四 節 ナチ スの憐 成分 子 

一 化石 年には 償 A 七を S 貝を 掩 した f ‘ ドイツ 巧 傲？ から 储 かを 一二 年後の 今ち 中 

央巧を じが 'H 言 二十 化 S 寞霉し 了曼夕 を さな わ、 謹の 大 S 囊 じは 5 一一 

胃 十 5WG ま传を 巧た ナチ K S 進 S を 処れば •正 C おお 卞完 はだ。 

ならば 裳 加速度 U 莫」 た 十 チ K S さ幫 からが たか、 义詔 なろ 牌な 袋す 持 じ 

ょろ もので ホろ か •これ そが 究卞る ことが 本節の 化な で ホろ。 

茜.！ なお 字を なて 論 話す ろ ことは 閣稚 であるが、 7 ランタ 7 ル*,.； イツ ング 巧は 良, 


回の ナチ スの路 進を 构 語ろ 一九 so 年 九 巧 十の りの 巧 迸が のが 巧 じがいて かぅ ぶべ てゐ ろ。 

「は As 透 巧の お 巧の 分が じよって 、化み ま 発の 二は 巧は 共の お教 力を が特 した。 化の 二 
技巧の 巧 力は-九 二八 年の 巧# じがけ ろ阳二 •二％ じ おして 一九 吉二年 じは 一二 八 •二％ であ 
る。 な 論 これは】 化すれば、 を 退を わ 語ろ やぅで あろが、 なは の お 巧な は 却って トニを (一一 
な セ あじ 巧す る 二な 十え お：} をが 大した。 この ことは 此の 二 かなが おがから がの 透が 巧を よ 
く 巧な し 巧た 巧 左で あろ。：： これ じ 反し ナチ スの巧 力は】 九 二八が じ旣じ 巧ん ど 巧な しお 
されて ゐ た。 それ故に 一九 so 年 じがけ ろな： 2 のが 巧 (四 巧 九十 一一 あじ 巧ず ろぶ 巧 セ 十六を) 
は 大部分 他の ブル ジョァ 諸政 巧の 占めろ 所と なった。 ナチ スの タカが 大が 大部分 お 痒 •巧 W か 
の 諸な なのな 巧 じよる ものな ろ ことは • 二、 S の 比ち かを 巧げ ろ だけで 話 明され ろ。 例へ ば 
ナチ スが おも 夕く のま 巧を 巧た のは •ホル シュタィンの ニ セ％ •ボ ムメ ルン、 ブレスラゥ、 
巧 ハン ノグ r — の二阳 •二%、 パ ルツ、 フランクフルト •アン •デア •才— デル、 フランケ 
ン •ホ プロ シャ •メ クレン グルグ •ゥ ェ—サ I H エムズ •ホ ハン ノゲァ 1 の 二 〇% なで あ 
巧 1 ■はれ 含まな aw 々五 


々二々 H おせ 會ま K な B 六々 
ろ。 これ じ おして お 化ゥょ スト ファ— レンでは I 11% 义び ニニ •八％ •ベルリンでは】 二 • 
八％ •ラィプ チブヒ では 一 阿 •一% である。 故 じ ナチ ス はれ 會巧ま 巧义び おを 巧の なおに が 
て V なく •中 瞄諸お 巧の 巧 巧 じょつて 其の 巧 货を增 したので ある。 而 して これらの 中 閒が政 
巧は 化 おじ 其の 從 ホの ホ 持 ホを々 つたの みでは なく •巧 巧 f のす 持を もえつた ので ある。」 
巧 じ お ふ、 

r 夕論ヒ ブト ラ— の 巧 力は 今日の お 巧め 化 巧から 推せば、 未だが の 巧 おじは 津 して ゐ ない。 

サホ 巧裏资 な G た •、中に •賠债 si ピちく •トィ ッ委 ちま 篷§ 迫が 巧 まろ じ 

がつ てがら かの 制 ホ S ホを ホめ •巧 废じ逃 港せ をす ろ 願 巧が な 巧で* ろ。 共虔じ ナチ ス 
の 巧 力扶 がの おかが あろ。 

兴のお 巧は 二 千 だ 巧の ホ ホ々 の ホの 任 在で ある。】 九二克 年の がが じょれば •右の ニモな 
巧 S 々の ホ 中 一千ぶな 巧は 巧を の巧仿 ぶで あゎ、 五 巧 五十な はお 巧みな の 巧 用人 义び 下がを 
々巧で あろ。 巧 じ 化 ホ じ ル 商工 柔 をの おがわる。 化の プロ レ タリ ャ大 ホが じ 巧して 巧 ゆろ で 


木 おの 奴は が々 其のが パ— セント じを ろか？ しかろ じが ホの ドィツは おの 分が はを も 化の 
化かの 階な 辟を 反映して ゐ ない。 卽も前 おの】 ホ ーニ 〇 年 九 ぉのな 迸が じは •約 八 巧が 十が の 
なみが ホな •め 四百 五十 巧の 巧を なのの 輿が あつた。 合計 一千一 二百 おが •これ だけが プ D レ 
♦リャ W 棉の 巧規 のを 部で、 巧 ゎの ネ叔巧 断 著は おかまを め 詣か なじ 反 封だつた となな けれ 
ばなら ない 0 

かじ 從 がは ナチ スは これら マルク シストからの 欺を をはず とも •五 口 お 十 巧 S 使 川 人 •お 
百お卜 巧の 小. 閒 H 搂業 ホを 巧 ホ じ寸れ はよ かつた し、 またがげ 卜：も 化の 牌が こそが ナチ スの 
中、 む 巧 力で あつた」 と。 

かくて フラン クフ ルタ ー •ツァィツ ング がは みく とも 一九 云 0 年の 遇が じがて は、 ナチ ス 
はが ホ 巧の 邮巧じ おひを みのず、 巧の が 加は】 じ 中刚諸 巧谋の なれと、 おおが おた ろ 巧 年の 
支 おとじ 俟 つもの だと お 萬して ゐ る。 

又 ハンス •ィ H I ボ—は D — テ •アゥ フ バゥ 誌上 じがて、 お 遇が の 結 巧 じよる ナチ ス邮を 
々二を HK をを ま 巧这扭 ホセ 


15) Hans Juger ; Der llote Au 化 &u. III. Jg. 1930, Ileft 10, 
脚 / 35. 


巧 二な 田は 化 ♦ち 巧 « 巧 六 八 

を 左の 巧な 群 じみ 額して ゐ る。 

六 >111 内 0>000 
一ニ ニ 五、 80 

一、 玉 0、 80 
一、 一 8、 000 
一、 セ 巧 0、 000 
一、 一二 五 五、 000 

そして ィエ— ダ— はお おのかで、 巧斯 をは 犬が 分 おが 巧を たる 巧 年 巧 がをだと 云って ゐる〇 
勿論 ィ 王— ダー は 左 巧め 反 巧 側から 見た ものであって •右のを そじ お對 めなず さは 謀 めら 
れな いとしても •此の おじが てな あされろ ことは •中を 牌 保 (イょ I ダ— は 中小 巧ェ菜 ホを 

巧す ので A らう)、 段 重 $賠 な： i 苗て へさ 勤 人累賽 矣が 分のを 受嘗ゐ ろが であ 

る 0 

な 上は 一 化 so 年 九月な 迸# の お ホ じよる ものであるが •がのを の 地 ホ 逛单そ ホ 巧と し 


ナナス 巧な & 
、ブ かク m ア 

中產 巧な 
•度 巧 

~勒 A 
々働 巧 


て、 ゥ t ルナ— •シュテファンは ブ グィ トシ ュ リフト •フ ュア •ぶリ チ— ク 誌上で 興睐 あろ 
巧 究を巧 おして ゐ ろ。 

巧 一 じ 彼は 一空 二 年の なじ 巧 はれた みまか 两蔚み 遣 巧の おおち ま 地方の 餐め •を 
が 的车巧 じょって 左の 巧挣じ 分けた。 
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これらの 化 方 諸 田は 九 お 乃至 九九％ まで おお 巧で ぁゎ、 巧济的 じは なをが を も お 建して 
巧 二を ■民れ ♦ま！ £ 法 助 々九 
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巧 二 巧 ■お ホみ ま裝逢 S セ 〇 
ゐる がェ柔 も 相を》 巧して ゐろ 。而 して 化の 巧 ホでは ナナスは グル ジ 。-ア 諸政 巧の 巧を 

じがて 勢を ホ 加し •社 か 塞 諸 おは 巧 勢力を がたち 
巧 二が 
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化の 化义 も ホ おが 巧が 多く、 まとして 度 おが 巧 はれた ゐ ろが •村 じく ナチ スは中 贴巧於 
巧の 装を をつ て 二倍の 巧を なつた 

巧 一二 泣 



を 

み 

主 

巧 

お 

ブ 

ジ 

a 

T 

谦 

巧 

巧 

ナ 

チ 

ス 

1 

五 

1 

ミ 

• 

九 

九 

〇 

い 

ム 

ブ 

心 

グ 

巧 

九 

五 

九 

«JU 

• 

九 

巧 

五 

五 

巧 

〇 

〇 

一 

it 

〇 

r 

ン 

巧 

參 

〇 

i 

— 1 ■ 

力； 

1 

メ 

ン 


これらの ハン ザ 諸 都 ホは 巧が 巧であって •商工 柔が をん じ 巧 はれて ゐ ろが •ナチ K の 巧 
力は 化 地方 じ 比して 巧 だしくな おで あろ じ 反し てれみ 主 窺 グロ ブクは 甚だ 强力 であろ。 
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巧 ニク H はか々 ホ 巧な K モ 






化の 巧 ホでは ヵトリ， ク おおが 二 111 力ち s 1 % を冉め •へブ センでは 巧エ龙 がけ はれ、 
ォルデン グルグは まとして 農 ま 地で あろが* ナチ スは巧 おじが ては が 夕提巧 力を が 大し巧 
なかつ た。 化の 地方で 特殊な 巧 化 じあろ のは ヵトリ ブクな 巧の ま 待す る 中央 巧で あつて、 
其のみ 力は 巧つ てが 大した。 この ことは ナナスが々 トリ ブク のま 持を がな かつた 汾左 であ 
る 0 

巧 二 じ 彼は 一九 S 二 年 阿 巧 二十 阿 日 じがけ る プロ シャ 、バィエル、 ハム アル ゲ、 r ン ハル 
卜 じがけ ろ远 かぶび 一二 月の 9 ブぺ U デブ トモ ルド、】 おの メ クレム ブル グ H シュ テリ ブブの 
忍 ♦の お 巧を 左の 巧り 分 巧して ゐる • 
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化 S お 巧 一一が は 一二 分の 二は 巧が 巧で ぁり、 宗 おのを おが 極めて 巧が でぁると おじ、 巧 巧の 

夕別 が大 でを &。 從つ H 髮葉 にが T は中義 S 为は諾 とし T 動を 巧く •他のは 

巧の 勝 化は 一 じ？： の 巧 ザ： i ょつ 5 をされ るので ぉろが •十 チ 5 器冀 じがても 幽 
進の 跡を 示して ろる。 
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此の 化 部 一一 州 sh - 素で s 祭 大部分で おを、 なな 寡 囊囊 がを もみ 力を 占 

めて ゐ るり 
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化の 化が 巧柔二 州は 巧ん ど おが 巧であって、 ナチ スは巧 術 巧の W れ じょって がか こがの 
々二々 « 巧 巧み ま««|| t 己 







巧 二 さ 田 巧を ホを 
巧 漂々 がして ゐるじ 過ぎない。 

を 二 じ 彼は 本年 六月の 巧みな 遵 がの お 巧を 左の かく ーボ して ゐ る。 
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が 上の 諸理 がの おおの 分が じあいて •シュテファンの お 論 せんとす ろ ことを 巧 括 すれげ • 
大略 ホの 阿な じ W おする。 卽ち 

_ •ナチ スは宗 巧の じは々 ト リマクの 支持を 巧ない こと。 

U •かみ まを 猪な 巧は 巧 化は しなかつた が、 ちみ 力を が 持した こと。 

|二、 ， 蓄 ナチ K は i 葵 Li が T は 蒙し い战進 S げ巧 なかつ た 二と、 及びが の 巧 ホと 



して 

巧 ナチ スの 勢力 增大 はまと して グル-シヨ ァ 諸政を の朗 ，なじょ つて 谢ら された ミて 
ろ 0 

装 結論は 前に 引 W した 7 ラ； 7 ルク！ ツ 7 イツ ング ちを イ rf の 巧ち こ】 
をず る。- 3 かしながら 化の シユ テ； ン のみ 巧 じがて •斯大 な 段 S 、 化 おお 裹 •化 f 

樹お累 共 ホ-煎 がれみ 囊め K a ック をが 窜 ると 暑し •一 おし T ナナスと 巧 比せる おで 
ある。 现 下の ドイツが 巧 じあつ てち 達の かく かみ 華 藻 も ホ、 化の 中閒諸 寡と 共 じ 分 
が 過程 じみ ゎ •十 チ K 或 ひは 塞-な 為れを な 食され： ぉろが 故に、 蒙 分が じがて は 
がろ 共囊と 分 能して、 ナチ ス の 巧 力が お閒 係を お 比すべき であつ た。 

とまれ 右 S シ。 テ； ン並 ミラ ミ 7 ル々！ ツ S イツ ング紙 •イ r ボふ所 親等を 

お 合 ずれち ナチ K の 中、 む 努が勒 人 •ぶ 窒菜畫 の 部 ゆを 庵牌极 を、 資 、巧 年 等 
で ホる ことが.；； かえ 而し高 時 じ 器 點か冕 2 ホ な音 誇 ミ* 55 巧を も 化 

巧 二な 肉 おれみ 主を 法 巧 Lb 


巧 11 巧 因 巧 巧# ホ# «» セ 八 
の 範閒巧 じ 化らん として ゐ る。 しかる じを 近の が 勢は 化の 筋を をを 切 ゎ •巧 衡巧大 ホ もが、 
化か 扶 まま 義の陣 をから ナチ スじ おじつ A ある ことは •プ C シャ みの 他の エ柔化 ホの 迸が じ 
がけろ ナチ ス のがが 的 勝利が 物語つ てゐ る。 

巧 五節 中を 階 紙 

か々 中 庵 お 板とは 何 か、 資本 おとおを をとの かく •巧 说な限 ホを 引く ことが 出 ホる かぶか 
が 第一 じ 提起され る閒駐 である。 

ヒヴ トラ— じょれば— 「巧て 两 がの 曲 巧は 一二 乂辟巧 じ 分つ ことが 出 ホる。 卽ちー ホでは 人 
巧の な も 巧 ホな 巧 端 じ ホち、 巧な とな 巧む とじょ つて 特窃 付けられた •あらゆるな 巧のを ホ 
じがて 巧れ たが おが あり、 他方では あらゆる 利己的な あを と 盛な とのが ホの 忘 巧 じがて おも 
化 恶な人 側の 巧が 巧の 巧聪じ 立つて ゐ る。 化の 甫® 巧の 做 じが 一二の 牌 おとして、 餅 かしい 巧 
巧 まを もなければ、 巧の 代ゎ じ 化 罪 もない •巧大 な中閒 なが ある。 


一巧が 两 おい 巧 お時化は •が もが 巧な 部 か s おおの 抗缚 じよつて 特巧 化けられる 。通 巧の 
規則め なが 展 時代は 、が 間 的 巧 美の 巧ぶな まがに よつて 特 巧が けられる。 而 して か、 ろ 場を 
じは 府極 巧の なみは ホ 五 じ や 巧せ しめられ •乃 おは 巧が する。 

巧 巧 闻照銷 おの 時が はを 悪の 巧 おのす W じよつて かを されろ。 

しかし 化 庵に 巧 目すべき ことは •なの 巧 ゆろ 中閒巧 おとしての 大 ホは、 南極 端が が 冗じ闲 
ホし 合ム時 じ， 初めて お： のじ 现 はれろ もので あろが •兩巧 巧の 一が おを じ まがせ ろ おなじは、 

の 

彼等は 化 じ お 利 巧紋の 下じ從 巧せ しめられ ろので あろ」 とおつて •巧 おじ 一二 牌な の あろ こと 
を訟 めて ゐ ろが、 化の みが じあつて はが 粹じお 巧の ホ 巧からで なく、 がろ 夕 かじ 倫规 の 巧莱 
が 加つて ゐ ろ。 

フ王1ダ 5 1 .巧々 は ド ィブ 中 ホ 巧な じがて •ドィッ 巧が のな も 巧が あろな 分を 訟め 、且 
つ 巧 索、 祝モ的 おが 中を 巧な をが 持す ろな じ、 あら ゆろ 巧 力を がま ダろ ことを 巧 求す ろ」 と 
云ひ、 巧じ - 轻？£理あはみおの中小巧柔をの自もながかであろ」 とがべ てゐろ。 同じくナチ 

巧 二 巧 田 巧 巧 ♦ま お g 巧 モ九 


け） Hitler ; ん ん 〇 ••ん 580 じ 


巧 二を H 巧を ♦ちな « 巧 八 〇 
ス のがが 巧 十六が も ホ、 「健を なろ 中を 階な のが 設 とお 持」 とを 巧 求し、 ぶを 霎じ 巧す る 
を 大の瞄 あ」 を必 虫と して ゐ ろが 中小を § の かじ •かがな ろ 化を おを 中 產牌紋 じ 巧せ しめ 
ろかは 明らみ じされて ない。 

ぞ な、 中 巧 牌が のれみ のを 箱が 巧 耕されろ じ 至つ たのは •比較め 近 米 じ 招し •隨 つて それ 
が 資本 ホを 期を 期の 巧まで あろ ことじは、 がして 一を して ゐ ろが、 がの のをを 巧が すろ 分子 
じがいて はお々 じを をされ てゐ ろ。 

ゥ ょ ル ニヴヶ は 中を 牌な の おなじ 細して ホの かくぶべ てゐ る。 

「從 前の 中を 牌 おか 巧は 中が 巧. 閒エ P から 出强 し、 化つ 中を 阶 がの 梅を を おを すろ ものは、 
巧 立せ ろ こと、 卽ち巧 巧夕が 力と 中小を 本と が 結合せ ろな じあつ た (ズ ヒス ランドが 巧)。 し 
かろ じ 他の 中を 牌な 硏究 ぶは、 例へ ば テォ ド— ル •フリッチの 如く、 巧の 巧が を捣大 せんと 
して、 を 巧 まを とな# 巧 ま 主を との 削 じあつて •此の 期 極端を 巧 化し、 自ら 支配 巧を 巧 得せ 
ん とすろ、 あら ゆろ 牌な 巧を をみ •隨 つてを 巧、 巧 人 •自 も做萊 A も 中を-株 板が のじ 加へ L 


とすろ。 かじ 此の 一派は •巧な > 巧 本 所な、 中 則 的 所 ws かきが 巧 的 ホが からのみ でな く、 
政治の 方が から もを お化けん とした。 しかしながら 巧 か 的 じは 此の 贿を巧 じ、 未だ 中を 牌が 
の完 をな 把 おと 限 化と じ 成み して ゐ ない。 何と なれば、 化 等は なお •文化 •進 ホを 檐ム もの 
としての、 中產 階が の 文化め、 巧# 的 巧 おを 正しく 訟識 しないから である。 — おはかく の 
かく 巧 おすろ。 —— 卽ち中 巧 牌 おじ 巧ず ろ ホは •巧 述の齒 巧が 巧を をけ、 がの 巧 粟 じがて、 
巧 じ 巧植的 •巧が め 巧 ㈱ のみならず、 夕 かれ 少な かれ、 精神的 巧 做を も 巧し •中閒 めが 巧を 
巧 •乃 まは 中閒的 資本を 巧 おすろ 人々 であろ。 

かじ 中を 巧 かは を隨 として 見れば •をを •自か 機 まを も 包を すろ 夕少 巧を あろ ホ 巧で ゎク 
て、 1 方では 大 なろ 巧 巧 そな すろ をな 巧が 脖じ •他 ホでは お ホ 巧が を •又は 巧ら 巧が 的 巧が 
じの みお 事 卞ろ陪 おじ 巧 立す る もので あろ。 ホを すれば、 中 ホ 巧な は 其のな ホ、 が ぞ 、がを 
又は 化を の 巧 化、 生を 狀旗等 じょり て、 巧の 著 巧な の 上が じあろ と共に、 他 巧では 大 なろ 巧 
巧 やが 産々 ちせ ダろ おじが てを 本 菜、 又は あを 辟な と 巧 別され ろ 肉 おからが ホされ る。 

ホ ニ 章 H おせ 合 ま お 20 八 一 


弟 二々 w 氏せ お ま 巧 運® ル ニ 

それな じ此 度では I 房 墙 が存弯 ろ。 助ち 巧 ホの 望 ル 辜を をからが ろ 中 露な と， 近. 5 
年の、 年 おじが 大 しつ A あろ 巧 ホ •勒人 •自か 略 P からな ろ 中 ま 階 絞と が あろ。 かじ 加 
巧な のな をは 大お じがて •プチ •ブ： V ショアの 巧を と 一を すろ。 — をの 化# は 巧が •をが*! じ 
を •町人 •其の 他 巧 お •下 お 麻な を 等から 巧 巧され てゐ たが •十九 化紀じ 至つて， 特 巧お按 H 喊 

のが ホと 共 C 舅 S をが ホピ た。 ^ た をら S 3 穀襄兵 か 的 じは 繁 S I 化 

巧 おせ、 巧ち 大 ブル ジョア •中 ブル ジ 3 ア •小 グル ジ 3 ア •义び 巧 化を •プロ レ タリ ャ—卜 13 ’ 
等 じ 分れた。 これ じが じて をが も 亦 • 大地 ホ • 中を • 小農 • 巧のを じ 分れた。 大 ブル ジョア ^ ^ 
じ W すろ をち 大地ち 奎柔 { ち 大巧 人 • 银巧 美 • 囊臺 •共の 他の 墓 又はみ 本？ I I 

わ 〇 •中 ブル ジ ，アじ おすろ をは •一た じ 中を お 巧と ホが けらろ べき もので あつて •小 グル IW I 
ジョア じ 度 すろ ものは 小 商人 •小 中エ— •お 化 お « を-巧な 人、 下な 官 々を， 巧 人 •自由 .1 ^ 
巧 ホ 装で ある」 と。 r な 

巧ち 巧 じょれば •中 ホ-辟 おは 比 校め おらし い 巧み# であろ が •其の 中で も 中 ル 巧 I 丄巧 ホを の 


と、 巧 神の 勒巧夕 とじ 一 一大が されろ V きこと を 主張して ゐ る。 

ヒ典 ファ I デ ィング も ホ、 中 痒 おおを 中小 おを をを またろ 巧が お菜と なすが 來の中 閒巧巧 
と •訊 ゆろ お 中 閒牌較 たろ 勒人 巧な おとじ 分つて ゐ ろ。 特に 彼の 中 痒 瞬み の 巧 生と、 其の お 
巧め、 な 治めを おじ 關卞 ろを お あろ 化が はが 賠 じがす ろ。 

彼 じょれば 中 ホ酌较 はなてな 度を 本ホ義 S おな たろ々 ルテル 化 じょろな 本の 利 おがよ の 

の 

所產 であろ。 卽ち r 巧 1 C の 利 抑は 仙の あら ゆろ 辟な のがを はわを」 ことじょ つて、 一切の 
産業 部門 じがけ ろ 大巧 本ぶ の 鞋巧的 滞 力と 化 治 的 地 かとを 巧め ろと 村 巧 じ、 中小 かおみ を 
をれだけが迫し， みのが化としてをおの中巧陪圾は止まろがなく衰あしてむく。 化庭でた：2. 
ファー ディ. ーゲが おじ 閱 、むを むいて ゐろ おは、 か、 ろな 本 ま 産爛お 期の 巧淹 としての 中 巧 牌 
なが 担 的 じが 乂卞 ろと いふが 巧で なし じ •巧 的 じがの 巧を がが 化すろ とお ふこと であろ。 彼 
れおム — 

「小が をの 乂が 分は 大お をの 捕 化の が 策と なゎ •隨 つて それは 大お をの 猶 おじ 利を 側が をち 
巧 二 C 闲 K か# 主 巧茫巧 八 一二 


1 リ ） Kudulf Iliiferding ; Das JPinanzkapi なし S< 460. 


巧 二な w 巧せ み ホ«2& 八 四 
する じ まつた。 が 巧の お 結 策 •かか 案 等は、 未だ 補 括 案じぇ で 至ら ざろ 大工 お生康 じよつて 
制約され ろ。 あら ゆろ 稅 巧の 修烤车 業の がは、 工場ではなくて 魚て これらの 化が を问時 じを 
む 乎 H 菜で ある。 をれ 故 じか A ろ 階が なは 巧が をとは 巧 立す ろが、 大產 をとは 巧 化しない。 
しかし 小 おを の 比較の 大部分は、 巧して か觀上 おおせろ のみであつて、 巧な じは 『巧 本への 
閒 おの 化が 銷 な』 (グム バルト) じ おゎ •隨 つて r 巧 本 じな が』 (ォットー. バゥア—) して 
ゐ ろ。 お 等は 巧が 力 じ 乏しく •化紛 力を かいだを な 階な がで ホつて、 完を じを 本 ホ 堯的大 か 
を じ 巧が し、 が SW 巧 じな つた。：.. しかし 巧大な ことは、 同時 じか^ろ 巧 おじげ つて、 こ 
れらの 階な がのは 治の 地位が がつた ことで わろ。：： 巧 中の 巧の 闹爭 はがろ を 本 まを 的が 巧 

內 じがけ ろ、 大巧を じ 巧ず ろ 中小 お耗 の岡爭 として 巧 はれる。 i かし か A ろ阅 ホは】 おじ 

何ら 反を 本 主義め じけ はれろ じ 非ず して， 彼等 中小 おを は举ろ •彼等 自身を をみ、 彼等 じ 巧 
巧の 餘 地を 與 へて くれろ ホ 本 ホを のなかな 巧 おの 中 じ お W を 求めろ ので あろ。」 かくて ヒルフ 
7— ディン グ じよれば、 中小企業は 大ず 本のが 迫 じよ ゎ •自己の 地 かがを 無 化すろ じがつて、 


20) llUferding ; •• •• 0., S* 460 if. 


其の 巧 立 s が 巧を そふので あろが •しかも 彼等は を 本 まを じ 巧 立せ ずして、 がつて 大を本 お 
じ 迎合し •巧 子の々 けがに 舆 らんと 卞 ろので あろと。 

ホいで ヒル ファ— ディン ダは 勒人 巧な をな て •中小 おを を じよつ てが 巧され ろ從 がの 牌な 
ホと 本 巧を おじす ろ もの だと ま おすろ。 円く 「近時 一 おじ 誤つて 『巧 中產 階な』 とげ ばれて 
ゐろ をは、 をく おる 立場 じ 立つて ゐ ろ。 か-ろ 階 抜な は 商工 東 じがけ ろ 巧 人 じよつて 巧 巧 さ 
れ 、彼等は 大お をの 巧 速と 企柔索 のれ みのお 蓝 とじよ ゎて 、をし くが 大 し、 生を 巧 巧 おを 
巧 巧と して 段階の 階れ を挥 巧して ゐ ろ。 プロ レ タリ ャ— 卜附 技を さへ みぐ 隙が がは 此の かじ 
はない。：： 新たな 巧 械の採 州は 人閒巧 か 力を 過が ならしめ ろが •巧 術 装のを がを ばかし 
て あおむら しめない。 をれ なじ 巧找め •大 み本搭 をのが おは あら ゆろ 班 巧の 技術め 巧 人の 生 
巧 利な であゎ、 エ亲の 巧 人を 大巧 本め 巧 達の おも お、 むな ま おおたら しめろ。 

ホ じ 巧 式な おのを 速 もホ材 巧な 方法で か 川 すろ。 それは お络 々所 巧から 分 巧せ しめ •お 巧 
みば 烏 給は 雰璧 S 人 S 营巧能 S 資 。时時 じ (彼等の) 比 お 的な さ 藉は大 な 

巧 ニク！ IK 巧を ホち* 跑 八 五 


巧 二 巧 WK ホみ ま 巧 八 六 
ろみ 力と を かた 化 人と を 巧 へられろ 化 遊 じ 擅き •隨 つて 化の 化 遮から これらの あら ゆろ 蝴人 
じは 巧 戶が巧 かれて ゐろ やぅ じを えろ。 かくして あら ゆろ 巧 巧 じがけ ろ おおじが けろ 關- む* 
巧 進への るち が あら ゆろ 巧 人 じ 円 巧め、 化 等の 辟 巧ぶ を お 化すろ。 み 人は 化の 夕を 巧いて 半 
プロ レ タリ ャ めがお からを 本 ま 巧め 所 巧の なさ じまで 向上 せんとす るので あろ*::.」 
「しかし： おじ 巧 おすれば •化の 巧 枯め態 ホは が 持し 巧く むろ。 か 中 おおの 結 巧 じよろ 巧 立の 
かか 到達の 巧みの 喊 みは •小 お 巧を •小な 木 家を してな々 ネく 其の 子を を 巧 人たら しめろ。 
同時 じ 化の 巧 人の 巧が ホす じ從 つて •巧 等の 巧 かじよ つてが 巧され たま おか H がが し、 巧が 
水 唯 巧 下の 伯 巧を 誘を すろ が I 

卽も これら 動 人が おはを がの 閒は 比較め ながを ぶ 巧 はれ、 がを のけ 戶も關 かれて ゐ たが， 
巧 本 ま 黄のを おじ 猪つ-, し、 一方では 其のを がが 乂し •他方では 分 おの 進 ホ じよ わて 尊 門め か 
おが 渐 々す 巧 じな わ •管 巧が 巧を をけ たおが のを じかつて 代られろ か •自ら 不を じない 巧が 
仁サん ずろ ホは なくなろ。 しかし これらの 勒人巧 おは 离中 巧棋 巧と おわ、 よわない お 巧と • 


の） Hilfenlin がんん 〇 • ん が 4 — 47 ん 
班） Hilferding; a. ん 〇 • ，义 が 7. 


ょゎ 巧れ た 才能と を 巧す ろが、 巧の がか 向-^ の ホ 筆が 巧 たれろ がは、 後 おょりも 巧が ホと お 
ぷ 能 性が 夕 い。 

な 上が ヒル ファ— ディ. ーゲの 中淹階 おに 輔卞ろ 所說の 大巧で ある。 

しかしな がをお じ 巧 過す ベから ダろ ことち 视 代の 梗端じ 巧 占 化された 寞囊制 おの 
ま 酷す じ ゎつ 一」、 器 謂 ゆを 講 おは 巧 じ 度 的 某 英 X2 ならず •お 等の 給 

望ぶ はが 巧の じ 彼等を 尖銳 化せし め •かめて 典 立の 牌な として、 をれ 自身の 巧 求を 持つ じ 至 
らしめたことであろ。 このことはわけても巧をのドィッじ巧をすろ。 イ ン フ レ—シ ョ ン時代 

じな もを た」 い 義卜； S 緊を 受けた も s ' 露 塞 者 •ぶ 堅 業を •義子 生活 お 等 

をを わ 中 巧 階 絞で あつた。 がの お 化 これら 中 巧 階 おは おじかて が 巧した のみならず、 一な 火 

なまみ S 接 お卞& 2^ 惡 •巧 ひ 化 等ち T かが 化せ-^ 《、隅 謗 利な が S 墓を 

痛が せしめろ じ 至つ た。 

現 巧に ド ィブ じは 中 巧 牌 おとな 化すべき ものが どれ 化 あろ だら ぅか。 

巧 一一 巧闲 K 巧 ♦ホ#* 曲 八 セ 


23) F パ edrich Zahn ; Wirtschaftsauflbau Deutschland も 
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巧 二 巧 w 巧 巧みち 獲法拍 

巧 

- ドリ ッヒ .ツア I ンはド イブ 化み がを ぶの かく 分 巧して ゐる < 
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ホな 中を 巧な 
なま 中 巧 巧な 
巧エ巧 中ち 衍没 
巧 人 


巧 《 軍人 
ち S 
熟な 夕働ホ 
裹巧 巧録ホ 
不 巧が ホ 働 者 


ま 巧な 巧 (巧 女 共) 一九二 九 年 
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八 六 巧 


セ、 巧 0111、 八 六 巧 
tr 巧 tlA » 九 巧 一二 
巧、 五 五】、 110 六 


日 巧 人 二；、 ー ル 0 
召 巧 一、ー ニニち 五八 セ 
を 巧 ご 一二、 00 九、 11100 

.右の がかを おろ も 罰 ゆろ 中 ホ •巧 巧な ろ ものが 巧め て 巧 巧な 巧 會お をが 巧す ろ ことが 理解 さ 
れ ろ。 巧 街者大 ホが おど 社み ま蟲 じよって 巧 占され てゐろ 時、 新たな 大ホ 巧のと してを つた 
ナチ スは •化を じ 薪 H し •化の 巧れ おに 先づ力 巧い 巧を おつた ので あろ。 


巧 二 巧闲巧 巧みち 巧 巧拍 八 か 


巧 ご 一巧 w 巧 巧々 まなの 思な 巧 ホ 


\ 


\ \ 

: // 


九 0 


巧 一一 一を 閱民 社を 主義の 思 恕體系 

、がイ レ. 

巧 一節 闊民扎 を 主義 思恕の 起源 


ザ 


ぶろ 人は 树 おおか ホ 筵を U て、 近來ョ I ロ ッバを 巧/、 ろ 粘 神 的が がの 一つで あゎ •其のな 
動は ク！ クラブ クス. クランの かき I 稀のを 力幽拉 に過ぎないと 郎 謗し、 义 或ろ おは ナチ 
ス のがな は ミユン ヘシ じ 非ず して ゲよル サィ ユ だとが 输卞る 巧が の 别は阁 おお# ま 装が のが 
何らの 化 おのげ がを. 精たず" •賊带 おし < はが 命の ど さ C さじ 采 じて， 蜗巧 めす 滿を おり ホて 
ろ ことのみ じよつ てが 力 じ 近が かんとす ろ 運動 だと お ふこと である。 これらの 化が が 巧な り 
と ゼば巧 巧れ みまを 運動は 泡 ホの かく' あち 巧え ホらねば ならない。 

しかろ じが 货 はこれ じな して 巧 巧れ# 主義 巧 おはな々 巧のを 力を が大 し、 巧の 化 あは ドィ 


J) Graf Carlo Wfurza ; EurupiiitKrhe Uiktaturen • も 133, 
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ヴ巧 w 大ホ s 則 じ力强 いがを 张 ゎつ、 あろ。 この ことは 旣じ 巧が おみ ま おが 阅が大 ホの 胸 じ 
訴へ ろべき 何ら かの 思 巧め 巧 ほそを すろ 說 左で わろ とを はなければ ならない。 

もとより 巧 巧 化を ままは 化して 一つの おつた 思 おが 系では なく、 み 稀の あなが 其の 中じ夕 
銷し •巧つ てが かじ 其の 本な をを 発 化けろ ことは 巧め て 巧 巧で あろ。 しかしながら 巧 おじは 
他 のれ# 的 潮 ホと おがすべき 明白な 諸種の 特 巧が 認められろ。 卽 ち】 むじ 闲巧 かみ ま 巧の 待 
巧と 認められろ ものは •巧 お ま 発、 がが まを、 神が まを •現 資ま巧 等で あろ。 而 して 巧が 化 
みま おも ホ 巧 夕じ現 はれた 思な ではなく •がを 的れ みの かがの 所 ホで あろは 上は •これらの 
特 巧の よつて ホろ がみを 巧 ゎ •それらの 化 想を 倘 々じぶつ てげ ホして •贿 をの 關 蹄を ホめ， 
巧 じ 巧 巧 化か ホ おぶ おと 混同され おで わりながら、 しかも 木 巧を が じすろ 他の 思想を 明らか 
じすろ ことじよ つて •がめ て 巧々 は 巧 巧な みま お 思想の 正しい をを な W 卞 ことが 化が ろので 
ホろ e 

巧が の ドィッ 巧が 化# まぷじ 特じ夕 くの が 巧を 巧へ た 思な 力まが 巧は、 大枯 じがて 浪巧ま 
々一一 一巧 M おれを 主！！ {の おな n ホ 九 一 


巧 一一 一巧 w おせを 主 g の おち 垃巧 ホー ー 
堯 •閉お 社 合 主 寒 •講畜 材囊、 * ，スト 巧れ 待 運動 • S ま 護が の 五つ じ 大別す ろ こ 
とがが 米 やぅ。 勿蔚 これらの 巧が 乃至が 巧の 閒 には 夕少 の願聯 の 詔 めら れろ妈 な も あろが、 
ま 巧な 伯 巧 じぶ きおの 巧 別 じ おつてな 巧を 進め やぅ。 

巧 一巧 浪沒 まを 

液 巧 ま茲は 本來文 巧め お 巧の 询 がであつた が •巧た じ 目 巧め た 巧 巧 ホ 苑巧巧 じ 内め じ 結 
f がいた お 巧と して、 あら ゆろ を 巧が 巧 じの ゎ 泣み •をれ をの 义 化のを 巧を なを せんとす る 

サホ巧 じな つち SG 神を 2 じ襄卞 含 琴 I 冢 なと 反動と」 T 寅た 愛義は 

あくょ でも お 而上巧 のじ 立てられた 巧# であゎ、 それは あ 命の 神 巧を 菜 おな 巧き をな て おめ 
た。 な 蒙 ホを がせみ をな て、 巧 立 じな 在し、 自 巧め 巧 巧を 巧 へられた 化 人 閒の自 ホな ち 約 じょ 
つて 巧 立言え と說 かんと— じ 反」 T •望ま 菜は 眼に 見ぇ ざ 6 かみ G 語が 化 人 削の 
內 め 持 神め 連 巧を 巧 巧し、 化 人は 化の 速 巧から 化 出し 巧 ダろ ものた ろ ことを 或な した。 かくて 


3) Jakob Boxa ; Geselischaft und 目 tMt im Spiegel deutecb- 
げ lioxnftDtik, 8 •ム 


化の ぶ 潮の 上 じは 巧い ネ府が ホり •をれ が】 切の なお ホを めを 術 及びが がの 上に も现 はれて 
ゐ ろ。 尤も か A ろ あがめが 巧は を 時の 浪巧 主を 時代 じの み 巧 巧な ものでは なく、 夕 かれ 少な か 
れお 巧の あらゆる 時代 じを 化されろ ので あろ。 この ことは おおそれ がが おた ろ お 系を 快き • 
統一め 思想と 化 化し おい 爲 であつて、 巧つて 浪没ホ 寒 じ 閒卞ろ 文が の 桂め てを 货 であ ろじ も 
柄らず •巧の 明確な なをの 把握を 巧 巧なら しめろ 巧は でも あろ 〇か くて それは ャ n ブ •バク 
サ のをへ ろかく 「ドイツ 巧 神の 皂 かな 板み から 生じた ああの 巧 子」 として 取扱 はれて 來 た。 
これ じついて 比 お 的 明瞭な 說 巧を おへて ゐろ ものは •な掛 まを のな が著ォ トマ— ル •シュバ 
ン であろ。 かじ 巧ら く シュバ ン のな 葉を 借りよぅ。 

「浪 がまを は •共の 薛術义 び 巧 おなじが いて 巧ら 巧 巧 じ 化が しつ A 、 お 同 巧の 本 巧 じついて 
巧 お 主義の 拟 をを 誘導した。 

浪没ま猪はホづ一をの酱術めお潮として现はれ、 シュレ—ゲル义ホ， ノゲァリス、 テイ1 

ク 、プ レシ タノ •アキ— ム •フ ホン •アル ニム •テオ ド— ル •グ マイドス •ホフマン •アイ 

巧 一二 巧闻 おかみち おの おお 巧ぶ 九 一二 


巧 一一 一巧 田 巧肚會 ち 巧の お 巧*! ホ 九 四 
ヘン ドルフ 等が 此の 汲 じ 巧した。 しかし それは 始 がから がの 特 巧な 化 巧から •生 巧みび 科 か 
の あら ゆろ お 聞 じな 入し •一巧の 义化巧 おじな つた。 しかしが の 本 巧は 專ら がの 巧 巧め 特な 
じょつて 明らか じされて ゐ ろ。 がと なれば 巧ぶな めな もの、 ホ おのな もの、 神が のな もの、 
巧 娘め な もの じ 巧 卞る閒 巧が、 な識 のじ か •おお 識的 じか •あ 巧 ホ 盛の な 術 及び 科 ザを ぶを 
じ 支が したから であろ。 なお ホ 装は 巧】 じかが 觀 であつて •装 術では ない。 浪没ま おを 渝巧 
徹おボ たして ゐ ろん のは •なおの 不可が じ削卞 ろぶ が， 卽ら 世の中の す尤 みなもの 、恐、- 化 
等 じ 巧す ろが み、 並 じサの 中に がな すろ かじ 見ぇろ が大偏 i 邊な もの A 中 じ おひ •がの お 化の 
中 じ 巧々 をを ねんと 卞ろ愤 憤で あろ。 しかしながらが 漁と なおな が 身 (ホ 巧) との、 化の がな 
巧の 閒の岡 ホと 巧搞 とが 海 没の な ものを が 巧して ゐ ろので ホろ。 一 おじ おはれて ゐ ろかく > 
円險 巧、 が 型式 性 •ホな 性が 浪巧 ホを の 詩の 本が の お 巧を 巧す も S ではなく、 がか そのもの 
の不 W ザ じ 削す ろ巧單 めが 本ぶ が •巧が と 神が との ホ 巧が 本 巧の な もので あつて •其瞎 から 
初めて あら ゆろ 现 みはが 巧 的な 化难 •ネ巧 • g 除 等の かさけ 巧を 巧び、 其 おから かめて が 巧 


ま お s 詩の お 型式 巧が ホ じ •自 巧と 化 巧との ra みお 梳 せろ 円 巧の ホ なれが ホず ろので あろ。 a 
かくが しての み •卽 ちげ 裘あ ああび ルネッサンスの W 巧 運 おとして 起つた 化が 殺が じ 文化 I 
運動と がして、 かめて 生 巧と 巧學 とのを 巧 巧 じ 巧 卞ろ浪 没 ホ 装が 術の が 巧が 說 明され ろので 心 
ホろ。 卽ち人 閒は字 巧の 一な 分と して 解 巧され る ことにょ つて •巧の 一切の ま 巧が じ もみら， か 
ず •俩 人ホ游 のじで もな く •巧 立 的 じで もな く* 巧圳 めじで もな く •をく を ホ 的 お M 恍 G 1 W 

.们 

部分と して 設 めら れ るので あろ。 かくして 人 W は 巧 お及び 巧の 他の 共时 おじ がても ホ、 ホな i 

的なん S •円 ホの な ものと して V なく •れ みめな 生巧喊 巧の 一な 分と して 巧 はれろ。 を かめ 加 

I 

な もの はれみ じ おされ •円 巧の 巧が と 神が とは 巧：： 一: おの 卜：じ も あぽされ、 かくして 巧み とれ；^ 
巧とは あ 巧 ホ おの 巧 巧の 巧 おとなる ので あろ ，0」 M 
がちシ ュ バ ン にょれば、 ー ホじはを化がのが祗卜：巧め絵合じ閱すろ巧を， 他方では化の化 a 
巧 じ 巧 すろ 巧 巧 •卽 ちがな めな 生 巧 巧 念が 巧が ま 巧の 本 巧で あろ。 J ；! 
化の 巧 巧 ホ おおな のせ 巧から 巧 お ホ おめ •巧 巧め 闲み 巧を 巧いた のは フィヒテで あつた 。 が 
» ー ニク WK れ をち 巧の 巧 かなぶ 九 五 


巧 一二 巧 巧 民せ を 主 « の 思 巧 巧 ホ ホ 六 
フィヒテの 初 巧 にがては 化# 巧め じ 幽すろ なが かの •曲い が 巧が 巧つて ゐ たが、 やがて をれ は 

t 

巧 本の じを 化された 。ヵントは 人閒の 自治 自決が のみを 中必 とする 巧が 巧篆化 巧の 巧 除 まを N 

るび 唯理ホ 巧を 巧つた が •お 理巧义 び 巧 お 巧 じがて は 巧が として 側 人 ま 遊じ捉 はれて ゐ た 。 W 

これ じ 反して フィ ヒテは、 人 削を 誌 説 論の じ俩 人と して ザな く， 夕 か •卽ち 巧 神 的义左 おの ^ 

地 

一な と諾め •巧いて 巧 おは. 切め からが おすろ を體 であつて 、おが •的が 巧 だとな 做した。 ^ 
おじ 巧が のをを じがいて 彼は 「巧が とはれ をに がて 共同の 生 巧を 巧け， 自己を 自己の 中 か ^ 

ら ，ちが 的 ホ じ 括 神め じ 創を して 待け てけ く 人 削のを 巧で ある」 とお ひ •特に ドィツ 巧の i ? 
本質の ホび じが 巧め 巧 おじを く 巧な 化を ホ 巧し 「ょゎ 巧い、 彼等 円みの 閒 から 生ずる 新たな の 

み • 

ろ 巧を ホ 巧す」 ことが ドィツ人の 特货 であゎ •ド ィブ おおと 他の 巧 巧との 巧 巧な 巧 別は ， U 

‘ ご 

「人が 人閒 自身の 中 じが 卞ろ紀 巧め 巧 一み めな もの •本が めな もの、 卽ち人 閒の自 ホ、 お化^, 4 
のな 普、、 永 巧の 進 ホ、 杏 信ずる か •或 ひは これら 巧ての ものを なぜず して、 ネろ 巧つ てこ 成 心 
れら 巧ての 反 巧を 目路 し、 巧 ザし 巧た と 誤 ザして ゐ ろか」 じある。 をして 「自らが 巧め じ 巧 巧 


の l*ichte ; a. ん〇 •, S. 122 
7) のパ 1 佔 ； a • ん〇 •• ん 215 f. 


たな ものを がゎ 化しつ A ホ 巧 すろ 巧ての 人 •ぶ ひは 巧た なる ものを が选 しけね まで も •少 
くと も 何 化な きものを をく おて A 、 何處 かに 本が 的 生命の がれを 把 抱 せんとな せろ 人 •ぶ ひ 
はが おまでは 進まね まで も •少 くと も自 もを 巧な し •且つ 自 山を 巧んだ 〇、 をれ を 恐れたり 
する ことなく •却つ てこれ をを する 人 •巧て かくの かき 人は 本が め 人 削であつて •彼等を が 
巧と して 巧を すろ 時に •これ こを 巧 ー ホめ が あ •が 巧が 族、 卽ち ドィッ人 であろ」 とおつ て 
ゐ ろ。 此の 彼の 閔巧ま 藻め 思想は 「巧 逸 巧 おじ おぐ」 の 十 S 諫じ おもよ く现 はれて ゐ る。 彼 
はが じがべ ろ 化の あ 没 ホを の學ザ ギョ— レス やシュ レ— ゲルと 村 じく 閣 家の 自 がめ 网境じ 反 
巧し 「罔 おの 巧 一の •本 米の 巧の 自 がめ おがは •明か じがの 巧 部 的 おがで あろ。 巧て 獨逸始 
を 語る をは •あら ゆろ 人工の 加は る じ 先立つて •巧なる 自が によつて 化ぇ ざろ お 巧 あの 巧 物 
とおびつ けられて ゐ る。..： この ことは ホぶ じ 明か じな 〇、 円が の 一巧 じ綜 なされ •不可分 
めを 愤と なる。：.. 化の 巧な のな •人が 自身の 巧 神の 巧 巧 じよつて 引かれた W みから •がめ 
てが の お 化と して 巧 おのか 的 化 ホが 生ずる。」 な 上の かく フィヒテの 巧 お ホを は 化 グルマン ホ 
巧 一二を WK 社み 主 巧の 思が « ホ ホセ 


巧 己 巧 田は 巧會主 巧の 思が 枯ホ ホ 八 
をめ 思 おじまで 巧 おして ゐ る。 化の 巧が ま おのな 巧から がわ 巧が を 眺める 時に •巧の 巧が な 
を ホ 寒 的ぶ あがを ずる。 

彼は 巧 人に 巧 似の おおを 課して おム 。「人 閒が円 巧に 許された 化に なみに > 自み じ 白 巧を 
まがしつ なじ 人閒 らしく 地上の ホを 巧む ことは、 人間の 化 おなが 盤で あるの ろなら ず •が 
の 巧 利と 述 なとの 止み難き 巧 ホで あろ。 人 削は 做 かわ ばなら ない。 しかし それは 巧 巧 じ 叫げ 
しつ A ， がの 力の おがを 化ち じ W びが の 巧 荷を 速ばねば なら 在い 牛 巧の かきものと はおる。 
人 W は、 む もの どか じ、 巧が じ 巧れ て 的き •彼の、 むと 眼と を： 乂じ 向けろ 餘 がをおた わ ばなら な 
い。 化の 時制 じ 彼は が 巧す るので ゎ， ツ J 

化の 巧ての 巧が じ おがす る 人 W を、 彼は ホ 巧者 (なお)、 な 術ぶ ( H 菜)、 商人の 一二な じな も、 
肉ぶ は ホ 巧 •か 引の 巧 ホめ 巧 巧を にが、 测 たし、 がの 所 巧を 似々 の 身分が お (ミ 5ら互 じか 
祀卞ろ ことじょ つて、】 切の W がが がしく 巧 適な ホ 巧を 巧 まねげ ならない とがべ てゐ ろ。 卽 
ちが じょれ だ _ 巧ての ホは を WS がれ ホであつて、 を 股から 其の 分 前を 巧 へられろ。 何人も 


8) Fichte ; I)er が whloesene IlarvlelEBtaat, 8 • 说 • 


9) も chie ; んん〇 •, S* 3 ん 

1 の FHedHch Schlegel ; Philoeophische Vorlesungen ， も おさ . 


特別 じがむ こと も、 巧乏 であろ こと も 出 米ない」 ので あつて， なつて 一切の け 巧の ながは 巧 
ての 巧 巧の 生活を 出 米ろ だけを みならし めろ なじの み 許されろ ので あろ。 化の おから 彼は 無 
が W な自 ホ巧爭 はを 巧の 巧の 幸 おを 机ます ろ ものと し •自 かま 巧と 巧 商 ま おとを 「巧 巧の ァ 
ナ ァキ—」 と 非 巧し •巧の のじは 生 巧を 闷乂 のが 制 じ 泣く と共に、 巧 外的 じは か 巧 巧みは 
巧の 生 巧の 均 巧を おろ ものと して、 巧 装の 巧 巧 的 お 绩をホ おした。 

シュ レ— ゲル も ホ 自な巧 巧から 出 巧して、 肚み闲 ぶを がが 的を 巧と 化が した。 彼 じよれば、 
闭 ぶは 乂 なろお 巧の 倘 がであつて •化の 巧ぶ は 木が 「人が のの 上と 巧 おとの 化 進を W てお大 
のが 命と すろ もので あろが •それは がに 巧 怯の じ人刚 じが 諸と 化 速と を 放 ハへ ろ ことを W て 化 
れゎ とせず して •巧 巧 的な ホな を も诚ぜ わがなら ない。」 化 おから 彼は 闻が闲 おのま 张じ 進ん 
でゐ ろり 

「阅 がは 巧ネ のぶ 巧が 規則、 进德 •巧 巧、 巧蒂等 じょつて ホ M めを 巧 じがな された 一大 轄な 
の お 枚で あろ。 た •、巧 おとぶ 族との おろな は •前 おに あつては 化の 述 巧の 胳 W が餘〇 じ大な 
巧 一二な 闲 W 巧み まを め 化を 《 ぶ 九九 


11) Schlegel ; んん〇 • ，ん 357 f. 

12) 8cblefi ： el ; んん〇 •• ん 358. 


巧 I 二 巧！ IK せ# 主 おの 思 巧 e 巧 100 
A がな、 お 扳程巧 おじ おびが けられて な いなだけ であろ。」 閒巧じ 化は かがま おじ 反 巧して お 
ム —— 「巧 近 企てられつ A あろが かく、 諸 巧が を】 丸たら しめろ ょゎ も •人 巧を 巧みの 巧が 
じ分つて抱くホが自がじょ〇適合してゐろ。 諸お拔の抗 】 のかきは强制と人巧の制化とを：$, 
てしても 永久 じは が 持し 巧い 不自然な おなじ 過 ダず、： 巧 詰 •巧な •法則の 化を のが ホは 自ら 
化の 制巧自 おを 徐 々におめ、 やがては I 切の 連 巧 •巧を •あげ、 巧を が. 坊し •闽 が的特 なの 
巧み じょつ て 网巧稱 神と 力とは が 巧から ホ はれろ であらぅ。」 

彼は 最蒂の 巧み お 旗は みみ 階お阅 おじ あぃとし •化の みか 巧紋闲 おがが の 原 お 的み 分 階な 
Ur で t 旨を を ホの 五 階 按じ ホめ た。 

1 •构 巧を 生產 すろ を •卽ら なが、 2 •をれ を 加工す ろ お、 卽ち H 衆み、 3、 巧な •巧が 
等の 促進 じ 從が卞 ろを •卽 ちがを •宗が お • 4 •かか じを ろ爲の 「が 人 巧 お」 としての 巧 抜、 
S 、 巧尤 的み 分 辟な、 卽 ちホ柔 上の が 人，】 わな 人。 

而 してみ々 牌が 制 化 じがて 闲： の 白山が 姑 も おくが 蔚 され、 人が はお もを をな 巧 達を をげ 


1 の Schle が 1 ; a • ん 〇リん 365. 

1 が Josef Gorres ; Beerdtate meiner Sendung nach Fari,, 
Schellberg ; S« 80* 


ろ ことが 化來 ろ。 諸が がの 胎を 上、 化の 制 おが 失 はれ 始めた ところでは 货 じな 德 のが 度 
巧 巧 巧と 网巧的 精力との 巧 失 等が 違 ひなく 巧 はれて ゐ ろと。 

ョセフ •ギョ— レスは ラィン ランドの が 化で あり •共 巧 制 フランスを 化 上の 榮牌 なわと 裝 
おした が、 がの 单 命じ 幻が をが じて ぶな 上の 轉 おを 巧した。 「巧 少年 時代に おは 共 か 制の おな 
と 人 削の 政治的れ みのが 態な 蒂の思 あとを 问 一耕して ゐ た。 をは 化の 思想 じあろ 解りの 倘教 
を 伯 巧し 盛し、 ありた けの 生活力を 捧げ、 がの 中 じの みを き 中 斐を據 じた。 しかろ じ おじの 
しか A つてが たお 啟 はなり じも乂 であわ •それ じ關聯 せろ おがは 餘 わじ も 夕 く、 なつ 印み 深 
かつた 爲じ •それを 化 巧 じ俾へ おねた。 私は 今や 自 山が ホ はれ、 人閒 生活と 人 削の 向上 じが 
ひらろべき 人間 幸 顧の 提大巧 本た ろ 力は をく t び、 將ホじ 巧ず ろな 利のを 化な かじは 何物 も 
巧され なかつ たこと々 痛ぶ したので あろ OJ 化の 义 望から 彼は 從ホ 煤が して ゐた网 お ま 巧ぶ 想 
じが おし、 「化が 人」 のぶ 想を 挖 て-、 民族の 木な とみ 闻 がの 特れ とのが 逆を 深くな ろじ 至つ 
た。 

巧 一二た 麵お 巧會ホ 巧の あな « 系 一 01 


巧） G 如 res ; a . a . 〇 •，ん 城. 
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巧 I 二な 阁巧 巧みち 巧の-なが «杀 一〇二 

おは フィヒテ のかく 巧みの 自然の 巧が を茲 けて、 山 おや 河川とは お 細が じみが 跋 削には、 
巧め 进巧 的け 巧の 中 じ 明 おな 巧みが 引かれて ゐ ろと 主 おした。 

巧 じょれば 「哥 語は 化 人を か 互 じ 給び 化けろ 一大が 巧で わつて、 でれ はを 巧 じ 巧して 

一 おじ 罔 巧 巧と 巧 ばれろ お 通の ち 狩を 曲 ハへ ろ もの 1 J であろ。 しかしながら 巧 族の 相 泣は が じ 
貢 語の み じあろ のでは なく、 「フランス 闷 がれと ドィツ 巧 W おとの 閒 じは 化ぇ 巧い W 断」 をぶ 
めてゐろ。 彼の此のお巧は巧つてフィヒテじ巧い於巧を與へ》 フィヒテの 「ドィツ巧：^^じ吿 
ぐ」 は、 巧 じがの セ 年 巧 じ 巧 ぜられ たもので あろ。 かくて 战佛 W 巧 •卽ら ラィン ランド じな 
む 彼は、 あら ゆろ あ 巧 お 諸 巧を の 中で 巧が ホ 宛間趙 の お 心を 搁み • ww ホ楚 的が が じがぇ た 
を. 初の 人だつた ので あろ。 

は 上の 諸 ザ ホの が 巧を 巧け て、 巧 巧 ホ 巧め 巧ぶ 化 巧の 巧 出せろ 代 お ホと むつた をは r ダム • 
ミュラー であろ 0 

ミュラ— は 巧ら しいな 巧ち 発の お M 巧の 巧を を 巧 ホ 巧 及び 闻 おみの 上 じ 移した。 化 じょれ 


ば 「巧ぶ は 人 李の 巧 計で わ o •ホけ ろを 抱への 人蝴の おな」 であゎ •粒 巧の なをけ ろ もの、 
持 神め な もので あゎ •「ホら ゆろ 理 をの 永 かじ 桃 かせろ 两」 であろ。 

化の 巧ぶ 巧な は 勿を フィヒテ じ 茲巧卞 ろが、 がの 巧川义 びを 巧め 巧みの 方面 じがて は： トィ 
ブ中化 紀のお 巧 制が じがけ ろ •人格の な、 生々 したみ 部分の おを を 理想と した。 かくて ミュ 
ラー はがしく 向が なの 巧 論 ぶび スミスの 俩人ま 萬め、 巧 本 ホ おめ 巧 巧 觀を なて 「過な な闲夕 
解 巧の 巧說」 として 非 巧した。 问時じ 化は モンテ スキ ューの 巧ぶ 生活 上の 橄力 かがの なお じ 
もが 巧した。 

彼の 結 巧 理論 も 亦 •円ら 利己の な、 巧 立め 見解を おけ、 なみ 的 おおの 關縣 とが 一み びが の 
おを のが 貴と をち をの 立 おとした。 化は お ふ 一 T 巧ぶ の 巧 巧 結 巧を 語り、 をれ じ 削 巧 せんと 
すろ おは、 化の 巧みのを お齒 じがけ ろ夕 がめ なおが 的が 巧と 問 趣と を I 巧して 巧 巧せ ねばな 
ら ない。 巧 じ 孤立せ ろ 一つの 巧 化 や、 俯々 のん S A お化した な ホの み じょつ ては 巧 おが 巧の 
橡 かを 知ろ ことは 出來ず •巧々 のと ころみ 巧 的な をが の 掠な が 巧ら れろ S ろで あろ。 を 巧の 
巧 一二 巧 WW 化を ホ裝の あお 拉ホ 1 0111 
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21 巧 w 巧を みち &の 思せ •一系 low 
が 剖の み じよつて はなじ 的い 何构も かられない。 か-! ろ ものは みかれ 少 かれ 附巧 的な もの じ 
過ぎない。..： が 物の 關 巧が 細が 的 じ 巧 おされ •且つ 化の 蝴 巧が 问時 じが お 的 じがび よゎ 大 
なろ 細な じ おを され、 かくして 人脚の 肉 おのが 脚の かく、】 つづ >1 掠 合され、 究極 じがて 無 腿 
の も 巧、 卽 ちみ 部分のを をな 均衡が 得られろ ならば、 全隨 のが 巧は 明瞭 じ訟 めら れ ろ。 卽ち 
かくして よゎ 大 なろ 餘廊 と、 M 時 じ それを 巧 巧す ろ お あのが 關も おじ 認められ ろので ぁか。」 
此のを おま籍 のな 巧的觀 巧の 立 おから •彼は 倘 人の お 诉めお ホを 退けて •それ じ 代 ふろ じ 
ホ问艇* 例へば扳おみ制， ッンフトお^£、 巧び都市轻巧じがけろ、 ぁらゅろ人化の關蹄の生 
けろ 力を W て せんとした 。巧つて 化は 俩人 主義の 所產 たろ 巧を の 巧 立を 非が してち ふ T ァグ 
ム— •ス -1 スが 極めてな く 巧が した 巧が の 分 巧と 巧械 化と じ 巧して •が 神は 不巧じ 反 おして ゐ 

が 

ろ。」-:: それが 故 じ 人脚を して 自己を を 却せ しめろ 程 •おだしく 分化され た 仕 巧は 未だ 闽 
巧 化を じは 存巧 しない。」 

じ も わらず ミュラ— は 商工 ま 及ぴを おの 中 じを 本 まを 的 巧 おのを 在を を訟 したが、 これは 


み 

d 

加 


ん 目 S 

な I 

^ » W 

a :6 


iil 胤 
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勿論 他の お 巧め が ホ 制、 ッ ンフト 、ギルド 等 じがけ ろ 巧 お ま 堯の艰 ホの 補 龙的お 渡と して'' 
あつた。 

なじ 隅しても 「持は あら ゆろ お 巧の おなで あろ」 とい ムス ミスの 巧が の 巧 念を 極力 挤 斥し 
て、 仍 はわでは なく •巧の 巧 用 性 じが 冈卞 ろので 「阁 巧の 巧の がは 巧 巧を 巧の が ホで ある」 
とい ひ、 巧 じがの 巧 用が 佑を が 人の 巧 州な 化と わを の 巧 化と じかち、 「わる 物 じな 州 ありと お 
ふなじは •巧 K れ わを のじ 巧す ろ關巧 じがても 亦 巧が がなければ ならない。」 隨 つての 化は お 
巧め 政治め 閣 巧のを 巧の 中 じがての みか 鬼され ろと ちつて ゐ ろ。 

おじ i ュ ラ— は 巧 お 巧を じついて 云 ふ or 巧 おは 巧 おや 嘗 詔と 異ゎ巧 明され たもので ある。 
人 削は か 何 じ おけ なれて ゐ やぅと も 人と 物と がか 巧で あろ。..： かじ 彼は 自分 円みの かじ、 
なじ 巧を 人と わとじ おびが けろ 輯 巧を かおと すろ。.... 化の 結な々 ぶが すろ ものは ホが がか 
S がょ 〇 から 今 H じ おろまで 闻 おで あろ。- 而 してけ 巧は 化の 巧 おじ 巧す ろかが、 义は 巧ぶ の 
経^^めを巧たろことは、 かも法巧が巧夕の法めお巧たろと间株であろ。 的の训じがてはをれ 
巧 一二 巧 WK 杜 々ち 巧の 思な «ホ 10 五 
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巧 2 巧 田 巧せ み ホ 推の 思が w ボ ー 0 六 

は 巧を 电 でぁわ ふいい い か 忘 共の み々 はみ 真の 舅 じがて、 人 削が 
を 人 ぉ 叟は赛 的 李 件 feps んと了 S が 去 送す ろ。 卽ら巧 S は 物の 巧 こぶ ナ 
ろ圾も 寡な 譲で あ 〇 •宵 詔は 人力の ま お., 口が なか 巧で あろ。 故 じ 黨 f は 
巧 瓣の現 はれろ 巧ろ 一つつ をまで ぉわ •お 巧め S の 一夫 お现 であを 
i 巧と f は 蓋を M じぅす ろ もので ホ ミ、— お iii だ。 

ri して 闲蒙鬟 S 巧 遺は 養が 霉 と： t ぃ 藻 昼 か 打た 巧で ぉつ 了、 襄 のが 加 
は 謂 力が をれ じょ ミ 雲ち 《られ ろ れ ろが •他 s < i けろ 任な な g . 

巧 加は を陪 であろ とま おして ゐ ろ。 も 
‘ミュ ラ-は 义 牛： ホ-を 蓋 •々巧 有形 的ず 本 •巧 神め 巧 本のの 寨 じぶ かしろ もじな I 
巧して 買を 巧投 巧な 巿巧 巧な •巧 人 辟ち 替菜义 は宗ち ♦職 巧の W つのみ 分 牌な こ V ’ 
分ち •化の 阿 接 S か 詔な じょつ て、 裹の全 怖がが 巧され ろと おひ、 か A る 調 かを 身分 I 
時 貪 おじが て ホ 《ろ。 「みか 巧 お ょわて、 よ i つ 5 美のを 枪赛 一が じ S て 巧み 


じ 眼を 閒 くこと が 装ろ。 闲決 じがけ ろで やが 寡の 巧 貪 トーの 矣 たろ 化のを おは’ 其 
のな 透. JG 利く 二と じょつ T 、 比較 蔓 能乏」 さネ 辜ん 政 重 講基 くこと がが ホ I 。」 
かふ タミ ユラ ふかが はで まがの 巧が のを 盛時た、 が のがが の、 唯 物—— を 

持 斥して. 初めて 巧み お 巧のサ お ま おのを 冊な を 立てた ことで あろ。 シユ .ハンの 巧 集を 巧 1 
ば 「'^ ユラ ふが じは マルクスの 辯 哉を め f も、，？ ドゥの々 が 力 もがし 飛ばされ てし 

まを 

彼 じあつ ては 退 ホが 葦で あり、 營が 村け じ 進 ホを がかし ち 「一巧の 化治冀 おは 甚 
知 じ S されろ。 .3 かし これらの 蒙は ぶを じ 結な されて ゐ なかつ ち..： 似と なれち を 
れ はが 合 的では あつたが、 が 巧 的では なかつ たか，?」 とちつ てゐ ろ。 

浪没ホ 蘇ぶ 想の が锋 J を 巧け、 旁 それと 城 似の 論據 をな T 胃 義お蟲 想 じだ 巧 
し、 髮冀拽 長て 多々 S 巧 ま 誘 巧 向を 巧 ひ T をのは 7，— ドリ， ヒ ： であ 

る 彼し ょれば 一巧が の钱 巧け 巧の お 巧が 大じ なろお •大 じな ろので はなく、 巧 お 牛 一巧 J 
窒安 贸杜ホ ホな 《思 巧な ホ ー 0 じ 
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巧 己を w はれ かま 栽の 思が « ホ 1 0 へ 
がょり 發 がされろ 择乂 じな ろので あろ。 かくて おも 亦經 巧みの 上 じ 巧 組ま 発 的な •なつが 巧 
の おおを 巧 ひ、 巧 巧 のれみ 的輔 税を說 き、 スミス 巧び リヵ ァ ドゥの おみ 的 おお ホ 法を 退けて、 
巧 巧の 衍 をを W てす ろ 巧 照の 义 化め# 时 おの 巧を を 誘導した。 かくて 热神 的逍お 力、 を檐の 

有機的 難、 含 じを ろ 部分 G 農 寡 ミ 超いた 化 基 愛 g - らを S ti ラ ふが 巧で 

ホろ。 

な 上の おがま 範諸巧 おの 化 想 じがて、】 K して 沈れ ろか' 迦 S おおは •侃 人 ホ 装、 自山 まを、 
化 巧ま義 •唯 理ま豁 のぶ 化と しての 巧 堀 まを •が 巧 主義、 罔 K ま おであゎ、 ド ィツ冈 がの 本 
巧 的 ホ じ おか 的 巧 巧ぶ の 茹巧じ •巧みれ みのを おの 巧 巧の 關聯を 調 かせんと すろ 姑で あろ。 
巧々 は 化の 浪巧 まを お あの 中 じ、 現代 ドィツ 巧 巧れ みま おの 活 がを 化ろ ことが W ホろ ので あ 
ろ 0 

お巧囊 は； かに I 耐 には； スト 巧 おお ホを 運動 至に 美の が 巧を 巧へ たが、 现 代のを 
ホ じあつ 飞巧粹 じ 巧の お 巧を 巧 ホす る ものは •フリ I スト •シユ テ ワルト •チェ ム バレン、 


ホス ブルド •シコ ペン グラ — 及び ォト マ — ル •シュバ ン 等の 人々 であろ。 

した これと 巧 似の W 向を 多々 じ 巧し J かも ま 本 2 おにす ろぶ は 阅ぶ 化か 塞の 
一派ぶ びを 進 的 マン チ* スタ— 巧 汲、 卽も罰 ゆろ 强 逆れ わ ホ お 一が であろ。 

第二 巧闲家 かがまを 及 謙 おおを ま義 

巧 ぶれみ まを は 口 — ドべ ル ブス •ラブ サ—レ 等 じよ ゎて 代荣 された もので あつて •おらし 
いが 合の 巧げ を 一巧 おの 革み 速 巧 じよらず して、 巧が の 巧 おの 巧 助 じよつて 巧现 せんとす る 
もので あろ。 

0— ド •ヘルプス はか 巧エま 々化を の おを な 生活のを 薄を W て •化を な 化# 化 態を が 巧 する 
巧の が 本 問 巧と 謀め た。 しかし 化は おがが 巧 制の が 則 的 ホ 誌の 巧 巧 じ 立ら、 が じ ± 地义 びを 
本のみ ネ闻 なじ 移す ことじよ つて 生產の 持】 め 巧 巧を 計ろ とお じ •巧 本 利 そと 地 化との 巧 止 
をホ张 した。 しかも 彼 じよれば 巧衡 ホは 俩人 ホを •隨 つて 其の や 等の がが を 巧 ホすべき でた 
巧 一二な W おれ 巧ち みのおな « ホ ー 0 九 


巧 一二な 巧は ホ々 ち義の ほな « ホ ー 1 〇 
なく、 化の 网 ぶれみ ホを 的 巧 巧は •れな 的な ホ— ヘン ブォ ルレ ルン 王 围の下 じがて •永年の 
おおじよ つてが めて 貨现 されろ とい ふので あろ。 

ラヴ サ I レの 巧ぶ 巧は マルクスの 唯 かを 的な 化からで なし じ、 フィヒテ、 へ— ゲルの 巧 お ま 
を 的 巧 巧から 出 巧し、 ド ィッ浪 巧 まをから 巧の 巧みの な識 を泌ん だ。 「罔 藻は：.. お悠 のをが 
じがけ ろ俩 入の 巧】 であゎ •化の 西な じが】 された あら ゆろ 俩 人の 力を かな 倍 じ も强め > 仙 
人と してが 巧す ろ瑞 なのを 巧な もの 川を じ 向ける ところの 挽 一で あろ。 化 じ 岡ぶ の 口 めは グ 
ル ジョァ じよつて 现 代ち へられて ゐろ がかく •俩 人的 自 かとが 庵と をが 进 すろ ものでは なく 
て •閑 おの：： のはが ろ 此の 斑 おじよ つて 倘人 をして 倘人 としては 巧 注しけ •さろ なおの 段 牌 じ 
到達せ しめ， 仙人と しては 不 W 能な が 巧と 力と 自 山との 巧糾を W 能なら しめろ ことじ あろ。 
かくて 巧 おの 口 的は 人 閒め本 巧を 政治の じ 巧 おせしめろ こと •卽 ち人刚 の^たろ 文化を 视 

巧 

巧の なおたら しめろ ことで あり、 自 かじ 巧して 人脚を が 巧し 强お せしめろ ことで あろ。」 
しかしながら 他 的 じがて 彼の 巧 巧 巧は リヵ グ ドゥの々 が 巧 則から 化 巧し、 化の 化训 から 免 


の ） Ferdinand Lassall が Auswahl von Karl Kenner ; も 185* 


れろ 唯一の 力なと して、々 掛 おは ホを 化な をが 捣 して 自ら かを 菜た ろ 地 化を 巧 巧ず ろと おじ、 
政治め じは お ホの 一政 巧を 化捣 して、 巧 通 遇が の 巧じ戰 はねば ならない とおん ことじょ つて、 
巧較 S 巧 ホを 試め てゐ ろ。 

かふ 夕雜罔 《§3 と ゐ る 一派は 到 的 じは の 没 ま 
WfH 辕 1^0 •—阅 一^^く 評 巧した が、 お 族め ま おは 巧 滞で あろと 共 じ、 11111 

人 半： 萬 思 お S おを 蔓けお 愛 勢 S 《ち 等ろ li 彼教塞 GS は S じょろ 如！'' 
.巧巧へ¥ホ、父為ホ賓約5宜ホ仍あろ劑賢制化じゎろぶ^^!15?^5^^^^^ 
£5£$55^^^^じ码叫かゎ呵もな，1。默れお裹はれゎ冀を飽>^ま？装のぅ 
f た 的 じ as 《ん と卞 ろん S で 君 •た 巧 じが‘； 如’ く 接 望 張が 謂 了 雲な 巧莱 じな 
ツ> 巧り*^ れは汽 で 强横臺 じ 巧く が、 阅 {ホれ を まを じあつ て 崎 ミことは ない 卜 巧 
:^^采がわ‘み^^は閣巧れみホ藻の化巧め 】 : かを ーボ卞 ものでは あ'^， W : かもので じな I 。 

巧 じ 巧 ぶれな ホ おじ 巧 化すろ 謀 巧れ なまを じあつても、 例へ ばヮ ダナ— のが お 理論 じがて 
巧 一二 巧 WK 巧みち おの 思な n 系 111 


巧 111 巧 凶 巧な々 ま 巧の 思が 巧み 一一 二 
誌め られ ろが かく、 网 をの 立を 的 巧 諸 じよつて •下 賠れ みの 地 化を お上せし めんと 卞 ろじ 止 
まゎ •尙 巧め じよ ゎなを ま おめでは あろが •これらの 化 おはがれ も、 举ろ 「れ な改を 波」 とお 
すべきで あつて •闽 おかを まを との 相違は 巧 じ、 をを じあつ ては 巧 做ぞ自 おの 自助の 巧 巧 じ、 
よゎ 多く 巧む を おく じ 反して、 前 おは 闻 おの 巧 勘を よゎ 多く 期 巧す る點 じあろ じ 止まろ。 か 
論 これらの 「れ をな 良 汲」 も 亦、 ヵメラ リズム W 巧の ド ィブ ま 蔑の 巧 興じ 捉 はれ、 夕少か 没 
ま 諾的巧 向が 化ら れ たでは ない が、 巧竟自 かま 菜 的形較 からぶ を じ お 却して るない。 

しかしながら 上な の 巧み 化# 主苑 あび 讓巧 お# まを のま おは 浪獲 まを の おおと おじ、 巧の 
キリスト がれ わが おの 上 じ夕大 のが 巧を 舆 へて ゐ ろ。 

巧 一一 一巧 キリスト おお# 述動 

キ 9 ストが 社み 速 動は なお キリスト 巧 神の 化 巧 巧のと して 巧つた。 その ホ おじ よれば 巧め 
巧 杏 じがけ ろ 神の 巧は 彼岸 じみろ ので もな く、 巧 在 的な もので もな く > 現 巧の もので なければ 



ならない。 キリストと 巧 じ •キ 9 ストを 信ずる をのみ の 脚に 神の 路 示が あろので はだく •が 
の 化が はがめ られ たを なる もの A 中から 卑俗な 生活の 上じ现 はれる。 それは 宗 がでは むくて 
生ける 神で あり， な 謀 現 おではなくて、 现《 の 社を のな 治のを 活の凡 化な 规 •ばで わる。 

キリスト おれを 巧 巧は 阴め 的な 現 巧の 神の 田を お 巧め 巧 おの 口のと 化ろ。 がの 閑は 魂の 巧 
巧 じがけ ろ椅 神的现 巧ではなくて、 人閒 のな、 むと なをとの 上 じ もぜ现 される が、 巧 遇、 ぞ化 
巧の 上 じ も ザ 班され ろ。 キリスト 林な 物を 新た じする もので あゎ、 陡 つて 人 削の、 むの みなら 
ず、 れみ •网 お、 巧 巧を も 新た じする ので ある。 ァルト ハゥスは お ふ。 「川卜 ：5 难訓 の 中 じ 
此 なの 神の 巧の 樹立 じ 対すろ 规 おが あろ。 卽も化 人 生活 じ 對卞ろ 規則 S みならず •れ み 閒趙 
がかの 巧 本 法則が ある。 從來 のが# はを 3 化み 改渔 力を おじな かつた が •巧 こそは キリスト 
なの 革な 的 力で わろ。 をの 中 じ 巧ら しい、 よりよ さか ホの 化 故 力が 映つて & る。 化に キリス 
卜 をは 巧が じ 神の 闲巧现 の 巧 じ 巧は ねばなら ない。」 

巧 じ 彼等 じよれば ぅを なくして は キリストが はなく、 巧 動な くして はを はない。」 かくて そ 
巧 一二な W おか 會主 おのを が « ホ ーニ ニ 
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巧 111# H 化れ々 主 巧の ほが « ホ ーー 凹 
れ はわ w めで あゎ •ずな めで ある。 义 それは I 方では をが としての な化界 のな ものを 求め， 
他方では S おの 控 巧を 治 生活の 中へ 巧 人すべき ことを ホ おする がか じ、 みの ホ张 はおめ てが 
巧ので ゎり •チ おじ ホ もて ゐ る。 

キリスト 敎 か# 巧 巧の ホ おは 巧じグ ィブへ ルン •フ— •ハー 等 じを られ ろが、 初めて おめ 冀 
宵の 中 じかみ の 倫理の みならず •お 巧め •れ を ホ 獲め プ D グラムを 巧 化して、 おお 的 じれを 
巧 越との 削 蹄を ホめ ろじ おつた のは •ルドルフ •トッドの 「ド ィブ じがけ ろな 進化 かま 毙と 
キリスト 巧が」 (一八 セ セ 年) じがて ッ ある。 彼のれ# ま 装 じ 巧す ろ 態度は ㈱ 巧ので ゎ 〇、 其 
のれ# 改革 おはがが 的で あつたが、 化み 速 S じかす る愤 おを キリスト がが じな かする じ 巧つ 
て 力が あつた。 

これ じ ホいで キリストが おみ ぷ おとして のを 巧む ± 巧を 巧いた ザは ァドルフ •シユ テ ヵ— 
であろ。. 彼は】 ホでは 诚 巧れ みま 装、 他 ホでは トブ ドの が當を 巧け て、】 八ん 八 年 キリスト 
巧れ わなを 机が した。 其の おが じょれば 现下 のかみ お まま 巧は ホ お 的で ゎ ゎ •巧の 社 わ改羊 


は 王化 义び キリストが s 立場から •やかめ な 巧 嫩ぞ脚 粒の 化 巧 じよつ て 速せられ ろと いふじ 
あつた。 卽 もがけ 的晓業 組合 •をが 巧 脚の 削設 、寡が、 がをお、々 おを 等の 巧 お 的が 諸 •围 
巧义 び公ぞ が ホの 巧 お、 舆 進め 所 巧 被、 かが 裙の 創設 等が 挽 げられ てゐ る。 しかろ じ ァィ ゼ 
ナブ ハ じがけ ろ 一八 化ぶ 年の 巧 二 阿が が じがて は •よゎ おなめで ある おが、 よ 〇 化 守の じな 
ゎ •反 ユダャ ま 発め が 巧と 找 おあび 中 巧 階紀お 誰の が 巧を 示す じ 至り > 一巧の 非 キリストが 
ホ じ ホ ドィツの お 故の 持々 を ホ 張した。 これらの ま おは やがて キリスト かなを 速 動が 巧 お ま 
お 速 動じが 化する が おであつた。 しかし お自 みの 巧が は キリスト お まを と 保守 ま 第との ホ媒 
から •巧み かわ ま裝化 おを 說く とお じ、 宗 がを なつて 一切の お 巧め 進步 じかす ろ 巧 神め 巧が 
めな 不 W が S 巧 素たら しめた 巧 じある。 

これ じ： して フ >1 ドリ ブヒ •ナゥマンの キリスト がかみ 運動は •よゎ 自山ま 蘇め であゎ、 
、よゎ 大衆め で わつた。 又 其の お W 巧编 はトブ ドと 舆り •キリストが 及び 巧 わ舉苗 のみを お换 
と 卞ろも S ではむ かつた が •キ V スト か S 中 じがみ 的れ 巧を 誌め、 宗 おじよ ろ マルク シズ ム 
巧 一二 巧 wwttA ホ 巧め 化を 仿朵 一一 五 


巧 I 二な w 巧な み 主# の あ® 任 ホ ーー 六 
の 克服と •巧が 迫大 ホの 社お改 ホの なお 合と を ま おした。 彼 はれみ 巧 まま おのを をと、 牛リ 
スト がれを ホ 発 時代の 到 ホと をが 借し •可な ゎ お 巧し たれみ ホ ホめ ぶ 巧と 紹 巧の 正しい 課 迸 
とじよ つて •おがの キリスト 巧な み 巧 およりも 遙 かじ 持 一の な、 近代め な 運 巧たら しめた。 
巧 じ 彼は 巧が お 时盟を 作 〇 •これを お 來のッ ンフト 運動 じまで 巧 おせしめん とした。 

元々 化の キリスト 巧れ わ 迷 巧の 巧が じめ ては •巧の 巧 ホめ 巧ぶ とま おめ 巧则 とのが 一 がげ 
けて ゐ たが •後 じは をく 宗巧 的を おを々 ひ •一八 化 セ 年 ナゥマン 自身が 巧みから なみじ 巧み 
すろ じ 及んで •化の 速 勃は を < 巧み 化した。 かくて ナゥマン じあつて、 後 のれを ぷ 動への が 
巧は をが めかを 改革 速のと してよ 〇 も •ぞろ 巧 巧 ホを 運 巧の 方面 じ ゎるが、 これは 別の 巧 じ 
巧て 巧べ ろ。 

これらは プロテスタントを 中む とする •まとして ド ィブ じ 起つ た 巧 動で あるが、々 ト リブ 
ク れみ述 動は 非 巧な み 力を はて 才— スト リャじ 巧え た。 

巧 米ォ— スト リャ の々 トリ ブク おが 問では •巧 守 巧の 券 力が が 巧ので あつて •大巧 まじよ 


つてを 间 なま 待を をけ てゐ たはに •々创 閒趙 はが 親され 勝らで あつた。 化の 方が じがけ ろ述 
卸は 巧に 力— ル •フ ♦1 ゲル ザング じょろ 「キリスト がの がか 改ホ巧 報」 (一八 セ お 年) の發 
刊じお まろ。 

此の 一派の おな はお 巧 主を のな 巧な が 巧 S 下 じれを のみ 分 牌 紋め憐 巧と， 中世が めな キリ 
スト 巧の •ゲルマン 的 厭 則への な W じあろ。 巧 じれを の 菩惡 をを な 制度の 中 じ訟め •巧を 利 
子の 段 止を ホ おした。 

化の 運 如は 一八 八 〇 が ゥィ ー ン かお リユー ダ— をな 衍 として， ゥィ J ン义 び-一— ダ— •才 
— スト リャ 地方 じ おつた が •夕分 じな ユダャ まを、 巧 中 ユダャめ を 巧ぶ 巧 反 おのが 巧を 示し、 
力 巧い 网 おがの 支持を M ち 巧た。 

け 上の キヴ スト おれ おお 動じ 共 溢な 點 は、 巧 本め じあ 巧 ま 造 的が 巧を まし、 おな まを めな 
れ みのを 巧め 關聯を 主張した こと、 及び 他が じは 闻 家れ みまを 力お誦 逆れ みまを のが 巧を 巧 
けて •化み 的 蒂惡を 巧ぶ 的俠 話と 巧 街を の 自助 乎 巧との 巧が から 除かん としたが、 共の 支持 
巧 一二 さ 田 おれを 主 巧の なな « 系 一一 七 


の） 丰巧二 四 巧な 下參 照。 


巧 一二# w おれみ 主兹の 化を 巧 ホ ーー 八 
巧は 大巧 じがて 中を 牌 おじ 止つた ことで あろ。 就中 特記す べきは •化の ネく がおか じは キリ 
スト おを はて お 貪 巧 ホの 前提と したが、 が じは 其の お 巧 的 巧 ホの がまろ じ おつて > 夕 かれ 少 
かれ 糸が のた おを々 ひ •化 守の な网 巧ち おめ 大ホ 運動 じ帖 化し •问巧 じ 反 セ ミチ ズム述 かじ 
巧び 付いた ことで あろ。 かくて 化の 閑 W ホ藉述 動は 浪お ホを じが はれた 阀巧 ホを 化 巧から 规 
代の 大ホ的 巧 巧 ま義述 動への 橋 化しと なつた。 

第 四 項 民族 まを 運動 

ド ィブの 民族 ま お 迷 巧は！ が じは 浪巧ま 淀 じが はれた 巧が ま 巧 的が がが 巧 巧 じ なつて ゐる 
が、 他が じは 父ゴ ピノー の 「人硕 不平等 菊」 と M じな おから か 巧して ゐろ かじ 化え ろ。 卽ち 
がを じあつて はお 跋八ま 巧が を每 ろ义 化め 速 巧と 化ん とすろ が 巧が 巧げ なろ じ K し、 をを は 
人 祝 的 化 化 じ 立つ もので あろ。 例へ ばゴ ピノ — のかき は •内 色 人 巧は 思ち 力 じな み， 巧が と 
でかと 白みと をを し •人 ホを がしむ 巧 故た ろ ことを 巧 化 件 じな め •化が のえ 巧は 白色 人栖じ 


ょつ てなら された ことを ま 張して ゐ ろ。 卽も 化は、 

「あら ゆろ々 巧は 白色 人 じょつ て をれ たもので あろ ことは が 巧の 巧へ ろと ころで あろ。 かな 
が 巧 速し、 がかし いが おたりの ろじは •れ を じ 本 米の 巧 おめ が# をみ く 維持す ると 巧 じ、 貼 
みが これらの 拂於 中の 捉も 任れ た ザ じな 巧せ ねばならない。 この ことを おも 明 おじ 前 明 すろ 
じは 化 ホで これまでぶ W しがつた 文明を 化れば な i 」 とお ひ、 ホいで 彼は 過去 现 かを 逝 じて 
地が 上で をを なか# 化 遊を 班つた K 枚は 十 巧であつて •其の 他は 「乂喊 の 巧 巧の おお」 のか 
く •ネ少 とも じこれ じ 化が せろ じ 過ぎない とし、 これ じ 文 巧を がつて 左の 卜がじ 分つ てゐ 
る 0 

1、 ィン F 义明 

2、 H ゲ V 卜义典 

3 、 T ヴシ * 卞义典 

4、 宇* シャ义 W 
6、 义お义 巧 

巧 一二 巧试 おれ々 主 巧の 思な « 系 一： 化 
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を 二な 這 巧を 主 巧の おが 襄 三コ 

6、 イタ— 卡 文明 

7、 ゲ； ー マン 父 明 

8、 9、 W 、 アメ— 力 文 W (ア * ザ--—、 メキ ツコ 、ぺ か—) 

彼 じ ょれげ 化の + 截の文 巧ち が 初の セ 文 剛は少 くと も 一巧は てこ 巧 抜 じ 化が する。 

なじ 「アリ ヤン^ 稀の ま 度が なか つたならば •ョ In ッパ 接の W じは 如何な ろ斋も 生じ 
なかつ たで ぁらぅ」 と。 化 S がが-トィぶ 巧 族 塞 述吗 巧いて は ナナ 义 S 望 巧 望. 

巧 じ 如何 じが 巧す ろと ころみ きかち 後 じがべ るヒ ブト ラ— のま おじ 明む こを はれて ゐミ脚 
さて ドィツが 族， 王 藻 巧 動は 大巧 巧み 轨 S 動と してな つたが、 器 中で も 髮じ豎 る はん 恥 
シ r ホラ— ぶ ド ィブ なと ナミぶ 舅れ み 巧 f でぁろ。 ^ J 
シエ— ネラ —は資 山き ホつ た蝴軍 •化の 速 動が 大— のでなければ ならない ことを 如’^ 
早く 力ら 化 巧き • I 八を 年の ウィ！ 一 じかけ ろ ドィツ お 寞 みから 盛ん じな つた。 ドィツ 
巧族のお1ををろ寞の援はハ：アルグ王朝じをとして、 招端じハプスアルグぷを ^ ^ 


ホ惡 した。 其の 化の 特 たはな ユダャ ホを •反 巧 ホ ホを であろ と时時 じ、 キリスト がれな が 動 
のが 浮を をけ てま おの 色 おが 展 巧であつた 。リユー ガーの キリスト 巧 化み 逃 動と 共 じ •ォ— 
スト リャ巧 代の ヒット ラ— じ夕 くの お 化を 與へ 、化の 運動の 上 じがけ ろ巧大 なお かとな つた 
ことは が じ 述べた。 

フィヒテ はが ドィッ じは 夕 くの 閣巧 社# ま おめ 思を の 巧 生を なた が •.例め てが の 思な .3 上 
じ 「网巧 ホ 巧」 と 「れ # ま義 ，：と G あ 稱を师 川して •具 巧の な述 動じまで 導いた のは •キリ 

の 

スト 敎 かみ 逃 動から 化 巧した ナウマン であろ。 卽ち 化が 一八 化 六 年 「巧が 化み 同盟 乂 a こご ？ 
已 szials Vcroin をが 攒 せろ をけ てが 矢と すろ。 しかしながら ナウマン じあつ ては、 がの 
名稱は 「化み 的 さ 己巳，」 では あつたが、 「化み ま 巧の ii 己 i を， 巳 ごではなかつた。 かくて 「闯 
巧 化を ホを の あがは ナチ ス じょつ てが めて 州 ひられろ じぎつ たので あろ。 

ナウマン のが 期の 思想 じがて は、 說 がれな ホ 獲の が 巧を 巧け て 一が じ 「社 かまぶ 的」 と 或 
めら ろべき おおが あるじは あつたが、 巧扳ホ おめ まがの 方が ょりみく 彼の 递 おを 特 なけけ て 
巧 一二 々闻 巧れ みま おの おな 巧 ホ ニー ー 
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巧 111 巧闽ぉ 巧みち 巧の 思な « ホ ニ ーニ 

ゐ ろ。 化 のが 向は 彼の 「巧 巧 化み ホ裝閒 を」 じな も 巧 かじ 巧 はれて ゐ ろが かじ 巧の 巧け を 巧 

を 心。 

「巧々 が网巧 ま莲的 主な の 上 じ 立つ のは •か 部 じ 巧 すろ ド ィブ 巧 族の 絕 がの •政治の 術 力の 
が 持が、 內 なじが けろ 一功の 巧 巧な 巧な かずの が 姑と 化 惟され ろと 村 時 じ •かなの 巧 力は、 
政治 上 巧乂 純が あろ 巧巧大 ホの 网巧 半： 楽の 巧を なくして は、 永久 じが 持され ない ことを 藉な 
すろ がかで あろ。 なじ 巧々 はか 部 じ 巧して は 力の 巧 治、 巧 部 じ おしては 改ポ S は 治を 滋ホ卞 
ろ もので あろ。 

1 •何故 じ 巧々 は 巧々 のぷ 動を 巧 巧 化み めと 名付けろ か？ 

巧々 は W 巧め なろ もの とれみ 的な ろ ものと が •化の 巧の じがて か 饼聯卞 る ことを 贿 心す 
ろが なで ある。 

2 •巧 巧め なろ ものとは がゲ や？ 

巧 S が 巧みを 化が じ义 ばさん とする ド ィブ 巧 巧の 巧 巧で あろ。 


3 が も 1 がけ ch も 311111311 〇 ; NatioiialBosialer Katehismus. 
S. 6ff. 


8 社み 的な ろ ものとは がぞや f 

其のが 巧を 肉巧內 巧 じがて 镇巧 せんとす ろ々 谢 を 大 ホの 街 巧で ある。 

4、 かお じして 化の 兩 をはが 供冉 すろ か？ 

をサ が じ 巧 する ド イブの が 巧の 《おは、 大 ホの 巧 巧 ま 巧の 巧を なくして は 不可 巧で あり、 

具つ 賣閒 SG 美の が夕 S 大は •奠 ホ堪 ii ? ろ •トイ ッ努 おがの 巧 操な く 

しては 不可能 だからで あろ。 

〇、 香み じ 巧す ろ ドイッの が 巧の 巧 巧は •詔 じして 大 ホの 闲巧義 的 おが じがな すろ 
か？ 

ド イブが アジ ャ • 7 フ リヵ、 アメリヵ •巧 中ョ— 口，. ハ じがて •霎 なろ 巧 ホを 巧 巧す 

ろ 巧ろ 畴襄じ 巧す る大 なろ がれち 巧寞 ホの 寡む くして は菱じ 巧ら され だ 
が 故で あろ。 

"、巧 樹大 ホは 巧して 牌 お 巧が 張を 化げ ろ 能力々 がすろ か r 

望々 WK れ 々ホ お 《思 装 ホ ニー； 二 


巧 一二# w おせみ ま# のちが •ホ ーー ー田 

今 H ではな ほそれ だけ 8 力 & 持たない が •彼 S 巧 力莫提 ミ 十 年の 至 二十 年を 
じは 可能で あろ。 

7、 巧 做を 大 ホの 巧 力が 大の 見込は あろ か r 

化这 どころ が •なを 的 ザな である。 をし 巧のを 巧のを とおを とは 不 巧に なぇ ゎつ A わる 
がが じ。 

8, 勞 めを 大衆の 巧 力が 大 じょつて •が 備の « 張 がが げられ ろ おを はない か f 
を •巧 ホは 永久 じサ ホから 巧が せ ざろ が 化 じ。 

U •巧々 ドィツ人は 持が の 大巧 爭じ 中な を 守ろ ことを 巧ろ か？ 

がり •若し 巧々 が ド ィヴ 曲 巧の な t を ホす ろなら ば。 

U、 巧め を大 ホの 政治的 巧 力の 摘 大は危 おでは ないか？ 

なめて 危を である。 をし 化の 大衆が 苗が ホを 思な々 持たなければ。 

化 •ぃく も 政治的 じ 巧 巧な 巧 お大 ホが •がな じ 令 目を で 巧 巧 ま 巧め でなかつた か f 



彼等は 今 H までな 治 的 巧 巧ぶ 夺 持た しめられな かつた からで ホろ • 

S、 巧 かじを 治 的 巧 巧ぶ がなかつた か？ 

彼等は 反 巧 あとして 化现 した もので あろが •巧 おめ 巧 力は •專ら そのな 治の なお ホの 手 
じあつ たからで あろ。 

5^ •巧た 的 巧み ま 巧は 化かを おのを 这 がない か？ 

を 巧 巧の サ 化の 水 巧が 巧し く異ゎ •且つ 1W おの 進度は 他闲 巧の お 退 じょつ てが せられ 
ろ ものな ろが かで あろ。 

的 • 一 切の 文化め 巧 巧の お力み •共同 じか 張す ろ ことは 出 ザない か？ 

がゎ •これら 諸两 巧のを ホ わ 販路が が 小な ろが かじ。 これらが おの 閒 巧は 文化の 諸 W お 
のが おょゎ も おれろ。 化が ホ 巧泛巧 岡爭は 生存 的爭 である。 

が •巧を とはが ぞ や？ 

两 をとは 立を と 行政との 上 じ おはれた 两お 生な そのもの であろ。 巧 おは 往 々じして 巧り 
巧 一二 さ WK 巧 ♦主義の ち ぜ« ホ ーニ 五 


巧 一二を 历 民た々 主義の お 巧 «杀 二 一六 
考 へられて ゐ るかく、】 ま K 巧な のが あでは ない • 

かくして 彼の 巧 巧 まを あ 巧は* 大 ホ々 巧畏 とすろ 巧權 の仲驳 じよろ 巧 巧ま堯 思な じまで 巧 
おして ゐ ろ。 化の 化 ゲルマン あを じ 巧す ろみ お 的 巧 ホは •巧 じ乂戰 半ば じ 上梓され、 み 米の 
抢 いがを 貯じ巧 及した 彼の あぞ 「中 » 論」 じ 現 はれて ゐろ 。それ じよれば 中 お諸阐 、卽ち ド 
イツ、 才— スト リャ 、ハン ポリ— は ド イブを 中 公と し 巧 お 的 W 紀で なくて ま 巧な 闻荣的 
巧 巧 战巧じ 立つ ことが • W 巧 上 も、 巧 巧 上 も ドイツ 民族の サホお 巧 上 必須が 件な ゎと 卞 るに 
あろ。 化は ち ふ 「巧 争の 巧 力が 巧な であろ か、 或 ひは かがで あろ かの 巧 巧が 生ずろ が •をは 
を 肴で あろ こと々 ま 巧 卞る〇 をて は才— スト リヤと プロ シヤ とが 偶が じ 結び 化けられ たこ 
とが ある。：： かや 古き ド イブ ホ 巧 じがけ ろよりも 巧】 のか 巧が ネ い。 現在 じあつて はが E 
地 巧 (中保) の 大小 巧 おは お 同の 夕巧函 巧と むり •巧 巧と 化か も 共通の 巧 命じ なつて ゐ る。 
:: 巧爭は 中な 持 脚の かお ホと なつた。：： か ホ «爭 のみら ゆろ 1 は •现 #义 び おが じが 
ては 中小の 蜗 力を けて しては、 をが 大な ろな 巧を 行 ひ 巧ざる こと 杏が ぶして ゐ ろ。：： 化の 





故） FHedrich Naumann ; Mitteleuropa, ん 3 (• 


巧 お 連合の おを 過程 じがて プロ シャ はなゎ じ 小で あゎ •ドィツは なゎ じ ルで あり •す— スト 
リャ はなゎ じ 小で あり •ハン ポリ— は餘 ゎじ 小で わろ。：： それ故に 中 おの 掉 合は 偶が でな 

の 

く、 かがで あろ。」 そして ナゥマンは 此の 巧 大な巧 お W まに がて、 巧 it 的 じは 巧 巧 生活 お 持の 
おな をを 業 じ留き •巧 じ 小 まなお じょろ べき ものと し、 巧 治め じは 巧 おを 强大 ならしめ るな 
じ 大衆の 巧 まなを を 巧め、 を おじ 巧す ろ 奉 化の 搞 神を 巧 巧 じ おかせん とした。 巧 じょれば • 
「巧 ま 主 まと 巧は」 とがを 上の 巧 治 お 巧であつて 、帝を はかして 巧 杭や應 巧の 巧 ホの 巧產じ 
非ず して •困 巧 主を 的樓力 息を と 生活を あとの 巧な であつて •其の 巧を じは 上が 階な と大ホ 
とのな 巧が が たれねば ならない。 而 して 巧 ま 主を はおを 大ホ をして、 彼等 自身の 巧 おで あろ 
との 目 巧から •閑 美を 巧し 强大 ならしむべく 巧 力せ しめろ なじ 役な つもので あつて •同】 巧 
巧た ろ おを が 巧 巧 大衆の 自 巧の 巧が の 巧を をはす もの だと ま张 して ゐ ろ。 

X X • X 

な 上 說$ つた 如く 现代ド ィブ 田 おれを まを 巧 動は 巧 じ浪巧 まを じがて がの 思な のが 巧を 
巧 一二 巧 M 巧 お會ち 巧の 化な M 巧 一ニ セ 


巧 色々 H 巧せ々 t おのを 担拉 A 

巧し •巧に 围 おれみ よ沒 キリ > I お 化を 連 助 •巧を ホ 巧进巧 等の 化# 4$ び ま驳を 煤り なれた 
もので あろが、 尙難細 じ ナチ スの 化な 自髓を ホ 節 じがて 檢討 しゃぅ。 

第二 節 國民か 含 主義と 阁民 主義 

がな じがて 巧べ たやぅ じ ナナス じ おってが も 本質的な 特 巧は 巧 巧ま廷 であろ が、 化の 巧 巧 
まを じは なを 巧 おを 巧 巧 的巧赖 じがて をろ フィヒテ、 ミュラ ー 等の お 巧 ホ裳雜 巧を の 闽おま 
廷 •アリ ャン 巧 族の 文化的 巧 おおから 化 巧す ろ ナゥマン、 シで 14 ラ I のかき 巧 族 ホを まの 
化 ゲル マシ まを •キリストが 巧 を 巧 巧の 抱く 反 セ ミチ ズム •これらの お 巧が おがと 放を され 
てち り、 他の脊巧をなて卞ろならば^府两おお薄とでも名付けろことが化ホゃぅ〇 
元 ホ お ホが かが じ 巧を されろ かじ 付いて は 巧說 がみい。 と 同】 であろ か、 巧 ひは 主 化 > 
巧夕 のかき 外部 的な 巧 じょって おび 化けられ たもので あろ か •又す 請、 をな、 文化を 等しく 
する もの A W 巧と 解すべき かの 巧 巧を « くことは をみ ではない。 化の おじ 閒 すろ シュバ ンの 


巧說 をを やぅ。 

「巧 族 (V011C) 义は因 巧 (Nation) の 梅を を把捏 すろ 巧 じ •著を なが# 速は、 巧み、 宵 語 • 
人 狸 •宗お •なお •巧み， お 通め なが， 文化 •をを じは かめな 两が的 共が 席 謎 等の 多くの 特 
巧を 擧 げてゐ ろ。 しかしながら® 巧め 諸 巧 族を 右のを 地から 妊れば •なら じ 明らか じされろ 
ことは •それらの 特巧 のどれ も 巧 族の 本 巧を 完 をに 巧を し、 巧のを 的现 實を說 巧す る じ 化 ゎ 
ない ことで あろ。 

巧 一 じ 巧を の 連 巧から 說巧 せんとす ろ ホは •巧々 巧 おを 闲お めが 一 と M 1 热 して ゐ ろ。 例 
へば モー ルは 『巧 民 (ま * a す 星ぶ 弓) のを 巧が 巧 巧々 巧 巧す ろ」 とち ふ。：： しかし 闲 藻と 巧 
族と Ml でない ことは •才 I スト リャ 、ロ シャ •トル n のかき 閣 案を なれば 明らかで あろ。 
これらの 闻 おじが ては、 共の 中の 巧 お 族 削の 的爭が 括えない。.：. 

次 じ 詩語 じがいて： K へば、 昔話 も亦闲 ぶと 时 じくが 巧の 巧の 轄巧 とち へられて ゐ ろが、 こ 
れも おおのは をを 巧 化し 巧ない。 例へ ばみ W じ 化め る ユダャ人は エルサレム々 故 巧と すろ 
巧 一一 一巧 W 氏せ々 モ 巧の 化を！： ホ ー ーー 丸 


巧吉 c w 巧 巧を ま 巧の 化 おの 巧 一 三 〇 
I 巧技と 見 化されて ゐ ろが •巧の ユダャ 郎は今 H じがて は 傑 かじ 文な 卜： 化ら れろ のみで あ 
ろ 0 :: 

人が じ閒 しても •をれ はが 族と 巧め て 巫 大な關 巧 じ 立つ が •ホ だ それを けて 巧 扶の巧 巧な 
巧を お 件と を ふことは 化がない。 ゴビノ I •チ ュム バレン 等は 人が をが 故の 梓な •文化 力 3 
ま 巧な 隹 がと 見 かして ゐ ろが •班 代 じかて はお ザが】 め人橄 ，が I 的が が じょろ 巧 抜は あゎ 
巧ない。 巧 一の ド ィプ 人 じがいて 化ろ も •化 巧の ドィツ人は スラ ゲ人 •ケル ト人 •ロー マん 
の 血が 巧 巧程夕 くは おつて ゐ ない」 とを ひ •なを じ彼自 みの 化が として 「巧 族は 巧 逝の が 巧 
からが で， 同一 音 語 そ 語 ゎ •お迦 の 政治的 •文化め 巧途を をげ， 共间 のな 譜 々おすろ 人々 の 
を おで あろ」 となべ てゐ ろ。 

シド ニ— •ハ— バ ー トも 亦は ツ これ じ 似た を 巧を 下して ゐ ろ。 

さて ナチ ス はが 巧々 か 何 じちへ てゐ ろか。 ヒット ラ— は 人插の 先天的 巧ボ 々信じ •役 ホ 
な 人 祝は 其のな 血々 ずら わ ばなら ない とま 驳卞ろ ことじょ つて、 军ろゴ ピノ— じ 近似した 化 


30) Spann ; OeBcllBchaftaleh が, もみ お 一 がん 


を あつて ゐ ろ。 化 のが 姐の 巧 巧から， 巧いて 巧 族と 人 祝とは 殆んど 巧 一耕され てゐ ろ。 テォ 
ド— ル •ホィスが •マルク シズ ムは脖 巧め 巧 お 過程の 巧の 力を 階な 网 ホに 化た じだして •ナ 
チスは 化と 人種と じ それを 認めろ ことじよ つて •前 ホの 立 瑞が巧 的 唯物論で わろ ならば •巧 
ぞはを物單の自がまをだとまで巧青してゐ^?。 化の巧葉は確かじ青ひ過ぎであるが， ナチス 
がか 何に 人 おじ 巧、 むを 恐いて ゐ ろかを ーボす もので あろ。 

ヒブ トラ— じよれば、 現代の 巧々 の义 化、 卽ち游 術、 科 巧 •技術 等の 巧 速は 巧ん どを 部ア 
9 ヤン 人 巧の 所產 であつて •アリ ヤン 人 じよつて 人が はがの 進 ホを 促が され •共の 認識の 光 
じよつて 蒙 巧の 途を 照らし、 巧-^ のま 巧が じな つたので あろ。 そして 彼は 人が を 文化 嘘 設をい 
ち 化 お 括を 巧び 文化 破が おの S 巧 じ々 も， アリ ヤン 人の みが 第一 湿の そ 化 巧 鼓を だと ホ おす 
ろ。 「化 (アリ ヤン 人) から 一切の 人 閒的创 をの 止 巧と 巧 おとが 生ずろ ので あつて、 た V がの 
ホ おとを おとが 個々 の 巧 族の 恃货 によつて 制約され てゐ ろじ 過 ざない。 彼は 一切の 人が 進 ホ 
じ 巧 力な 主 巧と が进 とを 巧へ ろので あろが、 た， がの 巧 巧の 上じ俩 々の 巧 おのかを が 現 はれ 
巧 一二 巧闻 おれ 會主 なの おを 巧 系 一 一二 一 


S7) の loodor lie 地 8; Ilitl が 8 Weg, もな 一 32. 
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巧 一二な M 巧せ 會 主義の 巧せ K ホ ニニ ニ 
てゐ ろじ 地ぎ ない。 巧へ ば锥 々巧 十 年 刚じ柬 巧 じがて 岡 巧の 文化が 生れた と を はれて ゐ ろが、 
巧の 究極の 巧が は 正しく 巧々 の瑞 合と 向 じく •ギリシャ 的 巧 神と ゲルマン 的 技巧と じある。 
たジ 共の かお —— 少く とも 其の】 部分の —— が アジ ャ的特 巧を 巧び てゐ ろの みで あろ。 せ 通 
に考 へられて ゐろ 如く •日本が がの 岡 巧の 丈 化の 上 じョ— ロブ パの お ホを かりんれ たので な 
くて •ョ— ロブ バの 科學 とお 巧と が 日本人の 特巧 じょつ てが 饰 された ので あろ。 n 本の 文化 
が 今や H 本人の 生 巧 方法を 化を するとしても、 其の 巧 生活の お 巧は 岡 巧の 文化 じ 非ず して、 な 
ホの、 席つて アリ ャン 人の 巧 巧と 巧 術との 所淹 であろ。 化の アリ ャン 人が じょつて 巧が も ホ、 
一が 人 巧 お ホの 总 ぶじ おして ゐ るので ある」 として ァリ ャン 人 巧 じ 文化 捶 おおとしての 巧 化 
そがへ、 おじ 「お々 じ 今 HH 本から あらゆる ァ y ャン 的が » を 巧 ひ、 み 米 文化が t ぶと して 
も •なは 巧ら くは n 本の 巧 巧と 巧 術とは 進 ホし •存 巧す るで あら、 J ?」 と 云 ひ、 かくの かき 其 
の 文化的 巧 巧を 他人 巧から 巧 •しかも 巧の が W が 除かれた 巧まで も •なほ 其の 文化を が将卞 
る 人 巧が 巧 二 株の 文化が 持 おで わると ちつて ゐ る。 


ホ 化が 巧を としての ァリ ヤン 人 じ 巧 化の 幽 なじ 化つ ものは •文化な 巧 ホと しての ユダヤ人 
じょつて 化 おされる セ ミ 族で ある。 ヒヴ トラー じょれば， 化の 調 ゆる 逛巧位 自己 巧が 慾の お 
巧な 人 巧は 未だ 巧て 巧 巧し なかつた。 しかも ユダヤ人は 其の 聞な の 文化を 巧ぎ、 がの 文化は 
巧 じ 巧隨の 諸巧扶 から 巧 へられる にも拘らず •彼等 じは 文化 W おとして を も 巧 巧む が投 たる 
巧な まを め稱 神が なく •又 此の 强い 自己が な あの 化 じ、 彼等 じは 巧 巧 的 巧が がかげ、 お M の危 
おに 巧 かされる お 合の かは かしてな 力す る ことなく， 此の 危 おから おれる やを や、 忽ち 彼等 
だ エゴィストの 本能を 巧 巧して、 互 ひじな し < 巧 ホし 合 ふので ある。 かく 人 巧の 向上 じかぐ 
ベから ざる 巧 巧な きことは、 やがて 彼等 じ 文化 创を 力がない のみならず •却つて 人が 進 ホを 
巧げ ろ 原 巧たら しめろ ので ある'^ 

ナチ ス S 反 セ ミ チズ ムは化 おから 出 巧す るので わるが、 化の 巧 題は 後 じがべ る。 

かくの かく ヒブ トラ— は 人 巧を 一二 椅 じかち •人が 化合の おがは、 

一、 巧な 人 巧の 水 巧 巧 下 

巧 一二々 M 民た 會 まなの 思 巧 n ホ ニニ ーニ 


か ) Hitler, んん〇 • ，も 319—327. 


巧吉巧 w 民を みまを の 巧を s ホ ニニ 凸 
二、 巧の 巧 神 力、 巧® 力の 退 ホ 
じ 巧く が 故に •巧 血を# 巧せ ねばならない とちつて ゐ る。 

しかしながら シュバ ンと おじ 巧々 も 亦 》 人截 とお 族と を M 】 おする ことのすな であろ こと 
は 勿論 •をく 妈掉な 人 巧の 存 巧を 訟 めろ ことは 出がない。 をに 进 ベろ^ ナチ スは 一が 族は 
一 苗 おじが】 さるべき ことを 主張す ろので あるが •人 巧と 巧 巧と を 同 1 規卞ろ 時は •化 ゲル 
マン まを よりも、 ザろ 化ョ— ロブ •ハの おおじ 巧 かるべき ではない か？ ナチ スの巧 袖の】 人 
レフ H ント ロゲ も 化の がを 認めて ゐ る。 「ドイツ 巧 族と おへ ばと て、 それは 人 巧め じは 甚だし 
いお 合で ある ことを 見を しては ならない 。更に 昔 語、 的 巧、 巧 通、 お 脚 巧、 政治 等 じよつて 
生じた •かおめ 巧 似の ことを おつて ゐ るので もない。 ドイツ じがけ る 化 ホ 巧 巧は、 今な ほ 巧 
なせる ド イブの 北 ホ 巧 巧め 巧 莱を計 ま 的 じ 姑め、 且つ ドイツ 巧 族の 本 巧 のぞな 上の 巧 定椒を 
おする ものたら しめる ことが 巧 族 的 巧な であるとの 巧 本 思想を 抱いて ゐ る。 ドイツ 化を ホが 
はを を じこれ じ 一が する。 ドイツれ# ホを も ホ、 か A る 巧 族 問が がを 阁が じよつて 感知され、 


4 り KeveWl の r じ « 巧せ々 ま 巧み か I る 甘 案で ま 現して ゐる〇 



閒 、むを 巧け るべき ことを 巧 ホす ろ。 化の 巧 求 じ おく ドィツ 化# まを の 巧な は、 人 巧め におる 
ドィツの 巧な を稳 合が 一し、 彼等を 其の お 萬の 特巧や 能力 じ應じ てを 巧の 中で 巧 的せ しめる 

の 

ことで ある」 と 0 

此の 故 じ ヒット ラー の 右の 所說 は、 ナチ スの反 セ ミチ ズム 運動の 一が 提 とを 做すべき であ 
クて •これを ナチ スの巧 族 巧ぶ じ觸聯 せしめろ 時 じは、 彼の まふ 人 巧 W ミ まは 巧が V 己 k 
とのす 葉の 上の 巧 巧で あつて、 ダルマン 巧 巧 そ指卞 ものと ちへ ねばならない。 とはち へ ナチ 
スの巧 巧 ホ まは 飽くまで も 巧 ホな 人 稀 乃至 巧 巧の 巧 巧 じ 化ち •巧いて をれ は ゲルマン 巧 族の 
巧 美的 統一の みならず •巧を ま 巧に ょる 巧 閉まを め 色 おを 夕分じ 混へ てゐ る。 この ことは ホ 
の祥美 じな かされる —— 

「巧 おけ はれて ゐ ろを 治 思 巧は •巧 おそれ 5 おじが て、 がを めな 文化 巧 巧 力を 巧へ て ゐるこ 
とを はて 出 巧な として、 人 巧め が 巧 じは がら « れてゐ ない が •それは 聲ろお it 的 かがの 巧を 
であるか •巧々 のと ころは ホめ « 力なの おがで わる。 化の 巧 木 おを は 其の 論理的 かが 巧 程に 
巧 一二 巧 M 民 巧を ホ 巧の 思 巧 « 巧 ニニ 五 


42) Berentlow; Deutscher Soiiftliamaii, ん 224 じ 


43) Hitler; •. ft. 0., 8* 419. 

44) Hhler ミ ■. ん O • ，只 - 121. 


第ゴ妄 ■はせ ♦ま g のを 巧 g 系 ニニ カ 
がて •人 稽じお 巧 する 力の 承 誤の みならず 、側 人の 巧 嫉持規 じ 巧く。 をし】 なの 文化 かを 力 
に 明 する 佩々 の 人 巧の がを のる 巧は •がな 的 じ 化のを 大の誤 超を み 化 人の が 断の 上 じ も 移す 
が 化で ゎる。 人 巧 や 等の が 巧は やがて 巧 巧， 巧いて は 個人の モ 等の 巧ぶ じな む 。 J 
「これ じ 反して 民族め サ ホ 巧は、 人 巧のを 菜を 共の 人 巧の 巧 本 巧 菜の 中じ訟 める。 それは 两 
おじめて 巧 則 上 曰 的 じ おする 手段の みを 設 め、 おつ 化の 目的を 人 巧の 人な 的# 在の が 持 じ ホ 
〇 とする。 かに それは あおじ 人 a の や 等を 致め ざるの みならず •其の 巧 巧の 削 じ も、 巧 値の 
火 小を 訟 々•化の 訟 就から 字 巧の 永义の 支が を 志じ從 つて •巧を、 强 ザの おがを 化し、 劣者 
の服なを巧ホ卞ることそはて、 がの巧巧と巧卞のでぁ^?。」 

「化の 故 じ 巧跋め 化み 巧は •力の 目 かな 巧 ホを な换 し、 巧つて 永义 めな 相互の 向上を 巧し、 
をには ホ も 巧 ホな 人 巧を して、 化の 化が じ 止 巧 巧 巧 じょつて •化 ホみ 化 じがけ る 巧 かじ 巧す 
る 自由な をを 巧く がか じ、 自 なの 巧のを を じ 合を して ゐ る。 

巧々は巧、 人巧問逆ホ；5:|ずる時， ま受巧族としての巧も#ホな人巧がを化ホの手巧と巧會 



i の 支 巧を 巧て、 それらの 人 巧 支 班を か* とすろ 時 巧の 到が すろ ことを 信ずろ，。」 

は 上 じょつて 巧* は ナチ K の 两巧ま 蔑が、 を 巧 ま 寒の それと 異 ゎ、 血が じょつ てつな がれ 
た 巧 巧 的 巧 おを 內 をと する ものである こと そ 知つた。 この ことは 巧 巧 乃至 巧 巧の が 血を # S 
せしめ、 巧 巧な 反 セ ミチ ズムあ 巧と 結び付いて ゐる こと も 前 じ 一昔した 。かじ 化 庭には 朽ら 
く 共の 反 セ ミチ ズム思 おじ 付いて なべなければ ならない。 

由が ♦リスト 敎 化を 巧 » じがけ ろな セ' I チズ ム はまと して 宗が のな 巧から 來てゐ た。 しか 
し ナチ スは それと おゎ •人が 的 化 巧から 化 巧して、 ユダヤ人を 文化の なと 見 化す ことは、 其の 
巧 巧 ホを の當 がの W 能で ある。 卽ち ヒット ラ— は ユダヤ人が おじみ 闽 巧の 閒じ 寄を しつ A 、 
「宗お 苗 お，」 のをの 下 じ 別の 巧みを 巧 巧して ゐ るが •ショ— バン ハゥェル のをへ るかく •其の 
「巧つ きのを 人」 としての 梓 巧から、 「巧 か M 巧」 とは « は 彼等の 木 巧を 巧ム 巧の 手段で あるか 
ら ，化の ホ： めじ-蚊 セ ミチ ズム违 巧の 巧む を 泣く ことは のかれ だと まつて ゐ る。 かくて ヒヴト 
ラ— はお 皮と しての ユダヤ人 がか 何 じ 他が 族を 萬し •がの 闲 おじ 巧が めか 用を 义 ばした かを 
巧 一二 巧 画け 巧を ホ 巧の 思 巧 n 巧 ニニ セ 


46) Hitler; ん •• 0.^ S 422. 


巧 ご 一存 w 巧せ を 主堯の 思な s 系 ニユ八 
なる じは、 彼等が 今 H まで 爲 しがつた をを を ひ おせば 充分 だとを ひ、 ユダヤ人の 逐展 の胁を 
辿つて ゐ る。 其の 巧が を簡單 に篇め やぅ。 

巧 埃 おお 時化の 初期から ユダヤ人 はがく も 巧 人と して 出現した が、 巧 かが をれ お 時が でも 
なかつ たし、 巧 じを ホ 巧 巧は 生 ホのを おさと ま朴 さとを なて、 巧つ て 商人と しての ユダヤ人 
のが 在を 巧んだ。 

其の おお ユダヤ人 はがみ お济 め 方 齿で活 巧し おめ た。 勿論 彼等の 活 おはまと して •ホを ホ 
として なく 中間 か 引を として ゾ あつたが、 化め 方 曲 じがけ る 才能は 遙 かじ アリ ヤン 巧 故を 
をぎ、 を あじ 巧 業を 祐占 しわめ ると おじ、 蔚利 じょる を 巧 ホを むじ 至つた。 巧 ホ 及び、 巧 中 
彼等の 巧 おする 金な 荣じ がける 化は のな 立と 共 じ •彼等は 都み 地方 じ お 住して、 「巧 お 巧の 
用 お」 を權 巧し •ホみ みの 特 巧を をが しわめ た。 かくて 彼等が 中サ紀 人の おも 适 おなが 巧た 
る ± 巧を もね 巧の 巧みたら しめる じあんで、 巧く W 族 的 反ぶ が おまゎ、 其の 烏 利は だ おおを 
刺 巧し、 がの お 耻は愤 ゎを、 其の 巧け がみを 巧 ふじおつた。 



しろし ユダヤ人は かがなる 迫 巧 じも间 しな かつた のみならず •巧つ て おを 就 侯の 时 政め お 
巧じ乘 じて 巧 巧 じ 入り & み、 を » め 巧 叫の 代な として 特 巧を 巧 ホし •お诺 諸侯のを 巧を をが 
しめた。 ド イブが 族が ユダヤ人の 帝 海から 巧れ 巧い 巧み じ 巧り つけられた のじ、 巧 じ ユダヤ 
人 じな 烙 された •これらが 巧谢 巧の 巧を である。 

ユダヤ人は 巧 ホが のか お 的 生 巧を ドイッめ じかめ、 な詣も ドイッ語 じ 改めた が •それは 一 
は ホ 巧 おを 巧 巧し •他 じを 巧 ま K じょる 化み 制が をを げんと する 乎 段であつて、 彼等の 外の 
生活の 如何 じ おらず •共の 特性け 不 巧であつた。 がち 化 等け】 巧 故 じ おつて 於 も 巧 巧な もの 
は 血が である ことを 知れろ がか じ •自ら セ ミ 技と しての 巧 血を 化 もつ \ 他の 巧 板の 化を ち 
巧せ しめる。 ユダヤ人の 巧 子は 化して キリスト 巧の お 人と なおが しないが 、ユダヤ人の ホを 
キリスト がの 巧 子 じ 拓卞ろ ことを 巧 巧せ ざるは 化の ホで ある。 

彼等は か 紋を扶 ふなじな 蒂巧 巧を がせず •時化の ホ津 たらん とがめる が、 ザな じは 巧 がの 
巧^^そをし、 巧が々がじの巧じ巧きつ-|ホつた。 卽ち巧等な巧まの乎巧じょつて、 网がめを 
空 一巧 援れ みま 餐 のをな S ホ ニニ 九 


を一妄 w 巧れ みホ義 のを 巧 t 系 一の 0 
巧 過 法 じな 入し、 あ ホ じ巧卞 ろが 人的 所 化 巧を 巧 ひ、 をれ を* 質の 對み たらしめ た。 かくて 
を おおと 巧が ぶとの ホ 巧が 生じ、 巧いて は 政 ホの 牌较 分裂 じ 誘つ た。 そして ユダヤ人 自ら 闲 
巧 的 巧の 力の 所 巧 お八 ま 其のが 制を としての 巧 化を 巧が した。 

ユダヤ人が 化 等の 篆る巧 族め •巧 巧め 差圳打 巧の 巧 じ 利用した 巧 力な 巧 器は お 脚で ぁつ 
た。 そして お 等は 巧閒の 利用 じょつて 輿論を 常 じ 誤れろ ホ 向じ攀 いた。 

しかし 化の 時期に がけろ せ 等の みなの 円め は •がま ホを の 巧が で わつた。 化 人め 人格を お 
け、 巧の 化 ゎじ 巧 巧 巧な 衆愚の 支 K をな てす る ことは、 を もみく の说 みを 彼等に ぶんだ。 

養の 努 ss じ 巧 ム 巧寞宋 S プこ 4, ヤ化 •養から 郁 ホへ G 《攀 G 巧寶か 

向、 化が 《阳 まと 巧 巧の 信を の 巧ち 巧 おの 巧卜 とな 菜 架の 巧 利 •これらの な S はあく ユ 
ダヤ 化の が ホで ホる。 

ブル ジョァ 巧 巧が 無 だ 巧 じ これらの# 巧を 巧进 せる 時に •ユダヤ人は ー ホでは 人巧埼 あの 
を 本 ま 寒 的 ホ 法を 巧 おじまで 巧が せしめつ A •他方では 巧の 巧れ おを お 助し •其の お 巧 ホと 





なつた。 巧て は 彼等は お捷サ が 打 巧の なじ グル ジ 3 ァを利 州した が、 今や グル ジョァ かみが 
巧の なじ 巧 《著々 利用せ をず る S で ホろ。 かくし 5 等は 巧 g 者 大 ホの 閒じ マルク シズ ム 
のぶ あを 械ぇ 化けた。 

しかも 其の 巧の：：： めは •巧 巧を 自 みのれな 化と、】 切の 非 ユダャ人 全磁 じあろ。 一ぶ では 
金な を 本の 巧 占 •他方では マルク シズ ム的 大衆を 巧 器と して、 かやが まま 游じ 代ム ろじ 彼等 
自身の 少か 典を の 巧 現々 かて、 計ぶ のじ お 巧と か 治との 兩ホ 的から ホ 命の 巧備 をな し •おお 
を 巧 部の じ 巧 ホが 爭 せしめ •ィンタ— ナシ a ナルの ぶな そ W る ホけ ろ。 

究巧 じがて ユダャ人は •控ホ 的 じ はれみ 的 かおを W 朵 から がつて 自己のを おぶ 巧 ー トじ練 《 
せしめ •な 治 的 じは 闻巧的 巧 立の 巧が々 巧. 巧し •文化的 じは 巧 巧 的が がそ 巧 ホせ しめ •一切 
の 美な ろ もの •崇廣 なろ ものを 巧つて •ほい おわ 的が 位 じ おひ 藻し •を おの じは 巧 巧と おな 
とそ 輕 まして、 巧 巧の 最後の すなを 《はしめ ろので あろ。 

化の 巧の おも 巧ろ べき 夕 例を お 示卞ろ ものが ロシャ であつて •が おでは I 二 干 巧の 人 閒が非 
巧 一二 巧 巧 巧 巧み ホ 巧の あな » 系 一四 一 


を I 妄 w 巧せ 會ま義 の总想 e ホ ー巧 二 

人道的な 巧を のす じ 巧され、 かえて ゐ ろじ 反して •他方では 一群の みか ユダヤ人が 焊巧大 ホ 

作 

を 巧を して ゐ ろので ある。 

な 上の かく ヒヴ トラ— じよれば •一切の 巧を 悪は 巧て ユダヤ人の 所柔 であつ て、 巧 じ イン 
夕— ナショナリズムは ユダヤ人の 陰が のをた ろ もので あろが かじ •巧 力 これを 揉 斥して、 ド 
イツは が 巧な ドイツ 巧 族の 血を はて 蓮らねば ならない と 云 ふので ある。 

ナチ ス のが おの おんど 大半が •ドイツ 巧族热 化の 主張と •ユダヤ人 お 巧と じ 細 卞ろ規 を じ 
巧 かれて ゐろ こと々 見ても •反 セ ミチ ズム あがが ナチ スの巧 巧 ま 巧の 巧 巧 ホ 巧す もので ホろ 
ことが わかろ 0 

第一 一一が 國 民お會 主義と お 會ま義 

ナナスは 巧 巧 ままで ホろ と 同時 じ •其のれ# まを 的 ttK を もま おすろ ので あるが •其の 包 
巧す ろれ ♦ま 巧 あほは か 何なる もので ゎらぅ か？ 


4 の Hitler; ん •• 0., 8. 3 の一 368. 



巧み まを の 宿を s 下で 迪常巧 巧 作 じ おへられて ゐろ ことは •巧 一 じ 生ま 手段のを 有 度 止で 
みる。 がへ ば々— ル •ディ— ルは なみまを じ ホの かさを 巧を 下して ゐ ろ。 

「社を ま 寒とは 生ま 手段のを 巧を 止 そ ホ 望す るか •又は 巧々 が 化の なみ 制 巧の 避 鼓の 中 じ 包 
をされ ろと ちへ ろ 思 巧で ある。.：. かじ 巧々 はれみ ままの 本 巧を 巧 極 的 じは •それが 主化义 
び 資本のを ぞじ反 巧す ろ ものと をム ことが 化 ホろ が •巧 極 的 じは 其の 本 巧は •俩 人め 所得み 
々樹 じぶ いての み 巧へ、 を 早 おを 所 巧からは 與へ ざろ ことを ま 巧 すろ こと だとち はねば なら 

なぃグ 

詞ち IS に军 た？ S ずを 著 盞羣 げ么 ，い < ^^^たれだ ナ チ す巧巧巧はが巧 
-5^3"けわども、 お巧財を哀厉装'*訖*ば明曾しミ|<>かをあ^0。 

しかしながら ナチ スじ ょれば、 右の かきが 巧は せみ ま 寒の 沿を が マルク シズ ム じょって 巧 
みされ たお 巧で ホって、 巧の ド ィヴせ を ホを は ド ィブ じの み间 巧な もので あり •西な 思 おた 
ろ マルク シズ ム とを くお幽 巧な もので わろ。 化を じ も ホ 巧々 は ナチ ス じがけ ろ 巧 巧 ホを 的 咳 
第吉章 H 巧せ ♦主 おの おが C ホ ー巧 吉 


47) Kan Diel; Soziah 白 mus and Kommani ■mas , Handwor- 
terbuch der が 》 18 、ミ |(86118<;1| がゎ 11, Ed. S. 679. 


第ー ニ ♦ H 巧 巧 ♦まなの 巧 巧 C ホ < 置 
ホを 化ろ ので ホろ。 

「ドイツな みま 巧は、 化 巧が じよつて 巧 化され 巧ろ 一 お 的な 社會 まを や 一 おめ な制废 ではな 
< ，それは ドイツめ 本 巧から 生じた もので あろ。 ド イブ のれ# ま 萬は】 巧の 巧な 的な もの、 
巧 巧 的な もの •特 おな もの， を こめて ドイツ 巧 お と共にた ぶ ものでは ない。 しかしながら ド 
イツ巧 まは ドイツ 化を 主を をが 巧し •促進すべき 唯一の 巧を を 巧へ ろ もので あろ。 かくの か 
き ドイツな み 主を の 巧を じ 巧して、 をれ は狹 すぎろ との 非が がが げられ ろか も 知れない。 
卽ち ドイツな を ホ 筵を 吟ホ卞 ろじは •少 くと も ゲルマン お 族 •又は 一 化の 北方 お 故 じついて 
其の 巧 境、 特 な， 麻を 等を 硏究 せねば ならない と。 しかしながら •か A ろ 巧 ひじ 巧して は， 
これらの 村 一巧 抵 から 生じた 諸 お 族の ま 巧な 巧み •巧ち ァン ゲロ サクソン •ォランダ、’ ス々 
ングナ ゲイ ャ义び ドイツ人を 化よ とを へろ だけで ち 分で あろ。 これらの 諸 民族が を 巧 ザの 間 
じがの現お、 政治， が^£、 人巧の泥合、 がの巧命等じよつて、 か化じ巧化したか？ 彼等は 
# 化ゎない 巧 まじよ つて •巧の 形態の 卜： じを しい 巧 化 そ 巧 へられた。：： ドイツな を ホ お 


一 



のかき 持-め 思 おの 下 じ ゲルマン 民族を 悉くむ 巧 せんとす ろ ことは， ユ—ト ピャで あ 〇、 巧 
本 的な 誤りで ある。 

おおじ 巧々 は ドイツな みまを じ 細 すろ 巧々 の 思想を が じ ヴょル サイ ユが めじょ つて、 勝手 
じ 狭められた 今 = s ドイツ 闻巧じ 限らん とすろ ものでは ない。 勿 謀 此の 巧 脚は ホづ資 除の 巧 
おの 中、 心地た ろべき はお ふまで もない が、 才— スト リヤ •チ‘ ブコ •ス ロゲ ァ キヤ •ボ— ラ 
ンド义 び フランス 巧た ろか •自治 巧と なろ かじ 無视 なじ、 ドイツ •エルザスの ドイツ W 巧を 
も 等しく 特货 化けろ もので あろ。」 

「两巧 义び閣 巧の 巧 念の みが •巧ら ドイツ 化み ホを の 巧みと なろ べき ものな ろが かじ、 巧々 
じと つては、 れ诗 ホを とは ホら ゆろ 生な 脚 巧を 通じて 一巧せ ろ、 を おのを おじが けろ 闻 KS 
思想を を ホす ろ。 ょし •正ぶ は 別と して •巧 巧 めれ を ホを の 衍巧じ 巧つて、 曲お copo ま 含- 
を laft とちは ずして、 せみ U ま 乙 iBchaft とお はれた としても •巧 A はな ひて 反 巧す ろまで も 
ない。 しかし 化の 貢 葉の 本 ホの 巧 かじ 立ち なつて おム ならば •ドイツ 巧 おの 一が 巧 分子た ろ 
巧 一二 韋圈 氏た ♦ま « の 思な 值ホ ー 阿五 


48^ K^ventluw; Deutsche SosigliuuiUB ，も ] 45 — 140. 


#1 ニサ M 巧を々 ま おの おおな 巧 一田み 

ドイツ人は •其の 巧 巧 •自が 的 現 お •なか •巧 本 思な 等 •あら ゆろ みがと 化 件と じよつて、 
巧 特の巧 おたら しめられ たもので あろ。 か A ろを のな# をが 神と 化な とな 治 制 おとじよ つて 
を 巧 する ことを •巧々 は ドイツれ を ホを と巧ぷ ので あろ。：： ドイツ 巧み おおの 口 的は 人閒 
をが なすろ ことじ 非ず して •がの 主 おた ろ闲 がを が 选卞ろ ことで あ^。」 

ホ じ ナチ ス におつて は •なかまを とは ドイツめ な ものであつて •あぜ すれば ドイツ 两 がま 
を そのもの がな ちじ •ド イブの な本來 のな# ホを なので わろ。 この ホ おは シユ ペン ダラ— の 
「巧* ドイツ人 はなみ ホを ホで ある。 他の 巧 族 はれ# ホを たろ ことは おが じ不 W おで あろ」 
とを ふな 巧と 完全 じ 一を すろ。 化の シユ ペン グ ラ— の ザ 葉 こそ ナナスの 化み ま おお おの 技、 む 
ホ爲卞 もので ホ 〇 •か 何 じ ナチ K がせの 思な じを ム ところ 夕 きか々 化は せる。 それな じ 巧々 
は 一ぶ シユ ペン グラ —自ネ の 化 巧を がが けねば むらない 0 

シユ ペン ゲ ラ— じよれば、 现代ョ I ロブ バ人 巧の 削 じは、 二大 おなが 巧つて ゐ る。】 はイ 
スめ 人生 巧 •卽ち イギリスの 本能と しての み M め稱神 Wi 臣 ngergoi をからを じた 化 おで 


か） Reventluv; •• •• 0 •• も 150. 



み ゎ •他は プ 0 シャの •ド-- ッめ 人生 巧、 卽ち プロ シャめ 本 おとしての ドィッ 時 十 的椅神 
〇 をき ち ミから 巧ました もので あろ。 

前を はお 人の ホ おを 虫 ホす ろじ 反して、 巧者は を 體のホ おを H めと すろ。 ィギリスめ 人生 
巧に あっては •俩 人の 自由が を も 巧 巧され •を お •卽ち 巧 おは 完をじ ニ ホの 巧が しか おへら 
れず 、巧って ィギリスでは 久しく おが 義務 もな# を おも •化 おを おもなかった。 これ じ 反し 
て ブロ シャ的 人生 巧 じあって あ もま 巧な ものは を 巧 •巧ち 巧 おであって、 俩 人は 此のを 巧の 
爲 じな 在す ろので あろ。 巧 在す ろ ものは 「巧」 でなくて > 「巧々」 のみで あゎ、 备 人は 化の 共 
同感 じ 基いて が 巧 すろ ことが 化來 ろので あろ。 此の 思想の がを じ ホって •ゥィルヘルム ー 化 
や フリー ドリ ブヒ 大王は プロ シャ巧 家を を設 したので あろが* ィギリス はこれ じだして 「巧 
おの 代り じ、 巧 まと 巧 巧と じ 反すろ 自己 巧が のなか、® 巧な き巧爭 をを がと 卞る俩 人の 巧を が」 
をな てた。 化の イギリスと プロ シャ との 人を 巧の 巧 巧の 巧 巧は、 前み じがて はな g をな て 巧 
巧を 巧が せろ はじ、 巧 おとして のを 巧 巧を が 忘却され てゐ たじ 反して •後を は自 がめ おがを 
巧 一二 章 H 巧を ♦ち 巧の 化 巧 « 系 一田 セ 


50) Oswald Spengl が； Pr 巧げ uentum und Softialienn は， ん 35. 


巧1|1々 田^^せをまなの思坦值ホ ー田 八 
か ダ •两 がをおの 巧 岡な 曲 おを けて せ ざれば •巧拍 のか 級を 巧ぐ ことが が 來 なかつた 巧で あ 
ろ 0 

な 上の 巧 巧な すろ 二つの 人 ホ おから •巧に 二つの 相 おつた 人刚め おがが 生ずろ。 卽 ちィギ 
9 ス じあつて はなの 上 じ •をが のか 巧の 差の 上 じ 巧 てられた 秩 がが 生じ •プロ シャ じあつて 
は、 巧 成 Auto 里を t の相渔 、卽ち 命令と 服 巧との 關 巧々 ぶ 巧と ずる 巧 巧が 生じた。 それ故に 
が 齐 じあつて は、 人 削を 評な すろ 巧の 巧 一の 規 ホは •彼の 巧な 如何 じあり、 プ n シャ U ドィ 
ッ じあつ ては、 を 枯の閒 で 占めろ 地 化か 何 じあろ。 プロ シャ人 じ おつては 化附も 亦、々 巧 じ 
巧す ろが 削で あろ。 

「フリ ー ドリ ヴヒ •ゥィルヘルム 1 化な 降 •巧 人 やを まの が 給は ィギリスの 中 ホ 巧 おじ 格す 
ろを の おじ 比して 巧 だしく 少なであつた。 じ も おらず、 彼等は 遙 かじ 勒 おじ •な、 心なく W 
いた。 位階は 究巧 じがて 巧 給で ホつた。 ベー ベルの て じがて さへ もさぅ であつた。 化の 巧 
家內 じがけ ろ 巧 街ホ闻 おは ホして 巧む ことを を阁 したので はなく •ま K せんと ホした ので わ 



51) Spengl が； a • ん〇 • ，ん 46. 
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る。 これらの々 傲を がが 等 s ストライキ じがて 帝-、 むを 超いた ものは 巧 银閒 おじ 非ず して 其 
の 俄力閒 巧、 がを かぶかは 別と して 彼等の 巧 麻 ぞと相 化した 化が 巧 •道が 的 原則 じ 巧す ろ お 
じあつ た。 而 して 化の 場合が 本の じは がれても •道 德的お 利を なち 巧た ので ある。 か A ろが 
巧は イギリス 巧が を じは 到 庭 巧が しおい ところで ある。：： しかる じ 化の 訓巧 された 巧 か 速 
動が 相互 じ 巧 乎 方を 巧が して •がしい 巧が 政 巧に 突か 巧 おする じ おつた ことは •イギリスめ 
原训の 巧が で あつか。」 卽も ドイッ々 货 をが 其の 本 米の 巧が め 巧な を をれ、 巧 己 的 巧 動じを あ 
じ轉 ホした ことは •彼 じょれば 一九 一八 年 十一 巧 革な じょつて、 巧 のれみ まを が がられ •イ 
ギリス ま 寒が 巧化義 めろ じ おつた おがに かならない。 シユ ペン グ ラー は 云ム〇 「巧の イ ギリ 
ス人 はを 産な き 夕 のな 令に 版從し 巧ない と问 じく •巧の プロ シャ 人は がなる 持 じ 巧 底 抽卞る 
ことが 出來 ない」 と。 

此の 巧 連は 巧に 甫蜗 巧のを 巧 巧の 上 じ も 反议卞 る。 人 巧の 巧 W 的 本能、 がの 巧 巧の 巧 力の 
巧 現 ホを のみ 巧 巧を 無が して、# ら唯か 論め じなんと 卞 ろとは 巧 だしい 誤を である。 

巧 一二を 困 皮せ 會モ みの 思な « ホ ー巧 九 


巧！ ニク w 巧た々 主 獲の 思想 «朵 一 五 〇 

「巧 巧の な 巧め 時 古道の サホ 巧からは •共の かが 的 お 則と して、 两 索の 巧 巧め* がが 生ずる 0 
巧 利と を 巧とは 生を と 生 巧 活かと じ 分 も 巧 へられろ。 其の 目のは 俩 人の ザ 巧 じ 非ず して •を 
巧を がませ るな である 0J これ じ 反して イギリス 巧 柔お货 の おがめ 本能 じあつ ては 闲 ホと 掠 巧 
とが 目め であつて、 「化の 本能 じあつ ては、 一切の ものは 個 入が 自己を 持 ましめ る 巧の 巧 わで 
あゎ •巧な である。 をての イギリス 巧 试工柔 は專ら 巧采め 利益の なじを まれる。 をれ はょり 
廉 巧なる 巧な 巧 巧 じ 用 立た しめられ ろので ある。 イギリス 農 ホ わの 巧みが 巧が 巧ての が 巧を 
及ぼす 時 じは、 哀 菜は 巧 まの 巧 おじ おせられる。 一八 五 〇 年の イギリス エま 巧に がけろ なお 
家と 巧のを との 削のを 卸爭 は、 巧な たろ 『巧 衡』 じ 阴卞る もので あつて， 一は ぞく ま はんとし、 
他は がく K らんと した 巧で あろ。 マルクスが r 巧 本 まを め 社#」 じけいて お 巧せ る 一切の か 
巧は イギリスめ お 巧 本能 じの み 巧 巧す ろので あつて • I 技の 人 削め おかが じ 夕巧卞 ると おム 
ことは 出 ホない。 

ホな の 詩 お •自由 巧みは 海 M め お 巧で あゎ •プ n シャ のな、 唐つ てれみ ま 巧め 巧 藥 はがを 
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みの 闲お めが 制で なければ ならない。 かじ 巧が 結 巧を 促から おへ ば， 巧 菜は 支が め 地位から 
從 W め 巧が じ 移されねば ならない。：： かじ マルクス 型の 化か 主 寡の 巧 おとなる のは ィ ギリ 
ス 巧のを 本よ をのみ であつて •なお 人め を 巧から 出 巧せ る 姪 巧 ホ活巧 制の プ n シャ の 思 巧は 
一八 セ 九 年の 保 巧 脚 巧 立法は 來 自ら ドィツ 資本 まを ホ两 みが 制の 怠 巧 じがけ る 巧を ま おめ お 
態に 移し 六が」 

かくの かく、 ィギリスめ 原則は 「化 人の がを のけ 巧」 であゎ •プロ シャめ 原則は 「一巧 位 
としての 巧 おを 巧の 幸紹 のが 巧の 向上」 である。 巧 じこの ことは お 巧の 觀 念じ 閒 卞る兩 をの 
見解の 巧 違の 上 じ 巧 巧 じな 取され る。 

ィギ タス 人 じかつて は、 財 產は所 巧を が 巧 意じ處 分し •管理す る ことの 化來 る巧构 である 
が、 プロ シャ人 じ 取つ ては 所有 ザが 闲 おからが の 巧 巧を を ねられた がであつて 「一を s« 利 
と義 巧との 附巧 せる 巧 代の】 棟の 知 巧の かきもの MJ であろ。 

彼は 云 ふ— 「なをの ゲルマンめ# 巧は •化 人 じが 立たし める 爲 ではなくて、 を « •巧ち 网 
タニ タ H 巧肚 ♦ホ g のをな £ 系 一 五一 


ら の Spen がが； んん〇 ••も 汾 た 
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巧 一二 巧 w 巧れ 會主 巧の なを « ホ ー 五 二 
ぶに 巧 立たし める. 巧で わる。 これ がれみ 化で ある。：： かか 化とは 巧 化 父は おがの 方法 じよ 
る闲ぞ 化では ない。 一 おめ じ おへ ば、 をれ は 所がが のが 苗の 問幽じ 非ず して， むか 巧 術の 削 
題である^と。 をしてプ ロ シ ャ的輕^£巧を々のやぅじ鞍なしてゐる。 

「巧 代の プ D シャ化 巧は •かむな 巧ち 怖义 びかが 巧の 保讓 の： 卜じ •を 生 ホ カを 巧 自のホ 法の 
お 式 じよつて が 巧し •巧 巧のを 车 をの 倘 人め 企荣 、む •ネを •巧 如 •採 神を、 巧 かと、 共の 規化 
じよつ て 許された 範尚 巧の 目 かとを はて 巧 動せ しめる ことで あつた。 この おを は 巧 じ 昔の々 
ルテル や シンデ ヶート の おなじ 旗く 謀め られ 、計 あ 的 じ 巧 俄 方な、 巧樹詐 巧、 利を かが •巧 
びか かおと な 巧を との ra の 胀巧饼 係の 上 じ もぶ ばされ て & た。：： 化の プロ シャ めが 治 お 巧 
こを 二な 年 此の方 •れ みま 巧の 巧 命と 巧し ホつ たと ころの もので あん。」 

此のが 巧 じ 巧す る立瑞 の相ぷ から •ィギリスでは ちか 力が 闻お ホす 祀卞 るが •プロ シャで 
は 巧 夕が紹 巧を ぶ K ずるので ある。 

は 上 おく かく •プロ シャめ 人生な じみつて •あらゆる モがじ 冗つて 巧乂の 双な は、 を 姑、 巧 



ち 国ぶ じ 泣かれる ので あるが •シユ ペン ダラー じょれば 化の 人 ホ 巧 こそ •化み ま おの 粉を の 
究 巧の、 おも 巧 遠な を 装で あゎ、 瓦つ 化の 人生 巧は ド イブが 族 じの み间 おの ものなる が 故 じ、 
巧の 化み まを は 此の ド イブめ 化み 主を のみで わる。 

は 上の シユ ペン グ ラ— のぶ 巧は 巧ら かじ 俩人 ホを じ 巧して 巧 お まを •唯 物 ま 発 じ 巧して 理 
なま 寒を 巧 立せ しめんと 卞る ものであつて •浪巧 まを 的 おへぶ である。 

さて 化の おおが ナチ ス のれを ま おはを じか 付じ乂 なろ が 巧を 與 へて ゐ ろかは •がの レフ 王 
ント ロゲの な 集々 化れば 充分で あろが •巧に それは 一 化 1110 年 八 バ、 ケルンの ライン ランド 
公み かじが ける ヒブ トラー 自身の ザ 葉 じな めて 明 巧に 訟 めら れ る。 H く、 

「若し 今 H 諸は 巧の 速な じ沒 化が ある とせば •それは なみの 人々 が 彼等の 俩 人の がな のみを 
巧が し、 巧 巧を 位の 还を はお 合された 俩 人の 運命の がぶ であると おム おへぶ じ 支が されて ゐ 
る宮で わる。 彼等は 俩 人の 法み がを 巧の 速な を かるので はなくて， 全 拉の述 かが あらゆる 化 
人の 巧 命を 化 おし、 巧 巧 t ろ もので あゎ •孔つ 巧 巧な ことな 俩人 のか W じ 非ず して •を 巧の 
巧 一二 巧 M 巧れ々 ホな の 化 巧 M 系 一 五 S 


ター ーー々 困 巧 巧々 ま « のな 巧 « 系 一ぶ 巧 
救 巧で ある ことを 設 めない ことで ある」 と。 同じ おおは せの 「巧が 關 を」 をが め •ナチ スの 
あらゆる 文が の 中 じ 誌め られ る。 洗 
「若しもな じ闻 おを 巧 巧し •力 至は が 巧 する 力は がかと 脚 かれたならば •巧の 巧は ホの I 首 8 い 
じぶ さる。 卽 ちを 拖じ おする が 人の 巧 お 的 巧な となれ 的 息 志と であろ UOJ (ヒ ブト ラ—) r 
「化をまをはぞ等化じホずして、 をおの巧に卞る坡巧いプロシャめお化でぁ，^>」 (シ ュ トラ I ん. 
，サ丄 

U 目 

「『をな じ 巧 する 公な の 巧 ホ J なる 巧を を 巧く ことが 现 代れを じ 巧 巧せ る 俩人ま おめ なをの 巧 机 I 的 W 

化的が巧じょつて、 かくのかく巧巧された闻ま、 网巧、 巧^^じ對卞ろ、 『巧の闽み以の巧おま も a S 

を 的れ わ 巧げ の お 巧を を かすん OJ ( フ r ダ—) ^ -1 W 

a W f 知 

これらの ま驳は 同時 广^ シュバ ンの 「巧 巧 ま おのな 巧 じ 立てば •れみ S 本 巧は 側 人 じ ホず し ^ 

て •お俩 人め 椅 神で ゎる Co J とち ふ 見が じ も 一を する。 W 1*’ 一則 
かくして ナチ スの前 ゆるれ みまを はサ进 まを めま玻 じかなら ない ので あつて、 巧す るに 一 wg ' l'w 


巧で し HG -ト ィッ 援 《を 紀 s 豐 がろ 二と で ぉゎ •內 がめ には ま 賢 塞と をを に 

一を する。 

化の 化 じ ナチ 文が 化を ま 発な ゎ やを やちな を 囊巧 をのが 蓋た 腺ろ 問链 であぇ 隨 
つて マルク シズ ム めか かま 義の 立場から •ナチ スの おが •巧 巧を おし ホり •それ がれを まを 
でない と 巧を する ことは めかれ だと おはなければ ならない。 

巧の 節閣民 おを ま 義とマ 八 クシ ズム 

が 節 じ 於て 述べた かく •ナチ ス のれを ホ おは 俩人ま おめ な閱 なぶ おから 生れた 唯构 論め 化 
《義と 判が と S ずろ のみならず • 5 T か A るぶ おはぶ のれ 拿-まの めと T 舅 蔓 
卞 ろので あろ。 かじが の マルク シズ ム じかす ろ おが ホが ホす ろ ことは、 ナチ ス のぶ 想を-が 
明確なら しめる】 巧と もなら ぅ。 

シュ ペン ダラ— じょれば マルクス のちへ ホは をが ィギリス めであつて •マルクスの 牌 おか 
巧 一一 一巧 肉 氏れ みまな の 巧 巧 « ホ ーで 五 


巧 s を M 巧れ々 ホ おのせが « 采 一 五六 

巧ち 古代の が贼 本能 じ爹 •が 巧卜； のが 重して ま f を歷 •掠が をと 巧技が ま お認め 
ない イギ VK 巧 索 巧 族の が 態から 抽き 出された ものである。 をれ 化 じ 「化の なをを プロ シャ 
め闽家 思が じ もを て 嵌めん とする ことは おな ホで ある。 マルクスは 『 1 切は お 人の 巧 こ！； と 
いふ 原則から ホず ると ころの •ホ 人は 等しく を ほ、 卽ち网 家の お 化を たる 地 化 じあろ とを ム 
罔 家 思が を、 イギリスの 工瑞 れ隸制 巧の が ザから 语圳卞 る ことが が 來 なかつ た。 卽ち 彼は プ 
ロシャ ホを の 巧なる か热 しか 把 描し 巧ず、 巧の 本 巧た る •一 牌な じの みおが せ ざろ 化热 、の 
則 •お 同 苗®、 技術め 形式た るが を まを を 理解せ ずして、 それを イギリスの なれ# じがけ る 
巧が を 階な の H めと 巧 おたらしめ •查く 古代 イギリス おな あおじが はれて* 掠を ザと 巧 おを 
を —— 巧 g をと 巧 巧 巧を —— の 化を とな M し •加 ふるに 勝利を の 巧 わ 分が の 利己 まがめ ホを 

的 

をがん し ホ OJ ホくて マルクス じあつ ては 巧 おを は 共の 巧な の販 巧を であゎ、 か, はがの 麟 
入を として 巧な 傾 供を 巧るな じ 巧の おを 巧 迫し •巧つ て 共 店から 巧 巧 晒 ホが 生ずる。 化 おじ 
マルクス がれ お ホを々 なて々 « おのな のりめ 乃至 巧 巧と なかす 巧 W が あ •る。 


妃） 目 pengler ; んん〇 •■ん 7 玉た 


マルクスの 化の ィギリスめ おなから は、 巧 菜は ホ へられない。 I - 彼の おがに あつては 巧ぶ は 
ち へられない。 せは 囊な されを の 巧？ 巧 C 抑い T & る。 ィギ， K のな 治め 謀を 制 おじが 
けろ と时 じく •彼 g 瓶く 社を は 經窒营 が Tt 、 1^:2 二つ Q ホ 巧竺囊 が ぉる のみで、 

化 口 巧が 0*^ じ 立つ もめかん い。 故 じが ホす る ものは 岡 ホの ろであつて、 仲 お 巧 削を 巧 ダ、 

勝利 か沒 なか、 卽ち 化の 二囊 のま I の 震し かちへ を だ。 羹登 春は 資本 ホを め 
巧が •助ち S がの 巧數多 こ々 リャめ あち 卽ち ななおの それ じ 掛さ代 へんと—。 マ 

ルクスは これけ かの 方法を 知らないの である。 

おる のに ごシャ めれ か義誇 家 じな •か， る 慧二囊 の S はな〜 それは 寶を 

巧で あろ。」 

マルクスの おが も ホィ ギリスの である。 

「マルク シズ ムは器 あらゆる 韶 じが T •それが 政治的 薬から 刖 巧せ ずし T 、 神學的 

悬力をたえたることを5^」 Ht 。 巧 一 じ蒙餐謬は倫器囊旌繫紀華 

巧 一二な 闻 K 巧を 主 巧の 化を 巧 ホ ー己 t 


が） か 畑が e む a . ん 〇., IS •な じ 


巧 一二な w 巧せ を 主 巧の 思な 巧 ホ ー 五八 
あるが、.：. がの 巧 木觀を はが 巧 かと あへ ねげ ならない。 おみちを とず 本 まを なるな おは 此 
の 誤れる 宗 がの 巧惡と がされる。 ブル ジョァ はお 化であって •巧 お 巧 断を はおらし い 神な の 

エンゼル であろ 0 :: 

をの おが マルクスは 巧 做の 蔑 既を說 く。 巧が、 巧 酷な •お 時 則の、 をし い 巧 働は 不幸で ぁ 
ゎ、 不巧利 巧が 幸瞄 であろ。 日 己の 巧 ㈱ じよって 牛； なする 人の イギリスの 喊祕 は、 巧 化の お 
をのみ をが とし、 化 海を 紋 けろ ことは 本が の n 的でなかった ゲ イキ' ー ダ— 本能の 紀化 であろ。 
化の 化 じ イギリスでは 巧が をは 奴 話で あろ。」 しかろ じ マルクスは 徹巧撤 お 化の々 化の 神を の 
を ホを 到を 理が しがない イギリス おおじ 巧 はれて るた。 

巧に シュ ベン グ ラ— によれば マルクスの おなじ 支な を 巧へ たものは 彼の ユダャ 的 本能で あ 
ろ 0 

「マルクスは •彼 白みの ユダャ人 問 短 じ閒卞 ろを 禅の 中じ现 はれて ゐ ろ、 彼の ユダャ 的 木 能 
じがろ 所が 夕 い。 創 か紀の おめ にがけ る 巧 お 的 巧 做の 呪 化、 口 略 H を 巧 助 じよって 化 黨卞る 


64) Spengler; a. a. 0., S. 73. 


ことの 紫 止 •これらの ィギリスめ 旌 巧じ现 はれた 巧 約め 巧 訝 じ 巧 はれて ゐ た。 それ 化に々 谢 
を 巧せ ざろ 人 じ おすろ 彼の 巧 憩が をれ たので あろ。 フィビ テの 化み ホ 盛な 彼等を 怠けぶ とし 
て 義務ををれた、 人生の寄ホホとして辟がすろが、 マ ル ク ス はそれを袭むのであ 

かくて マルクス じあつ ては々 のは 発 巧ではなくて r 巧な」 であり、 彼の 巧德 は巧萊 巧な であ 
ろ。 巧 巧岡爭 は々 樹 をと 巧 人と が、 巧な たる 巧 働で 巧 巧を 巧つて ゐ ろので あろ。 r 剩餘 が 化と 
まふ 巧 ホな す 葉の な 巧は、 巧な 巧 人が な 封 巧から をはれ た巧构 じかなら な^。」 かく 化れば マん . 

ルクス じあつ ては 牌 級 利己 ま義 がが のが 木が 則で， 「マルク シズ ム は々 馈 巧の 巧 本 まを で あんん 

> f 

ろ。 がと なれば が處 じは マルクスは 化な めじ マルサス やコグ デン、 ホ じ ダ— ゥィン じを ぶして 〇 〇 
ゐ ろから。 商を は 常 じ 生が な ホで あ 〇、 庵 ホ じめ て、 企まを はがの 質 gr 巧带 J を、々 樹ザ はがの んん刪 
巧な 「々樹 J をを 巧し な ふので ある。 マルクスは 巧 本の 所 巧 ホを 巧 ふが •巧が ザの 俩 人の 利な W 
じ對 すろ 巧 利の ろは 謀 めんと ずろ。 か、 ろぶ おは r ホ 化な めで あゎ、 巧 じ ィギリス 邸 一で ホろ 。 d I 
ホに シユ ペン ゲ ラ— の 峭村お 湖 化 巧み 節 w じな やぅ。 S ' §' 巧 
巧 一二 々闻 巧せ々 主 巧の 化な 巧ぶ 一 五 九 


巧 一二を 阁 巧せ ネ主 巧の 思想 巧 ホ ニ ハ 〇 
マルクスは 巧柔巧 ィギリス じ閱 すろ 阅 巧め (Hchema こ Bell) な、 しかも ぉめ てが ょしいが 巧 
から 巧た 様相を を 鹿 巧 じ 及ぼさん とした。 卽ち マルクスは 此の 巧が 的 巧 ホの、 を 「人 W れ み」 

への 夕を なを ま 張し、 巧 じこれ こそが 睹 巧の ホれ じがけ る 唯 j の 本な のな ものと した。 

「轻 巧め 化 遮 (物 巧的霉 じがけ ろ) を 原因と ながし， ぶが •ホち 護、 费術 •巧 巧々 が 
用と 化 化すと ころの 唯物史 巧は、 それが お宗 なのな、 巧が を夕つ たがを 人 のぶお じを 巧す ろが 
ホ じ、 现代じ 巧て は 巧ら かじ 人を 信 ザし めろ •へき 何み かを 含んで ゐ ろ。 が のかは 巧 巧め 巧 巧 
が 巧な じ r 巧 肉』 である 巧では なくして •薛術 やまがが 巧 力 じ •をぶ じ •かが 的 じなり •今 瓜 
や ホ 巧卜： 、巧が の 唯一の 力强く S せろ お现お 巧の？ なつた からで あを ^ 
巧の 師 へ— ゲルが プ D シャ 人と して •なんど ゲ—テ 的 じ巧搪 された S の 中を 夏を ほ.! 
いたの じ 巧して、 マルクスは 巧械の ダ— ゥィンめ な 「進 ホ F シ ，己 utionjC ドィツの ならば Forr b . 
BC す itt とまは なければ ならない) の 中、 むじ •イギリス 人ら しく 「経 巧」 を 泣いた。 へ— グル 
じあつ ては 巧 おが お史 の巧进 巧で ホり、 巧 治は お 巧であつて •彼のす おじは 「人 训れ み」 ょ が 


ない。 しかるに、 マルクスは巧藻なき麻巧を考へ、麻巧をお？£的利ホ：：細巧の岡をと化化した。 
それ故に シユ ペン ダラ— じよれば* 唯 物 巧觀は イギリスの 史 なであ^。 

ホいで シユ ペン ダラ— は ▼ルクスの 唯 物史巧 じあつ ては、 從來の お 巧と 巧 じく I 古 パから 
中 化、 中 化から 近 化への 進 ホのを を迦 ゎ」、 究巧 じがて 巧 卜：の 巧阁じ 立つ ところの、 I つの イデ 
ォロギ ー じ 巧して ゐ ろと 一巧つ てゐ ろ。 「マルク シズ ム は】 つの イデ ォロギ I であろ。 その 說 
明は 唯 か 論を が お 仰の 力々 そつた を じ キリスト 巧から 游 ホした ところの、 彼の お 巧の おみ じ 
巧 出されろ 0 J しかろ じシユ ペン グブ— じあつ ては 生命は 「けの」 を 巧せ ず、 人即は 目的 杏 ホ 
たない 0 化が のな ホは 目め であゎの & じは なゎ じ贵 舟す ダろ。 「しかしながら 人 閒じ巧 へられ 
た此のホな、 人朋じ^から贈られた此の现货を巧简の巧なで滿たし、 それじよつて自ら茲 
らか であゎが ろかく 生 巧し、 巧* の 中の 何物 かを 此のを 戍 されつ A あろ 现 がの 中 じがが せし 
めろ かく 巧 巧ず ろ こと、 これが ななな ので ホろ。 巧々 は 『人 圳自 砲』 ではない。 それは 過 ホ 
の イデ ォ ロ-キリー じほす*。 豐 はなれむべき； なおで あろ。 巧々 は あろ 時代の 人 則で わ 
巧ち章 闲^た<^4^^の化巧«ホ ー六 一 


が） ド I 巧 ngler; a. ん〇 •, S, 79. 


巧 一二な WK た 合ち なのぶ お 《 ホ こ ハ ニ 
ゎ、 ある 网 巧の、 あろ 範图の •あろ 型の 人選 あろ。 この ことは 巧々 がが なじな 巧と 巧 さとを 
巧へ 巧ろ 巧の 必巧 はが かで あろ。 巧 巧ぶ はだ 行 おな ろ 5 じょつ て さぅ であ おろ。 巧々 が 
化の】 をの 限み を ホ 卞じ從 つて、 巧々 のか 川は な々 巧く 巧ぶ。 プラトー は ァテナ 人で あゎ、 ヶ 
I ザルは 口— 又で あえ ダ！ ァは ドィ义 であつ た。 彼等が をく、 巧 一 じ •さ、 っで あつた 
とち ふこと が、 彼等の かが 史的が 咨を 巧への ろじ まつた が 描で あが OJ かじ シユ ペン ゲ ラ— じ 
あつて は、 人觀 とは 捕 《であゎ、 巧 字ろ. . P のは •常 じあろ 制約の て じがけ ろを 巧の ならの 槪 
でもければ &ら ない。 共 度から 彼は マルクスの 抽み 的な 人閒 なをの 巧を を 退けろ ので ある。 S — 
そしてが 後 じかぅ おんで &ろ〇 か. 
ぶの ホ 場から 5 はか や •ドィツ ホみ のた V 中 じあつ て、 マルク シズ ふとれみ ま途 とを 巧^. 
臺 めろ。 ホ だ 甘て 巧が されな かつた ご シャ義 たるれ を囊 ちを がかの 一つの がげ I 
でありり 、マルクスは 文 巧で わろ。 文 巧は 巧くな ろが •巧 巧は？ か、 巧 掌ろ かの 何れ かで^ 
みろ 一と 0 } 


此の 人閒杜 みを おおめな 人 巧の 巧 おじ 化が すろ ものと 化ろ マルク シズ ム からは t 取 かが w 
抽 《め 巧を しかを じない が、 巧 巧す ろ ものは 巧 じ I をのめ おの 下 じがけ ろを けろ 現 巧と 化ろ 
ド イブれ を ま 造からは， 巧 巧せ る 罔 お 闲讓の 思が が 生れろ。 

レフ H ント D ヴ はち ふ、 r 巧 お 化を 主義は 巧が 义び巧 巧を 低い 化を め あおが 遊の 班み お 態と 
化ろ。 巧な 壯み主 まじ 取つて は、 巧 お及び 巧 族は 『化み まま』 へのを の 没 ホで ぁり、^ で 
ある。：： これ じ 反して ド イブ 肚 含まを じ おつては •ド イブ 巧 民 それ 自 巧が、 理論 上 も 巧な 
上 も、 あかじし てを 後の もので あり •ド イブな みまを じ おつては •巧が が 巧な であゎ、 がの 
ぶを なぞ 拱が 巧のを 巧 力の 巧な ホなず。：： 化の 故 じ ド イブれ みま 楚じ おつては、 巧 K 乂は 
巧 巧は なかから 自然 じ 巧 へられた 統一であつて •を 人が 其の 中で 自 山な 生 巧を 巧み 巧ろ 巧の 
生けろ 巧 巧 巧で ある」 と。 

化 おじ マルク シズ ムと •シ 。ペン ダラ— の ブロ シャホ 巧と 时じ のがを 持つ ナチ スの詢 ふれ 
を お 巧とは 銳巧 のな 巧な を a ず。 

巧 一一 一巧 W 战せ みま 義 のぶをな ホ ー六 一二 


72) Keventlov; a • ん〇 •• も 148. 


巧 一二 巧 w 巧を みま 巧の 巧 巧は ホ こ ハ 巧 
「巧 なれを ま おのな 巧を 速の 化 解は •！ 化して それが お 式の 推論の 結 巧であつて、 巧が の 上 
じな 巧す ろ、 む 巧の 织 ザと-お 映の 巧 化の 持が とじ あろ ことが わかろ。： ..ユダヤの な々 血 巧 
巧 ホ諾を マルクスは、 彼の 訊 ゆろ ほが の 『プ D レ タリ ヤ』 階な のな 識 の 巧な ま满 から W 避し、 
r 々がを 牌 揉 J のず 间な 曲が じよろ、 あら ゆろ 巧 巧の 巧 •巧を あなの H のとす ろ もので あろ。 
み 巧の 巧 傲を の ホ 巧 上の 速 巧が、 生けろ が一と してが おせざる ことは 明らかで あつて、 それ 
は 巧 じ 巧が であ/。」 

巧 じ 右の 巧 ホは 巧 ホの 牌 沒圆爭 理論の 上 じ！ け 巧 痛じ现 はれて ゐ ろ。 ナナスが 階な の 巧 ホ 
及 ぴ牌敍 巧 爭を嚴 じを をす ろ ことは •ヒプ トラ— の ホの 言 おじ 明らかで ある。 

「巧 巧 化 みまを め 巧彻机 合は 牌沒岡 巧の 巧 細 じ 非ず して、 晚柔代 おの 巧 細で あろ。 闽 おれみ 
まを 闺 {太 じは 何らの f 牌な J はが 在せ ずして •なろ ものは た ’ A 化 治の じは ぶを じ や 等な 橄利 
とを 祿 とを 巧す る 巧が のろで ホろ。：： 冗が々 樹が なが 『牌な 閒爭 め』 なのではなくて、 マ 
ル クシで ム がそれ を 辟な 巧を の 川 A 化した ので あろ。 マルク シズ ムは巧 巧り ユダヤ人が 日 h 


73) Reve が loMT; ん ん〇 •• ん 30, 


じして 巧 立な 巧跋闲 みのお 巧め が 礎を 破. 巧し •罔 巧の 商工 莱を w 寄し •目 山な 巧 族を 超 w ぶ 
的 かみを 踊 ユダャ ま遙の 下じ隸 巧せ しめる 巧の 経 巧 的 巧 器を 作つた ので あ夕 J 

ホいで シユ ペン グラ — •J ヒヴ トラ — •J は マルク シズ ムの 「非 化み 巧」 を恃じ ストライキの 
岡爭 手段の 中 じ 誠 めんと して ゐ ろ。 シユ ペン グ ラー じょれば 巧 おを 巧の 幸兢じ 顧な せ ダろ 化 
をな 巧 銀 岡 ホの 化 巧は •プ n シャ的 ドイツの 人生 觀じ正 W 巧な ものであろぅ ストライキは マ 
ル クシ ズムの 巧 もが 巧み 的な 特 巧であつて、：： 其の 巧 ホモ 巧の が捉は •闽 おとしての 巧 K 
はが ホせ ずして •ホろ ものは 常 じ 黛 波の みだと いふ ことで あろ。 故态 なは 级巧ホ 並 じ プロ レ 
タリ ャ巧 がの 勝利のを じ •巧 おを 一方の じかを せんとす ろ マルクス のぶおは イギリスめ であ 
ろ。 これ じだして プロ シャめ おが じあり ては、 一 切の々 樹を 通じてが の 巧 銀の 化 巧は 超 巧が 
め •阅 家ので あつて •俩 々のか 莱階 没の 巧では なく •を阁 がの 利な のはに、 を 部の お 巧が 遊 
じ 想 じて 計 巧の じかを 卞 ろので あろ。：： かくて それは 非 巧 次の なお 引め な 個人め モ巧 とし 
ての ストライキを 巧 止 すろ。 巧织 のか 巧は な ホ お及び々 彻巧じ 巧され ずして •一の 巧 巧みな 
巧 一二 巧闻 巧を みま 巧の 巧な 巧 ホ ー六 五 


74) llill な； ん a. 〇 • ，ん 674 f. 


巧 一二な 闻 おせみ 主 巧の 思 お 巧 ホ 
じを 巧され ろ 0 J 


六 六 


おの 姑じ朗 すろ ヒット ラ— の 化 解 も 村 じで あろ。 「巧筑 化の 巧 巧れ を ま おの 巧 おは、 かおぶ 
と巧衡 をとの 脚 波の 大ホ 巧爭の 代わ じ •巧 人 じを の お 謎を 加へ ねばならない 。巧が おがの 巧 
度と •をれ じを 憩を 及ぼす 一切の 弊を やげ お 除去 S 巧は お 巧を ぶの ほ 巧で ホろ。 今 扫の救 
みの 岡 巧は み 分 階 おを 窩と$ 巧 巧發 かと じよって 調が されろ。 かくして 巧敛 趙じ 於け る 


かを 家と 巧 傲を との 側の 巧 ホは おくな 0» これらの 問な は 一が じよ わ 商 所 •卽ち 巧 巧を 巧と 
巧 巧との 幸 期の ホ 場から ザ 化されが。」 


〇5 


おじ ナチ ス じがけ る まろし い 特沒は •がの 巧 巧 的 乃至 巧 巧 的 化が ホ じ、 r 巧 おが 巧の 坡大版 


因」 としての をな 巧 本 打 巧との 立 おから •マルク シズ ム のが# じ 度べ ろが であろ 〇ヒヴ トラ 

*1/ 

—じ 取つ ては、 マルク シズ ムの r 究巧 のりの」 は 「 I 切の ホ ユダヤめ 巧巧闽 菜の が%」 じあ 
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ろ。 シユト ラブ— サ I が 「マルク シズ ムは諸 巧 巧の 闊巧 まぶ 的 捏满巧 ホ じ 巧 すろ 巧な めを 汾 
ま祀の 巧の 巧力闻 ホで あろ」 とち ひ •レフ ょント ロゲが 「巧 巧め 化# ま 巧は、 をれ が 完をじ 


fill 

せ i i f 

I- H n 巧 

為の w 


ィンタ— ナショナルな もので あれ、】 巧 巧 じ 止まろ もので あれ •巧す ろじ 乎 段で あつて， か 
化 なろお 合 じ も それは 巧际巧 本 まを のを 巧で ホろ」 と 云へ ろ も、 等しくな ホ ー じすろ。 

がら ば ナチ ス じがて •ユダヤ人 はか 何 じして マルク シズ ムじ關 巧せ しめられ ろか T ヒブ 
トラ— はを ム 「彼 (ユダヤ人〕 は 巧が を じ お 近し、 巧の 信 巧を 沒ろ巧 じ、 彼等のを 曲な 逃な 
じ 巧 すろ まが 的な 间巧 やを 巧々 巧 ふ。 彼は みが 人 じ •よし それが がな 上の もので あらぅ が- 
おお 上の もので あらぅ が、 其の 生 巧 上のを 憎を おおせし めんと お 力 すろ。 彼は あらゆる ァリ 
ヤン 人の 中 じ 眠れろ お# 正 莲じ巧 すろ 巧 求を おを ましめ •それを 巧み じ 幸 おな を じ對卞 ろが 
惡じ轉 じ •巧を めかを 除去の なの 网爭じ I 巧の サ界 なのか 巧を おへろ。 かくして 彼は マルク 
ス學說 そ お 巧が けろ ので あろ。 

化は マル^シズムが 一巧の 社# 正を の 巧ぶ じ 不可分な ゎと ホ おすろ ことじよ つて、 巧の 巧 
巧を 計ろ。：： 化のを 說は理 せと だ おとの お 合 物であつて •人刚 •臨つて が 抜と 其の 人 柿の 
巧を との 抱 巧の 巧を じよつて、 人脚 文化を « のが 本め お 巧を 巧 巧す ろ。 これが マルクスの 化 
巧 一二 巧闻 巧せ みま 巧の あな «ホ 1 ^^セ 
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巧 一一 一巧 坦《 巧み ま おの 巧 巧 粗 あ 


ホ 八 


ホ 巧の 巧 S 、 むで ホる。..； 人 W 支 巧と 3 透と みピ少 お？ 蒙 鬟授が 除かれろ。 
而 して 化の みかを とは 卽 ち、 ユダャ人 のこと であ^」 と。 

な 上の かき マルク シズ ム とかを まを え 巧 立から、 シこン ダラ— の累 かさ 巧を が 華 
ミ卽ち 一丸 一八 軍 一 S マルク シズ ム的累 時た なつて、 「巧の 化な 囊は繫 で わ 
巧のを 岡を 巧が して ゐ たか」、 或 ひは 「戰 化して を か」 の 何れ かで あゎ、 「をれ は 一九 品 
年吞じ 8 されて 立ち上り •一丸 一八 年 じ 奪り じ 逆つ たと ころの 化み 囊 であが」 も 
同樣 じヒプ トラ かぅ おつて ゐろ 

「一九 一阳年 八月の ドイツ 巧 做を を マルク シズ ムと W 1 親す ろ S 達で ある。 ドイツ 巧 巧 

をは 暮 未だ 器 巧 蒂な窮 S つ 了は ゐな かつち でなければ 巧 業は 霸 S 加し なかつ 
た 笛で あろ。…. マル クシ ごは； 一單の セ巧與 、そ £ なは されて ゐた ドイツ々 おを 
々巧 おし 了 時々 巧々 琶の巧 じ 巧を おつて 立ちを ろのを 化て おかざる を 巧な かつち 巧 
時 じし T マル f ンご S が耻な 寶僞 S 董 かは 吹 さおら さわた S であ 和」 
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第 四 章 ナチ スの 政治 理論 
巧 一節 國家觀 

前說 じが 5 ベた 夕 •ナチ スは 其の お ぜ囊望 場から 抽お 的な 人邮 おわを 誌め て且 
つ 拐 お まを を 其の上 じ 立てられた 巧が として 退けつ A 、 他 ホ じがて 生ける 巧 ザと しての が扶 
の甚 巧に 立てられた 巧 巧 主を をな 調す る。 かくて ナチ ス じがて 巧 求せられ ろ闲 装は を ふまで 
もなくお族巧おでぁろ。 卽ちそれは血じょつてつながれ、 一切のドィブ巧がをお巧のな就^ 
めじが】 せんとす ろ 化 ゲルマン 巧みで なければ ならない。 この ことは ナチ スの納 がが】 化、 
巧 阿 お 乃至 巧 九が じ 巧め て お 巧な 虫 ホと なつて 现 はれて ゐろ ところで ぁゎ •唯 理ま雜 のが； S 
として 巧つた 浪没 まを あがの ホ 人 フィヒテ 、ギョ ル レスの 自が的 巧が をを 論、 W お ホ 範ホナ 
ゥマンの 中な 巧 一 萬と 一が して ゐ る。 

巧 田な ナ ♦スの R が 巧 H 一六 九 


第 田 $ ナ ♦スの » ホ 理» 1 セ 〇 
-巧時 じか-, ろが お 巧 美の 巧 ホされ ろと ころ じあつ ては •巧の 巧 巧 ホ おめ な瑞 から、 巧みは 
あ ザ 化 乂ま義 的自ホ まを や マルク シズ ムじ がけろ がかき、 晉 酷や自 もな 述$ じよつて 原子 
的 じ おばれた 化 人の 巧な ろが 巧では ない。 

フ 王— ダ— はを ム — 「現れ ま 出せろ 巧 哉 じよれば 、社 わは 化 人の がが であゎ •巧みれ を 
上のを ホに がて 多か俩 人の 问 一口め じ おばれた M おで ある。 

それ じよれば •化合の 巧を はが も 石を お屋じ 等しい とを はなければ ならない。 卽ち 化の お 
をお屋 じあつて は 化々 の おのみが ホ ーの 現 巧であつて 、みのお 屋 のか おは おがの 所を であゎ、 

蒙 石 SS ホ か 何は 震： JSHt 雙で A ミ •かが； J 多く e 哀搜誇 義 から がれ 

ろ もので あらぅ とも、 化が として それは お 选家提 たろ じ 過ぎない。 

巧 A の 罔が なみまを めせを 巧 乃 ま 巧 お 巧 巧 じよれば， 巧 おは おで ある。：： 化の おはか 夕 
の俩 々襄み S 援的義 一.! 非ず し H 、 が 巧 的 拾な さ 打た， 0 《で ぉろ。 ：： かくて 初めて 
羅萬 をを じ、 巧 巧 的 じ 巧 空 てらた 一巧の 計を じがつ て •藉 から お 巧が まし •おを 


味な大ホはがな義じお<りされたを52ぇゎ* み部分は y ;じかむをな堯とな；=^、 逵じ巧め 

て •巧の 巧决が 生ずん。」 

同じく ヒッ トラ— じあ つても •養は 一つの 政治の 努 、村 SS をに かけろ 買な 
人 閒のお 合で なくして •お 巧 的が】 としての 巧 抜 そのものが 闽み であろ。 故 じ 「巧 家の がな 
の 巧 命は 人轨 0 保が と 向上と」 C ぉろ。 卽ち 彼は 的ホ网 {み じ姜し 5 族 じ 化ろ。 
「巧 抜 帯が 招 S 巧： 2 立つ 新递動 S 巧 一 8 おは、 SG 本 巧と が 巧 芭 g 卞ろ 巧を じ 
統一の お まを 巧へ る ことで あろ。 

而 して 共の が 本め 諾識は •闽 みは 口め じ 非ず して ホな だとい ふこと であろ。 巧じ网 ぉ ょた 

ゎない 人蔓化 SG 磬で ぉを、 焚 蔭では ない。 がろ 器廣 はがら 文化が を 力 じ 

巧む 人 稀の 巧 ホ じあむ 0 J 

「岡 お 鳥が 文化を 一 蒙な さ 辜な める のでは なく、 それを 制め する S 巧みの 中 じ 含ま 
れた人 稀で ある。..： 网夕 は：：： 的 じ？ ろ 手段で あつて、 絮円 めな 捣 神の じも拘 おの じ も 

巧 巧 巧 ナチ スの技 ホ 巧 K 1 t I 


1) Feder ; a- a. 〇" S. J6 じ 

2) Hitler ; ん a. 〇 • ，ん 430. 


巧 内な ナ 中ス？ R が 巧 論 . ー セニ 
同】 预巧じ おすろ 人刚の おおな 隨の維 おと 促進と じある。 此のが 持 そのもの A 中 ド# 一 じ 狸 
おのな おが 含まれ、 巧の 結 巧 •此の 人 巧の 持つ 一切の 力が 自由 じを がせ しめられ ろので あ 
ろ。 化の 力の】 部み は 先 づ网艇 力の が 特に 巧 ホた しめられ •他の 部分が お 神 的 向上 じ 利 川 さ 
れろ 。しかもが のを々 はが 互 じ 他の 前提と なる ので あろ。 化の n めじを ずろ ところな き 巧を 
は 誤 まれろ な 巧 現み であろ。..： 

化の 故 じ 巧 族 巧 おのを おの 口め は •巧を な 人 削の 葬と が 殴と を削选 すろ 文化め な •稀 抜の 
巧 素の が 持で あろ。 故 じ 巧々 アリ ャン 人は 巧みの 下 じ 巧 族のを けろ 納 がを 滞戍 し、 化の 巧が 
を 保が すろ のろなら ず •なの 巧 神 力々： おじ 巧が せしめろ ことじよ つて、 鼓な の 日 山 じ 到を 卞 
ろ ことが 出來 ろ。」 役 巧な 网 をと 劣等な 罔 おとの 評仍 の 尺度 も ホ、 がの 闻 のが 時 的な 文化の 水 
巧 父は 巧 巧 力の おおじ 非ず して 巧 族で あろ。」 

「巧 ホな 巧 おとな 化さろ べき ものは、 其の 因 おが をれ じよつて 代を された お 族のを 巧な かじ 
合を せろ のみならず •化の 巧 族を 网 をのが 巧 じよつて 巧 巧せ しめ •查 化が じ 其の 文化の なを 


3J Hitler ; a • ん〇 もが 1 が , 


を設識 せ」 蔓鬟で ぉろ。 管 民 《 s 命れ 巧ら たな 芝？ w す 一とで なく」 て •旣が 
の 力を を擎 5 の 胃な？？ 二と だからで ぉ ミ それ 故 C 詔 S 化が 巧く とも その 
巧 抜が 巧 血 じょつ て挤 一され ダろ 時には、 か A ろ 巧 おは 劣等な 巧 おとを はなければ ならな 
い。 をし か之闻 菜は おが 旣裹 文化 卞らが 持 おざる 《みならて 生けろ 雲 じが 一され 
た民抜の文化がを力をも巧が卞ろが故でわ fJOJ 

なま 夕巧至 巧 S 抗 I と 摄」 • ま 命 & 民 巧 《哲生 巧 g が 持 向と こ 
あ'^ とする ナチ 5 妾ち 肉 蒙 If 5 に冈 赛藉 生活を 巧 掌ろ § 農で わり’ 防 

つて 共の 巧 動を 倘 人の 5 川な 活動！ J 巧 3¢ 甘ず、 ろ範闽 12 狀 奪ん と 卞ろ俩 人 ホ 発め 立な と ホろ 
しい 巧 おを 巧す。 

かくて ナチ KG 巧 富を じ％ S が 了、 蓋 翼で 重が、 この ことは 网 みと 舅との 關 

巧 じ 細す ろみの 巧 おに も 現 はれて ゐ ろ。 

「お 術と H 業是進 ホに 巧 ふ ドィッ 襄 の》 榮は C ら、 これら 巧 5 強力な 囊 S おじが 

巧 巧な ナチ スの なが 巧を 一 わ ミ 


が lliticr; んん （ X • も 4 泌 ff. 


巧 巧 冷 ナ千ス のな ホ 巧た 1 モ 巧 
ての み 可能で あろ ことを お 巧せ しめた。 のみならず •おおに、 网 みのがな 巧が が H 業 やお 菜の 
おおじ 巧つ もので あゎ、 巧 巧が おが おもがを な、 おも 白然 なな 巧で あろと おへろ おさへ あろ。 

しかし 罔 おは 本が】 巧の お 巧 巧 乃至 桓 巧のを おとお 閒 巧な もので あろ。 

巧 おは お 巧め な抬を 巧の 巧め、】 を S 化 巧のに がけろ 終が 人の 財拉 ではなく H •巧 巧め に 
も 巧が のじ もや 等な 人 刚の摧 ホと •共の がな U のの 到を とを ょゎを おならし めろ 巧の 网阮化 
おで ある。 これ If かじ 罔 おの 目のと なをとは が 在し ない 〇问時 じ おがは 化の：： 的を 巧 じか 巧 
なおみの 手段の 中の】 つじ 過ぎない。..： 稱拔が 持の がのは 人 巧が： 一: お 攒 巧の 巧】 のが 阳で 
あろ。 それ故に 巧 おはが 故め 化 巧であつて 、おがめ 化な ではない。 化の 乂な ろかを が' 特に 
今日の 訊 ゆろ な 治を じ 巧が されて ゐ ない。 が S が ホ 彼等は おがを W て码 みのおが たらしめ 糾 
ろと おじて & ろが、 巧は 巧 おは 巧が 化が のをを にぶく 巧 かの 結が であろ。 しかしながら 巧 お 
の 巧が は俩 人の 巧 巧、 むじ 俟 つべき ものなる がか じ、 小人の 卫ゴ ィズムで なく •化 じ 巧 巧の 道 
なに ょらねば ならむ い。..： 故に 巧 おのが 巧と が 持との 巧の がが じ •本 巧を 等しく すろ ホを 


な 棟 族と •がの ななの な 巧、 むとの 上 じ 立つ 井 生活 视 のが 巧で あろ。：： 巧 来 削な と 巧ぶ が 
巧との 特性が •お 巧と 細 蹄 すろ ことか 何じ少 きかは •一巧の 巧の 力が 梅め て なれな 場な にし 
か 謂 ゆる 経 巧の 巧 巧と I なしない お货 がが も 明瞭 じ 巧して ゐろ 。しかも か.， ろ媒 なでさへ そ 
れ はなじ 巧の 闽卖 のをを が 巧 かきつ >1 ある 化であつた ことは か ネの巧 例が 巧して る，^。」 

かくて ヒブ トラ— は ド ィブが が々 たろ 巧ぶ を 巧 巧して ゐた 時代には •が 巧 もがな したが、 
しかし 此の お 巧は ドィッ 巧 巧の 唯 I の 巧を ではなくて、 がの みじ进 巧が々 はれ \ は网 ぶは が 
びな 巧し •やがては 経 巧 も資へ ダろ を 巧ない とちつ てゐ ろ。 巧ら ば 巧 じ 聞ぶ々 创 をし •維ず 
卞 ろのは 何かと 女へ ば •がけ 「を 斑の 巧 じするな 巧， む®, であろ。 「なな じ 巧す ろ々 なの 巧え」 
のな 则が化 おで もま 張され ろので ホつて •因ぶ は 例 人のは じあろ のでは なく •侧 人が 巧みの 
巧 じが おず ろので ある。 

W 上が V たと ころが ナナス じがて 巧を されろ 巧ぶ であろ。 

さて かくの 相き 巧 巧 ホ 巧の ホ おじ 立つ 巧 抜 巧ぶ はがが めじ 强がホ 巧 じな びが き、 巧 じ 巧つ 
巧 巧 巧 ナチ ス のな ホ 巧 お ー セ 五 


6) Hitler ; ん a. 〇 • ，も 1( ； 4— 167, 
の Hitler; a . a . 〇., S. 1 の. 


巧囚巧 ナチ スの巧 お巧韵 一た 六 

ては 昭 おな 侧 人の 服從と 規則 •かじ 巧つて は 巧ぶ の 巧 巧を 巧 水し、 延いては 巧 巧 ま 法的が 向 
から巧れろことが5^がない0 しかしこれじついては巧をかめて巧べ やぅ〇 

第二 節み 分 階級 國家 

巧 菜を な S 人 G 謹 農子奠 巧と 化る 俩人囊 的冀粧 なた •雙吝 巧のを 陆 

と 化、 俩 人の お對の 平等を 謀め ず、 巧の む あお 態の 上 じせ 族 ま 巧を なさん とずる ナナスは • 
み':^ 紋巧ぷ じがて 共の か 治 経 巧巧 巧を 怖が せんとす る。 

シュ パン も 俩人ま 巧的秩 巧と 巧 沼 ま 寒め 巧 巧との 特窃を 左の かく 巧 立せ しめて ゐ る。 
俩人ホ 藻め 巧 ホの 特巧 
r 巧 子の なること。 

a 、 質 朱 八 おれを のみ 说巧 U は 互 ひじ 问巧 じして や 等で ぁるつ hcigon I 覃 livar 
Icut ごや 每の 原则 一。 


b •み 人は 究巧 じがて 巧 立 的で ある。 

二 •巧つて 巧ぶ おおは 必が めに 統一め であり、 巧 巧 的で あろ。 莖 しみ 俩 人の や 等からは 各 
人が な 巧の 脚が じな つ 巧 お 巧 力が 生ずる からで ある。 

巧 お ホ 菜め 巧げ の特巧 

r 备 がかの 原子の や 等 じけ ふろ じ •ち 巧の す や 等 そな てす る こと。 
a 、 肉み がかの 备巧戍 むの 不平等。 
b •けの 巧 巧 上の 載 低が。 

C 、 罐 が 化は 巧 じ 能力 じがけ るず 等を なかする。 

二 •が々 のは 瞒の不 ず 等 (3 口 巧 rthuu 一ち mawdg。 Wort ミ rsc 臣 odonllok )。 

s 、 がみのを なは 讯 化め 倘 人から 巧 立 する もの じ 非ず して •阁巧 じょつて 巧 巧され る。 巧 
じ 化の 脚 巧の 恃镇 は稱神 的を 悅の 一な たる こと。 がの 結が 
• •みか 饼 なめ 巧が。 

巧 巧 巧 ナ手ス の おを 巧 苗 ー セ セ 


巧 田 巧 ナ乎ス の 反 治 坦» 一.^ 八 

b 、 閒巧 制の 確立。 

C 、 みが 分の が 巧 描 化。 

シこン は 化の 拽 なから 進んで， 巧ぶ ホな は 案 冀じ不 ザ 等な を じよつ てが 巧され ろの 
であろ が、 おじか A ろ阁 おれを のす じある 鲜 巧は ザ 尊な もの じよつ てが 巧され ろと ホ 娘し、 
これを 「困 摘の 巧が 孽等 又は ホモ- ヶニ テ— 卜 のな 则」 とち； けて ゐ る。 み じ 雙じザ 等で 
わり •か 至じ紀 合して 齒 おを 巧 巧す るを は少 をなる が 故 じ、 右の 巧则 からが じ 「拽 3 のが ル 
けの 読」 が 生ずる。 •怖して これらの 幽紀 がが の 績じ應 じ T 晒み 結 嘗れて 一 做を なすを 
じ 巧す がなら さる 巧 巧の な 巧 お ホみ がが 巧 さた ピラ ミ ブドホ じ おもな 化 あると を 岳 も 
パノ なの 階按 林が 其 S 曼驚」 、提ん 悅化少 <、 cj ミ 蒼 S 按 尬が赛 護を 巧が す 
ろ。 化の 仍化 S 丈ち 卽ち巧 G 巧为 支が なく」 T は： なは ぉゎ 巧ない。 

ホ じ 化の# 互 じ 巧 化を 異にする 謝曲棉 はかが にして 巧が されろ かじ 化いて シュバ ン よみの 
かく 說 いて ゐ る。 


相互 じ かおるみ 苗 巧が 夫々 巧の 特 せを おへて、 を枯 のが 巧々 子 じな ろので あろが •化の 分 
于を巧すものはみ：^が(さか11&公 でゎろ。 をれ故じ此のを\^なはホの特なをみへねばな 
ら ない 0 

一、 を おの お 班た ろ こと。 

二、 しかし をれ じを おの 完を なお 巧 じ 非ず して •を 巧の 特巧 なお 现 たる こと。 

一二、 二の おおとして 他の みか 階な と 本 巧の 巧な を 含む こと。 

これらの 化 巧の 段階と しての 身分 隙 おが 政治的 じは 阁 美を 巧 巧す ろ。 それ故に 闽藻 はこれ 
ら みが 分の 巧を めが 一巧であつて、 化の お 巧の 上 じ 生 巧のを 化 巧が 掛かれろ ので あろ。 なて 
化な なる もの-明 巧な 特 巧は、 これらの 化な 內部义 びが 汾巧互 W のぶ 班规 巧なる がかに、 一 
つのみ® 巧の 巧 治めな 巧は 巧 お 内部 じがて 一巧の 支 K のな 場を が 持 すろ。 

さて 此のみ か阶 ながが 特に 持 神め じ、 其の 巧が 脚な じょつて 巧 制され •か 互 じがの 巧 化 
じ 腺 じて 巧が されて' 巧 化の ピラ ミブ ドを 巧 巧 する 時 じ •み 分 階 巧のを 其のは 治 お 盛 •卽 
巧 内々 ナ ♦スの 政 ホ 巧を. 一七 九 


巧 四 巧 ナチ スの玫 ホ 巧 論 一八 0 

ちを 溝の 阔夕 形態が 巧 巧され る。 r 奪の 巧ぶ お 態は が 海の ぞ堇囊 とする 阁夕 お？ を 

を 

さて この ことが かが じして 可能で あり •か 何 じして 巧现 されろ かの 閒煙 がなる。 シュバ ン 

じょれば 巧 冗 じ不や 等で あり、 岛つ 相ネ府 すろ 巧みを をが じ 統一す る ことがあ なのが 馈の閒 

巧で あろ。 而 して 此巧じ 巧 はれる ものは、 化の 謂 ゆるす 墓 蹲のを 則 •若しくは 支が 巧 巧の 

閒巧 巧のを 則で ある。 卽ち 薄なる ザが 萬强 一切々 支祀卞 る ものでは なく •專义 は それ じ 近い 孤 

ん 

ものを ぶ 巧す るので みつて、 をぶな ろ ものは 專 なろ ものを， 薄なる ものは ホ 化の 海なる ものが ’ t 了. 
を ま 巧 すろ ことじょ つて •巧み 「えがは 其のせ 巧 卜：巧 巧の じ 上から F じぶ 茄」 ので ある。 パん も 
それな じ 「を 巧の 闻 おが 庵は •おぶ のじ 化れば •巧 巧を 巧 牌め じが 巧され たる 肉荣お 巧. ^ a a 
巧ら巧々の謂ふを巧巧じがける 「み^^巧の」 じが成された、 み分牌巧巧みであろ。 ：：み 化 ん ん 
分 牌 巧 巧ぶ がせ 遵まホ のれみ 巧のを も 完全な は 治めぶ 视 でぁ か。」. 麗 I 獅 
な卜- がシュ パンの みか 巧な 巧 菜 じ 細ず るが 本な をで あろが •これは 明らか じ玻巧 まま お 巧り^ の 


のが 巧で あつて， 巧 お 生活の 正しい をを 中化紀 のみ か 削 おのが じ 化 出さん とする もので あ 
ろ。 卽ち俩 人ま苑 おな の樓 巧な 支が じよる 現代 のれな め 政治的 經 巧の 巧 詰りを、 夕分じ 倫理 
め 巧 東の 盛られた み々 め 連 巧 じよつて 打閒 せんとす ろ ものであるが •问時 じこれ は 近年 じが 
ける がまな 思潮の 一つで も あろ。 卽ら イク リャ じがて はなに、 化の み 分 牌な 巧 おの お 想は み 
の 化合 巧 菜の お 旗 じがて ぞ现 され •ド イプ じがても 身分 牌な み 話の 巧ず はがく も > ビス マル 
ク じよつて 捉 なされた お 巧な を、 及び ヴ イマ— ルを を 巧 ニ ハ 五が じがけ ろ 巧 巧が 巧みな じが 
てな 出される ので ある。 

しかしながら 化の み々 牌な 巧 おの 巧ぶ は •ハンス •ロイ プヶ もを へろ かく •それは 中化紀 
共の 化のを じが W せんとす る ものでは ない。 中か紀 人は 例へ ば、 巧 炭 牌な (Fiir 玄 e ミ tand )、 
持 女 牌 級 (5 再き i ろ、 ホ 巧 牌な (呈 rgitllnd) 等の かく、 巧 同 生 巧の 强 制の お 態の 中 じ 生 
れ •お 生 をれ はみ 分と して 间 をして ゐ たが •巧 代 じがて はみ^ おはが 中み 分を 能れ て、 お 
?£め巧菜が巧めて强く加はつたことを特なとし* 自己のな志とがの巧境とじ應じて自山じ进 
巧 巧な ナ ♦ス のれ ホ 巧を 一八 一 


巧 巧 巧 ナチ ス のな ホ 巧 お 一八 一一 
持され た 身分 削敍じ 加は ろので ある。 

をれ 故 じ 近代の 视 なじが ては •身分 牌な 巧ぶ 制 おは、 一师 じは 巧迎ま 巧の なおから 巧 へら 
れ たを 巧 巧 ホの 支が を 可能なら しめろ 政治 お 態た ろと M 巧 じ、 他が じがて は， 化の 制 化の 中 
じ お 巧と 政治との 調 かを 求める ことじょ つて •從 がの ほ 治 お 巧が 错 のげ なを 巧 正せん とする 
もので あろ。 この ことは シュバ ンの ホの； す 葉 じも觀 取され る。 

「现代 にがては み 分 お 巧の おが じ 立つ 巧を の 巧 秋げ のな も或大 な問啟 は、 お 巧の みか 牌 お 
の 削がで ある。 これ じな して 古代 や 中化紀 じがて は •化 治の み 分 牌 敍の巧 巧が 中、 む 問 おで あ 
つた。 今 円純控 W 的み 分 牌な がぶ がされろ 巧 U は、 超 巧の 問 姓が 鼓 もま 巧で あり、 なつが 史 
の 後 おの 上から もさぅ であろ なでは なく、 俩人 ちぶ 的れ なじめて •生 巧の 巧 かなが 巧を 占め 
る 此の 艳 巧が 無秩序の 中 じみな されて ゐ ろが 化で あ 一と。 

をれ なじ 化谣 じは ホづ •身分 牌な 巧 おの 巧 巧 側の ななから 進ぇねば ならない。 は： ト シュバ 
ンの所 ホじ帅 かぅ。 


J の Spann; ん ん 〇 •• ん 24S. 


シュ パンは がの 前 おとして み 分 隅 殺の が 本め 特 巧を かげて ゐ る。 卽も 
1 •身分 おおは 其の おがめ 特巧 として •一が のがな 的け 巧を をれ 円 檐の小 じなんで ゐる〇 

2、 身分 階な は 巧 部め 自化 巧を おする。 

3、 身分 階な じ 分 たれた 巧 おは •他の 巧 巧 柏の かく、 巧 じみく の 巧 巧 おからが る。 

4、 俩人 がを々 身分 階 おじ 所 巧す る ことは、 がが のじが 爭を巧 除 ずる。 

6、 身分 辟な めれ# はお 神 的で ある。 

6、 み 分 辟載阁 おにが けろ 自か とや 等とは、 や 等 お 刖の自 山と ザ 等で ある。 

7 •み 分 おな はお 中 化を なおす ろじがず して 分な 化 じ 制約を 加へ ろ。 

ホ じ シュバ ン はみ 分陪投 のが 巧亂 おじ おぶ して ゐる 。化 じょれば が來 のみ 分牌沒 はがの 本 
巧 上な 莱化 なでなければ ならない。 化の がまが なのが 巧閱 係は ホの やぅ じ おへられろ。 み 分 
巧 絞は 人 閒の大 なるお 合なる がか じ •共 おには お 封じ完 をな 平等は なく •隘 つて 巧を め がを 
は あゎ 巧ない。 しかしながら おお W を 制のを 訟 はみ 分悦 なめ 連 巧 じ 合を せろ おが 的 制 巧を 段 

巧 巧 巧 ナ十ス のな ホ 巧 K 一八 一二 


11) Spann ; a. a. 〇., S. 247. 


巧 巧な ナナスの R ホ 巧を 一八 四 
ける ことを も 斥ける もので なない。 卽 も々 分巧敍 じがて は、 が ホの 巧 理は側 人 じを 化されろ 
が、 それは み 分 的 お •究搜 には 巧 おじ よつて 制 眼され ろので あつて •つまりが まめには お：！？ 
时を 制は あろが、 をれ はが 分め を 巧 (み 分 断 供) によつ V ま 配され ろ。 

巧 二は 棋萊 的み 分瞄お ( Boru 香を 己との 化 おか 何の 閒越 であろ。 彼のを ふところ じよれ 
ば、 が來 のみ 夕巧焉 提巧制 おは お蒙裝 巧飢扮 ちかして 人な 的、 强制的 じ おたな 形態 
じを へんと する ものでは なく、 なつて 一 おか 菜の 罔 巧 化の かきを ま 巧し ない。 がげ じがても 
巧殊时 巧の •又はが 幕め 巧 か 等 じよる もの A かは 統一め 大 がを •巧が 化の が 巧は 詔め られ 
ず、 がろ 现巧 のかを お废を 其の 權 じがが して •をれ をが おせんと すろ 傅の が ある。 卽ら 「一 
方には 巧 巧が 合 •化 ホ じは々 ルテル あび ヵルテル 巧 似の か萊が 合が あり、 化の 舶 ホが 巧々 做 
巧 わじ^つ てが ばれる ので あろが •これ こそ 巧 おお 巧 卜： お來の 身分 瞒お的 巧が のが 巧た る も 
ので ある 。 J 

化の が援 大企業の みならて -3 •ル か柔 じがても 一が じ 認められろ 化 《でぁり' それが 巧 


じ） み >ann ; a. a, 0. ， S. 26 ん 


革 化 じがけ ろみ か护お 的れ みのぶ 巧を Q す もので あろと して •が じ おのが 說を 布が して ゐ 
る 0 

裳热巧誦約は5辜もな^^• 含攀义は雲？、 業透$はか案ぉぇ即 
のむ 叛 、巧 叢が 等 li 等る 契約で ゎろ。 焚旣蒙 舅 働 契約が を 藝透 横の 上に 如 

がな ろ 關係か あろ 力？ 「化り 巧齡關 係の お M のを 稳の 統制から、々 ルテルと 巧 働 組合との 
巧 じ おお 的な お 合が けられろ。 化の おなじょ りて 跟 なろ 巧お秩 がから を備的 •巧 業 秩序が 生 
れ 、究巧 じがて 巧の 化合と カルテルとの 相ぶ 閒お から 統一的 亂 がか 化れ， |0」 

「かくして 巧々 樹 契約は それ 自描 じがて、々 做 お ホから 横菜秩 がを 生み出す と M 時 じ、 二 
つの 全跑 、卽 ちぶ 做が とか ま 家と を I つの 做 お 化な •卽も 巧の 組合 じ 化热卞 ろが 向を おつて 
るろ。 故 じな 巧 脚 契約は 選 かじ •巧 做 化な と カ パテルと を 其のな 巧 的 謹 分子と すろ が一 
めを お 合を 巧 巧す ろ； R をみ へて ゐ る。 巧樹 がを と カルテルとは 化合 (的 萊脚瞄 心の 自が的 ド 
巧 分子を 巧 巧す ろ 。 J 

巧 四な ナナスの 巧 ホ 巧 お 一又 E 


13) みな nn , a. a. 〇 •，ん 257. 
1お Spann; a. a. 〇 •，ん 25 ん 


巧 四を ナチ スの度 ホ 巧 ai i 八 六 

おの 化合の 巧が によって 巧お條 件は 改蒂 され •巧 樹爭 なは 巧 分 授かされ ろが，々 巧の おな 
はなな 完全 じは 除かれない。 化赔に 他の 組合の 生れろ 動说が ぁろ。 がち 巧々 脚が 合 じよって 
おばれた 化 粉の が 巧を 巧け て、 巧樹 化合 及び々 ルテル 自 おの 中 じ、 巧 じが 合の 閣 促が 結 巧 さ 
れ ろ。 これを 企 菜み 侧じ 付いて 化れば •厮巧 蝶ん 化合 •巧 川 化合、 巧 巧 化な、 販巧 化合、 化 
巧 sg 合 等の 結戍 じよって、 經 巧 巧 動の 黎 度と、 化かの 部の お问 の 幸； 閒 をが 進し •巧 巧投 かの 
巧 力を 巧が すろ。 

々化を 側 じぁって は •共阳 のぞ 均 巧 似、 か M 化が 制 お •巧 門が 巧 制 化の 化合 的せ 理 、共 巧 
化合、 H 巧 化な， がかが な •等々 のかき 化合を がめ、 がの 他巧樹 ホを してが おめ じを 利# お 
の 利 空 じ 均な せしめろ 每の 化を を も おが ずろ。 

W 上の かく 憐 巧され た 化合は かがめ じ】 热の闊 みの 巧 能を 巧 ふ。 

巧】 じおん ど 巧ての < 止柔 上の 紋 ホは み^お 巧が じかて がかされ、 化な のな 巧、 載が 等の 
路制 がが •をは f が 法的な 務を巧 ふ。 


巧 二じ鬟 S 巧 & 及び 稱お Lig し； 下 お 身分 麻な が# 〔禀茜 f> 、止む 透ず 寞 
致が の 葛 か Gs 畫 がを f S。 勿を ちら S 行 寞皆 蔓的 じれ 
お 力な 中央 政が の 養と ま 巧. の 下じ谊 かた 身々 辟 お 鳥は かして j 巧 おを 巧 ホ 
すろ 糸で 曼 い。 蒙 他 C も g ち 巧 W 囊 《かま 身分 養 C が 5 按さ ろべき 問 

おで あろ。 

か-. ろみ 分が 巧の 制 巧の 下 じがて じ、 巧 « 者 時な はお ザ 孤立せ ろ おなじ かずして 、ち 的め 
じを 植の 一巧 某 巧卞 ろが ホ：. 一、 S 《巧 立 じ？ <巧 かされ 4。 卽ち巧 冀はホ 種の 組 
なを 通じ 下 含 度 冀」、 m； っ仓 iG 覆：.！ 支稱 《まで 巧 へられろ G で 至。 巧を 

か ホし あっては が じな へ 九 巧 巧巧货 なをの かき猶 東な 合 めがお じょ わて か ホ おの 巧 位 こ 上 
ろ ことが S で 重。 ホ も大企 柔： J ? は 尊 〔 sss ® 等 S 臭ら 比 喬闽 推で わ 
ろ。 か篇 これらの かお じみ わても 企 ホ おは 巧が として お 巧 ホと しての か 化を々 ふこと なく、 

蒙が 巧 S がち 相 巧 送な 《ら .$^6 が， 酱 feT 公 蒙 利な 寡？ A 身 誤喬 巧の 

巧 内 《ナナスの-反 ホ 巧 《 


巧 巧々 ナ ♦スの ft ホ 巧* 一八 八 

未 來の巧 ホから •をし い 制 化が 加 へられろ。 

ホ じみ^が が 巧 安 じ 巧ず ろ阴 巧を 見ろ じ、 闻 おの 本來 めが 巧と して 巧され ろと ころは、 
がが な 治 的 文化め 巧な のみであつて、 括 巧め 巧 巧は 巧ん どを がみみ 分 隙な の 內部 じがて、 饱 
< ま でも 「や 等を 則の 平等」 のな 則 じょつて 支が されろ。 

これ じだして 中央 政 巧は ネな かじがず して、 お蒂 をの そ すろ ところで あゎ、 隨 つてみ 分 
階な 困 まじは あがを n の怠義 じがけ ろか 巧は 巧 ホせ ず、 巧 在 すろ ものは みら 巧 巧め 晚促 のみ 
であろ。 何と なれば 利 巧の 巧 立は 大部分み 分 牌 巧 巧 部で が 巧され ろが 故で あろ。 

をを じ 身分 辟な 巧 おじ あつては、 巧 的 巧 巧 ホは M 巧 じか ホ 的指缚 をであつて、 みみ か 巧 
核、 下 被の 組合が 合 等の 代を をは 巧て、 他の 身分 辟紋 あび 巧 装 じ 巧して、 巧 お 巧 おのな 治め 
巧 為を も 代を すろ。 

しかしながら 他ぶ じがて 政治的み み 牌な の 巧 眼は、 ちの 巧？ £ 的み 分 断な にょつて々 しも 制 
限され ろ ものでは なく •た •、がかから 闊み 的が •巧の 範阁 が制狀 されろ じ 過ぎない。 かくては 


おがが 巧 じが - f 大 ホのを ふ. 乂 ホの 丈が じよろ ことむ く •旣 じが 絲 された が おじよ つて ぉ 
威 あろ ホ 門 的.^ 變な 5 謠 されろ が 故 U •巧 主 牛： お 的筑わ 制が じがけ ろが かく、 デマ ゴギ 
ふ修 裳： 掌ろ 證が なくなろ とお じ •今 I S 利な は、 幫 をが、 無知な 無 節が な乂衆 
の 巧 持 じよる ことなく、 み援 S 佑 あろが 巧を じよつ 5 ばれろ ことで あろ。 

かが 的み 分脾紋 じかいて は、 シュバ ン はおめ て 節が じし か論义 して ゐ ない。 

がりが 一 G 特 巧は 阁 もが ホ 柔 の乂が 分が お 巧 的み 分 おお C おされろ が 故 じ、 巧い かがが だ 

少 いこと で お ミ 身分 辟 霞み £ ミ はお 资藝 をが 鬟じ裳 か— 華 も ホ ゎ、 化 
なか 0 下 紋援费 化 S 身み 化 誇 農 G が おを は 巧 下 •か 郁！ i 巧し 下 蒙 S 的が なを 

代 おすろ。 ぇく してが ホ ホ 雄 0 巧が はが かれろ。 シュご はち ふ-. 自川 なが ホ まぷ的 無を 

か 囊的髮 S 龜が 無くな ゎ、 大ホ 0 で ij 、 知ろ •へさ 塞* ろ j 器 おじ； g 時せ ろ襄 
め 農が 巧 立す ろと ころで ちが 茫冀 やが がの 巧みな 人 はがれられ だのみ なら スが 
ドが 本 ホ じ w -. lt は あら ゆろ 閒 巧# がが 必 あろ 述 巧を 化ぶ し、 自 おを W てむ はれろ ので あ 
巧 E 巧ナ； の. 政 ホ 巧を 一； 


巧 巧 巧 ナチ スの »ホ« 論 一九 〇 
る。 かくして 中 か紀が ギリシャ や D — マ じ 比し、 スバ ルタが ァ テンに 比して、 を かじ 政沧的 
巧搔の 少な かつた ことが わかろ。」 

共の 他の おは 巧す ろじ だ濟 的み 分 格な の两 まじ 巧 卞ろ閒 なじが けろ 所を の 反が じ 過ぎな 

、〇 

IV 

な 上が シュバ ン のみ 分 おお 两 おじ 历 する* 旨で わろ。 かくの かく シュバ ンじ 巧を されて ゐ 
ろみ 分 階な は •賓 おじが ては 中が 紀 めな 身分の 巧 素を 失 ひ、 究極 じがて それは お 巧め 巧 巧 じ 
ょろ W ホめ 化合で ぁゎ、 其のみ 分 階な 田 まは* 卞 ろじ ィタ リャ じがて 貪規 されて & る 化合 W 
おじ ホなら ない。 

さて シュバ ンの 化の 身分 巧な 两 おお 巧が ナチ K じょつて どの K まで 巧 典され てゐ ろかの 閒 
なじ 巧 巧した。 

ホづ 其のれ 巧々 兒 やぅ。 化の 巧な じがし 巧 « ながら ナチ スの 文な じは 纏ぇつ たもの がない 
が •巧を せられろ 巧* の巧款 みなを すれば •大巧 左の かくで わろ。 


巧) Spa 加； んん〇 •• 8. 288. 


巧 下な のみ 分階叛 のが 巧 じは 巧 巧を 巧 じがて は巧衡 化を •かま ホ 巧 じぁつ ては々，^ テル 义 
びそれ じ 巧 似の 猶柔 化合が 中位 じなる。 グブ フナ— はち ム 「企 荣お側 じがて 身分 巧な め 曲 巧 
とを かすべ まものは、 がの 連合た ろな 柔な 合、 信用、 巧 巧 •巧資 等の か 合で ホり、 巧の ぶ 側 
じかて はを 逆の 巧 働が ちを 迪かぞ 、專巧 巧ち を 計 (巧 巧 •災難、 を 年 •失 案 巧 用 等の) 等 
の 諸 制が の 化な が 化 巧ぶ び 巧 質 •巧資 •其の 他の 一むな 合で ゎる。」 ヒブ トラ— も 自ら 「巧 
街 化合は 巧 ホの 轻濟 巧々 乃 まな 柔 的み 分 辟な を 法の ぶ 巧と して お 巧」 だと まつて ゐ ろ。 卽ち 
巧則としてぁらゅろお^^巧巧， 巧柔巧な钻じ 一 つの化なを具へてゐる。 巧じこのおじがては 
シュバ ン のが 說 と】 巧す ろ。 これらの ななは 巧が めじ 結 巧され •巧 じ I 巧の 地 巧 おじみ 巧の 
田 おを お 合せろ み 分 巧 巧な を (里を dekim ミ) が 其の上 お 巧 W として 設 恐され ろ。 これは 其 
の 化 域 巧の】 切の お 巧が 巧を がが すると お 時 じ •巧 じ 上な の おがの みか 巧な なみ (ま 5 口 del 
民 夏の】 巧 巧 分子と なろ。 ヒ ，トラ— の筑ム 中央 巧 W 巧み 言 口す己 ミづ， irt'HchaftKpa ユ a - 

目—) が こたを ろ 器を# ら 巧治寞 巧技」 H は 政治奠 分辟紋 S が 泣かれ、 巧が 

巧 内 ク ナ ♦スの » ホ 理論 I 九 I 


】 の Buchner; GrundriBs, & 35. 
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17) Walt げ Heinrich; Der FaBchisiuue, も 32. 


ホ じ これらの 巧 脚の 巧 能で あろが •巧の 糾 按じが ては ぶの かく シ。 パンから 汲む こと 甚 
だ參 き々 ぶは せる にも拘らず、 巧 能 じがて はな ほ夕 少の晚 ゎを 見 蓮す ことは 的 ホない。 シユ 
パン じょれば、 み々 階 巧 诏荣じ あゎては 巧 治 超 巧】 切が 分散め じ お 制されろ ことが 必が であ 
つた。 しかろ じ ナチ スじ わつ ては、 其の 强權 ホをから •前節 じぷ ベた かく •巧 おはみ 元め で 
あつて はならない。 一切は 中央 化樓 のは々 じぶ かねば ならない。 勿論が おが 二十 五が は、 み 
支 分 おじが 設 された 政治め みか 階な みなと お W めみ 分お紋 を 讓 とじ、】 ぶ 巧 巧 巧の 巧 政 ホを 
を 化すべき ことを 規 巧して ゐ るが' 其の 巧 苗は 巧め て 巧く •まとして 控 がめ 間な •巧 じ巧資 
刷の 調 巧の かき# 巧 じ 眼ら れ てが 〇、 加 ふろ じ 化な 巧が なく •謠閒 巧 削た ろじ 止まる。 ヒヴ 
トラ— はち ふ 「民族 巧ぶ はおが からが の 代 お 曲 巧を 政治め 身分 階級み なと お ホめ み 分化 お# 
なと じ 分ら、 化の 南 おのな 力を お 巧なら しめろ なじ 其の上 じが 越せろ： 兀を院 を 泣く。 

化の 解み な 及び 元老院は 巧 巧な 削で あろが 巧な 巧 削では ない。 备誤 巧は 巧 お 巧を あすろ も 
み 語 巧は 巧 へられない。」 

第 因 巧 ナナスの 度 ホ 一九 互 


18) Hi tl が； a •ん〇 •，も 502. 


巧 円々 ナチ スの R ホ 理論 一 t 巧 

これ 力ら 推す 時は •其の上 巧 巧 餅た る 中央ち 薄み も间 揉と 化な さねば ならない。 巧 萬 こ 
れら の瓷は 蓋&を ミ かく、 今 HS ホ！！ ♦•襄 巧み じ 代ろ •へさ 1 がの 巧 おを をな 

されろ と共に •他が じは 巧な がを の 快 おみ « ホ 代 おじよ つて 補 ふこと が 可 おであら ぅが •ホ 
巧の 巧を 巧は 巧が されて ゐ る。 

ザろ ナチ ス じあ々 ては •身分 巧な 巧 おが 巧の « 巧は なま 的 身分 巧みみ 巧の 手を 通じて、 巧 

巧の 巧 立を 授蓄 んと卞 6 二と こ、 担 5 巧 愛 5 んと xw じ AtGA やぅで あ 

ろ。 ヒ ，トラ— はかくち つて ゐろ〇 

「ち濟 を 巧は 巧 巧ち ホの 朱 巧と、 巧濟 々化を すろ 巧を、 か抬 のが ホと じ 巧す ろ 巧が 杏 株 せら 
れろ。 今：：：た夏の人三 よつて巧はれ？ あろ田ホは、 身誤技含なと妾巧巧巧みとに 
よつ て お化されろ。 かくして 企 菜を と 巧 働 ホとは 最ザ 巧畜 J 巧 ひ、 冀の巧 巧 的 器を 
巧 ふこと なく、 二れ ら e 閒 S •其 2S ち SS8 と奠と £- 髮ホ蓋 f ずろ 巧， 

關 じよつて 解 巧され む」 と。 


1 の Hitl が； んん〇 •，ん 677 . 


拳 一: 節 巧 治 おお 

で キ-堯 •白 由 ままへ S 反動と し T ® つた ナチ K は、 囊の& 治 お？ か T も、 雲 丰：ま 
じ 巧し T 裏 囊 • 51 合 制度 C 巧」 5 巧 ホ S 把 想 義臺 .J めろ。 

ヒブ トラ— じよれ ち 裏の 巧 巧は！！ 會 じがけ る： M じ 養を 垣くべき ではなく • なか 者 
の誤らざろ巧巧じ^^^卞ろ 一 おの信傾じホかねぱならない。巧に化の信巧はは巧の正堯と《ず、 
ホ じ 一が の进な 巧と ご 巧 じ？ ろ 不動の 確信の おがで* ろ。 巧 治 制が は 化して 巧 力 じよろ 
巧： 迫 じよつ T 永を が 持され ろ も？ はなく、 5 累利 S 代を し、 促進し つ i ろとの 借 
仰 じよつての みお 持され るので ある。 しかろ じ 巧ち ホ 巧の 卜：じ ホつな み 制せは •巧 おの 巧 巧 
♦巧 そみ 巧 巧な 夕 かじよ つて 專 あじ 巧を し、 實巧 じは がら 巧 巧を 體の 巧な を 代 おしない。 3 
♦がを のて にあつて は 「巧 巧は 车《 上な# の 同を を 巧 ダれば 一巧 おも 下し 巧ず、 巧つて をを 

的 決を な 寡 12 農に 辈」 H •巧みに 存在 卞 ，0 が ホ C ， &S 何た 巧」 H も 究極の 資任 

巧 巧 さ ナ ♦ス の» ホ « 論 一.,？ 丘 


巧囚巧 ナ午ス の 政が 理論 一九々 
を おらない。 それは おじ 夕 かの 意志の お 巧を じ 過ぎない。：.. 故 じ 共の お 大の任 巧は ネ なの 
を 志 じ 合を し 巧ろ か、 自ら 夕數 を 巧 巧す ろか じある。 それ じ 巧み すれば、 なほ 朽 時は 謂 ゆろ 
巧 治を】 订 ふこと がお來 るし， それ じ そ 化すれば 巧迭 せねば ならない。 其のな をのを をの かき 

の 

は化處 では 何ら 問題 じなら ない。 かくて】 切の 巧 巧は 回疆 される。」 

これは を 府佛 のか おで あろが、 巧み 側 じがて は ホの かき ザ まを 免れる ことが 化がない。 
「職 菜 や手院 じょって 忍ばれた 巧 巧が まを の 巧部閱 巧は、々 裂 的な、 巧々 じして 極めて 闲巧 
なお 巧を 示す。 何と なれば これらの 巧 巧の 忍を は、 巧の な讀 •巧 被 じがても 进巧 だとは を ひ 
巧い からで ホろ。 平凡な 迸が 巧の 巧 致から 參 なの 巧秀 なな 治 おの W 現は 望まれない。 一 おじ 
を お 港 ホから 天才を をみ がさんと すろ 程 • a かな 考 へは あるまい。 巧 一 じ 巧が の 中 じ 巧の 政 
治ぶがネか、 问巧じ现はれろ巧合は巧めて巧れであり、 巧二じ乂ホ？^特巧なズネじ巧して本 
能め 化惡を 巧け るからで ある。 透 巧に ょってな 大む 人が が 巧 ばれる が じ •大 ホは 巧 じ 其のを 
を 誤って ゐ るので あろ。 — i かも これらの 巧 巧け おは 其の 分を おえて、 闲 K の 巧 巧 問 おを 


20) Hitl が； 21 •ん〇 •，ん 95. 


基し •かかを が 巧し •巧つ 化のは 府 のな おの 巧 巧 お 巧じ卞 ホし •かくて ホげ 上の 化 巧ぶ 巧ぶ 
となる。：： よし これらの 闲巧代 おが 巧みな 人み のみから 巧 〇 立つ としてら •がの 問な を お 
べき お 巧が か 何 じネく •か 何 じが 化む 範均 じな； る もので あろ かを 思へ ば、 巧が 的な な激 とが 
をし かない 人々 の 巧な の 巧-巧 ホ じょつて •究 法の 運命を 左右され ろ 化が が •如何 じ 不適を な 
もので あるか わかる。.： •化 ふる じ 討な さるべき 問错 は、 巧 巧を 巧の 一切の 巧な じ 瓦ろ が、 
化の 袖 化が 不 おであつて も •共の 問題を 批 巧し •化ぶ すろ 化ぶ 古は 不斯 じ义 巧す るが 故 じ、 
常 じ 尊 巧め 知識を みいだ おじょ つて 化を されろ ことじな ろ。：： か A るな みの 闲巧化 おが 巧 
巧ぶ そ 抱いて ゐ ろかの かくちへ る ことは ホを である。 盖し巧 化を を ひ 巧る 者は 巧り 俩人 のみ 
であつて •巧みの 饒を おの 闽巧 ではない からで あむ。」 

化磁 じがて か ナチ スは 反な# ままの 採を をが 明 じする ので あろが •をれ じ も おらず •现じ 
巧 沒な进 み 阅巧を 巧 ひつ A あろ 车 巧は ネ 巧では ないかと のな 閒 じかして、 ナチ ス はか <お へ 
る。 「此の 速 動が 註み 制が じ參加 しつ X あろ# ださへ も* 化の 制 おじを まれろ 人 巧を 义の 明ぷ 
巧 因な ナ ♦ス のなか 巧 » 一九 わ 


21) Hitler; a. a. 〇., S. 96 ff. 


第 H 章 ナ* スの政 ホ flu 一丸 A 
巧 因を 訟め •化の 制 巧を 巧が し •除去す ろ ことじ 其の 巧 動の 唯一の 意 法を « くが 化で ある dj 

ホいで ナチ ス は， 彼等のを 巧せ ろ 巧 巧な を ホ 巧 法の が 一つの 化み 巧で ホつて、 巧 ホぶ 巧に 
非 ダろ ことを ホ おしつ A • 11 含 制せのを 巧と しての 政 黨の存 伟をも 揉 ホ すろ。 巧ち 1, な ホは 
隻 なせを 有する が， サ ホ 巧は さぅ ではない。 巧黨 はを が 其のな 巧 嵌の 巧 在を 巧 巧す ろが、 サ 
巧 巧は 其のち 巧せ そま おすろ」 とを ひ、 巧 巧な 巧 神 力を かぐ 玫黨 のな 在 そぶ 巧して ゐ る。 

シュ ペン グ ラ— と共に、 ナチ ス じあつ ては 謂 ゆる 巧 ままを は 元が 西 W ぶ 巧で あつて •結な 
「マルク シズ ムのホ おとなり、 俩 人の « 巧を 否 巧し、 自 がの ホを を 巧 巧す ろ：」 もので あり、 
「これ じ 巧 立 すろ ものが、 其の 巧爲に 巧して】 切の 資巧 をを ムべ さお 巧 おの 自由な 进 化 じょ 
る 巧の ゲルマン 的 巧 まま 義 である。 化 巧では 备 化の 巧な は 多 お 巧 じよらず して、】 お 人の 巧 
み 的 巧 力 じよつ て ホを されん _」 と。 

シュ ペン グ ラ— もを ふ 「巧* の 通 ま •巧 A の 巧 巧 •巧 のか 巧 じ 照らして みてら •巧々 は 
巧 ままを めがおで あり •巧す る じ 巧* が 信 巧と を 力と を獻げ 巧る はなじ (おかを のま 配が 巧 
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まじよ つて 巧 はれ やぅが •ホは 宰相 じよつ て 巧 はれ やぅと)、 おびが けられて ゐる ことは • T 
ホイ •キリス 人が 其の 巧みの ぶ 巧 じがて は 王制を がれる にも 巧らず •ノルマン せおの 巧を 化の 
ホ、をれながらの共かまま者でホるのと同巧でゎ^5。」 のみならずシ ュ ぺ ン グ ラ—は 】 おの度 
巧と しても 巧 ままを 的 巧會期 巧が なじ 巧 詰つ たこと みお 摘して ゐ る。 

「なを ままの 時代は 巧 じ 去つ たことは a ふべ からざる み « である。 今や 其の 無用れ おおのみ 
がを々 のず： 巧 じな つて ゐ ろ。 十 化 サ紀は 人格 的 ま 巧の 一 一時期の 助に、 巧な めな 誤れる みお か 
支な じよつて 巧 ダら れた 中間 « である。 巧 巧 巧 にがては 、かが 力 じ 商む 人々 はか 巧して ゐても 
其のち なによ つてを きの ホり つ A ある ことを 知つて ゐ る。 時 がの 尖 巧 じ 立つ をは •恰も】 セ 
so 年 じは 春 巧ま堯 をで ゎり、 一八 ーニ〇 年 じは ちま まま ネ たらざる を 巧な かつた と 問 じく、 
一九 so 年の 今 0 ではを ザち まま 巧 著た る ことを 巧ない ので ある。 イタ リャは 化の 巧 お 方向 
じ 巧 じを り、 プロ シ卞 人な 上に プロ シャ 化し、 しかも 何ら 巧いて ゐ ない。 フランス じがて は 
巧みが 巧 おのま 持 じよる 巧を じ 代るべき ことれ 時の 巧 酉で ある。 イギリスでは 巧の 巧 政 巧の 
第 田 巧 ナ ♦スの » ホ » 論 一九 九 


25) Spengler ; Neubau des deotschen Belches, S. 21. 


巧 四 巧 ナチ スの 度が 巧 お 二 〇〇 
お 真が はなを ま 巧 的が 忘を 巧が 巧から 巧 こそぎ じ 巧は しめ •巧來 は# らピネ ラル •スト ラィ 
キ じょるな みかの 迷 動じ 退却せ しめ •巧 巧 巧を して 下な の 保税 じ從 ひ、 I 巧が の お 制限な ま 
鹿 じ 移行せ しめろ であらぅ。 その 古き な 例は フランス ホな が おじ ィギリス じ波义 せし とした 
時 じ 一 板の ま 持を 巧た ビットの 巧を であ も。」 

「かや ホ# と 時 ± 巧、 巧め お岛さ •まなと 菜 おとの 巧い 調子 じ おく 似ら かの 解かを 巧 求す る。 
今やが み々 明の 唯 泣 •ま 巧 じょつて 巧し やられた もの A お 式め 力が、 巧 底に がて 円 巧め る 時代 
が 到 ホした。 王が 時代の あらゆる 化が、 ホら ゆろ 巧 族め な ものが お ホに 巧つ てが 典し つ A あ 
ぉ」 

これらの ホ 巧の が 巧め 結 巧と して、 ナチ K S 巧が ホ おとお 巧 ホと のぶおが 生れろ。 

「巧 主 ま おの 大ホ あおのを をの： 卜 じ、 を も 煤 巧な 巧が、 卽 もがな の 人閒じ 此の ± 化を 巧 へん 
と 巧 力す ろ 化み おは •化の 巧 巧の 巧が じかても 亦 》 論 巧め が 巧の おがと して •等しく 切が ま 
巧め 原則 じが ひ、 巧な の 人 わじ 巧 巧を をね、 がの 闻巧 じか 乂の お夕を 巧へ しめ わ ばなら ない。 


挑） Wpen な 1 か ； eheivU. 

の） Spengl か； Der Staat, ん 17 ん 


:: 化の かじ 巧々 の 運動は 多 か 化の 化 巧 じ ホず して、 人が のぶ 想 じが 巧を おく。 巧な したゎ、 
巧な したゎ •おおした 〇卞 ろのは •大ホ じ 非ず して •俩 人、 巧ち 人格で あろ。 

人 刷の 共 巧 曲 巧は 化の 個人の 创を 力を 出来るだけ をを じ、 巧な じを おじ 役立たし めろ 時に • 
を も 巧れ た 巧 巧を みへ たものと いふ ことが 识 ホろ。 构 巧み じあ つても •お 神が じあ つても、 
おも 巧 化 あろ 巧な は俩人 じょつて 巧され ろ。 それ故に 化の 化 人を を 巧の 爲じ利 川す ろ ことが， 
巧 巧を 巧の 巧 一の、 おな の 化 巧で あろ。 巧た、 化が 目 おが 化の 原則の 規 はれで なければ なら 
ない。 かくして 巧め て それは ホ づ巧找 まを の 賄 ひからが 化され •踞 かせろ もの じな ろので あ 
る。 それは それ 自紀 じがて •大 ホの 卜： じな 腦 をを 思き、 化の 大 ホと おじを 腦 をを も そがす ろ 
爲の巧 力の 巧 現で なければ ならない。：： 人 巧 じを 大 のが 巧を 及ばし •其の 巧 動を 化す こと 
はを 侃の 利を であろ。 がか じ 化の 利な を 滿お卞 ろのは、 おち 力 も 巧 動力 もさし い、 幸 賴な大 
ホの ま 巧 じ 非ず して •みら 天 おの ネ能 をみ へたを の 巧 巧 じょる ので あろ。：： 思 あ ホ じがて 
も 巧 術み じがても •ぶ ひは お W ホ じあつて さへ •化のを 臘 をの 巧挥 は、 粒 おじ 完 をで ないじ 
第 四な ナチ ス のな ホ 巧 & 二 01 


巧 四を ナ ♦スの 技 ホ 巧 論 一一 011 
しても 巧 はれて ゐ ろ。 巧 おの 巧な、 W 巧の 巧 防 化 おに 現 はれた 冉力も ホ •化の おを じょつて 
支 巧され ろ。 其 おでは を じ •下 じ 巧つ ては 化 人の あ 想と 巧が とが、 上 じ 巧つ ては 其の. 位の 
人 じ おする 資 巧が 巧が される。 しかる じ 巧り 現 化は 治 生活 じがて は、 ホ ホ 化の せも自 がな 巧 
則が 巧規 されつ A ぁろ。】 切の 人閒 文化は 俩人 のがを め 巧 政の 巧を なろ にも おらず •を 供 民 

お时 B おじ 於て •ネ おかの 原則が 巧 はれ、 お* じ 全 ま 巧を 萬し 始めた。 5 かし 闻 巧め 世 

巧 巧は 人 おのな 化を 訟め るの みならず、 化 人のを をを も 誤め、 なつ それを をが 巧のを 巧たら 
しめる。：： かくして 賣的田 おはを がの •巧 じを 商の 巧 あを 夕菱の 謀み 塞め 原則から 伽 

解れし •其の 代ゎ じ俩 人の 巧 巧を 巧 巧せ しめねば ならない。 も 

♦ 

この ことから ホの 兹 なじ 達する。 巧ち 巧 巧の 苗 おな 洽 及び 闻 おお 脂は、 おも 自 がのに 聞 巧 ^ 
共 巧 W おのを も « ホな 首 K おじ 指 霉的巧 位を 巧へ •旦つ これを# 巧す るが かき 闲 おでみ IO - •い 

' が 

ナチ スの 化の おがが かた シュ ごの あなに お審 されて ゐを ちせ のみの ぜおを をれば^ 
わかる。 り 


「两 まなろ かがは 本 巧 的な 待 神め を 巧のを 現であつて •巧 巧の 底を や、 冬み がの 他の 巧 巧、 
又は 再る によつ て 巧 巧され たもの x お 現では ない。：： 支 K 脚 巧の 原則は 巧 迫 ま おめ じ なれ 
ち 全 促を 巧？ る幫 的な もの A 巧 ホで わり • 5 て究 なじは 何 化の 原則で ある。 巧 巧 じ 
よるべき ではなく •又 支 K はネ巧 じ 非ず して •みなの もの じ 化されねば ならない 。何が ある 
ま、 萬なる ものが、 佑？ な洽 S 形？ 支囊を SS と c ? る 唯一の 舊的 原則で ある。 
•..•しかる じ 巧 まま まは 巧賓 なる ものを 巧を せんとず るが、 それは 不 W 能なる のみならず y 
ホで ある。 とい ふのは ネ おは 巧 じ 動 おせる ものであつて、 ネ おが 巧を する ことは •みな すれ 
ば 下 巧の ものが トーな の ものを まがす る ことで ある。 かじ これを が おせば、 がま ホ苑は 巧々 の 
ホ 巧が 议 (肉 巧) の 巧 W 化で あゎ •化の 巧 巧から •巧 巧 •巧ち ネ なの 义が じよつて •化 化の 
巧 則 そがません と卞る もので ホる。 

望ま 義 は卜！ なの 巧 一の 巧 本 的 《おじ 加ん ろじ、 を 一の か 巧を をを ゐ る。 が も それは せ 
巧す ると ころの 巧の 巧を •巧ち ネお化 人のを を •訊 ゆる 巧 巧のを をが 巧 化する との おを であ 

巧 因々 ナ ♦スの R ホ 巧 & 二 0 一二 


幼） Spann ; Der wahre か a&t, ん 109 化 

说） ド ! >en が er ; Neubau d が dcutsch 抓 Reiches, ん说 . 


第 巧々 ナ ♦ス のは ホ 巧 » 二〇 巧 
ろ。：： しかる じな 化は これ じ 反する。 人* はおが をな すが， がの 巧み じついて はがら のな 
巧 も •剌巧 も， 巧 志 もみへ てゐ ない。 め 治め 巧を としての 巧 巧の 息 あは、 それが 麽ぶ として 
巧 おされろ が じ •ホ づお淳 ザ じよつて 煤 巧され ねばならない。：： さて 政治 化热が 共の 巧 巧 
上お讓 ホと 彼 お 巧 ホとの ななから 巧ろ もので あり •巧が おお (大 ホ) のな 治のを をは、 先づ 
指導を 自身 じよつて 巧 巧され ろべ さものと すれば、 其のを 巧の おがと して、 大衆は 巧 治の じ 
は 無力で ゎろ と 巧 あせねば ならない が」 かじが なの 网 みお 旗は、 を も 巧 巧な ホの 支配 じよつ 
て 巧ら された もの だと おみして ゐ る。 

巧 じ材 棟な 化 解は シュ ペン ダラ— じ もな 出される。 「一巧 泼 はなき そがを 受けろ 巧 利を 持つ 
てるろ。 しかる じ大 ホと しての 巧 おは 自らな きが 治を 巧す 巧の おおと 謎 化と をげ ぐが かじ、 
巧 治 じを るのは 俩人 であり、 隨 つて 此の 俩 人を おしい 理持 じよつて 巧を せねば ならない。 こ 

S 

の ことがあら ゆるな く 治まれる 巧ぶ のが 密 である」 と。 

な 上 じよつ て ナチ スの巧 族 ホぶ とお 薄み との 巧 巧を 巧た。 かじ 化の ながの 結 W として ナナ 




ス の闷 ぶじが てが 求され るれ 治が 拖 じ、；：^ まま おめ なわ 制が の 化ぃ じ、 ぶが ま おの 獨な 制を 
たて せんと すろ ものなる ことは 明らかで ある。 

さて 此處 fe た？ 製は、 器 震 轉篡 的 じ 雲 制を 慧卞 fs で ぉろか、 ぶ 

ひは 共を お t ろじ 止まる 力と いふ ことで ある。 化 おじ もヒヴ トラ— の 背 葉を 引 W しいぅ 。 「t 

の 速 動 SSS なは •一 蒙 夏 SS 冀 、他の 翼 S 矣阅 芝孚 ミでは な 

く か' かぉで ぁ. si 巧 ま ぉで ぁた 巧 家を み 遠の が 巧たら， J める 巧 じげ ぶからざる 巧 本の 
巧 礎り 巧を じぁる。 化の がみは 巧责 •又はが' か闽の 樹立 じ 非ず して、 ゲごン め网袭 のが^ 

进 じある。 ん 

* 

化 じ 器闲卖 のか 的 お 遮 •卽 ちま ホ椎 のが ホの 問題は、 巧 本 的な 閒顆 ではなく して、 が^ 
じ 巧む の：！： めじな を卞る やを やの 問賴の 一が かたるに 過ぎな を a’ 
ょつ て ナチ K の囊制 じぁつ ては、 S は强 をが 族阔 蒙な 設 じぁつ て > 必ら ずし も ホ 制 I 
のが 巧々 か 岡す ろ ものでは ない。 のみならず フ H I ダー が 「巧 ホ 制闷ぶ 化 巧は 巧 どじんだ。 W 
み 四な ナナスの 巧 ホ 巧 A 二っに 


巧 内 巧 ナ ♦スの 政 ホ 巧 & 1 一 0 六 
巧々 はお 巧の 化れ を 逆 じし ••化が したお ま 制 じがた なお 化を 巧 へんと する ものでは ない」 
と 云 ひ、： おじ 「巧 ま 制 巧 おお 巧は からず しも 巧が の 幸な じ 巧す るが 請を それ 肖 巧の 中 じ 含む 
ものでは ない」 とお ム •これらの 诗 葉を 化れば •单ろ 巧 ま 制を 否 おする もの tv ぅで ある。 

ホ じ ド イブ 两 おお 態の 上 じ 法め て 巧 巧な 問 おは •おが も 巧が として 骑巧 制を が 窃 せしめる 
か •ぶ ひは 完 をに 中央 お 横め じ お 一す るかの 問 おで ある。 

ヒブ トラ— じょれば、 巧 ド イブは 內部じ 巧して は自 かを 巧へ •か 部に 巧して お 力な 巧を 煤 
つたが、 今や 共か闽 ドイッは 反 巧 じかが に 封して 軟 おであり、 巧 巧 じがて 人が をが 迫して & 
る。 しかし 巧 じち 力な 巧 巧 主を 用 おはがの 人 巧の お 化の お闲 巧と な 巧と じょつ て， 法規は W 
ホる だけ 少 くし、* 大化 巧の 自由を 典へ る ことを 巧 巧と する。 と问 巧に ヒブ トラ— は 化の 個人 
ホ じ ま 分 两の自 かは、 巧 力な 两 おの 中々 お 巧と 巧 W する ものでは ない とちつて ゐ る。 「其の W 
巧の がな々 ホ闲じ 向つて 巧 も巧實 じが 巧す る お 力な 肉 巧 ま堯闻 ぶは、 内部 じ 向つても 蜗 ぶの 
ぶ 巧を 巧 巧せ しめろ ことなし じ自 山を 巧へ る ことが W がる。 しかしながら 化が じがて、 み 化 


人： £： おを 支 分闻の 自冉じ 巧す ろな 力む！： 巧 ま 菜の 政 巧の 大な るず ホら •み俩 人 じょつ て か A 
る 政 巧が お 巧 其の 巧 巧な 化の モ巧じ ルなら ない ことを みなされろ ならば •化の ち 山の 巧 巧 思 

巧 ' 

巧を 巧 も阳吿 しない。」 と。 

のみならず ド イプ 坑 巧の 巧 一を 巧 ホ 巧げ たものは ま i して •例へ ば侣 巧な プロ シャホ おの 
「東 H ルべ ぶな」 のかき 傳 巧め お 巧でぁつた が、 ホ 命は か > る 巧镜の 最も 媒 ホな おおた ろ 王 
制を が « せしめ •共の 巧 梓を I おして ド イブ 巧 I の 巧 速を 促した。 ザ* 上 も 巧化闻 ドイッ じ 
巧せられ たな 大 なお 政め を 巧は •が ホみ 支 分 两じ與 へられた が 政が は 勿論、 埋信 、巧ぶ のを 
巧 巧を ホは しめた。 故 じ ド イヴ じ税巧 おあみが 巧せ しむべき が 分の 巧 ホ もない とち ふの がヒ 
ブト ラ— のま おで あろ。 

「おか じサ ホみ 闻は みつて 一巧の 乾 一 化 巧 じ 動向し つ、 ホろ。 ドイッ もまた 此のな じがて 例 
かを 巧す ものでは ない。 現 《 じは がわ も 巧つて & ない ま 分 W の 『两 まちが』 を ま おせんと す 
ろ ことは おを 巧で ぁろ。 巧 巧， 巧 ホの ホが じがても 支分两 のが 巧は 巧 ホ々 はれつ、 ホる。 近 

巧囚 ナ中ス の 政 ホ 巧 論 二 0 セ 


32 ) Hitler; んん〇 •，ん 4 C 1 . 


Hill か； a. a. 0 •，ん 461 f. 
34) Ilitl け； el>enda. 

: 巧） Ilitl か； el だ 円 


巧闪巧 ナ十ス のな ホ 巧 お 二 0 八 

代の 巧 逆、 おがの 巧を はお 巧を 巧 おした。 昔の ま 分 巧は 今 H の 州 じ 等しく、 晋の 閑ぶ はク H 
の 大睹じ も 等しい。 ド ィブの 如き 巧を が一のに 統治す る ことの お 術め 闲 緒は •二な 年 前の グ 
ランデン グルグ 州の 支 巧巧闲 箱では ない。 ミュンヘンから ベルリンまでの 拓 巧は 二な 年 前の 
ミュンヘンから シュ タルン ベルグまで ょりも 巧い。 兮 りの ドィッを が 止は 巧 時の 巧 如 お 術に 
化すれば •ナぶ レナン 巧 巧 時代の 中巧骑 巧ょりも 小で あろ。 化の が 巧から 胆 を巧ム おは 時代 
遇れ である。 かくの かき 人は 過去 じ も あつたし •巧が も 絶ぇない だら ぅ。 しかも 彼等は 席 巧 

巧 

の 巧 軸を 逆 じ 姐す こと も出來 なければ •をれ を 止める こと さへ W ホない ピ」 

「巧々 じ おつては、 巧 おそれ 自歷が お 式 じ 過ぎず、 本 巧め な ものは 其の 巧を •が も 巧 巧 •巧 

故で あるが かじ、 ホ粮 の問粧 はを も 巧 巧で あろ ことは お ふ 迄 もない。 巧 じ 巧々 は一闻 巧と、 共 

) 

の闽 がを 化 お 卞る闻 をとの 巧が じ强 力な ホ權を 巧す ろ 巧ぶ のが おを ぶ々 る ことは が來 ない 机」 
「お 米 まみ 巧のを かは】 わ 政治め 巧な じがて はを がが 巧し ない。 おはた V それを 拂 技め ホが 
乃おはそ化めが巧じがてのみなめんと卞^^。」 


かくて ナチ スは 一切の か 治めが 巧に ぶ 心、 强 力な 中央 集椎 をが 巧し •巧 じ お 巧， 京が 等の 
かき 文化め 车業 のみを ま 分 巧 じ ホな せんとして ゐ る。 

巧 四 節 外 巧 政策 

巧が なみま 楚巧 かの ま 巧な 眼：：： の 一は、 ドイッの 巧 巧め 地 化の 向上 じある。 この ことは 前 
じぶ ベた ナチ スの巧 民 まを 的 ま おのを なのが 巧で あるが、 巧の 逆 動の か 》 までの 經 過を 化て 
も、 か 何 じ 强力外 巧 政策 じ 巧、 むを 巧き、 しかも 时巧じ 此の ホ おが ドイッ 巧 巧の 丈 持を 巧た か 
が 明瞭で ある。 卽ら巧 巧の かく ナチ スは 巧が 化を の 蜗お艳 たの 時 じ 生れ •一义 二 己年の 佛白 
巧 ル I ル 占 巧、 一九 1110 年の ャング おかを の瞭 のかく 巧 論の あ も沸隐 せろ 時 じ 特じ活 おな な 
巧を をし， がの タカは おんど 賠な 問題の お抖じ やけして 膨 おして ホた。 

此のな じ セ 巧 五 千 ぞちキ ロメ — 夕— のが ± と •わ 六、 セ 巧 巧 S 人 n とを ド イブから がつた 
ゲ 王 ル サイ ユ俟 めは、 お. 切から ナチ スの巧 睹を訟 しおい ところで あるの みならず •巧つて 其 
巧 巧た ナ ♦スの R ホ 理論 一一 0 九 


巧 田々 ナ ♦ス の» ホ 巧 » ニー 0 
の闻巧 ホを のま おは 巧 巧の 巧 一は 勿論 •ザ— ランド •チ ょブク •ス ログ ァ キヤ •エルザス ロ 
I トリ A ゲ A •其の 他】 切の ド イブが おを- 阁に巧 I せんと 卞る大 ドイツ ホ 発を ホ おして ゐ 
る。 化の 主が は ナチ スの耕 箱の 貫 巧 じがて お げられ てゐ る。 

ヒヴ トラ— はお ふ 「ナチ スが ホだ微 々たろ ル W 巧で わつた 時から、 ホ义巧 おは ネ巧 丈掉ぶ 
じ巧大 なが* をみ へた。 この ことは 巧々 のを 動が •かがめ 自 もは 天 じょつ てぶ まれた もので 
もな く、 地上の 巧 力から 巧みせ ろ もので もな く、- じの 部 的 力の お 巧で あろ ことを 巧な せる 
がかで わる。 巧が 两 巧のを 巧の 巧 巧の が ホと、 其の 巧 皆ぶ の W をとの みが、 がか 自由 拘爭の 
が 化た ゎ 巧ろ ので わる。：： 

巧 前 じは ド イブ 巧 族を 度 上の g もは、 巧な 巧規 としての 巧が の實 力を 巧る ことで ホつ たが、 
現 巧 じあつ ては それは •我がが 巧の 将 ザに 巧す る 巧 故のを ホに かけろ 外义巧 巧を 巧の がかと 
しての •目 かなな 田な 巧で ある。 

ホな すれば •今 H の ド イヴ か义は 巧の りめ は •巧 H の自 もの ホ 化の 前 巧で なければ ならぃ* 


同時 じ ホの 巧丰 原則 そちれ ては ならむ い。 巧ち I 巧 おが 巧 生 すろ 巧には、 を おじ 一を じ 化 
られ たが 主じ滿 おせず して •を お 族の 巧 神め 共 间曲體 •ボじ お ホの 目 ホ 巧 爭のホ 併と しての 
巧夕义 びが おの 瞄 じみ 少 ともを 巧を 巧さねば ならない とち ふこと であろ。：： 

: ぉじち ふべき 巧 巧は，】 巧 族义び 一巧を の 巧 ホせ ろが ± の间 なの 巧 おは 巧】 じな 两の 政治 
め 巧 力と 巧 立との ホ 化の 問な たろ と共に •か A ろが 出の 巧を はぶち じ 本 田の 自も间 なじ ネ乂 
の閲 巧が あろと おんこと であろ。：： 问時じ おそせ る 巧 主の おな のが おは 巧 ゎの な 主を 巧な 
し •お化して 怯が な、 む そ 巧が せしめ •其のな おおた な 力が 他：：： をが 巧の がせと が一との 巧 じ 
巧き 化ろ からで あろ。 それ 化 じ 化の 分 巧され たが ± を か 閣じ间 なすろ こ i は' 戰巧化 诗の忘 
志 巧 正の 前 巧た^ しめろ じ おろ 力を 巧ろ ことで あろ。 をし 巧が 迫闻 はお 力なが をな てせ ざれ 
ば •其の 巧 巧で おを を擧 げたので はがら の 巧 ホを も 巧ろ ことは か ホない。 

化の がを 裝 へる ことは 一巧 故の 巧投 上の 巧 垣で ホろ が、 其の お 約 おおじが 哉を 與へ •がみ 
巧 田々 ナ ♦スの ft ホ 理論 1 二 一 


30) Hitler; んん〇 • ，も 686 ff. 
87) Ilitl が； a. a. 0 • ん ㈱ 9. 


巧 四な ナ牛ス のむ ホ a 論 ニニ ー 
上の 同 おを 巧る ことは か 巧は 巧 上の 問題で あろ OJ 
な 上の かく ナチ ス のか 义巧 巧は •在が 主の 阿が をが I の 眼：：： とすろ が、 進んで 巧 來の民 技 
巧 度 上の 主 地の 巧 巧を も 企 巧 すろ ものであつて •撤 项徹 おそれは 巧 ドイッの が闻ま 萬め 膨眼 
巧 巧 じ 巧して ゐ る。 

化の お 力な 巧を 巧の なじ •ナチ ス はち 佛二闽 じ M 班を ホめ て •己 巧问 班を おばん として ゐ 
る〇ヒ ブト ラ— じよれば フランスは ドイツ じかつて、 永 义じ不 化 戴 天の 化 故で あつて •「フ ラ 
ンス のが 治が が 何人の 手 じ 移ろと も •をれ が/ルボンぶ であら うと •ジャコ •ハ. 一巧で あらう 
と •ナぶ レォン 巧で あらう と •ぶ ひは ブル ジョア がま 主 筵、々 トリック 共 か 巧 •ホを ぶルシ 
ょヴ イズムで あらう と •彼等の 外 巧を 巧の 究極の 目め は •常 じ ライン W を 巧 おとし •なつを 
れを フランスの 化 時たら しめんと すろ 助 じがて】 をい して ゐ ろ。 

「イギリスは 他が 的稱巧 としての ドイツを 巧む ので あるが •フランスは ドイツな ろぶ の 巧 そ 
倚 おすろ ので ある。 か 何 じ 巧 だしい が 違 だら う！ しかも 现巧 巧々 はサ ホ 制 巧の なじ 閱 つて 


ゐ ろので なくて •祖蜗 のがち が 故 s が p 寶 のを 捣ぉ 獲得 s じ g つて ゐ ろので あろ。 
此のな 地力ら ョ— ロッハ じがて 巧 现阐を 求めろ とすれば、 イギリスと イタ リャ をが いて かじ 

はない。」 蒙理度 だ pAi ， トラ ふ累 ろと 二ろ 堇み卞 れ寞お 左 S くで あろ。 

フランス はお 制 化な ボ備 のが 張と •他が では 控ホ カの おがと じょつて •轉 洲乂性 じが 粮を 
おてんと して ゐ ろが、 化の ザ 巧は 巧が 闻 巧の 利菩と 鉛く 巧 立す ろ。 陆 つて 今り じがて は 巧が 
票のを も 白が め 利を】 は •ドイッが なのが お 化が と S しだの みならず •あろ 獲まで I 
をす ろと ち ふじ あろ。 

化の 同盟の おおとし T ナチ kg 蔓襄 SE 的は lls 畜！ i 向けられて ゐ ろ。 一は それ 
じょつて フランス じを 制を 加へ ろ ことで あゎ •他は ホ 巧 じがて がの が ± をが 火 せんとす ろ こ 
とで あろ 0 

巧； の點じ 削して ヒプ トラ— はかくを ム 。「巧が への お 近は 化して をれ 自巧 戲爭の 危隐を 
巧 ホす ろ ものでは ない。 た V 化の 村 期 じがて ち へられろ 一巧 巧 •卽も フランス のみは 此の 瑞 
巧 田々 ナ ♦スの 反 ホ 巧 » 二 I I 二 


38) HH1 が； ebeniia. 


巧 田々 ナ*ス の 政 ホ«» ニー 田 

合 例外で ある。：： 何と なれば 化の 巧 巧の 意 まは •ド イブが々 かおの なんを 装ろ ことなく， 
巧クて 巧；^ の 巧 巧を 巧が し •巧が 田の 巧 だしい 巧の 巧 H た ゎしな 巧を 自 なじ おがせ しめ、 巧 
が 民 巧の な フランスを 典 立せ しめろ ことじ わろ。」 

巧 二の 巧 ホれ 巧は 巧 力な 民族 巧 おを 鼓のを 巧から •ょゎ 巧む じ ま おされろ。 卽ち 「巧肤 W 
ぶの か々 玫 巧は •其の 两夕 じが I された ろ 巧 巧みして 化の 巧 巧 上 じがて モ 化の 巧を 巧 得せし 
め’ ーホでは共のお族の巧と|?か， 他方では主化の大きさと巧との閒じ巧巧じして、 生活^ 
能な 自 がめ 饼巧 そかろ ことを H めと すろ」 とち ひ •巧 じ 「主 ホは 人口と おかせし めねば なら 
むいが」 とま ふこと が •接め てな 巧な 巧 求と なつて 現 はれて ゐ ろ。 しかろ じヒヴ トラ— じょれ 
ば、 I 化 一の 年な がの な ± の 阿な のみを はてして は •ド イヴ 巧ち 巧みのを 人口の 巧 寒の 上 じ 
も、 巧 巧 上 じも不 をを であつて •ちじ 其の 巧剩 人口のを 化かを ホめ ねばならない。 しかろ じ 
ナチ スじ おつては ttxK まの 巧 ± なる ものは 不可な な ものでは ない。 「ドイッの 巧 境が 嘗て 
のな 治め 田を の お 巧た ろ •巧な 的 •おしく は 巧を め 境 巧で あろと 间 じく •他の 巧ち 族の 闲巧 


进) Hi がげ； んん〇 ••ん 755 . 

40) Ilhl が； んん〇 •，も 7汾. 

41) 狂む ler ; んん〇 & 735. 


42) Hitler ; んん〇 •• ん 740. 

43) Hi れ or ; んん〇 •• ん 742. 


もさぅ であろ。 化の 化な - H の 化々 は 無 思 巧な おじかつ ては 不 巧の ものと ち へられて ゐ ろが 
自 がの々 大な力 じよつて なじ 巧 化せろ 巧 お的讲 みたろ と 巧 じく •巧 族を 巧 じがても •を 巧 巧 
困の お 巧は 不動の ものでは ない。 

巧 境は 人閒 じよつて 作られ •人閒 じよつて 巧ち される。 

、一巧 族 じよろ 一を の ± 地 巧 巧の お* は •みの 巧 主の 永久 的 ♦塞のを 巧々 課すろ ものでは な 

巧 

かくて ヒブ トラ ー は 巧た 巧 限の おおた ろ逊满 人口を 化 巧の 巧 巧は 自 なじ 巧 へられた 巧 利 だ 
とま 巧す ろ。 

「巧々 はョ— ロブ パの お 方み び 西方 じ おすろ ゲルマン 進が を 止め •眼を ホみ じ 巧け やぅ。 今 
やを々 は戏 かの 柏 お 政 巧 及びが ま 政 巧を おて-巧 ホの 巧の 虫 地は 巧 じ 巧らねば ならない。 が 
して ョ —0 ブバ じがて •巧が ± を 巧ん とすろ じれ •第一 じ ロシャ 及び •それ じな tt せろ 邊巧 
巧 巧の かじは な：? 〇」 しかも ロ シャは 今やみ な ユダャ人 のま 度 下 じ 21 して、 民が 两 おとしての 
第 田 章 ナ*ス の 反 あ «« ニー お 


巧 巧々 ナチ ス のな ホ 巧 論 ニー 六 
ロ シャは t ん だのみ ならず •ホ 命が の ロシャ がお大 なろ 巧 化を 維持し 的た のは、 稱 めて 夕く 
の ゲルマンめ 巧 ホ じな つて ゐ ろ。 それ故に ドイッは 化の 腹大な ± 地 じが 巧す ろ 巧 利が あろと 
まふの が ナチ スの柬 ホ か 巧の かで であろ。 

な 上 じよつて ナチ スか巧 巧 巧の 股 目を 說 いた。 が じ I 音した かく ナナスの 强 がかを のま お 
は、 がの 運動を 著しく 特銜 がけろ もの A I つで あろが、 それだけ じ又歡 なから ダろ 無 现とネ 
巧と を 含んで ゐろ ことは を 巧し 巧い お 巧で あろ。 

巧 一 じ ゲでル サイ ュ條 約の 巧 巧の ホ张 のかき は 多 火の 時時を がふ。 か 論 その 一が の 改訂は 
可能で あらぅ。 例へ ば 贈の 問 超の かさは ナチ スのホ おじよ ゎて おなからず 動かされて 米 to 
す 年】 巧 じがけ ろ ブリュ I ニン グ巧閒 の おが 不拂 の货明 •六 巧 口— ザ ンヌわ 迸の おおじよ ろ 
貯 伉な 辅 I 二十が マルクへの 滅 額の かきは、 を ふまで もな く •ハ— ゲルを 封 みのお ホ 等 じよつて 
巧ら かじされ た ドイッ おがが 政のを 巧の 倩夕 じよろ もので あろが、】 附 じは グリ ュ ーこン 
ダ、 パ！ ペン 错 をして 巧 巧な 蓝巧じ 化で しめた ことは •ナチ ス じよつて 巧な された 巧 请りサ 


まじを ム もの だ ともおへ やぅ。 しかしながら 巧な の 巧 K •あ 外が 巧 地の 巧 がの かきは •やか 
的 手段を W てして はを あじ 解かさろ べき 問 巧では ない。 

第二 じ 中な の 巧】 を か 何 じして 可能なら しめろ か？ おを めじ をれば 巧 巧の 巧 I を闲 巧な 
らしめ た： jsf - K の 時 巧は ハプス ブル グ をのせ 巧であつた。 しかる じ 今や 此の 巧碍は 除かれ •化 
の 二 闲は巧 おめ じ も、 政治 巧 巧 的 じ も、 又 文化め じ も 統一 さろ べき 夕 くの 巧 ホ々 持つて ゐ ろ。 
じ も 巧らず •巧 巧 合併の おがは •現じ 人口の 卜： から 化ろ も 七 千 巧を おぇ、 がが 贿 巧の ほ •、な 
かじを ぃ'、 フランスを 抬め 共の 他の 調 ゆろ お 隨諸闽 Nachfclg ミ taatcii じ 巧 成を なぜし めざ 
ろ そ 得ない。 现 化の が 巧め 化 巧を けて しては は あ 的时盟 さへ も 不可能 だと 云は なければ なら 
ない。 

ょ OW 能化ネ きは 細稅 同盟 じょろ だ ホの 淫 巧で ホろ。 お 巧 化の 閒 がは 中保 じがて 度々 あへ 
られ たぶ 想で あゎ •ナチ ス側 じがても •ゥィルヘルム. リンクの かきは々 の やぅ じ おつて ゐ 
る 0 

巧 田々 ナチ スの政 ホ 巧 <1 ニー 屯 


巧巧タ ナ ♦K の R ホ 巧 論 1 二八 
「聞 巧材規 おのを かじが けろ 中な 巧 斑は •ドィッ じかつて 自 山への をを 寂 かすろ もので あ 
ろ」 も 

しかし 此の かじ こそ 却つ て フランス 其の 他の だ 巧を 菜ら ざろ を 巧ない。】 化 ご 一一 午 一一 一片の 
巧 巧 巧 稅問盟 おは 昭じ お濟的 ホが のみ じ肤ら れてゐ た。 共の 巧 一が じち ふ。 

「甫 巧の 巧 立の 巧 悅のお 持と •巧 巧のを 一 南 じ 巧す るを 巧の 巧 巧との T じ、 本が めは 地方の 
巧 約 じょ ゎな 洲お W がな じがけ ろ 巧 巧 ホの お 立を 巧す。」 

しかも 此の 報の 材巧 案す らも チで ブク •ス ロゲ 7 キヤの 攻 常を をけ、 フランスの なかすろ と 
ころと なつた ことは 巧知の a 々であろ。 とはち へ 化の 菜が 巧 巧： 贿闻 のが 巧の な あじ 作つて 巧 
おすべき ことは 巧なず ろじ 巧くない。 と 村 巧 じ 本年 一二 巧 フランスの タル ジユ— じょつ て 巧 策 
された かき ダニ ユ— グお盟 案， ィタ リャを 中、 むと すろ 尚盟案 •乃至は バルチ ブク沿 巧が 两の 
お 巧め ブロ ブク案 •等々 と 互 ひじ 利な 讲 巧の 巧 立が あゎ •共の 《 現 も ホ、 ネ大 の的 おを 作 ふ 
ことは 必 がで わる。 


44) Wilhelm Link ; Dentnche AuKsenhaDclelftpolitik N が io- 
nalboii ali sti aches Denken untl Wirtacb>ft • も 游 . 


ホ じち ム べきは ナチ スが 中な のが】 を 詰ろ 時 じ、 ハン ボリ—、 チ ユッコ .ス ログ ァ キャ 等 
のる お 諸焊を もむ をす ろかを かの 問顆で ホろ。 おしなを すろ とせば、 それは ナチ ス のが 族 ま 

義 窒緊？ ミ 含まず とせば、 街 器 & Q が I はこ 打ら 讀 S 芝 感ぜ」 & ざろ をが 

ない。 

巧 後 じがり 一一 幫 お 义びホ ホ 寡の ま おじぎ-わ T はなわ じ も巧阅 まを 的で おる と 拌せざ 
ろを 巧ない • 


巧 巧々 ナ ♦スの 段が 巧 苗 


巧 五を ナチ スの巧 巧 お 巧 巧 お ニニ© 

第五 窜 ナチ ス の經濟 政策 理論 
^第一節 ナチスの經濟原刖 

ナチ スは経 巧 じがても 個人 まを のち 山 ま おちが 理論 •かを ホ 宛 絵 巧 巧 論と 典ろ •新たなる 
を 巧 理論を 立てん とすろ ので あろが •ホ だ をれ を】 つの 巧 <1 巧 系と して 把 おすろ ことは 出來 
ない。 じもおらず巧々は化のお亂せる巧静の中じ* 他じ化られない^:^敎と倫巧の巧おのネ分 
じ 盛られた ま 張との I なせる こと々 訟 めろ。 

ハィン リヴ ヒ .リンクは を ふ。 ナチ スじ加 へられろ 共 逆の 非 巧は みのお 巧が がが 「巧みを 
巧め てゐ ろ」 と 云 ふこと であろ。 化の 非な じょつ て 反 巧を は 巧 巧れ みま 巧を 巧 力 化し* 「そは 
れ たお子」 を おゎ なすこと がが 米ろ との 巧がない ホ 華を 抱いて ゐ ろ。 かくの かく 巧 巧れ みま 


を じ 巧ず ろが 巧の 巧 おが •お 巧な 巧の ホが じ おかれて ゐる ことは •がの お 巧め お 求が 化 尊 じ 
は 特に 理解し 巧く、 > を 現 不可能と 信じられて ゐろ がかで あろ。 

從ホ闲 巧 寡 まを がまつ たか、 ろ 非 巧ち 5 て 型 じ おつた 化が 力し か 巧せ ず、 貫かを 
ホを の だ 巧が お 求の 基 巧を 理解し のず •しから 皮 ホな 巧 かから 「化が して ゐ ろ」 とちへ ろ t 
じこを加へらろ.へさも？あろ。 しかし盤長て裝囊解は蒸でぉろ。 管揖がを 
主 黄は おが 现 みの 究 おの 腎 にまで 巧つ て •これを 究ろ裘 の 括が 觀 をな てして は巧薑 
がし おい、 をく おらし いち jig 巧 巧の 巧が を 創を ずる もの だからで あろ。 

がら ば ナチ ス はが ホの 控巧 巧の 巧 辟を 何 おじ 化ろ か，‘ リンクは おけて おム 。從 がの お > 
おな の 巧 乾は がの お 巧 制 おの 巧 結の 上 じ おも 明白 じ现 はれて ゐろ 。耐 して 化の 化转の 巧の 原 
巧は がの た 巧 ホ 法た ろ 巧 本 ホを じあろ のでは なく、 共の 耗巧 巧げ たろ 俩人ま 萬 じあろ。 化の 
冥の 何人 塞が、 やがてが おすろ じ まつた のち それが 棒裝胃 まを じ 立つ てゐ ろは であ 
ろ。 が 蒙 まを の特 巧は 巧が の 解れ、 现 化の 絕 おの お 仰で あろ。 现 巧は 全 生活の な 分かを なすと 
巧 五 巧 ナチ スの持 濟な巧 巧 お ニニ 1 


巧 五 さ ナ ♦ス のな 濟 g 巧 巧 論 ニニ ニ 
ち へられた。 なじな 巧 的を おを 合理的が 一 化せん とすろ が 向を がすろ 化の 理性の 巧み 化 じょ 
つて •生活 關 なと 生活 街 巧との を おはかぶ じ 巧 立お閒 なな 巧 I じみが された。 が 人が I 切の 
生活 削がの 某 本め 巧 位と なつた。 がの 巧 おを 可能なら しめろ 巧 じ •が 人 じ おおめ 自 かの 特® 
を 巧へ た。 かくて 自由 まを は 全 g 的 生活が 巧の 巧が 的 原則 じ 巧す る おな として 生れた。 個人 
の 解放は をが あらゆる 生 巧 巧な •就中 I 切の 生活 閱 巧の 利己の 化を のま おじ 视 はれた。 而し 
て 此の 自 かまを 的俩入 ままが 其の 本來 のが 向を を もまし く發 巧した のは 巧が じがて V あつ 
た。 おが 人と しての 俩 人は 自己の 巧は がかが なろお 巧の、 巧 巧め • tt # のが 巧を 巧へ ろかに 
晒な なく > あらゆる 手段を 利用した。 あお 自 ホの 惡 かじみ をを ねた 化 人は 必然の じ 化 人め 巧 
なの 中 じ、 彼の Sine 的け 巧の 化を 巧 W を 化た。 かくて® 端な 利己、 むが 俩人 まを めな かま お 巧 
巧 制 蒙 お讀则 じな つたので あろ。 一切の もの じ 巧して 薑の S を 正を がけん とすろ 人 
巧の 自が 的が 向から •化 人は 化の 巧 巧の 利己の 巧 巧を 巧な 的じ理 もがけん とした。 仰 人が 道 
巧、 むを をはない 閒 は、 が 人 ままの 自由 まを お 巧 制が じな がされた 巧を はち 分 じ 現 はれない が パ 


な 巧 人と しての 俩 人が 国民的 巧を の義 おを 忘却 すれば、 それは 巧め て 巧 巧 じ 現 はれて 來 ろ。 
か A ろ瑞合 じは 俩 人的 利益の 前 じは を ザ 巧 巧 的れ みのな 利を •ぶが •それら 一切は おじ 等し 
く •巧 酷 じがが とを をのな なじな 巧と して 掉 げられ ろからで あろ。 か >1 ろ 制 おじ 都ホプ 日 レ 
タリ ャ—卜 の 巧 生、 巧のを 辟な のを 巧 化の 巧 巧が ゎろ。 しかしながら、 か A ろが 向 こそは 仙 
人 ま 送 的自ホ まま お 巧 制度のを も 明らかな 特沒 であろ が、 问巧じ それ はぜを じ なれた ユダャ 
的 お 索の 化现 じよつて おめ て现 はれる。 俩乂 まを 的自 かまを 的を 本 ホ 第は がの 巧を じがても 
巧の 傾向 じがても 巧が じ 経 巧め であつて •何ら お 巧 的 •れ みの •巧 巧の 巧 巧を 認めない。 し 
かろ じが 粹じ おがの な もの A 彼捧 じあろ 巧 巧の ホ訟は •ホ俩 人の 巧な ぶじよ るので あつて、 
径 W お 巧からは 生じない。 此の 故 じが 人 まを め 目 山 ままち ホ 制が じあつ ては、 を 巧 抜、 を闲 
巧の 速な は •巧の 巧 濟め巧 巧の おじ 巧な かぶ 巧を 巧 卞ろ俩 人の お S 巧 巧の 巧 力 じよつて 支が 
されろ。 ユダャ人 たろ ラ テ ナゥが 「巧 巧は 闻 巧の 巧みで あろ」 とを つた 此の 短い なおの 中 
じ、 お 巧を 巧】 をのな ものなら しめんと 卞る俩 人 ま 萬ち 巧の 巧拉 がを も 巧の じ现 はれて ゐ 
巧 五 巧 ナ ♦スの » 濟度巧 巧を ニニ ーニ 


巧 五な ナチ ス のな 濟 技巧 巧を ニニ 阳 

ろ。 俩人ま 発の 自山 ま送捏 W 制 おはがが 的 巧 培 じょって 巧を された ものであって、 一切の 媛 ^ 化 
道な ( wirtshaft き tho ，) を 巧いで ゐ たので あろ。 ご 

は 上の かく ナチ スは 反を 本ホ楚 とち ムも •な 本 まを 的 制が そのもの じ反對 すろ のでは な < ^ 

して •を 本 まを おおじが けろ 份 巧め 巧 菜の 欠かを 指 巧し •巧ら しい ィデ ォ D ギーを 共の 中 じ Is 

ス k 

巧ぎ るむ ことじ ょってな ホの お 巧 化が のが 蒂 をが ません とすろ ので あろ。 化の 新ら しい ィデ ^ 供 

ご 

ォロギ I とは 何 か？ 巧 一 じ それは 共同 持 神の： 巧 入で あろ。 加-^ 

8 >1 

リンクは 云ム 。巧 巧の I 切の 生 巧 細 係 上 おが 件 じ お 濟じ粒 對め巧 化を 巧證 すろ 化の お濟思 I 

が ‘g 

巧 じ おして、 巧 巧な# ままは 巧ら しい おな をな て 巧が すろ。 巧 巧 的 あおが これで あろ。 卽ち I 山 

L W 化 

巧 巧と 巧 巧との おがめを お 巧の 烏 巧で あろ。 此の 巧 巧め お 巧は 巧を じ巧现 された 一巧の 巧 巧 叱 .1 
め 化 巧 じがけ る】 切の 生巧閒 巧の 巧が 的 朗输を 巧ぶ すろ。 わけても この ことは 括 巧 じ 巧を す'" 心リ 

•H fi 

る W であって、 お濟 はを ザが の 巧 化の 地位から 追 ひ 巧され ねばならない。 此の おらし いお 巧 .1 ^ 
的提が iG をな S 現は ナチ K 舅 拽 ei ミ ST - i ミ か， たぅ か 5i い襄い i かで と M り 8 


ふ 昔 おじ 化 化されろ 。化の； す 波が 闯が 化み 主義の 砖 巧め 巧ぶ のが 本が 则 であ o •これ じよつ 
ての み 巧 巧 化み ま 茜の 巧 巧 巧は 理解され ろので あろ。 化の 肪则 の おがが な 巧 巧を ホ おすろ 巧 
一? はおに 進んで がの 倫理め 巧を じ： 巧 息を 巧け ねばならない。 倫理的 逆 菜な ろ ものは 從 ホの お 
巧 おあから はを くが のが 巧 じ 属すろ ものであつて •化の なじが て闯 がかみ ホ 第の が 巧 独と、 
何人 まを の 自 かま おおが 翻と が 鼓 も 銳く巧 ホす ろので あろ。 個人 まを の 自山ま お經巧 制を じ 
あつては をな の 巧な なき 追求 ポお it 思想と 耗 巧け 巧との 巧講巧 巧で あゎ、 がの 姑が 闲 巧の 化 
かめ 利な は 巧 かじ •耗巧 人の 偶 巧の なな 巧め 巧 巧が じよつて おかされて ゐ たじ 反して、 巧：^ 
巧をま楚め巧巧制化は公なをなて経巧巧巧とお^£お巧とのま巧腺现とし、 巧がと巧ぶとの搞 
社が 巧 一 じち へられろ。 輕 巧は 巧 族と 闽 おとを 恼の 利な のは じの A がの 稱 能を 巧が せねば む 
らないとちふ化のおらしい径^|^觀じよつてがめて巧5£はおしいな巧を巧へられろ。 

此の あお 命令た ろが なじ おすろ 公な の 巧 化は •々が ザで あれな 業 おで あれ、 あら ゆろ 巧が 
巧 的を 巧す もの じ 適用され、 服 從を巧 おすろ。 巧 巧れ を ま弟闲 おは 法が じよつても わろ 稱お 

巧 五な ナ ♦ス のち 濟反巧 巧 » ニニ 五 


巧 おを ナチ ス のな 濟 技巧 巧を ニニ カ 

辜 此の 頭 GS と S と & 强 制すろ 一とが S で* らぇ おお.^ 5 讓さ 巧-」 け、 
て も I 切の 憲閱 なじ 器 虫 ホ 杏 巧き 得ないなら 巧闲 おせみ ま義 制を も ホ •巧が せゎと お 

はなければ ミない。 器 お 理望繁 厚 質 客 まを G 誘 翼が 「お奪ゎ」 妾は 

れ ろので ぁろ。 しを ながら 化の 「をを に對 ずろ 公益の 巧を とふ 此の 賓拽 の寞招 

から. 初 さ •、賈 客囊 G 他 望 ホた 6 利子 S 勢 登 •雲 轰 舅？ 結て 
巧が されろ？ ぁろ。：.. 惡 ± 害 2 SH られ た寶義 まを 的 お透汾 S 萊 が、 
砂上 じ捷 てられた 個人 ま 義的富 囊舅聲 のれ おな 議じ 比すれ ち现 蒙と ころでは 
ホ 望を 言ら」 ふ 芝 かも 寶 ない。 おおがら 賣 S 塞堇づ 蓋の お 

付けからを手卞^5。 

力く のかく ナチ スは 「をを じ 巧す ろ 公な の 巧 ホ」 みなて 圾 がの お 巧 原則と し、 ータ のがが 

め 要 ホは S から 的 巧す ろ。 裝故 C 蓋 華が！ i 誓は 「俩 么巧勒 はを 柏の 利な じ 術 巧 
すべから ざろ」 こと ホが をし •輩 5 じがて た 「不巧 所 巧の 囊」 そ 果して ゐろ 。聲 


2 ) Link ; んん〇 .•も】 5 ん 


ナチ ス じあつ ては 俩 人は 共同， 巧 巧 全拉じ おする 義 なをを ひ •共同の 巧な のな じ 勘き を 巧の 
利な々 害して はならない。 化 度 じがて はち ホ 活動の a 公は をみ 巧乂の 利な 巧 巧 じ 非ず して、 
を® のな じ ずろ 「奉仕」 じ S かれねば ならない。 ヒブ トラ— は云ム 「自我を ホ时の 利な の 巧 
じを 巧す ろ なをこ そは あら ゆろ 巧の 人類 文化の 巧 I のが 巧で わろ。 此の 某 巧から】 切の 人閒 
の 大车柔 が 生れろ。：： 其をから 初めて か 多の 人々 が 乏しい 生 巧 じ廿ん じつ A を ほの なおの 
爲じ巧 力し つ A ホろ ことが 理解され るので あむ OJ なつて ナチ ス じあつ ては 経 巧の 日のは を 
大の 利な 獲 巧 じ 非ず して、 田 巧の 說 巧を おも 巧滿 じがし •巧 巧を 粗の 幸 おを が 進せ しめろ こ 
とで あろ。 化 人 まを 的 巧が 活かの がゎ じ •生を をと 巧 巧を、 か ホ おと 巧が をとの お 巧 的 細が 
じょろ 共同ち 巧が 巧 求され ろ。 この ことは しかしながら かしてが 人の 创を そ阳 巧す ろ もの 
ではない。 

ナチ ス はな 治 じがて 巧 ままを 的 巧 巧を 揉して 巧 お ままめ 原則を 煤つた が、 辉ホ じがても 側 
人の がを々 ホ 設卞ろ 結 巧を 巧 上の 巧 巧を の 巧 S を# 巧し、 巧いて が 巧が 巧 制を 原則め じみな 
巧 五々 ナ ♦ス の巧濟 R 巧な 論 ニニ セ 


•) Hitler ; ». a. 〇., 8. 326. 


巧 五な ナチ ス のな 濟 技巧な お ニニ 八 
すろ。 此废じ ロ ィプ ヶの拜 葉を 引用し やぅ。 

巧 巧 ホを ま 萬 的輕巧 おがの 下 じがて は、 巧 化 ホは 巧が ブ 0 レ タリ ‘ のなか W な閱摄 ぶを が 
すろ ものではなくて •彼等 も ホ 巧 巧を のじ お 仕す ろ ことの 白な を 化 出す と共に、 を 巧 ザ も ホ 
あ 巧め 巧 化を ま 張し 巧ろ ものでは なく、 彼等の 中 じ も 劣等な をを 歲 めろ。：： 俩 人の 巧 化の 
巧 巧は ナナスの 特色と すろ ところで あろが、 それは 巧 巧 的 巧が じがても 巧ぶ されろ 。巧 ホな 
お^£巧動ぶであろならば、 彼がで：おまであらぅが、 巧旧人であらぅが等しく巧适されろので 
あろ。：： 巧々 ド ィプ 人は 今 二つの 賄 裡巧じ 立つ おおじ 化が して ゐ る。 一方 じは エ莱 巧を 期 

じがけ ろが かさ <案§菱 愚から • 慾な 企 萎 蒙 仰 も 利な S 迫 ホ 蓋ら お 迸 せんと 

する ま 張が あ 〇 •他方では マルク シスト I 破は 企 菜 おの 巧 能を をが ぶを せんとして ゐろ 。现 
代 じがて は 化の な ザは 何れも 不な であろ。 これ じ 反して 巧が 化を ま 巧の 支持し •巧ぶ すろ の 
は 企まを 利己め » 巧から 巧 ふこと なく、 巧ら しい お W 制馆じ 合を せろ •新ら しい 型の か 策ぶ 
で ホろ。 お 巧を としての 么菜亲 はお ホ じがても お 濟の不 巧げ の 巧 素で あゎ、 「化 巧 力の おぉ 


4) Reupkc ; a. a. O •，も 4S f. 

6) Frankfurter Zeitung; 】 も Sc が ember, ] な 32. 


を」 である。 巧 巧な みまを は 化 目のから なお お産 制と 俩人 のがな とを 誌め •俩人 じ お 巧 上 じ 
がけろ 巧い 巧 動 昭齒を 巧へ る。 

しかしながら 化の おじが て ナチ スは自 ホ 主義 巧 ホと が 制 おがとの 户 レンマ じ路 つて ゐ ろと 
いムのが， ナチ ス の提^^理論じ加 へ られろ巧二の非巧であろ。 例 へ ばな近の フ ラ ン ク フ ル タ 
I •ツァィ プング おはかぅ 云つて ゐろ 。「一: 巧 姑# ま 義は現 巧のを 業が 巧 即題 じがいて 、なお 
ネ と論爭 を々 へろ と问時 じ、 ミュンヘン じがて 內が的 じ そを お 巧の 中、 む 巧趙じ 付いて 硏究し 
た。 シュト ラッサー •フ K — ダ— •ラグ ァブ 王ヴク 巧の 他は 問趙の 解かを が獅 統制 中段 じ ホ 
めんと ずろ。 がの 手技 じ 付いて は 勿論 巧々 であろ。 例へ ばフ H — ダ！ は 『控 が じがす ろ 巧ぶ 
の歧 大の監 が』 を ま 張し つ A •しかも 『個人の 能力』 を讓 めんと する。 しかしながら 化の な 
みはを 巧 卜：自 山 主義の 巧 器 じな れんと 卞ろ ものた ろ ことは 彼 白みの 巧 葉が おがして ゐ ろ。 巧 
じフ ダ— は 側 人的 能力を を諾卞 ろの みならず •側 人め 危 おねが S 必巧 あろ 所では 巧ぶ は 
干 巧すべからざる こと さへ もま 張す 如。 J 

巧 五 巧 ナ ♦ス のな 濟皮巧 巧 論 ニニ 九 


巧 五巧ナ ♦スの J | 濟 な 巧 巧 » 二 一二 0 
右の 所說 のかく ナチ ス はがして 自ホ ま義お 巧と 統制 お 約との 削を 巧掩 して ゐろ であらぅ 
ホ。 共の 回答は ロイ プヶの ホの 昔 おじな 化されろ。 

「巧が 巧を まを の お 巧 制 皮は 巧 本 まを 的 特货ら なみま 藻の 特货も 具へ てゐ ろが， がの； 5 ザ 何 
れじも 加 へらろ べきでは ない。 巧 おれを まを は 巧を ま 裘的巧 巧 ホ 法 も •俩人 ホを 的紹巧 ホな 
も 信じない。 其の 唯】 の 規巧そ 巧す ものは を おとして ド イヴ 巧 おと ド イブ 桓 W との ザ 巧で あ 
ろ C 。」 

「巧 巧な# ちま 巧 部 じがけ る 巧 進 的 巧 年は や A も すれば 阔み壯 みま 苑 乃至 阐 おを 本 ま 筵の お 
なじ おゎ おちで あろ。 しかしながら 化のを 葉の なかは 巧 一 的で ない。 おし 閣ぶ 化を ホを が閣 
おめ 干 ホの お 废で巧 はれろ ことを を ホす ろなら ば、 巧が tt みまを も ホ 巧 おれな ホ连と M じで 
わろ。 しかしながら それが 中央 集 權的じ •をめ 的 じ 巧 巧され •を ホモ 段のを 巧と 個人の がな 
との 否 巧 じょろ 巧 一 的 計畫巧 巧を を 巧 すろ ものと すれば、 それは 本 巧 じがての みならず •が 
の 程 おじ がても ボル シ； ゥ イズムめ な 共を ちまと 瑟ぶ 所がなくなる 0 


6) Keupke; んん〇 •, 8* 20. 


がらば^ か# まを のま 舉 すん ち 巧 への 两お的 iFl 化規 # はおち にある か，.：" 

T め！£^にム句 一とな； ア ^り.則 『'巳，'^-5:*;^りの巧^;^:^^,かか，おをが、— 化 町 粒 jt が 
お菜の 俩 人め 能力を おな なく 完全 じ 活用ず ベく 細、 むの‘ がか お挪 7^ おげ 似 巧 拐 お 約 的 巧ぶ‘。 

これ じ 巧す ろ ホが 的 形態と 索 地とは ドイツ じは 凤 じみ 分 じが 巧す ろ。 イタ リャ では ファ ブ 
シズ ムがネ 大の巧 力を 巧して 巧した ところの ものが、 ザろ ドイツ じがて は 巧 じな ホ卞 ろ。 卽も 
ドイツ人 及び ド イブめ 椅 神は 口 I マ 人ょりも 遙 かじ 統制 じ 巧れ てゐ ろ。 ドイツ お 巧 じあつて 
は 企 柔お側 じがても 巧が ホ俩 じがても、 巧柔 がを 及び 利益が をの 制 皮が 随所 じ 巧 施されて る 
ろので あろいた ツ これらの 曲體 ，卽 ち々 ルテル •巧 倒 化を •其の 化み 巧の 化な じたつた】 つ 
かけて ゐろ ことは 資巧 のま おと 一方的 利を のか 制と であろ 〇」 

これを 巧す ろじ ナチ スは 生ま 手段のを あを をを し •あら ゆろ 生を を 集 淹的じ 行 はんとす ろ 
巧' がろ 化み ホ 菜 的を かじが ては 巧 制 粒 巧では ない。 しかしながら ナチ スは巧 本 まを め 粒 巧 制 
巧 五 巧 ナ ♦ス の巧濟 技巧 巧 » 11 11 二 


7) KeupLa ; んん〇 • ，も 41 た 




巧 五 巧 ナ乎ス のな 濟 度 巧 a を 二 =1 二 
おその もの >1 大部分の が 巧を 許し、 巧 じな な时庵 制と 化 人の 創 息と を訟 めつ A 、 I 化の 範拘巧 
じがけ ろけ 巧 巧 巧と 俩 人の おが 巧が とじ 制限を 加へ、 巧 お経 巧を 自 かま 発 お 巧の： 卜 じかけ ろ 
がかき 故を な 巧爭を 排斥す る おじが ては 統制 お 巧の お 巧 じ 加へ ろ ことが が 來 やぅ。 この こと 
はお 巧の 日め をを ザ 俩 人の 經巧的 利潤 迫 おじなず して、 巧 巧を 拉の骼 巧え 化 じあり とし、- な 
なじ 巧す る 公を の 侵 ホ」 をな て おな の お 巧な 則と 巧す 點か らも なみじ 推知され ろ。 

が じよつて 統制が 巧 はれろ か。 その 大部々 はみ ュ分牌 お八 おは ィ タリ ャの調 ゆろ 飢 なの 乎を 
述 じて 巧 はれろ ことは 前の みみ 巧お阁 おの 說明 じよつて 明らかで あろ。 が S 仙々 じ 冗る 問 猫 
じがいて は逐ホ 巧を 別つて ななを 進め やぅ。 

第一 一節 金融 及 財政 
巧 一巧を 鋪 安本 

巧 本 ま 義めお 巧の 口 的は 利潤の お得 じあろ。 をれ 故 じか 荣 おは 其の ホを じよつて 化 ホろ だ 


け夕 くの 利潤を 求めん とすろ ので あろが •ホ產 上の 利を は必ら ずし も か 衆 家を 利が しない。 
この ことは を ふまで もな くか柔 をと 巧 本 おと S 分 巧の お 巧で あつて •化の 賄 おの 利な は必ら 
ずし も I をせ ざろ のみならず、 巧つ て权 巧の H めを 追 ふこと すら あゎ 巧ろ。 ヒル ファ— ディ 
ング もを へろ かく、 巧 本 まじ あつて 問趙 じな ろのは 利洒 のみであつて、 がの 利潤が かがな ろ 
ホ庞 過程から をみ 出された かは 彼 にもつて お削がで あゎ、 彼 じあつ ては r を 本は 商な みぉろ 
ものでは なく •商な じがて 利满を 作ろ」 ので あろ。 

しかろ じ ロイ プヶ じょれば、 元 ホ お 巧の 中、 むは 生產 じあろ が 故 じか A ろ 巧 おは 巧が おがの 

S を 寂 味卞ミ 彼は 5。 を賽本 蒙 §的§ は 冀的を 案を G を 打と おろ。 <案 

おは 巧 巧 上の かなを 巧ず とも、 日 己の 本棄じ 巧ず ろが 巧い なをを 庙ず ろを なろ がが じ •必ら 
ずし もな ちじ それを 故 巧す ろとは 巧 じ おく •あら ゆろ 巧 力を なて がの か 菜： か 生の 稱 わを 求め 
ろ。 をれ かじ 彼は 巧 K とお ホとの がみで あゎ、 常じ控 jig の お 力なが 動力で あろ じ-わして •を 
な 資本を は 巧 化 じ お險を 巧れ •隐 おなか 巧 じ 巧して はがが で おお おな ろが 故じ阅 がが 巧〇^ な 
第五 巧 ナチ ス のな 濟な巧 巧 » 二 111 一二 
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策 五 さ ナ中ス の »濟 な 巧 巧 論 1 T 1 ご 四 
々て危 おで あろと 哨 

にも拘らず 資本 まを お 巧のを 逮 はを なを 本のみ 力を 紀巧 じ大 ならしめ、 あら ゆろ 產巧 をが 
の 支 班 下 じ 恩く じ まらし めた。 化の おみ じれ 巧を かけた ものは 近年の 大を本 集中 化の が 巧で 
わろ が •わけても 大巧 後の ドイッ エ柔は 莫大な な 典を 金の 必 巧が あり、 しかも 他が じは 接 巧 
な インフレ— シ ョンは ザつ てを 金の おか 速駐を 化すと おじ、 ゼー ムス. ユン ゼルも 指摘せ ろ 
かく、 巧 巧 大衆の 巧 巧 じがて 巧り 大を 本を のみを 利 巧せ しめた。 かくて ド イブを 業が は‘ 時 巧 
の 信用 じか 巧せ ざろ を 巧 なくなつた おお、 をを じ 巧 ホ 金なず 本 おの 巧が 下 じ 立つ じ おつた の 
であろぅ あら ゆろ 巧 業 階 巧を 斑 じて 巧が はお 子の 巧 じ 苦しみ •あら ゆろ 巧 おはが 秋の 巧が じ 
がみつ 》 あろ。 しかも 何 入が 化のを 巧 及び 巧 式を 本のを 能 じ 巧が すろ 巧 おを 持つて ゐ ろか？ 
化のを 能は 他の 一切の 巧 上の 佐を じ 反して •巧せ ずして 利子 •巧を、 化 化 じょつて がながら 
じして な 巧し •な々 巧 力 じむ ゎつ-! あろ。」 

ナチ ス のをな 资本抹 巧は 化の 巧みの 下 じ 巧つた。 ナチ スは巧 占のを 曲を 本の 丈 K 々一巧の 


r イブ 巧 おおか 巧 巧の 巧 因と なろ ので あろが、 巧 じ それは 彼等の 眼 じ •マルク シズ ム との お 
同戰が じよろ 巧な ユダャ 的 金な を 本のを 謀と して 胁 じた。 

ヒヴ トラ— じを ふ 「甚だしい お 巧め 装が の 原 巧は 俩 人の 所がが が 巧み 失 はれ •を おがが な 
徐じ がまを 本の 乎 じ W した ことで あろ。 かくて 初めてが 業は を、 むな き 巧 商の お 巧 的な 的と な 
ゎ •所 巧 衛の分 おは お 化 じが 大した。 巧 本 装は お 利の 飢 欺を 巧げ つ > .、巧み じ •徐 ろながら 
しかも 確を じ、 巧が 生 巧々 彼等の 監 がと 软 制との 下 じ 粗いた。 

ドイツ お ホの 巧な 化は 巧く も戰前 じが まの 手段 じよつて お まりつ A あつた。 な 論 ド イツエ 
柔 の】 なは 巧キ として 化の 運な じ 逆つた。 しかし おおそれは 巧 あなを 剧を 本の 巧问的 攻々、 
巧 じがの あ 資な仲 側た ろ マルク シズ ム速 巧の 按化 じよつ てれち 化ら れ 、巧の 巧转 となつた。 

ド イブ 『ま 工業 J じ 巧 すろ 久しい 岡爭は •マルク シズ ムの n めと すろ ドイツ 經 巧 巧 巧 化の 
现 はれで あつたが、 を じ ^^>れ は ザ 命じが けろ マルク シズ ムの 勝利 じよつて 巧 徹された。 おが 
これ々 巧き つ A あろ W じ ドイツ 巧ち 巧 おじ おして さへ もなか 巧が 閒 おされて、 かや それは 凹 
巧 五 巧 ナ午ス の巧濟 及巧理 を 二 i 


巧 五 巧 ナチ ス のな 巧 R 巧奇を 1111 一力 
巧め みなを 本の 手 じを ちんと しつ x あむ。」 

ナチ スじ 取つ ては 化の 「お！： お 的 ユダャめ 余が か 本」 のが 构 から 巧 お义び 巧が をが かすろ 
ことが •ド ィブ お 巧の 巧 生を を ホす ろと 同時 じ、 か A ろを 说を 本家の 挑 楽 じ 巧せ ろ ことは 巧 
の お 姑の 経 巧な 則た ろ 「を おじ 封す る 公な の 便 ホ」 じ 反すろ。 それ故に 化の r 銀け をみ 及び 
巧ぶ を 本のを 能」 おじ 其の おおた る 「利子れ 隸 制」 の 打破が' あら ゆろ ホ 怖から 化て 嚴 火の 
任 巧の I つじな つたので あろ。 がが 第 十】 おの 「不 巧所糾 の 按 止」 义び r 利子 わ 話 制の 打が」 
は 此の H のから 巧 ホされ てゐ ろ。 

ナチ スは 金飄を 木の お 栽 的 巧を 匡救 巧と して 巧 菜 じょろ お 力なを おのが 制を ま おし、 巧い 
て 利子の 巧 止 じ 及ばん として ゐ ろ。 故 じ ナチ ス のをな が 制 菜は を 融巧脚 じ 巧す ろ 1 おめ が 制 
と 利子 じ 巧す ろ 巧 制と じ 分つ て 眺められろ。 

金な 巧 側 じか 何なる 統制を 加へ るか じがいて ホ だみ お 的 策は 化ら れ ない。 フょ ー ダ— 觀が 
お 巧 一二が はを なかぶ 的 原則として 左の の 巧を 巧げ、 大巧の 方向を お示して ゐる のみで ある。 


1の Hitler ; a •ん〇 ••も > 公 1 、 


一 冀を闽 巧 蓋冀本 c お卞 6 利囊繁 免が。 

ご ラィ ヒス バンクぶ び 巧が を 巧の 网 を。 

ち 一巧の 公を 大規お ぞ柔ス カの 利 巧 交 茹路の 開 巧 等) じ 巧す る 资を調 迭の马 0 
利子の 駕 請が 巧 巧义び 借 堇の间 お。 

阿 •巧 訟巧備 あるが 制の 瞄 立。 

ぶ 無利子 巧 かを 目め と卞る 公替巧 築を 莱叛 巧の 创設〇 

た？ 直お 金鬟 幽に援 あるは •二 •巧累 ぶで あを •ぶじ 品 じは 望 おおみ 

を f》 と」 がが には 1 转 のが おを を 巧 せんとす る.，^ ので ホろ から’ をに 關 すろ フ r ダ 
I の おがは がの 巧 じが 巧ず る。 

两 して 一 亥び 一二 じ 削して ち フエ— ダ— はなん ど特 みな 說 明を 加へ て & ない。 お巧發 巧が 
が鬟 にょつ 5 ; るべ さ ことは 云 ふまで も だ。 たツ ダ— じ ラィ ヒス •、ミ ご 

部を お寞蒙 望 化する こと— れ T、 闽 f 奠舞 Y ご錢 按な籍 ミつ て、 も 

窒巧ナ ♦ス のち 濟技霎 e こミヒ 


巧 五 巧 ナ ♦ス のな 巧» 巧 理論 一 ご 二八 
巧を 巧が じな まな 巧 制を 加へ る こと \ 现 巧の 保 話巧惦 制を 阳 装の 化 おのが 巧 じよつて より 
巧ち じする こと A を 巧 待して ゐ ろじ 巧ぎ ない。 

ルドルフ •ハイン デル も ホ •巧く 抽 みめながら ライ ヒス バンクの が 巧を 巧が •ホに 化 巧 ザ 
巧 制 おにつ いて 若干の ながを 巧べ てゐ る。® が じ お 合 卞れげ ホの 涵れ である。 

班を 田 お G 手に ぉる が 巧 巧 巧 巧を •お ホ も ライヒ； ン タに ながせず 七 •裏の 乎じぜ 
がする ことは おがが じ 合理め である。 しかしながら 巧 おは 巧の 热 巧を 巧が をを 用して、 巧が 
のか 支 均 わの 巧のに 巧して はならない。 巧 巧は 原則 上がが おけ じよつて 化は るべき ではな 
い。 現今 夕乂の 巧 白を 巧 はれて ゐる ヮーゲ マン 案で さへ も、 がの 「永久 公 巧」 の 巧ぶ がが 脚 
規 されて ゐ る。 ブ 9 ユ— ニン グ內 齡义び ライ ヒス バンクの 巧 おを が 巧 じ 代 へんと する 估 巧の 
かき も、 巧 じ それが 八 巧のを 巧 巧を 節し •巧 時に 风 じな ホの かおを 痛 巧され 來 つた 通な 制を 
を现 かに 止めん とずる だけの 巧 ホを なて •ザく も 巧 卞の危 おが ある。 

巧 行なの 下 じがて 許された ライ ヒス バンクの 柔 巧は、 巧が 銀行と しての 即啟と 何らの « 卞 



ろところはないが， た ゾ巧二十二がの 「ライヒ スパ ン クは 】ぶ ンドじ對卞* r 吉化ニマ 
クのお 巧は ホを はて、 其の 巧 巧を 現を と 巧换卞 べき 義巧 をな ふ」 とのが 巧を 巧 止せねば なら 
ない。 これ じよつて ハイン デルは を 本が 制の 巧 止を ま 張して ゐ る。 

巧 おの ホ媒 から 巧 じ 進んで 彼は •フ * I ダ— とだ 對じ现 巧 阿 巧の ほ 話 準備 制 おじ 反對す 
ろ。 口く、 化の 制 巧は ド イブ じがて は毕 巧お效 じな ろで あらぅ。 がよりも 必 巧な ことは 热巧 
ホ 通を 保 詩を 備の 制限から 解 化する ことで ある。 おがの 巧 通が 他の 絕巧 じ必 巧な 版 則 じよつ 
てが 制される ならば、 盈巧閒 巧は おがに 陪る ことは ない と。 

ホに 他の 一 « 深 行の 統制 じ 脚して はフ で-- ダ > は 何が もを つて ゐ ない。 故 じ 化 おじは ハイ 
デルのを 解を がかす る じ 止める。 

なじ よればを 業を 本は 一つの 場所に 巧を 的 のらので あわ、 隨 つて 裕 をのな 任 おを なする じ 
反して •をな 巧 本は ホ おのな もので あわ、 化の 本 巧を をが 巧 ふことは 出 米ない。 しかしな が 
ら その 活拟 巧が をが 米よ わ も •よわ 地方 的 じ 化 わ •それに あろ 程が ぇでの 制限を 加へ る こと 
.. 巧 五 や ナ ♦スの 色 濟反巧 巧を 111 二 九 


11) Rudolf Heindel ; Geldohne 001 d ， S« 1 撕， N が ionalBo~ 
lialiuches Dcnken and Wirtschaft. 


巧 五た ナ于ス のな 濟致巧 巧を 二网〇 
ば 可能で ある。 そのな じは 级 巧が がょりも 先づ みか 隅な め お则 じ從ム ことが 必巧 であろ。 が 
の おみ お ホの 第 巧は なて 巧自 のが 能を がする ことじなる。 H 業 地方 じあつ ては 経 W お 巧、 柬 
ドイッぶ び 化 ドイッ 化ぶ ではな 業 及び 商業 お 巧、 中 郁 ド イブ 化 ホでは 巧を 级 巧を 主として 設 
けねば ならない。 を 稀 お 行の®^ 巧を これら 疑 巧の なおせろ 中む 地が に 描く。 銀行 じ 集つた 
巧を は先づ 共の み 分 牌按巧 部の 巧が® 隨 のをを 渚 巧を にな 巧す ろが •過 刹な 金は ライヒ スバ 
ンクに 巧け、- 吏 じ ライ ヒス パンクは それを 巧 金す 化の、 他の みみ 階な 所がの 銀 巧 じ 巧 化ける。 た 
全部の 身 か 牌な が 巧 じがて 資金の 不お をが げた 巧 じは •ライ ヒス バンクは を 地 ホの 化が じ お 城 
じた ホに ょつて 公 やにな 分し 巧が けろ。 勿論 化の 銀 巧 制 あは 巧 ま 制が とが 引 巧 制 巧の 棋 本の ん 
巧 ホを がが とする ことは ち ふまで もな ^0 ^ 
巧す るに ハイン デルのを 巧が 制 おは、 化な 聞 おと 巧 じく 银 巧を 段階の じ 分散の じが 制せん も 
とする もので あつて •巧荣 化 なのな 革と 共に おがの 巧 巧 制ぶ も かく あるべし と 安 ふこと をな W 
巧 的 じな ベた じ 止まり •现化 じがけ ろを 行 巧 制の 問な じ 少しも 巧れ てゐ ない。 の 



け 上の 如く、 をな 巧 脚の 側から する 巧 制に 蝴 しては を 說 はなき もの-やう であろ。 先 じ も 
速べ たかく ナチ スの 金な 化 巧の 巧 位は 「利子 化な 制の 打破」 じあろ。 なじ 次 じは が ホる だけ 
巧 巧を 避けつ A 、 今一を 此の 問 おを か A 上げ やう。 

巧 二 巧 利 モ 

ナチ スが 巧を 大 じすろ 「巧 子れ な 制」 とは 何 か？ フ 王— ダ— の 巧 葉を 引 川し やう。 「利子 
れな 制とは あら ゆろ ユダャ人の 抱對 めを な 支 巧 T じある 諸 巧が のが 態で ある。 

利子れ な 制 じあつて は、 を 巧は がの 経を 巧を を 巧ろ なじ 巧ろ しくは 利を ま拂ふ おお、 がの 利 
子は 彼のを かなを 巧ん どを ひ盡 し、 しかも 永久 のれ 化と なつて 彼の 巧 じの しか A ろので ある。 

巧 モ化巧 制 じあつて は 巧が をは 償少 のな おなけて •エ おじが てを をを 莱じ從 がしつ^ あろ 
巧が •巧 まは々 せず して 利子， 巧を 等を 巧 巧 すろ。 

利子れ 話 制 じあつ ては •あら ゆろ 巧 業じ從 がすろ 中 ホ •階な は、 巧 則と して おんどが 巧な 用 
♦五 巧 ナ ♦スの 巧濟度 巧な S 二 巧 一 


第五 巧 ナ中ス の お 濟* 巧 理論 二 内 二 
の利拂 のな じの み 供かねば ならない 化 巧 じある。 

利 モわ辣 制 じあつ ては •あらゆる おは 其の 稱神的 乃 お巧植 め々 おじょ つて •口を 糊す る じ 
反して •桂く 少な 齡 がは 巧せ ずして 其の 利子 •级巧 及び 取引が のが 巧 •を 煤 取引 等 じょつて 
巧乂な 利のを 爲 す。：.. 

利子 わな 制 じあつて は， 不授不 がの 巧 傲 じょつて 共の お 咨じ從 がすろ エ莱 おは、 徐ろにが 
のが 萊を 『ホ 式 化した』 なじ •今や 彼等は 自 山な かを 橄を乂 ひ •がの がが じょつて r を ホが 
やが ま J の飽 くな きが 洒 あを 滿 せせ ねばならない。 

利子れ な 制に わつ ては •あら ゆろ 蜗 おは 共の 巧 巧が 巧を 『巧を』 にょつて 滿 たさねば なら 
ない ° 

利す 权隸制 じあつ ては •ホら ゆろ 巧 おは ド— ス 策の 採 川 じよつ て 巧した かく、 金力 •銀 巧 
を じ， おな の 巧 か 的が 股、 卽ち 共のを な制迟 (をな まが 粮) 、巧ぶ (巧 通 まがが)、 租巧 义鮮お 
じが 卞ろ監 がが々 接げろ お决 •ドィッれ 巧 巧せ ねばならない。 


13) Fed が； ん ん O •ん I 9 じ 

14) Feder ; Der deutscbe Staat auf 口 ationaler und soualer 
Qrandla が , ん が . 


利子 わな 制 じあつ ては •あらゆる 閣が •政が は 金力の 前 じ 叩： がせねば ならない。 

利子 奴隸制 じあつて は、 巧 ホを 巧が 化 じ 立たし めろ お 巧 •今や あら ゆろ 事業は r 耗 巧の わ 
話』 であり •巧 巧が 『巧 おのま 人』 であ 皆 •おも 苛酷な を 巧で あろ。 

利子れ 寡 制は 『巧が とな 本』、 『金と 血』、 『砖 取と 創进 力』 とのが ぜを 正しく お 现卞ろ もの 
であろ 0 

利子 蚊な 制の 打破は 一切の もの A 期 巧の、 む おであり、 巧な ろを がか 巧の 問 歯を おぇて、..： 

の 

ホら ゆ ろれ み 問 おのが 巧を 意 ホす ろ。」 

「利子れ な 制とは 阁 巧め 金な 力 じ 封す ろ闊ぶ 义び闲 おの 利子 おわ 化の ことで ゎろ。」 

これを 巧す ろじ ナチ スの詔 ゆろ 利子れ な 制とは 巧 おお 巧 じ 巧す ろお大 なをな を 本の 獨 みめ 
ま K の 巧 じかなら ない。 而 して •巧 巧 お 巧を かくの かく 巧な 金な 巧 本の 踩巧じ 化せろ 至つた 
巧 肉は 一に 利子の がか じあろ がか じ •利子を 巧 止しなければ ならない とを ふの が ナチ ス のま 
巧で ホろ。 

巧 五 巧 ナ ♦ス のが 濟 ft 巧 巧 お 二阳 一二 



巧 五 巧 ナナスの巧巧な巧巧^| 二 内 四 
さて ナチ スは 利子 じ 封して 如何な ろ 巧 巧を 持つ てゐ ろか？ ナチ スの あら ゆろ をな 化 巧 じ 
閱卞ろ 主 おは 例 かなし じ •此の 「利子れ 話 制の 巧 巧」 を英 巧と すろ もので あゎ •が 巧 級け 镜 
制ぶ も •後が 巧 巧 問題 も 化の あ 巧を 巧れ てち へられな いが、 な 接 じ 利子を 止 じ 閒卞ろ 巧 巧は 
左の かくで あろ。 

固內的 

一、 巧 お及び 巧 巧の 大を な 巧 本 じ 巧す ろ 利 巧の 巧が 
ir 大 をを ザ おのを 金 調 建の なじす ろ 無利子の 巧が 話が の 巧け 
ご 一， 巧 巧 產ホ织 巧の 創設 
巧 外的 

利子が 巧な 話 おを ち 利子の 級 巧 巧 おじ 代へ ろ こと。 

一じ閒 しては 「巧 モ奴隸 制の 打 巧」 を 苛 ひ 化へ たのみであつて •フょ I ダ— も特 巧な 說巧 
を 加，、 てゐ ない。 二 じ 細 すろ 彼の 說 明は 左の かくで ある。 


「巧た な 巧 化の 创进じ おかずして •不 川な じ お 巧を 鼓む すろ ことは が お インフレ— シ ョンを 
意 ホす ろ。 しかしながら 同時 じ 新たに 創 逸さろ べき 衔化 をぶ 礎と すろ 巧が 節 おの 巧 巧は イン 
フレ 1 シ 3 ン とけさろ べきでは ない 0 

巧ろ じ 今 H 大規 巧の お 業は みら 化ん 金 のぶをを けて 巧 はれて ゐ ろが、 化の ホが じこを 巧 
をの 「紙 おおけ 巧」 を 活用せ しめねば ならない。 例へ ば 水力 おお 所の 巧設は ホの ホ 法 じょつ 
て 何らを 金 調 建 上の 巧 おなし じけ ふこと が 出来ろ。 巧し ぁろが モ闲巧 じがて 水力 巧-前 所を 巧 
設 すろ とせば •此の 化 ホ お 歷に 巧して 大巧 大控 •隨 つて 巧な 銀 巧は 銀 巧が をを 化すろ が •化 
のが 巧 じ 封ず ろ巧證 準備は 巧 築 中の 避 お 所が 巧 てられろ。 村 時 じを 誌 地 ホ 间随は 化の が おじ 
巧す ろ 化證を 綻對じ 免れろ ことが 出來 ない。 H ホを 了と M 時 じ 地力は 化の 紙 惟と 引換へ じ 供 
給され •魔つて お 年後 じ 右の お 巧は 悉く 巧 立が 巧の 乎 じな W すろ。 がの 結が 何らの インフレ 
—シ ョンを をを すろ ことなし じ おがが 菜が 巧され ろ。 

しかろ じ 视じ闽 ぶ 的が 業を 妃 すなじ 巧け されて & ろ 方を じょれば、 究極 じがて 闲 ぶは 少 
巧 五な ナチ スの お 濟 なが 巧 苗 二闪五 


第五を ナチ スの «濟» 巧 巧な 11 四 六 
なみな を 本を のを 本を 借 入れろ ことじな 〇、 巧の おが 永义じ 利子 じ 採られろ ことじな ろ。 巧 
じ おだしき は 公 巧のを 巧 じよる 『追加 膝 質 力』 の创渔 である。 此の々 化の 巧 巧は まふまで も 
なく 併を じ 巧す ろ投 がを 息 ホし，】 板 巧 巧のを 汾の下 じ •お 規お柔 を 一部を 巧 か 本 おを して 
巧 巧せ しめろ ことじな ろ。 巧 巧は 巧い お 力 巧が 巧を ま 巧は ねばならない のみならず、 巧の 利 
巧は 巧 巧 所 巧から 巧牧 されろ ので あ も OJ:: 

おの フ 1— ダ— の說 明は 巧と 冗 巧で あろが、 巧す ろじ 巧 米の 例 じよれば、 巧お义 はな 巧 脚® 
が 比 お 的 おく 利用 巧 伤 あろ 設備を 巧す じは •原則として 现 在のを 巧 じなら ダろ 公 巧 じより、 
巧の 利拂 じは 化 沼は か 年後のを 持 じなり •從 つて 巧が のが おから 敗 はれろ ので あろが •フ 
でー ダー じよれば せの 「お 利子の 巧が 證 巧」 じ强制 通が 力を 輿へ ろ ことじよ つてが が熙乂 
巧、々 衡巧 おすが 等 じ 巧て、 なて 巧が をな 擔 から 巧れ しめんと すろ ので あろ。 しかしながら 
其の お 巧 •一方 じは】 おお 巧 ホの 化 旗 じよつて 巧が すろ 巧 巧と， 他方には 化の 衙の閒 が 的 じ 
巧 巧され ろか 巧との 二 巧の 巧 巧が 流 茹卞る ことじな り、 括 巧が じ お亂を おなしは しない かの 


15) Fed が； んん〇 •，ん 说 が, 


巧 問が をず ろ (グレシャムの 法則)。 巧し これ じ蝴 すろ ナチ スの 文献は ないやぅ である。 

一九 一二 一年 二 巧の 日の 巧 其を 巧# にがて、 わの おが ナチ ス侧 からみ 拖 的じ捉 おされた。 を 
れ じよれば ホの 通りで あろ。 

巧 お、 まみ 图 、化 モ《 おは 「巧 米！： 子が のな 巧」 をな さゾ ろと 共 じ •「これらの なお 间巧 
が おたなの 化 (例へ ば 水力を 活所 •巧 巧、 おな、 化 宅、 逆が、 運河 等) を创を せんとす ろな 
じは、 おが 子の 巧 化 巧 おの 巧 巧 じよつて 化 はんと 卞 ろ」 じあつた。 

巧 111 じ 「巧 巧 巧柔银 巧」 設立 じ 細 すろ おも 亦 •一九二の 年 あ パの なみじ 提 あされた。 かじ 
化の 案の 巧を ホを ろ ことじよ つてを もめな じ 其の ま 張を なろ ことが 化が やぅ。 がの 巧 巧は 左 
の 通 〇 であつた。 

r みまみ 巧は 巧を 巧較 かの 口め々 はて 社# のな を 巧を おか 巧設 ホの 化 利を 巧 へられろ。 

11、 化の な 巧の 化な 並 じ 巧 能は 左の 斑 ゎで ゎろ。 

1、 本 巧 巧は 法人で ある。 

巧 五 巧 ナ千ス の巧濟 度 巧 巧 論 二 四 セ 


巧 五な ナ中 K のが 巧技 巧 巧 論 二 四 A 

气本 巧む はを 宅 巧 授か も 他の 网民 巧が 苗 お あろ も 《、巧 築との 爲 じ、 巧 望 のれが 
あろ 巧 巧が 巧證 をの 巧 巧 •又は 班を なきな 5 巧 かを 巧す ことを W てが 巧と する。 

3、 本 おが じがて お 巧すべき をな 闽は巧 おの 巧を を巧卞 る。 

气 化の 訟 がのを 巧 •又は 倩 州の 巧 巧ち 蒙を 時の i が寫 巧が じょろ 完全な 馨あ 
ろ 巧 合 じ 化ろ。 巧 築 共の 他 S なじょ る 返が は 一を 期 W 、 卽ら なお 五十 年な のじ 腿ろ。 

5 •共の 巧を として 特に 借お稅 (Mietzin ま tcu 召} の】 部を お 巧 じ 义ホ卞 る。 

6 •木が 行の 愛 〔話 おは 讀 r 一一、 111: 五 • 一〇 •二 〇 •お 0、 一 8 マルクの 八辄と 
し •な 年 お 巧 二分を 回 かすろ。 

7 、 银巧じ 提供され た 持が のを 部を なて、 が一め 巧が とし • W て 巧 巧 節が じは 信用 巧が の 
巧 巧を 化證卞 ろ。 

8、 其の 他の お 則は が じ 巧め ろ。 

0、 本银巧 諸が S をは 他 S 网お的 支 巧 ssf 村 j 器 思璧 をる。 


右 じょつ て 明らかな 夕’ 化のを の 案の 口め は 巧 築を 金の 調達 じあろ が •寧ろ 蒙 巧 能 
を 化れば、 二の 場合の 公 巧が 業 じ 巧す ろ 無利子 闽化 轟が 發 巧と 时 一 S 效 おを 期待せ ろ もの A 
かくで ホる。 巧ん や住菱 みならず 高 技 お 望 何 化 おろ 埋 築」 じ 巧し T 悉く 器 前 ゆろ 巧 
巧 請が みあ 行ず ろ 時は •かを ち 巧の 諮 券が 常 じ 巿端じ 流 班すべき は 明らかであつて、 をな ホ 
場じ义 ぼ 卞が咨 はおくな いでを らう。 隨つ TS お 利子 属囊 § 行と 芭 •器案 がそ 
れ自拉 の 中 じ 何らげ おを 含まず •巧な じ 巧 巧され ろなら ば. それは 確を 现化ド イぶ資 を 
巧を 較 脚」* 譯 て 利子 低 巧 《菊 運 & 瞄巧寸 4 で おらう。 かお がら 器を C がして 二 
じ 加 へられた と 村 株に •他の】 板迦 巧との 細 巧を どうす ろかの が 脚が 課せられて ゐ る。 

ホ じ 化 3 二 稀の 流 班 請を に 巧して ホ 適 じ 加 へられろ 非 巧は •それが かが 的 じ インフレ— シ 
ヨンを おを すろ とい ふこと であろ。 これ じ おして フ 王— ダー はかく 巧へ てゐ ろ。 

「化の 非 巧は 不を であろ。 インフレー シヨ ンじ附 加の 機 W 力が 巧 化に お 準備の 巧 おじょ つて 
が 迸され ろ 巧な じの み 起ろ 巧みであつて •みがの 汾巧 超過の かきは 勿論 インフレ— シ ヨンめ 
巧 おを ナチ ス めが 巧 おを 巧を 二の t 


巧 五を ナ ♦ス のな 巧* 巧 « 論 二 五 0 
作用を 义ぽ さない。：： ホして 化の 場な じは せがから «化止 の錄 巧を 巧し •何ら お 加 的 牌！ 3? 

巧 

力を 創 进卞ろ ものでは ない。」 

化の 場合 閒 おの 中、 むは インフレ— ション ホ か 何 じな をす ろかと お ふこと であろ。 

おが インフレ— シ a ン なろ 言葉が 巧々 じを 義 されて ゐろ ことは、 クルト •ジン ガ—も 巧 巧 
せる 通ゎで ある。 彼は をム 。「インフレ— シ ョンとは I お 的 巧を じがず して 巧が 化 巧卜： のは 
語で あろ。：： そのな 義は不 巧を であゎ •其の 州 法は】 化せず •巧の けな じは な 論の な 巧が 
夕 い。 

巧 代の 文献 じがて は インフレ— ション のなか々 ホの かく 哉く 巧を が あろ。 インフレー ショ 
ン とは ホの 諸原冈 じょつ てを 色され た 物 巧の 甚だしい 巧 巧で ある。 卽 ちす がか 巧の 巧を、 不 
ホ 巧 お及び 信用 韶 がの が發 •又は 究お じがて I わの 物が 隨 巧を あ 起す ろが かま まが 手段と し 
ての 本 化 巧 巧の が 加 じょる もので あろ。 化の お 合 じは な々 じして 级 巧な 用の がか も ホを まれ 
てゐ ろ。. •..巧 じ ホの かく 說く おも あろ。 巧ち 究巧 じがて 絮巧が 用の がかを 化すが かき •巧 


1 の Feder ; んん〇 •• 8* 25. 


巧 望が や憲携 を f 闻 義政 靈’胃 支拂モ 巧の 蘇を 賢と すを 阔ま拂 乎な 化 

の 巧 巧 又は ま拂乎 巧の 巧 加 じげ ふ物仍 巧む じょろ 壺焉 給の 調 か J じ 巧す ろ 一が め陪将 
をな かずろと。 これらの— じ共茹 なろ がが は、 巧 巧 お盐と 商な をとの 巧が がか 互 じか 關巧 I 
し、 化の 二つのを のがが が 一を せ ざろ お 化と して 构 巧の 沒 動が 生ずる とを ふこと である。… • I 
sis 疏の巧 化 じ 巧す ろ 諸 かおの 化 解の かとは 巧卞 ろじ、】 ホでは 嚴格 なな ホ じがても 巧 巧を U 
巧 加せ ろ おなじ それが がが 化を なえれば •わ 巧の インフレ— シ ヨンめ 瞧 功を 防止す ろ ことは 心 . 

出榮 いが •仙を 誓は 巧 令 そた か 霧で 東ら ぅと も、 巧繁講 が， 裏 手形苗 引が S い 版 
の 他 も U 穀 SW が 5 作 ひ •器 他 S 係が 墓寞？ ろ f は、 イン 7 r シ 3 .1 I 

ン めが 巧 も お 巧 トー 巧ん どが 止す ろ ことが W 來 1^0」 如 
化 S が じょれば •ま 拂モ 段の が 加は、 巧 蔓は賽 がで あつても •そのが 加の が 後に そ I I 
たか 巧す ろ 取引が 巧 はれて ゐれ巧 イン こ！ ン ヨンの が 巧を 避けろ ことが 川が ろと お ム^ I 
ので あろ。 かくが 卞ろ 時は •あら ゆろ 如 巧の おお そ 器く インフレ— シ ヨンと 化がず ことは 出の 
巧 五 巧 ナ中ス のな 濟は巧 巧を 二 瓦 I 


18) Klagges ; NationaisoualistiBche Bi^iefe, V • ，ん 25 ff. 
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巧 五々 ナ*ス の 巧 巧 政 巧 巧 » 二 五 二 
ホない。 ホの フ - I ダ— の おお も 亦 •巧ら く 化のを 解 じよろ もので あらぅ。 

を 後に 巧 か 的 じは 利子 付 有が 静 がをおが 子の お 巧 巧 おに 代 へんと すろ 策は、 クラブ ゲスの 
ホ おで あろが •、がの 說 巧は 巧だ馈 巧で あろ。 彼 じよれば 共の お 巧 ド ィプ じ 巧す ろか 阁 かおを 
•かおくむ ろが •フ - I ダ— おじよ ろな 迦詩 おの 巧 巧 じよ りて ドィッは 何ら 巧 お 資金の 巧乏じ 

が 

がわ ことなく •却つ て 巧 巧を 巧 巧 本み をが 逐卞 ろ效 がが 巧ら れ ろと いふじ あろ。 

な - H が ナチ スの巧 子 巧 巧で あろが、】 が じがて 化の 利で お 止の ホ 張は、 フ -1 ダ— の ホの 
赏 葉 じよつ てを かお かされて ゐ ろ。 

「巧 金の 巧 巧と 共に おがと 反 巧 給 化との 閒 巧は おがし、 特別な 巧 巧 巧 ホの 巧 山は おが、 巧 お 

めに も お 巧のに も そ はれろ。 がを じよつて 借 ホが 其の おがの 能力を おしく 巧め、 其の 化 巧を 

巧 大卞ろ ことが 出來た 結果 •借 ホは 巧手 じ 巧 卞ろ逛 巧 金の かに •巧の 收 なの】 部を おへても 

S' 

それは 公平と か、 又はぶ 謝の 巧 巧と 巧が すべきで ある。」 

化のを 葉は 利子の がが を倫现 め立瑞 から 荒かん とすろ 曲 じがて 特 を 杏 巧す ろが、 明らか じ 


巧用はょゎ夕くの化益を可おならしめろものたろことをホ誌し、 元をな卜：の巧^^をのがホを 
訟 めて ゐ ろ。 

巧 じ 彼の 「何人も おを やなれ •又は 巧 巧の 二， 一ニ マルクの！： 子を なて 利子れ 為 制と ホへ る 
ホは あろまい」 とを ひ、 「お 寒は 正しい 巧が の 下 じがて はさ 慾な 巧 巧では ない^と を ふこれ 
らの脊 おれ、 锅が巧 十八が のな 利 巧 じ 巧 すろ お 巧の 規 巧と 併せて、 ナチ スは 利子の 巧 止と を 
ふ も •それは 過 巧な 利子のを 汾を 巧け •なつ 巧み 的を なま 班の 巧を 臣正 すろ ことを ま 眼と 卞 
ろ もので あつて •をな な 利子のを 巧を ホ おすろ のでは ない もの A 如くで ゎる。 

利 下じ閒 しては ナチ スは 一九 云〇 年 十月 十 己 n のをを じ ホの 巧 お 杏 巧した。 

巧 ホは 巧な お 分と し •みの 中を 伍一々 は 元を 巧 巧 じえ なすろ。 あら ゆろ 巧を はなお 五十が 
な 巧 じな 巧す ろ こと。 

右の 巧 ホを なえろ 時は お 利と して ニヶ 巧な 上る 巧 じを すろ。 

外 巧の わ 下 じは 大巧 大巧 じ 巧 出を お 巧と し •これ じを なず ろを は •化の 巧に か 巧す ろ 机を 
々あ ウナ ♦ス のち 濟» 巧な » 二 五一 一一 


20) Feder ; Progra 田 m, S* 1 ん 


巧 五 巧 ナチ スの色 巧な 巧な 論 11 五 W 
々巧せられ ろ。 

巧韓手 おは をれ じあく あ 引の 話 巧 あろ 場合 じの み 限り 巧 引々 許す。 (がら ざろ 巧 合は 一巧 ラ 
ィ ヒス マルクの 巧 金を 巧卞 ろ。) 

を 期 お 引 及び 空 お 引を 禁止し、 み 引は 巧て 現を 取引で なければ ならない。 巧 式* 貫の 禁止。 
お 紀を巧 ホは おを まとす ろ (それが 主 地が 巧じ閒 すろ ものな ろ 時は を 妃を巧 すろ) な 上の 四 
巧 じぶ ろ提 あの 中で •ナチ スの おおは 勿論、 おおじ かて 巧を 利于 そを 窩 のかに 制 化せん とす 
る 巧 I 巧 じあつ た。 しかし 此の おは 少 かのを じょつて 葬り去られた。 

人 或 ひは 云ム •ナチ スの 上の 子れ 話 制の 打が」 は 巧ら じ 大官化 語す ろが の 一巧の デマ 
ゴギ— の 一つの 現 はれ じ 迸ぎ ない と。 しかしながら 巧々 は 化の ま おが 巧が 大 ホの 巧な じがて 
大ず 本の® 占が なを 巧ら したと ころの】 ホ ニ U 牛 乃至 二 一二 年の ィンフレ— ション 時代に おは 
れ •それ じ按く ホ-菜 巧 本み 乏 じょろ おを 利 時代 じな々 が 巧な 巧 求と なつて 動い てがたが 巧を 
をれば •それが 巧ら じを 巧な を 巧に 非ず して、 巧め て 切 度む 巧 巧的车 がを 反映せ るが ホた る 


21) Hjalm が Schach も （ irund 施 tze deutscher Wirtschafte- 
politik, 日， 52 化 


こと々 設 めざるを 错な いので あろ。 

シャハト も ホ 親 在の なを 利 じついて 一巧の が 化々 加 ふべき ことを 力說 して ゐ ろ。 彼は まふ 
「現が のかく 巧 本が 極 おじけ 乏 せろ 非常時 じぁつて は、 利子の 持 ほを をな ホ 蝴の需 が 餅 巧 じ 
め邀 しては ならない。 勿 謀を 利あ締 規則が ぁろ じは あろが をれ は 別問題で ぁろ。：： 

を 日 巧々 がサ ホを 苗巿 巧を 化るならば、 致 お 巧 巧び 中立 巧 じがて は 巧 金は 巧 利 じ •しかも 
なみに 獲られる にも 巧らず、 ド ィブ 及び 其のち 同盟 闻 はを をの 供給 じ 巧して はお 利を ま 巧は 
ねばならな いとを ふ あしい ホ 巧 じな がする。：： をは 金巧饼 巧じ對 して •なか じほ 巧 ザ 又は 
巧な をを ー ホめ に 利す ろが かきが 制を 加 ふべき ではない とお ふ。 しかしながら 何ら かの 卞ホ 
を 加へ， 時 じょつて 化 人め 利な を も 阻窜せ ざろ と 問 時 じ、 を おの 協 化 じを すべき 統制 方法は 
ぁろと 倍ず ろ。：： 巧々 はが 人 も 害せ ざろ のみ か、 巧つて 巧 人を 巧 おすろ がかき 一を の卞巧 
を 利子 じ 加へ る ことにょ つて •おも 急迫せ ろ閒駐 •巧 じ 失 菜問駐 のかき を も •解決す る こと 

が窠夕 

巧 五 ク ナ ♦スの お 濟玫巧 巧 お 二 五 五 


々五 巧 ナチ ス のな 巧た 巧 巧 論 一一 五々 

雪寫巧 制 

ドィツの 巧稅を 巧は、 巨額の 賠化金 支 巧 じ加ム ろじ •マルクを 巧 政 巧が がって 一九二 四が 
力 至 二ぶ 年な 後 急かに 增 大した。 試みに 戰 前との 比較を 見れば 左の 迦ゎ でぁろ。 

一九 三 一年 I さ 一 五 年 一 を 一八 年 

(巧 位 十 化 ライ t スマ^ク) 
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これを なても 明らかな かく 巧 巧の 巧 稱ね沒 はまし くが 大したが、 わけても が ホな 现 みは 巧 
巧 所得 部 かがを しく 巧 じた ことで あろ。 なち をれ が 大魄前 じは 巧 巧 W 所 巧の 八が •一九二 五 


22) Iljalxuar Schacht ； Dae Ende tier Reparationen , も说 た 



年 じは セ询 •一九二 八 年 六 剖と 加速度 じが じた。 此の 現 《が I 九 一一 九 年 乃至 一二 一年 じは； かじ 
巧 だしくな つたことは 想 《すろ におくない。 

化を じがて か フょー ダ— おお 巧 一二が 巧々 巧は 「なみめ 巧 お 巧 巧め 原則 じ 巧く 巧 制の 巧 本の 
巧 正」 を 巧 求して ゐ ろ。 

ナチ ス じょれば 「巧 稅 なき 网 おが 巧が 化な ホぷ闲 おのが なの 理想」 であゎ •义 「巧ら しい 
が 政な 巧 上の 化 巧は、 巧 巧から 化 ホろ だけ 多くの 巧 巧を 巧 化すろ ことじ 非ず して、 な 巧 じあ 
ら ゆろ をが ホが き •巧 おお 诉の巧 巧を がろ こと々 可能なら しめろ がかき 巧 まの 巧现 じあろ」 

巧 

と 0 

化の 巧 巧から ナチ スは ホの かき 巧 巧 原則を ホて ろ。 

-、 巧 巧 巧の 利 巧の りの じは 巧 巧せ ず。 

三 •巧 おのな 化は 非 生 ホめ りめ •巧ち 巧な •巧を •ザ单 •ザ 巧， 化が、 がな 等 じ 關卞ろ だ 
巧が、 夕ぶ •巧が > 话 倍、 罔が な •巧 巧时巧 •あ 力 化む 等の 闲お か莱の 化な を W て 巧し 
历五夕 ♦; の お 濟» 巧 巧 a 二 五 t 


23) Feder ; Der Slwt, ん 1 別 • 


巧 五 巧 ナ中ス のな 濟 » 巧 a お 二 五 L 
巧ざる ち 合の みじ訟 めら る。 

I 二 特別の お 巧、 又は 特に 巧を の 巧を •巧 じ賊 爭の必 巧を おす ことを 曰め とすろ 柳 接 巧ぶ 
びな 巧稅 は股禁 す。 

四、 な 接 巧は を 租の財 產じ巧 進め じ 課す。 巧し 寫 じは 巧 巧なる 免 おおを むく。 

五 •を 巧は 巧 則と して 免 巧され、 なつ子 供 手を の 支給を をく。 

ホ、 閒接 巧は 差を り巧澤 な、 义ぴ巧 巧' 姪 巧 等の かく 巧が 上巧吿 じして 巧 巧な 巧が なのみ 
じ 課ず。 

セ •巧 時 利得 あび 革命 利 巧れ 巧 收卞。 

八 •印 巧 巧 ホ じ S かなろ 財産 おみ 樓を 護す ろが かき 扭稅は •器 取引 じょり 一が の苹 jgj 
が阻吿 され ざろ 股り •これを 避く るを 頗则 とす。 相巧稅 、が 與巧じ 脚しても ホ 巧 じ。 
たょつ て 明を なかく •ナチ K は 原則として 巧稅を 詔め ず、 巧に W 巧 巧の が 課を 柱め て 
巧い 巧拘じ 化つて ゐ る。 


今 I つの ましい 特 なは、 ナチ ス がな 巧が 産制を を認し •侃 人の 創 怠を 斑め る ことじよ つて 
俩 人じ廣 化な 巧 巧の な 地を 巧 へんと すろ 結 巧 •がが 的 じ 巧巧义 びお產 をが 巧し、 所が じは 巧 
化な 免 巧 おを おき •巧 巧稅を をく お 止せん とする ことで ある。 

戟時利 翼び が 命 利得の 餐は •蓋 輩 一一 淚じ がても •これらのを 巧を 「闽巧 じ 巧す ろ 
化 罪」 とを 做す 結が から 生ずる をが の 巧 ホで あろ。 

ホ じ 単が 巧の がが を租稅 じぶ める ことを 巧を して ゐ るが、 ならば々 巧 じよらん とすろ か、 
或 ひは 官業 收ん じよらん とずろ か？ 此の 問 遺は 大恥中 ド ィブが を 巧は 巧 じ 偏が した 結 化、 
棘巧のお 奠 に惡馨 を f た- 〇の ヘル こ， プヒ S つた 非 おと K して 考究すべき 問 煙 
であらぅ。 

な 上の かく ナチ スは 可义 のじな 巧の 巧收を 避けん とずる おが、 阀家 のが 瓶を 後 じ' ぶべ ろ践 
よか おの 闽 巧を 巧め、 を 硕 のを 業 化 入 (巧 迫 •郵便、 を 信、 お 話 等の 巧を、 巧が、 ほ •砂 軌、 
巧寸 等の 巧 巧 •お 巧、 范力 •ボス 等の 公 も) じ巧轄 せろ もの A かくで あろ。 ホの 巧稅版 則の 
巧 五 ウナ ♦スの 巧 巧 皮 巧 巧 お 二 五市 


24) Buchner ; Grundriss ; も 3 】， 


巧 五 巧 ナ ♦ス のな 濟 二 六 0 
巧 二を 化ても、 可な ゎ 巧 化な 巧を# ホぶ び 巧 巧け 產を設 めんと すろ ことが 巧 かされろ ので あ 
ろ 0 

箸 二 節 H 業 

ナチ スじ がける かま おの 巧を、 巧の 巧の おじ おする がな じついて は 巧 じな ベ •々俄 閒がじ 
拥 しては を 節 じなる。 化 じ 化 おには 其の か 柔巧制 义び利 巧 分 巧の 問題の み じがいて ななを 進 
める。 

度々 反な した かく ナチ ス はな 巧が 巧が と俩 人の 自 山な 巧 おとを 进め るが、 巧の なが じがて 
巧 巧ホ堯 的な 均から 「をな じ 巧 する 公な のが モ」 をな てみ おの 巧 巧な 則と すろ 紀 巧、 かま じ 
がても 巧 巧を 拖の 幸な じ ザ 城す るが かきものに 對 しては I をの 制献を 加へ る。 

巧の 巧 一は W 巧 巧 十ー ニが じがけ る 「巧 じれみ 化された 一切の かお (トラスト) の 巧な 化」 
である。 化 巧 じ 巧め て おが 作 じ 「なみ 化された# 柔」 と 女つ てゐ るが •其の 謂は® らく 夕お 


巧 粟は を 使 w し、 恰も 一 化み をが 巧ず ろかの かき 一大が 笛 化された 火 企業と 巧すべき であら 
ぅ。 卽ち ナチ ス のま 張す ろ ことは、 集中 化され 巧 占 化された か柔 は' 化の 中小 企まを が 迫し 
なみを 備の 利な じ# くものと して •がろ これ々 闻をじ 移さん とすろ じあろ。 フ で— ダ— も ホ 
其の 期が 巧 十二 巧 じがて 「おを な 肉 おお 巧 生 巧は 乂 •中 •小 おを の f なお 合」 じよつて 巧 
せられる ことを ま 張し、 巧 じ ホの かき ま 巧 そ 加へ てゐ ろ。 

「大な 東 (コンブ 王 ルン. シン'* K ヶー ト义び トラスト) の闲巧 化の： 要ぶ も ホ、 巧 本 ま 窺 制が 
じ 巧す ろ 巧々 の 一む 的 巧が からを ずる。 シング ヶ—卜 や トラストは％ 巧 じがて は 產業媒 じが 
けろ 利な の® 占を か 凶す ろ ものである。 それは 使 ホ じして 巧が なろお 巧を 巧 化すろ ことじ お 
大な巧 力を 巧は ずして、 巧つて 巧 巧 おじ 巧して 巧 巧 じ 巧な の 巧を、 巧 化を 巧 化すろ ので あろ。 
巧利巧^^じがては自かな强巧じよつてお巧の進ホ强おが建せられろのであ ろが、 トラストは 
問 巧の 巧 企まを だかし •其の 巧 ホを 巧 括 すろ。 かくて 供給 视 係が 『利な おを」 じよつて 巧 制 
され、 陆 つてが 巧は 罰 ゆろ 『廉巧 供給 J のな 本な 则 じよつ て 化を されろ ことなく， —— 巧 ま 
巧 五な ナナスの 色 巧 »巧 巧 論 二 六】 


巧 五な ナチ ス の！ 6 巧 度 巧 巧 《 一一 ご 一 

の專巧 じが-され せ ザ鉛爭 じよる 巧 格の 巧 下は 望まれ なくなろ 許」 

がる じ ナチ ス じあつて はお 巧の 目め は •な大 の 利潤 獲 巧 じ 非ず して、 阿滿 なろ 闲 がを 巧の 

雲の 董 でぁる。 器 故 C 「賣含 《利益 s 立たて 5 ら 金が 資ま 利益 お 求の 巧 

關 化」 した 巧みめ 大企業を 巧 巧 化する ので ある。 

なおち 中は 巧 本 まを 巧度逊 おの 必 がめ 巧產 であゎ •如何なる 力を なて しても 机 止し おい も 
ので あろが、 其の 巧寫 が 窜 杏肉おの モ じよつ て 巧 止 すべさ 必 おは リ—フ こも お璧ミ 
ところで あろ。 

「か A ろ 大企業と 企業な 村との おぶ じよつて 宜 大巧 本の 支配が 少な 夕のモ じ W する ことは が 
巧で あろ。 かくて 化の 少 奪は 彼等の ま S 尊ら みの 俩 人的 利な じ 利 州す るみなら てが 
の お 巧や时 か的處 おによ つ T 苗 巧 お 巧 大なろ 巧 巧を 巧へ ろ。 か A ろ瑞合 じは 巧の 化，^ 的が 

巧は 寞で 至。 おおがら これ 織薑累 S をな 了」 ては 賽 為を 戸 岡 狸で 
あろ。 塞では 雙內 U がけ &闲 {ろ 卽 ち蒙寞 さよ ミ 闲家基 さが を义ぽ すく 
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きが 热を错 巧し •なて 一 於の 利益 じ 反して 利 州し、 义巧卞 ろじ 至る ので あろ。 化の 钱合 じが 
けろ を 大のあ 助手 段は 巧み 的 横 力、® も 公共の モ じょろ 大な 柔の監 がで あむ。」 

さて 化の 場合を ろ 採 脚は トラストの 闽 巧と 云 ふ も、 木來の トラスト のみで あろ か、 又は ヵル 
テルを も 含む かと お ふこと であろ。 此の 點じ關 ずろ ナチ スの 明確な 見が は 知ろ を 得ない が、 ド 
イブ 企業が の 巧が •並 じ大 おおか 業 岡な 化の U めがお 占の が 摩の が ホに あろ おょ ゎすれば、 
巧 じ トラストの みならず •々ルテル、 コンツ 王 ルン 等 あら ゆろ 巧 おなおを 包含す ろ ものと を 
へろ べきで あらぅ。 がち ドイツ じがて は トラストは 渐く 一九 〇 I 年じ现 はれ、 其の かも 比較 
め软 いじ 反して •々ルテルは ド イブ 巧 巧の 巧よ か冀 おおとして ザく も 前 化紀の 中葉な 米が ホ 
巧 途し來 つたので あろ。 巧 じ S •石ち 製 巧 化學 巧’ ドイツ 雲 諸 工業、 巧 じが 接 式を 
おかの め S 分の 二は* ルテル 化されて ゐ ろ。 今 試み じ お 字の じ 化れば 左の 通ゎで あろ。 

(一九 云 一年) 

度 山 巧 五一 な、 巧な 11=1 四 

巧で 巧 ナチ スの巧 濟お巧 巧 » 二 六 一二 


巧 五# ナチ ス のち 巧 氏 巧 巧 論 一一 六 田 

お 巧柔 モー ニ 巧 お、 ホ 學》 を 五六 
な 巧エま ー セ巧材 巧 巧 
《械エ 巧 一巧と 皮ず 巧 六 
巧な 巧を 巧 巧 八 お浆 、主 0 1110 
巧な 巧な 审 一巧 田 】 0 
が 巧 機巧 ホ 八 ザ ラス ニ〇 
を！！ 巧な 巧を セルな & 七 一 
化擊 110 w を々 M 巧 巧 九 セ 
おかお 化 一二 六 巧 巧 二の 
巧 10 セ な 巧な 巧 九 
おな § 一 法 送 四 
おじ ド ィブな 巧は 一九二ぶ 年 半ば じがけ ろ々 ルテルな をはめ 一二’ 〇〇〇 •巧の 巧エ柔 はめ 
一一 千 お 巧と 巧 巧して ゐ ろ。 

しかしながら 他が じがて ホ じ 巧げ た々 ルテルを がの 闲巧 化を を ホ すろ もので もなから ぅ 0 



巧と なれば々 ルテル 义び トラストを をが 含む ものと 卞れば •ド ィツエ 策の 大半は 上を 閔をじ 
移す 結果 じな ろが •化の ことは 巧 則と して か ホを 俩 人の 自 山な 巧を 巧 巧 じを ねんと すろ ナチ 
スの 原則に 反すろ。 故に 極めて お 巧 作 じ 「なを 化された 企 おの 两巧 化」 とを はれて ゐろ こと 
は •巧す ろじ 特に 巧 巧を おのが なじなず ろが 如き 大規棋 巧 占を まを おす ものと ちへ ねばなら 
ない。 

ホじ俩 人の おを じ 巧され た 企 柔の巧 制を かが じする か •此の おも ホ 明 巧で ない。 しかしな 
がら 化の 場合 じぁ つても ナチ スは これら 一 わか 柔じ 巧しても、 お 制 献な巧 ホ じな がすろ こと 
なく、 を おの お史ホ おの 立 おからな て、 他の かまを が 迫せ しめざる と共に、 を 巧む 化な 少 きが 
少企柔 そ も 巧 巧す るで ぁらぅ。 がの 巧 制 •を 映を 巧す 巧 脚と してを お 生 ホ-部門の 巧 業 的 巧な 
巧の 活動が な 巧され ろ。 プロ ィチ ボム も ホ、 か A ろな 解を かつて ゐ ろ。 孔つ彼 じょれば、 化 
の 場合の 巧柔 巧な を 巧 じょろ 制 化は 大お じがて ホの 二 おでみ る。 

1、 】 切の 巧 占 利な お 求の 制 化 

巧 五 巧 ナ ホス の » 濟 »巧«» 二 六 五 


巧 五 巧 ナ中ス の 巧 巧な 巧 巧 3 二 六 六 

二 •不 ななお 爭の則 化 - 

*3 

巧の おがを 企業が 其の 製品の 巧 格、 生產を •版 巧 巧 巧 等を なぶず ろ ことじよ つて 利な を 巧 .1 
占ず ろ ことを 楚止卞 ろと 问時 じ、 ダンピング がの 他の かおな 焼爭 じよろ 巧が の不 をな 低下を ^ 

で d 

も 巧 止ず ろので あろ 0 m 
大企業の 利を が 占は、 巧 二 じが 巧 巧 十 阿の 「利な 參 加」 じよつて 制 化されろ。 しかしな が 町 

ら 其の 具 おめ ホを は ホ だ 解 巧され てゐ ない。 おみ じフ H — ダ— の 音 葉を 引用し やぅ。 I 

t 

「他人の 巧 おじ おく 巧を 分 班への 參 加ち ナチ スの厳 じが 斥す る 不巧巧 巧の 問趙じ 碧す 机 

ろ 0 W し 

& が 

しかし 自己の々 がの 所產じ 對卞ろ 利な 參 加の 巧 求は な# 正を の 上から 正 じを がであつて、 加 S い 
巧 本の じ 反 巧すべき がらの 理 かもな 在し ない。 B 加 
器 問 越の 闲 難は 巧 一 じ ま 巧ち 卽 ちでの 视 なじは した 勒巧や S& く繁 と、 が 1 .1 
の 巧を のが 抬が •巧 川を、 商人、 企業 支 巧 人、 がの 化の お 耗お件 じ おく 紀 がとの 刚の 、利な の 



か 班じ關 すろ 狀 みか 何 じある。：： 

ななを なて ずれち 全 閑 巧 生產じ 封す ろ 巧 S 加の 巧 ホを ホすべき ，比な 的 要せ じして 巧 
巧な ホ 法は •班 巧 じ 巧が された 企業 利を じよつて •巧が を 親が じ 止めつ.,、 他方 じがて 化な 
を 引下げろ こと だと 倩ず ろ 0 

お-^ ながら 寶 なを ま義閔 おじが 5、 利 蒙 加の. 閒 おは 寞囊や マルク シズ ムの凹 
おな なに？ す— ゎ も •遙か Lif 器閒 5 夏 卞ぅ 一とが 可能で あら ミ 

一ね じは sss ® ホち 器 內誘襄 上妾囊 蒙 利 胃から か、 舞は マルク 

スホ をめ なま 望から 化 巧して ゐ ろ。 

巧 巧 巧を まを のちへ ろが かき 巧 巧め を ホ じがての ろ •それは 正を なお 求たり 巧ろ ので あ 
ろ。 をし 紫暫 G 解決：. 一ち 大か ま！.！ 巧 空 ホ® 一? わろ こと & 巧ら：：： 的と 卞ろ委 まま 
のな ホ まの 巧を も •を 晒 上 『备入 じ？ ろ 均等 J 畫’张 し：、 個人の 巧 化を 訟めス を ほ 
の 巧な を 巧す ミと じよつ て •農 じは 何物を もがへ だ マルクス ま お的荣 巧の 巧 をも 巧 じ 

巧 五 巧 ナチ スの わ濟 » 巧挂論 二ち t 


巧五ク ナ ♦スの 色濟* 巧 巧 3 一一 六 八 
S けねば ならない からで あろ。 このが 巧を ホ か ザ 例 じよって 巧ら かじし やぅ。 

例へ ば 製 化工 おじめて 『利な 參加 のが がをお へられた」々 货 ホが、 肢 ゎじ 傑 かば かゎの 巧 
まや 巧みの 巧を をみ 出され •或 ひは かおの 化を おがで 巧って 巧った ところで、 化 等が 他方で 
は 巧の がが やを おおを 巧ム場 なじ、 これら 巧な おを おん ホ •彼等の 巧衡 おじ 許した 『巧を 分 
巧」 の お 失を がの おおのの 格 じよって 補 はんとす ろなら ば、 が妃の 巧が おは 何ち 巧ろ 所は な 
いで あらぅ。 

かに】 巧の 巧 巧を してを 巧 巧 生產の 利な じ 巧ら しめろ を蒂の 方法は 物が 引下げで あろ。」 

巧じくブ ロィチボムらフ よ 1ダ|の所おをボ巧しておム 「巧巧巧巧じ闽が生巧ををも適を 
じ 合致せ しめろ なじは、 巧のを 生產を お大の 巧な を 求の 化 地から 巧 ふこと なく、 利な をが 少じ 
ずろ のみならず •山が 巧べ くん ば、 がさを 期 巧して はならない。.： •をれ かじ 利な 參 加の 巧ぶ 
から- 巧巧お^^卜：巧巧なを本ホま的利なお求をま持したゎ、 人巧めじ巧ぃ：：め生巧制岐や巧格 
釣り上げ じよって られた 巧な を •化が 化の 巧みめ かま じ おおせろ 巧衡 おのみ じ 分配す る こ 
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とは 化み 正装 じ 反すろ。：： か A ろ® みか 棄 じあつて は、 おろ 生 ホ 制 化を 止め •物 傑を 引下 
げ •を閣 巧を して 此の 利 S じ 巧ら し々 ろ ことじょ つての み •初めて 冗 巧な 利な 分が を 巧 ふこ 
とが 出來 ろ。」 

ロ ィプ クもホ 化の 哉 じ 巧が してを ふ。 菊餘們 化は 视代 じあつて は 巧 ㈱ おからが はれろ ので 
はなくて •巧ら れろ 者は お巧大 来で あろ。 故 じ 彼等 一肢 をして 策 巧せ ろ 事 菜の 利な じみ 泥せ 
しめろ じは •か > ろ 企業 じかけ ろ愤 巧の 引 てげ じょろ かは な/。 

な トーが ナチ スの生 巧 統制の 巧 穿で あろが •巧す ろじ 一部 巧 占な ち々 闲巧 化、 あろ おおの お 
をの 制 做 •物 巧说 せの 巧 止の ホは •乂陆 じがて 佣 人の 円 山な 巧 動じ 化し •生 巧制峽 共の 化の 
統制は 巧は ざろ かの かくで あろ。 

第 四 節度 業 

t ブト ラ I はを ふ。 エホ お 巧の おがは 火が ホ プロ レ タリ ャ—卜 の おを が大 すろ とお じ、 他 
巧 五な ナナスの お濟 み 巧が 論 二 六 


抑 ） Rraeiitigam ; んん〇 • ，ん 182 じ 
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巧 五な ナナスの 持濟 致ぶ 巧ぶ ニ セ 0 
方では 巧し くを 巧 階 按の巧 力を おめ、 やがては をれ が ドイツ お 巧 破 巧の 巧 大な巧 巧を 巧した 

別 > 

と 0 

搜ホが ドイツ おがの 上 じ おめ て 宝 巧な 化 化を 占めて ゐろ ことは •巧 じな 巧な を 化た V けで 

も 明白で あろ。 卽ち一 化 一一 五 お 六 巧の 閔勢 謂を の おが じょれば 巧 人口 六 S . 】 八？ 六 阿 化 あ 

じ 巧して、 なをを おは 一の •一ー ニニ 八 •五の 化を じの ばつて ゐ ろ。 

巧じナチ ス の化がじょれば、 巧巧経^^の巧も健をな化废は完をじ自ホ巧おの巧はれてゐろ 

ことで あろ。 ゾム バルトの かき も 閔巧お it の 進むべき 途は 自給 日 おじ あろが、 巧の なじは 現 

布な 人口の S % を 占めろ 巧が を、】 八 八 二 年が 時の の 二. お％ じまで が 加せ しめねば ならな 
抑 

いとま 巧して ゐろ〇 

此のな 地から ナチ スは 後のを まがが じがけ ろが かく、 ドイツ お W 卜： じがけ るな 業のを 巧 性 
をな 調し •を お隅按 のがを な 巧 速を 巧 求して ゐ ろ。 こ のことは ホ じ ナチ ス のが 巧 分子の 巧 じ 
がて 建べ たかく •巧が せ# 主を な 巧の 中、 む 巧 力を 巧 巧 すろ ものが、 本 ホ 中を 階 紋と共 じこれ 
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ら巧扶 であつ たこと から なれば を 巧で あらう。 

ならば ナチ スは みお 的 じかが なろ 農業 巧 巧を 持つて ゐろ であらう か。- 九 so 年 五 巧 六日 
ナチ ス は， 初めてが のお東 が 巧を 巧 表した。 をれ じよれば •巧 j 依、 巧 二が 及び 巧 おがは 大巧 
じがて ド ィツ是 巧階敍 のを 巧な のま 張で あゎ、 巧 一二が •巧 阿が が 其 巧め 巧 巧で あろ。 かじ 化 

を じは 前星ク 营营 H はま 大器 A をが 介」 •蒙 ミ 化 _」 だ T 2 まを 文を 巧 

げ よう。 

巧 一條 ド ィブ 巧 民じ對 する 度は 及び 携莱 のな 義。 

ドィツ 巧が は 其のを 特 なの 枉 めて 多くの がみを か 巧な の お 入 じ 仰いで ゐ ろ。 郎 が じは 巧々 
は 化の お 入々 •巧が 巧の 工業 輸出品 •巧 柔の收 入、 及び 巧 か 巧 本 じよつて 拂 つて 來た 。がろ 
じ 今や 化の ホを は 巧 化の お决 不可能 じ なつた。 • 

今り では 巧々 はお 入を 巧な を まとして か 巧の 借 入れ じよつ てまが はねば ならない。 其の 結 
巧 五巧ナ ♦スの 巧 巧 度 巧 巧 お ニ セ ー 


巧 五な ナチ ス のな 巧 » 巧 巧 » 二 も 二 

巧 ド イプ 巧 おはが ホ 巧 於め をな 支が ホの わ 話め 地 化 じ 所し つ-あろ。 現 化が おくならば， 
F イツ 巧が のが 痒-はを々 夕く ホ はれろ であらぅ。 1 巧 化の お用い 途 がが 巧され •をな なのが 
人 がれ 給され ろなら だ •を おおの 巧な じよつて •就中 ドイツの プ D レ タリ ャ—卜 は n をが 卞 

ろ こと さへ 两 おじな 〇 •が隸 のな 她 かじ サん じて おか じ W お ダを 爲す おおじ 迫られろ であら 

ぅ。 • 

化 のれな 化からの 解め は •一 じ ドイツ 巧け が 自己の 十： 化 じよつて 谋 巧を たし 巧ろ ホを を满 
ずろ かじは ない。 

しかろ じ 巧み 巿 おじが' て さへ、 化を なを 巧は H を じよつて おだしく が 巧され つ 1 ある。 
巧々 は ドイツ 巧 おじ 巧す ろを 巧が おの 巧が 巧を 訟め ろの みならず •化の 隅 おじ こそ ドイツ 
巧 巧 巧 生の 巧の がみと •巧が 力の 中 •むと をな がすので あろ。 

生庸力 じ诏み •なつ 人口が 加 じ 比例して おじ がても 後み な 搜お牌 おの お 持は •をが 跋の幸 
巧を なかすろ を U て •巧々 闻巧 おわ まを 巧 巧の 巧 巧な：：！ 巧の 一で なければ ならない。 


第一 一條 現 ド ィブ 画家に 於け る 措 ほ 階な の 輕规。 

度が 辟 巧の 转 がの 結 巧、 現 ドィッ 巧 おじが ては、 彼等の 地 化は 控 巧め じ おだしく みかされ 
て ゐろ〇 

むを 资 をの 快乏 •利潤の が 少 じょろ 巧 力む のが 退 等 じょつて 度 おはがみ お 痛し つ A あろ。 
更にを をが 視代 のかく 不利 じ なつた 巧 肉は •ホの 就が じな 化されろ であらぅ。 

1、 なお 巧 巧れ 狩の 過ぶ 

2 •保 薄 ㈱ 稅の 不備 

3 •生を をと おかぶとの 閒の 伸か采 ホの 巧な 巧よ 

4、 人 选化巧 •お 力 等の ユダャめ ユ ンッュ ルン じよろ が 巧 
これらの 結 巧 •なおは 化な 化し •父 化 巧 米の ぶ •田が を夕 ひつ A あろ。 

かくの かく ナチ ス はな 巧の 巧が だ 上 占めろ 巧き 地 化の ホ 記と •右の 巧みの 巧冈 とから ホ 

々五な ナチ ス のな 巧 ft 巧 « 論 ニ セ ーニ 


巧— ナ十 K のな 濟奚 理論 こ セ 四 

の 妻 原則を 巧げ T ゐ ろ。 お卜蓉 全文で ぁろ。 

第三 條 巧々 の企圓 する 將 巧の 固 家は ドイツ 主 地 化と 
ドイツ ± 地玫 巧との を 巧を 巧すべき こと。 

1、 ドイツ 园巧 G 所を し •おおす る完ち 全-トイ ツ 舅の 店な と寨が 待との なじが 
ホず。 芒 ドイツ 星 化は 化の 趣 挣じ從 つてみ 所な ホの 巧理 すべきと ころと す。 

2 •ド イプ 主 地所 巧を はなて ドイツ 巧 巧た る ことを 巧す。 

3 •ドイツ 寶が 合法め じ お得した る 藻は 襄 財？ 化かす。 ち 此の所な がは を闽 
巧の 幸 I 喊 のな じすろ 主 巧 利用の 薄を がふ。 化の 養を 巧のを がち 巧ての 賽蜗柔 
農と 巧 它の代 おを じょつ て 達された ろ稱柔 譲を 判 巧の 漫 じがす。 

4 •ドイツ G +1 難を 话鬟梦 S •及び 所襄某 巧 所 巧 S 汲みたら .J むろ ことを 
巧ず。 廟今 主 かの 所ち を爲卞 ホは 巧て •なら 耕作 卞ろ堇 す。 なじ 一切の ± 地—-、 



巧し、 巧を は ホな 巧を 巧す。 巧を 又は 巧 おじを 訟 された ろ裝ま 化合は、 巧を じ お 巧な 
ろ 巧 金を 巧 利な 化 件を なて 巧みす。 主 地を はて 民間を 曲 業を じ對 すろ 巧を たらしむ ろ 
ことを 巧ず。 

、ドィツの ± 地 利用の 化が として、 ± 地 所有を は 其の お 巧と な 巧と じ 振 じて 決を され 
たるが おを おを おす。 此の ± 地 かな 稅じ おき •農が 及びを 巧 おを じ閱 すろ 他の 一切の 
肉 巧を お 止す。 

、農を おを 規 巧の 大小 じ閒 しては 一を の規 巧々 描かず。 

多 おの 中小 白 作 良 巧の 存 おは、 人口な 巧め 化 地ょり 極めて 盛 巧な 〇と訟 む。 巧し 乂 
規巧 おを とが も 梓 巧な 巧 巧を ちす ろを U て •中小 巧を とのの 滿な閲 巧を 維 巧せ ダろ ベ 
からず。 

、+: 地 かが 巧は 巧 巧 的 かがを をはて、 所 お 化の 分が、 おを 上の 化 おね 巧 裳 止の 制龄を 
巧く。 

巧 五 巧 ナ中ス の巧濟 な 巧 巧 a 一 害 


巧 五 巧 ナチ ス のな 巧 反 巧 巧 論 ニモみ 
"，一 < ホは 左の お 合 じ 一巧の 賠巧 じょろ 主 地を 化の が 利を 巧す。 
a 、 ド ィブ 巧 巧の 巧を じ 非ざる ± 巧 〇’ 

b 巧 詩 おを 辟み を 判 所の 判 巧 じ蟲き •所がを の お 巧 化 じして 誤れろ お 巧 じょ ゎ 巧 巧 
の 幸 巧 じを せず と 見 かされた ろ ± 地。 

C 、 巧を ホ 目ら 経を せ ダろ 大巧 巧 じして、 自山 なろ 巧 巧 お 化の けの じ ホけ. ミ、, ろ ± 
地の 一が。 

d 、 買を おの 幸 おみけ ： g とすろ 阅 美襄柔 (例へ ば義 路の閒 巧、 賣祐巧 等) の 
爲じ 塞な ろ 主 巧。 不 なにで ィッ 巧 法の な 巧 じがけ ろ おがされ たろ 主 巧は お 巧 
を U てを 收 す。 

，罔 おはす 巧し 巧ろ じ 至れろ が ± じ對し •人 n 化 巧の 立 おを W てす ろ 計 巧め お 化を 化 
務 とすべし。 か A ろ 十： がは 自まお 巧を 巧し 糾ろ ことを 巧 かとして、 お 巧を じけ しみ* 
が 巧と して か 舆卞。 



おの ± 化を 分 與さ ろべき をは •巧 巧 ホ じが 業卜： のな 格を 巧 準と して 进 推ず。 巧が の 
巧 巧が なき 子を (セ參 脚」 は 特じお ホ さろ。 

おもを 巧なる は 東が 巧 巧 おな なわ。 化し 化の 移 化を が现寸 ろじは • W じ携 地閒發 S 
みならず、 巧が ホ じがけ ろ おおが ホの 巧 逮ホじ 新 工業の 巧 輿 じ俟た ざろ ベから ず。 か 
くて 巧め て おな 中小な 柔 をの 生活 お 巧た る販巧 巧は が 化さろ。 ドィツ人 口が 加 じょる 
大 おおの 扶ホホ ホ じを 化 地 S が設 はか 义政 巧の 巧 巧な わ。 

巧 巧 條農巧 階級の 終が 的 文化的 巧 上を 則す。 

巧 おは 巧 巧 巧 おのを 巧 おじ おすろ 巧： おな を訟め •がの 控 巧め 义 化の 向上を がわ、 なて な 地 
なおの お 大巧 巧を がますべし。 

1 •巧 今を がの か あを •巧稅 のが 餘 み .3 他の 方な を W て投 かすべし。 巧 金 巧 本じ對 すろ 
巧 ホを 膊 かの 技巧まで 合な めじが ドげ •お 利の 化 巧な ろ 制 恥じ ょって、 巧 まじ 巧す ろ 
巧 五な ナ中スの巧巧お策巧<| 114^4^ 


巧 五 巧 ナチ スの巧 濟及巧 巧 K ニ セ 八 

巧 巧の 巧 巧を 阻止すべし。 

•巧 おはな 業を して 有利な 產柔 たらしむ ろが かき 巧 巧を 謀ず べし。 

巧 巧を 産物は M 稅 •おんの 聞 おの 抗制 •適が なろ 闯 巧が なじよ つてが 諮すべし。 
巧產 わの 巧 格が 巧は 巧 巧 じよら しめず •且つ 大 取引 じよろ を おの 砖 かを 巧が 卞 
べし。 巧 おは 農荣 化合 じよろ をを 物 賊巧巧 施を 化 進す。 

按ま のな 業 牌按巧 巧は 裝產 わの 原物を おがし •を產 をが 加す ろが 如き 方 巧を ち究す 
べし。 (巧み、 巧 巧 •巧を •衛菜 巧 等のを 利な なが じよろ をが •化 巧の なな、 をを の お 
が、 おれを 柔相該 •主 地の 化 巧 的お盖 等。) 化の 巧 巧を 巧の 巧 •巧を は 巧 業 巧な 就 曲な 
じな 巧を 與ム 。特に 巧 おは 人を 化 巧と 也 力との 化 ホを 期すべし。 

•巧を 巧みな 留 位は •社# 正を じ おける 巧 おおみ じより なま 巧が を 32 巧と、 沒お两 K 
との 巧を なろ 關赖 をが すべきを 巧を な ふ。 巧ぶ はを が 巧と せなか 定 巧と みちす。 

勒勉 むるな ホ 巧 g ホ じは お 化 巧た ろが 利を がふ。 



な 業を 巧の 化 巧 ホ 蒂じ伴 ひ •住を の おがな ろ改蒂 •を 業 巧 做を のは 銀 引上げは、 な 
速 且つな 巧 じ 巧 現さろ。 閔內巧 業 巧が おのが 虑 改善 •及びを 地な まの 禁止 じより、 か 
人な 業 巧 做 ホが 用の か驳は 巧がず ベく、 臨つて お來 共の 巧が を 裳 止す。 

4 ' 巧 おじ 巧す ろを 巧 階 巧の 巧 巧 巧は、 巧 家並 じ お 業 階な 曲の じよろ 再 門 おな、 及びな 
が 文化の 巧が じよつて 促進 さろ。 (なが 靑 年寄 宿舍 、お 巧 産 じして 才能 あろ 搜村靑 年 じ 
おすろ 農業 お 等 巧 門が 巧の 巧 巧。) 

ホ じ 巧丑條 じがて は 今 5 巧 業の 雲 性と 其の 赛の 墓と を力說 して ゐ ろ。 U く、 魄業 
巧な 苗が のみを なて しては、 未だな 巧を 徹底的 じ おがす ろじは 不ホ みであつて、 これが 巧な 
は 一 じ 巧 巧な を ま 寒 運動の 政治的 運 おじ 侯たねば ならない。 

巧 代の 巧 おの おおは ドィッ 巧 巧を 巧の 菊 あの 一原 冈 であろ。 あろ】 郁の 階 おのみが ドィッ 
を 巧の 速 命から 晚 化すろ ことは 不可能で あ 〇、 隨 つて 巧が もな ホ もが 共 じ 叫けな はねば なら 
巧 五 巧 ナナスの 污濟な 巧 巧 お 二た か 


巧 五々 トチス の 持 巧 度 巧 巧 論 二八 a 
ない。 かじな 菜膊お 闻紀は 他の おが 的 辟な 网隨と I 丸と なつて 喊莱巧 おがが をが 巧して、 ドィ 
ッ全 姑の 結 巧 的が 巧を 計ろ と共に •政治の じ もが ホの 化な 化から 解かされねば ならない 11。 化 
は 上が ナチ スの沒 業 お 巧の 巧抒 であろ。 器を もが 著な なは、 主 化の 巧 かとみ 巧との 巧进も 
であろ が、 この ことは がが じがても 一 板时ホ 制の な 巧を 試め てゐろ ことの 巧が の おがで あろ。 ^ 
巧 二 じ 策な 巧 境 じがけ ろ 巧 住 化の 閱 巧、 义び活 巧 巧の 巧饼は ナチ ス のか 巧 化 巧 じも现 はれて ；！ 
ゐろ ところで あり •これ じょつ て 日給 自 おの 原則を 巧现 せんとして ゐ ろ。 がの 他な の 網が こ 化 
巧ろ かく 巧ぶ がな めて 夕 くの 说設 々貧すべき ことを ま おして ゐ ろが •お 巧 そのもの じついて 
は大 おじかて 俩 人の 自 かな 巧 おじ 巧す かの やぅで あろ。 ^ 

第 お 節 巧 働 問題 咖 

抓 

ド ィブ 巧衡ネ は】 八 化 〇 年な を ま莲 夕 が 法の が 止は が •顿じ 巧 巧し 來 つた 巧が 化合 巧 動と I 
共 じ、 巧み 巧の 巧 力を が大卞 ろじ 至つた。 巧 



ホ じ ホ 命は 後の ド ィプ お 巧 巧の 化& •サ ホの 不 がの が咨 •及び これが 巧が 巧と してのを 業 
合 巧 化 等 じょろ々 業を のが 加 じょつて、 巧を の 巧 立 斑な はな々 尖 巧 化し、々 衡爭讓 の 巧 巧を 
見ろ じ 至つた。 これを な 字 的 じ をれば •一 化 二 四 年 じは 一 •六 I のか、 二ぶ 年 じは I •ぷ の 
一げ、 二 六 年 じは I 吉二 化け， ニ セ 年 じは 七 あ 九 件、 二八 年 じは 六 九】 か、 一一 化 年 じは 阳 一二 一 
巧、 1110 年 じは S 阳五件 じの ば ゎ、； かじ I 一一 一年 じは 巧な 的 巧 字を 肤ぐ も、 を 村の 巧 迫に ょろ 
を 業 巧が をを まも 加つ て】# が 加せ ろ ことは 巧 巧で ある。 其の 中 じは 巧みの ベル y ンを属 巧 
のぶの ゼネストを. 切め •二 六 年の ハム ブル ゲお渡 巧 ㈱ ザ なお 業 • S 1 年の ルー ル 地方 锭山巧 
« おの ストラィキ 等の かき 大規 巧の もの もを ぇれ てゐ た。 

巧 じ 巧の 化合の おお (一九 1110 が) の 巧 力を なれげ 左の 通ゎで ホる。 

自 か々！！ なを 巧、 セ ー六 •五六 九 
スト わ WK ホ モ六 九、 八々 一二 
n - EMK ホ ー九 八、 ー セ 五 

巧 五 巧 ナチ スの » 濟な巧 巧 お 二八 一 


巧 五を ナチ スのお 巧 反 巧 巧を 二八 二 
共を* 巧 一 

け ンゲけ 六 六、 000 
巧な 巧 一 

ち濟サ 巧々 》 巧を ニニ、 八 巧み 
巧 立 ホ 《ホ《 坦 セ 0、 八 一二 五 
なが 五、 乂阳 一二、 二八 八 

從 ホの 巧を じよれば、 を 本ぶ と 巧が ホとの 利を はお おじ 巧 ホす ろ もので あり、 勞 似が なは 
これが 巧を の 巧 細で あつた。 しかろ じ ナチ スの 化が を な てずれ ば •か ろ おながは マル クシ 
ズム じよつて 誤られた おなで あゎ •巧を の 岡 ホは 巧 巧 お 巧を 蒂 すろ W かじ 何物を も 放らす も 
のでは ない。 

ナチ スは ホに なべた かく •企業 象 じ 巧しても 「巧 巧の 巧 神」 じ 基いて 企ま 活動を 巧すべき 
ことを ま おすろ が、 同時 じ 巧が を も 亦 「が 益 じ 巧す ろ 公益の 巧 ホ」 の 巧 則 じす おさるべき こ 
とを 巧 求 すろ。 節つて 俩人 はを おの 幸 腐の 爲 じの み 似くべき もので あ 〇、 巧 做 おは 企柔 ぶと 
み じ 巧巧轻 巧の 榮巧 じよつ て， 初めて 彼 自身の 幸 招を も 巧 化する ことが W がろ ので あろ。 化の 


なじ ナチ ス じあつて は、々 樹 巧の 生 巧が 件な 巧 じ 巧 すろ 側 人的 衛利 のろの ま おは 訟 めら れな 
い。 グル ジョァ まがは マルク シズ ム のを ふかく、 プロ レ タリ ャ巧截 じ 解 おさろ べきでは なく、 
そがす ろ 巧は 的 じ 衍化あ 〇 •巧 化を 削な すろ 巧 巧のを 棉 でなければ ならない。 それ かじ マル 
クシ ズム のを ふが 如き 阶 なの 巧 立は あゎ 巧ない。 化の なじ 於て シュバ ン も亦时 巧な 化 解を 巧 
おして ゐ ろ。 鬥く 「巧 巧 的 牌 巧な ろ ものは 統一め な ものでは ない。 大か萊 じがけ ろ 巧 樹巧自 
巧の 削 じがても、 不 巧が 巧 尚 巧、 巧が 巧勸 を、 巧 能な 巧 樹お等 數夕の 階な じ 分 たれろ。 が じな 
ホ 巧 的 巧、 小作人、 手工 莱巧 等を かめ •ょゎ 的い 巧 神 的 巧が ザた ろ 技術み、 を 吏 •まが 人 等の 
の紋があろが、 これらは化して巧？£の牌敍ではない。 ：：化じ隅なの分巧ががが的に牌な岡 
巧を がふと ち ふことは マルクス のが 本め な誤證 であろ。 が 父を か A ろぷ として 說 くことは、 
む もみ 跋 が、 父、 巧 •义巧 •がが の 巧 立な りと 說 くのと 问 巧な 誤りで ある。 夕 くの 隅な を 一 
つのを のじ 轄 なすろ ところの •お卽 なが I 的な もの こそ、 化を なおみの 木 巧を 巧す ものな の 
でみ ろ」 と。 

巧 五な ナナスの 巧濟政 巧讨論 二八 一二 


34) Spann ; ん a . 〇., ん 151 た 


巧 五 巧 ナ十ス のな 巧 皮 巧 巧 論 二八 四 
ナチ スの巧 おじが ては、 おりじ 化み 的 共間戰 なを おろべき な 化 ありと 卞れ ば、 それは か 巧 
まじ 巧す ろ巧樹 をの それでは なくして •共问 の 利な じ おび 化けられ たか 巧 まと々 做 おとの、 
みおを 本を あび 化の 反 巧 民 的 應巧じ おして ク ある。 かくて 巧樹 をは おが 巧な ろ 巧が 巧 術を じ 
非ず して 「お 巧の 協力を」 なので あろ。 . 

しかしながら ナチ ス はがの 巧 族 ま 藻 的 原則から •な 柔經巧 じがても 統一的な々 巧の が裙を 
訟 め、 おを 上の 巧 まま おを 坊斥 すろ。 化の 場合 巧 柄 巧の 滿 利は 如何 じして ま おされろ か。 ナ 
チスは 巧が が 合の 化 城を 訟 め、 巧衡 おの 极荣 及び 利な を 代 おすろ 機 削と して お诉み なじを 加 
せしめる。 がち 化の 巧が 化な を述 して 巧彻 おは 正を ながが のま 张 をはす ことを 巧る ので ある 
が、 それは 化して 巧な 巧 爭の巧 細では ない。 ヒブ トラ— はを ふ 「巧 代 じがて は 巧 做 組合は 巧 じ 
が巧なるのみならず、 巧巧の轻^^ホ活上おも巧巧な制おの一である。 しかしながら化のなか 
は 巧 じれを は 巧 的が 巧の み じあろ のでは なく •尊ろ I 巧 巧が 政な 的が 巧 じあろ。 何と なれば 
正しい 巧め 化合 巧 巧 じょつ て 巧 巧大 ホは 生 巧を をを がた される のみでな く •お 巧 さへ も 巧け 



られ •みの 生な 巧ず の 巧の おを な 巧が 九が お化され るからで ある。 

就中 巧が 化合は 巧 ホの お 巧 巧み 乃 まみ 分 巧な を 議のお 巧と して 必巧 である。：： しかしな 
がら 化の 中央 巧が なみ 及び おを 牌な# 巧は •巧 巧れ# まを め 制が であるが かじ、 それの 巧 お 
なお 化た る 巧が 化合 も 亦 巧 巧れ みま 巧ぶ おとなを とを 持たなければ ならない。 此の 化 地から 
网 おれ# まを 速のは 巧特な 巧が 化合 巧 おのか 巧を 訟 める。 おじ 巧 がれを 主を 速 g はが じ 巧を 
を 巧へ、 ホ お々 なおす る のみでな く •巧 巧の 日々 の巧爭 じょって、 阐 おを 賄の お 时的巧 巧 巧 
素と しての 企柔 おと 巧 おを とじ 闻巧 お# ま堯が 巧を 巧け ねばならない。 巧 じ 巧々 の 巧 政は* 
巧の岡爭じょって俩々の粹^^の閒おをがなし、 それを巧いを地からが - 卞ることが出ホろの 
であろ。 化の が提 がなければ、 なの 巧 巧 巧材 おを 化な せんとす ろ も •それは をぶな 巧が たる 
じ おる。：： 化の 巧じ网 おな# まを が おは 巧が の 巧が 化合の なをを がの が じを 訟 する ことな 
く、 これら 化合な 大衆 じ おがの 巧 がれみ まを 闽 みのがぶ：：； たり 巧ろ 資格を を 巧す ろので を 
る 0 • • •• 

巧 五 巧 ナナスの 巧 巧 扶巧 巧を 二八 五 


巧 五な ナ ♦ス の巧濟 技ぶ 巧を 二八 六 

賢れ# まを 葵 難な 耗な擊 S 管 輩」 H 、 鬟代 S 鏡 M &。 賈化を 

ホ 義巧家 じあって は、 『巧な」 なろ ものは がが せず、# ろ ものは 化 おの じは 完全 じ や 等な が 巧 
とや 等な 一鬟 とを 巧ず ろ 巧 おと •巧 治 トーな をに おが 利な 外 巧 人との みで ある。 

巧 巧れ を ま 藻 的 意 ホ じがけ る々 樹 化合は •從 ホの かく 巧が 闽隨 巧が の！ 化の 人刖の 脚が を 
ホス ー巧な に®^ せしめ •それを 他の 階な じ 巧す る拘 をの 巧战 たらしめ ろ ことを U て 巧 巧と 
する ものでは ない。：： 本 來巧断 化な はかして 巧按巧 ホの 巧關 ではない が、 マルク シズ ムじ 
よって 誤られた ので あろ。 マルク シズ ムが自 もな® かの 巧 故 岡ぶ の おがの 莱 礎の 巧が •巧 山 
な 巧 巧の れ辣化 じよって ユダャ 的な 肉み の W みを な そがを 巧 現 すろ 巧の 巧 器たら しめたので 
ある。 

これ じを T 闲巧れ みま 義的磊 がな は •阅 W 舅參加 おじよ る 一義 曲の 巧冀 W 照 化 
巧 じよって 阁 巧が 巧を 巧 趣し •巧のを ホ カを なめ •他方に がて 网 が、 阴お をの ひ、 歧巧 じは 
巧^^をのものをもが巧するがかき 一 巧の弊おをがま卞ろものであろ。 ：： 



巧が 化か まぶ 的な おおは 巧 巧 巧 巧の 巧 巧が 化自 みの 构 巧の 幸な をな かすろ ことを 知られが 
ならない。 

巧 おかみ 主 発の 巧惭 おは 企 おおの 幸福と 滿 おとが、 彼等 自身の 巧 巧の が 化と 巧 おとの 前な 
たろ ことを 巧らねば ならない。 

巧 巧 化み ま 萬 的 企 菜ぶ と 巧が ザとは、 巧 じを 闻 K 閣 巧の 巧 川 人で ぁゎ •巧 郡 人で ぁろ。」 
W-LI じょつて ナナスは々 脚問駐 S が 決 じ 巧つ てら、 何人 ま 第 巧 巧 じ 代へ ろじを 巧の 视 をを 
M えがけ •构 巧の 根祕 のみから でな しじな 理的 なおから々 巧の お 調を 計らん とすろ もので ぁ 
ろ ことが 明らか じな つた。 隨 つて 一方 じがて は饱 くな きは がの 巧 級 巧 求 じ 某く 牌 巧 岡 巧を 巧 
をす ろと 时時 じ、 他 ホでは 巧 本 ま お 的 持 あを 巧 巧す ろので ぁる。 

第 六 節 失業 巧 越 

が 節 じがて 巧 •へた 巧が 問が じ おすろ ナチ ス のを 解から •避いて ホま閒 なじ 巧す ろ遊谁 もを 
巧た 巧 ナ* スの巧 ホな 巧 巧 お 二八 セ 


35) Hitler; a. a. 〇 ., H. 片 7 2 が . 


々を 巧 ナ*ス の 狂 巧技 巧理を 二八 八 
る じ 親 あすろ ことが 阳 ホろ。 共の 前 じ一應 現在の ドイッ そ f のか 盛を 1 牌し やぅ 0 

ド イ义失 菜を 巧は 现ホ約 六 巧 萬を 超過して ゐ ろ。 勿論 此のな 字 じは 季節め 變 化、 畏氣變 巧 
じよつて 多少の が 巧は ぁろが •が 4 これ じ 巧い ものが お 封 的過剩 巧が 力と して 巧樹巧 おじな 
れてゐ る。 此度じ 其の 理由を 今少しく 詳しく おおせねば ならない。 

巧 一 じ それは 從 業ぶな の 想な 的が 加の おおで ぁろ。 戲 前の 一九 一 H 年 じがけ る巧樹 ザな は 
一千 八な 五十 巧で ぁつたが 、一九 =1 1 年 じは ニモな セ 十 巧 じお增 した。 これらの 中 じは •が 
ホ 利子かん じよつて 生活して ゐた をが •インフレ I シ ョンの おみ 巧 巧產 となり、 自ら 巧 巧 じ 
をを ホめ るを 巧 じ 迫られた を も少 くない 。しかしながらを もまし い 現 おは 擦 人從菜 著の が 
かで ぁつて •巧が じ 比しめ 一二な S 十 巧 方の が 加 そ 示して ゐろ 。今一つの 原因は おか 移 おかの 
巧少 でぁろ。 なち 巧 ド イプ 巧 巧 化からは なお 十 巧の ドイッ人が 巧 巧した じ 反して、 おかお 住 
をはな 卜 巧でぁつて、 其の 差 四十 巧は 巧 巧 巧 » 市場 じが 加した。 おじが 主の 劑讓 じよつて、 
巧 主 じがて は： B 二11 パ— セントを そつた が •人口 じがて は 六为至 七 バ— セント じ 湿ぎ なかつ 



た。 これらの 結が は ドイッ人 口を おを 巧め、 一 化】 の 年 じは】 平方 キ ロメ I クー じがき 人 H 
一二 五 •一三でぁった が •一九二 五 年 じは ニニの •二 じ 上った。 

しかも これら 巧 倒 力の が 加 じな して •ド イブ 巧柔 がのを 巧は な々 勞做 力を 過 おじした。 か 
巧關お 障壁 じょろ ド イヴ エ柔 おおの 檢 化が 少 、農村 不化 じょろ 麟巧 力の がな、 及び 不化 打閒 
巧と しての 巧抚 化、 合理化の 乾が はな々 义 P お ホが 大 せしめろ おが じ なった。 その おがみ 
柔 おがは 左の 如く お 化の 巧 向を 辿った。 

一九ニ セ 年 二、 巧 ホ 〇、 000 
一九二 八 年 一、 八 九 ホ、 〇〇〇 
ー ホ ニ 丸 年 二、 八を 〇、 000 
ー ホー ニ 〇 年 111、 一ニ セ、 000 
一 か 一二 一年 巧、 A * ホ、 000 

巧 じ 一里 ニニ 年 二月 じは 六な 卜 i とがが し、 今や 籌奠の 一二 分の 一は 《霎 として 巧 

巧 五 巧 ナナスの 巧 巧 巧を 二八 九 


巧 五 巧 ナ ♦ス のな 濟 な 巧 巧を 二 九 0 
巧 じ 巧げ W された ので あろ。 此の かみ 巧 の 支給を 巧け ろを は S 1 •則 パ— セント •をが 
手 巧の 支が を 受けろ お 一一 六. 六バー セント、 ながの 丈が をを けろ お 二八 •五 パ— セントで あ 
つて •巧 化を なて すろ 時は 巧の 巧が 川 巧が 一二 化 八 千な ラィ ヒス マルク •卽 ちがが 阿 十五 化 ラ 
ィ ヒス マルク じ津 すろ。 

化の な ホの みを W てしても 、えを 封 巧は ドィツ じ 取つて おがのを を 巧す ろ 巧 大問趙 たろ こ 
とがわ かろが •かかの 必巧 のが 力 じ もみらず •未だ おしい 效が をが げろ ことが 川 米ない。 か 
グリ ユ— ニン グ巧閒 お 巧の 1 巧 凹 も ホ、 化 おじ あつた。 

化 おじめて か 巧々 は ナチ ス の々 ま 巧 巧の 問 超に S ら ねばならない。 

がに なべた かく ナチ スは 巧お爭 話を ぶを する が、 他方 じがて 巧本染 がみら 仰 人の 利な のろ 
を 巧ぶ すろ ことを も 持 斥し •が じ 利 巧が みの 故を なて なち じ 巧め おを 解棉 すろ ことを も 巧 ル 止 
すろ。 架して 人が 巧® みが まか 莱巧 おの 上じ必 巧む り やぶかの 問援 巧て おがわ 讓 のかを 
すろ ところで あろ。 がの 紀化 巧が おは 一方め 決ぶ じよろ 义萊を 巧ろ A ことが 出來 ろ。 



同時 じ ナチ ス はおが 巧 十一 おじが て 「不巧 所得の お 止」 を お ホし •巧の おがと して 一巧の 
巧 巧に 巧 S の義 おを 課すろ。 ナチ ス のをを 巧 巧 じがて を も 異色 あろは •化の 巧が 義務 巧 拱 じ 
關卞ろおであろ。 な下ユ《べ ルの巧說に從つて巧べやぅ。 

巧 一 じ 政府は 特別の 一巧を 設け > 地 巧め 化な じ從 つてを 地 ホじ監 がせ おを むく。 み監 巧な 
巧の 下 じは め 己 巧 人の 巧の がをおし、 これを 十八 お 十六の 巧 お 曲 巧 じ 分ち、 化の 巧彻的 巧は が 
じ 十二の 小々 お 部な じ码 分され ろ。 此の ル巧份 部な が一阔 となつて 巧が じ從 おせしめられろ 
ので あろが、 化の 巧 合 お大の 阿が は 共の 財が であろ。 しかろ じ ナチ スじ よわ ば、 化の 閒 おはな 
みじがかされろ。 巧巧の々萊お^^巧川は年がザみ一 人をセ巧ぶ十ラィヒス マ ルクであろが、 
巧 巧 •巧 服 巧 •柄が 巧 •ルが •巧め がを こめて 八 巧ぶ ト マルク じが 湖す ろ。 化の が 巧 W のな 
巧は 巧ボ なの 粹 おじな し、 がの なの 生計 巧の 化 眼を 巧 酌した もので あろ。 

化の 加 おじよ ろ々 筋は 原則として I むの 巧な、 义は闲 をの 必巧 あろが 巧 じの み 向けられろ。 
卽も 化の 制 おじよ ろ 他の 俩 人の ザ 巧への が 巧を かがろ だけ 阿疆 せんとす るので あろ。 

巧 五 章 ナナスの ち 巧 度 巧 巧 論 二 九 一 


巧 五 巧 ナ 中ス のな 濟巧巧 巧 論 一 一九二 
化の 巧の 巧 俄 じよろ 巧 一の 巧み」 ± 巧の ななで ぁろ。 べブ チヒャ I の 巧 おじ よれば •现ホ 
ド ィブ じがけ ろ 巧な 又は 巧 巧を 巧ず る 主 巧は 左の通り でぁろ。 

揉水跑 巧み 巧ず る 主 巧 八、 五 〇〇、 000 
巧 巧 二、 00 0,000 
巧な 巧 (主 i して ゥュか テ A V が t ) 一、 九 00、 000 
巧 巧 あ (まとして ォ* デン ブ；1グ】 六 〇〇、 000 

巧二は治水エ巧でぁろ。 治水エをじよろ国巧お^£卜：の巧なは、 一 化一 一六年 】 巧及び六巧二 
ホの 巧 水の 巧 客の みで 二倍 ラィ ヒス マルク じ 速した ボ 巧を 化れば わかろ。 治水 エ おの 恩 おじ 
がする 主 化は 巧 巧へ クタ— ルに をす ろ。 

わの +: 化な な ホ じ 治水 其柔 のか じ、 なほみ 巧の 主 木が 策が ぁろ。 例へ ばな お 移 化 地の 開 盤、 
巧 巧の 開ち 等は がを 永年の 巧 巧の が柔 たり 巧む。 

は上の巧巧第巧制がじよろそ柔か？£巧のか、 一 時の對巧としてち へ られてゐろものじ化を 


30) Jlorpt Ebcl ; ん heit 8108 igkeit und Arbeh ド heschaffun も 
ん 133 ff . 



の® 築が わろ。 この ことは ナチ スの 巧巧產 をを 巧設超 おと 蝴聯 して 極めてな 效 なみ 巧 お 巧 お 
として 推稱 されて ゐろ〇 

て— ベが によれば 现ホド ィブ じがけ ろ 住を の需 巧は 六十 巧 乃至 八十 巧と 評を されて ゐろ 
が •人口 巧 加と おおと じよろ 化 宅の 霜 巧が 加は 約 二十 巧 じ违卞 ろ。 故 じ ナチ スの巧 迸せ ろが 
かきを 築を ま錶 巧の 創設 じよ ゎて、 连榮な 金 巧を 巧 かし •哇榮 業の が 巧を がろ ならば、 巧め 
て 夕 くの 巧 衡 力を 巧 化する ことが 化 ホろ とを ふじ あろ。 

巧 二 じ 现おド イブ エ業 及びを ちじ 從ボ せろ か 巧 人 巧が# はも 十な じ违卞 ろが、 これを が® 

の 

して ドイツ人ち § を 代らし めろ ことは ナチ ス のがが から も 常が の 巧 求で あろと。 

しかしながら ナチ スの 失棄封 巧の 中 也は がが の 巧 斯を巧 測が じあろ ことは 勿論で あろ。 


巧 五 巧 ナ ♦ス のな 巧みぶ 巧 6 11 ホ ーニ 
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巧 六な 巧 巧れ みま 裝 i フ T ブゾズ 二九阳 

第 六 草國民 社を 主義と ファ ッ シズ ム 

人ぶ ひは ナチ スの 巧樓 まを 力 おれ 巧 ま おのな 一が のみを 口して •それが お 力 W 拖じ逊 ダな 
いとお ひ、 がの 巧 お ま 藥的ま 張を なて 巧の な 巧れ をを々 し、 ザの 巧 論じ 於け るネ 巧を 巧 摘して 
巧が 合 ま 装、 巧を ホ暮 とけな す。 时 巧な 非 巧は ィタ リャの ファ ブ シズ ムも亦 等しく 获ろ とこ 
ろで あろ。 か A ろな がを 巧ろ をは これらの おじが ての み 曲 おの 巧 似 助を 求め •巧 W れ みま ぷ 
も ホフ ァブ シズ ムと M 1 だとな がすの みならず •现代 がれて ゐろ あら ゆろ W がの な 思潮は 勿 
論 •思 お 的 じ 巧 巧な 巧 勤め W 巧を さへ も 一巧して 巧 だ お 巧 作 じ ファ ッ シズ ムの あの 下 じむ 合 
せしめ 勝ちで あろ。 

し 力し な 力ら j つのな 巧 乃 ま 思 おを おめ、 化 判 卞ろ巧 じ、 か、 ろ 皮 かな 化 化 じ 立つ ことの 
誤りで ホる ことは まふまで もない。 



ホ じ 衙巧じ 巧 民れ わ ホを とフ r ブ シズ ム とを 比較 論が しやぅ。 

巧 巧れ み. をと フ ァブ シズ ム とは 巧 じで あらぅ か，. おはが 巧な くこれ をが 似の もの だと 
巧ぜ すろ。 化しを の 所 W は 化の 兩 ザが 巧 巧 •おおを 材 じくす ろ 巧では ない。 

もとよ ゎが々 のな 巧 •ま おにが て 典だ夕 くの 巧 化 おを がすろ ことは 剛ら かで あろ。 例へ ば 
化の 蘭 おは おおれ ホ •制の お 巧に 立ち •が 人の 削を を訟 め、 化 人 じがい P 山を 巧の お 尚を 巧し 
てゐ ろ。 フ r ブ シスト 巧 おじよ つて か 魚 おの 引： 卜げ がが けされた と W じく •ナチ ス はか おお 

のな 止を 囊卞 6。 襄若 も髮冀 は窒義 思想 室け： 寡み 主满め ミり' 巧拽 

巧 治を ま 巧ず ろ。 フ 7 ブ シズ ムが 巧の がか まを じよつ てがらし い 巧 お ホ おめ 立瑞 をが らんと 
卞 ろじが して、 闲 ，化かみ お 巧は 巧 f のぶ W を 巧ぶ すろ。 が ザの ゾゥ チて】 ミ 00 の觀 をはが 
のせ じ、 を. をの フュ ゥラ— (お 络お妄 hrs) の 化かで も あろ。 父は 化の 賄 おは 巧の 巧 閒な巧 
みの 巧 設を巧 時が じ 期 巧し、 巧 おおで じ おもで あろ。 ムブソ リニが がわと 這な した かく、 ナ 
チ スは信 巧の 自 かを 記め ろ。 

巧 六 巧 W 化れ々 モ 巧と ファ ヴッズ A 二 九 五 


巧六巧 阁：^巧みち巧と7 7ブゾズ4 こ 九 六 

かくの 夕闻巧 巧 重を とフこ シズ ム との 削 じかち 襄の 巧化點 はお 化り なく 求めら 
れる 。しかしながら これらは 二み めな 巧 似 じ 溢ぎ ない。 おりじ ファ ブ シズ ム がみ のれみ ホを 
巧え して •をを な， をが 政治 じ 巧し， ナチ スが反 巧 じょり 化み 化め がのを 示す じ おつた として 
も、 共の 本 巧め 巧 似は ホ はれない • 

南を の ネ巧的 類似は 塔ろ がの おお 的 方： 怖じぶ めねば ならない。 

巧 おれを 主を も ファ ッ シズ ム もが 没 ままの な 巧で あろ 0 勿論 ド ィブと ィタ リャ との 闲巧 化、 

おた 的 巧理 養 sss 受け H •器冀 S お 式 U が ' H は 多少 Gs が ぉを らぅ。 し 
かしながら 浪 ちまを の 社み 巧は 等しく 斯をじ 化 へられた。 かくてせ# 巧 おを 側 人の 自 みなを 
にょろ 巧 子 的な 連 巧と 化かす、 自か まま、 化 人 ま おのな 助と しての 罔 巧れ みまを 及び ファ ブシ 
ズム のな 巧め おわ 巧が 生れた。 隨つて 共の おおは を进 ホを 的で あり、 椅神ま おめで あつて、 

菱 闻ま拽 舅 管は @ 《 H f G 份譯囊 が窠 3れ H ゐ ミ；^?!^- み。 

おのな じがを ろ 等 5 て •ま 逆で あつて はならない。 7 ァッ ミムが が 米の 利己め な 



おが 人の 巧を じ 化 ふろ じ 化な 人の おを をな てした かく、 闽巧 社命ち 萬は 「おなじ 巧す ろを な 
1 の 優先」， をな てを 巧の おがな 則と 訟 め^。 巧み のぞ 巧 的削聯 のま 张 からは イク リャの 組合 闽 
お 制 巧と ナ i チス がみみ 牌な 巧 おお お 山が— 牛： れ た。 あ がま 発、 现巧 ホ義は 化の： 脚を をが かめ 闽 
お ままに 巧いた。 彼等 じあつて は 巧の 现 論ょりも 一つの 巧 巧で あろ。 巧な ホを S 巧 おはが 扳、 
巧 おの 巧 ホて ム现 巧の かじは 化かない がが であろ。 化の 故 じ阁が 化を まを も ファ ッ シズ ムも 
階较 のな がの 述 巧を 盤け て •がょりも が 族を が 化と すろ ま 岡な 闽 みを 巧 設 せんとす る。 

か A ろ时一 のぶおめ 煤 巧から 其の 運動 じがても 村-のま 玻の现 はれろ ことは をが であろ。 

しかしながら 化な か A ろ 巧 似の 運 巧が •特に イタ リャと ドイツと に、 しかも 巧ん ど 時を 时 
じくして 现 はれた ので あらぅ か？ 

巧 一 じ それは がを 的が が じぶ く。 イタ y ャと ドイツとは 巧て 神 蛮 口 — マ 帝风の 二大支 かで 
あつた。 化のと 阅は ナボレ ホンぶ がの 下 じ々 立 ホを じがみ、 其の 巧が め お】 はが 後も义 しく 
巧 げられ なかつた。 此の 巧 おめ 巧 一が 二人の 巧大 なむ 治 お、 卽ち イク リャ じがて は ヵゲ—*、 
巧 ホ 巧 H はれ々 主ち i 7 アブ シズ A 二 九 七 


巧みな 阳 巧れ みま 義と フ； シズ A 一一 九 八 
ド イヴ にがては ビス マ— クの 化が じよつ てが めて 巧せられ た點 まで かを 一 じすろ。 が じ 化の 
雨 巧には 巧 一され た巧刚 じがて ザく も インタ— ナショナルな 化 おが 隨 巧され おめ てゐ た。 

な 上の 巧 化の おかの 巧が は •巧 じか 化た 巧が けを 生んだ。 勿 諭 ラテンが 抜と しての イタ y 
ャ 人と ゲルマンが 扶 としての ドイツ人との 閒 じは 化 巧し 巧い ホ 犬の 巧 W 化の か 迸が あろ だら 
ぅ。 しかし 彼等は 共 じ、 巧せ か 他が 族 じ 巧 はれ、 化 巧の が 把を’ 女け •其の 巧 主が お 段せ しめ 
られ たこと さへ 一巧 じ 止 ぇらな かつた。 巧の がが f はが 故め がが が おく •巧 巧 也が 撤 がで 
あつた。 彼等は 又 巧 族の 白ね、 むじなん でゐ ろ。 イタ リャ じみつて は 口— マホ 巧のを 谎期 のみ 
が 唯-の お 巧の 巧 大な现 巧で あろと 共 じ、 か：：： の イク リャ乂 こそは 化の 口— マホ 胸の 巧のを 
巧# であゎ •地上の あら ゆろ 义化 のがみ であろ と薛 ろじ おして、 ドイツ人は 巧學じ 於て々 ン 
卜 、へー ゲル •文 巧 じがて ダ— テ、 シル ラ ー、 巧 ホ じがて ぺ 卜—ヴ ユンを 產んだ ドイツ 巧 お 
こそ サ み じな たろ べき 巧 抜 だと ま 張 ずろ。 

化 等は 又 巧 巧 ホ お 的で あろ。 ボリバル •チ— や ヵゲ— ルが イタ リャ 巧が 络巧 のめで あるか 



く、 フリー ド リヴ ヒ乂王 や ビスマルクは ドイツ人 じ おつて 永 滋の偶 《て わろ。 力くて ト イブ 
こ渝力主旌の詩人二1チ よがあれば、 イタリヤじは巧巧の化教の詩人ダタ ンチヨがあろ。 

望 一 じは 賊畫後 じかけ ろかみ 的 攀の新 似で あろ。 賊 後の イタ； 賣の閒 じは、 器 
閒の巧 おな 邸 巧に よる 唯 一 S 巧楚ろ +1 地まで がが はれた と ム愤 劈を がな まつち イタ 
リヤの 過去の 巧 巧を 物語ろ ミの 都垃 、巧 築 物、 記を 巧を 搏つダ こ ナヤの が 凹 さへ も 許さ 
れ なかつ たこと を衍 つち 一方 じがて 魄 化から S 沼 兵を 迎 へたの 寞莱 であつ た。 巧 じ 
インフレ— シ ヨン じよろ 物 倪髙と 失 巧とは- > が 牌な を尖銳 化せし めた。 ストライキ のが 巧と 
れみ ぶの 進出、 楚刚 じがけ ろ榜左 共を •々での 巧 動、 巧 じよつ て 段 一 牧の生 巧は 榜 ぶじ 巧 
かされた。 かくて 一 化 一 化 年 乃 お 二〇 年の イタ リザ かみの 化亂化 遊は、 孤 化 巧 ドイツの それ 
を も巧彿 せしめろ 化で あゎ、 网 おはで じ ザ 命の ー ホ 前 じあつた S であろ。 しかもな なは 化ら 

じ S を 蘇、 器は おな な 巧 巧を 講おス を 捏を 巧ぶ さ 援も楚 なかつ た。 

な 上の かきが 似の お 巧 的れ なのが なとの 下 じ ファ ブ シズ ムと巧 W かみ ホ 巧と が、 巧 似せろ 
空 ハな WW 巧 合 主 巧と ファ ヴ ツズム ニ尧 


巧 六な 阐 巧れ みちをと 7 ァ ヴツズ A 一一； 〇〇 
巧 巧を だて をれ たこと じ 少しも 不お 藻は ない。 

誠 じ ファ ブ シズ ムと闽 巧れ みま まとは 時代の 巧 生 おで あろと ちへ やぅ。 

とはを へ 巧々 音 はれて ゐ ろかく、 网 がれを ホを は 巧 じて ファ ッシ- スムの 巧 做では ない。 勿 
論 ナチ スは 其のな 巧 じがて は ホ 巧 ファ ッ シズ ム から 巧び •汲む ところが 多 かつた であらぅ。 
しかしながら ファ ブ シズ ムと罔 巧が をホ堯 とは 巧 似では あろが、 嚴巧 じは 同】 ではない。 巧 
て ムッソ リニは ちつた 「を 人は か 罔 じ ファ ッ シズ ムを檢 化せず」 と。 巧 じ ファ ブ シズ ムは倫 
化な ではない、 巧 化は 許されない。 抽 みの じを へば ファ ブ シズ ムは 飽くまで も ィタ リャ めで 
あり •网 がせを ま義は 飽くまで も ドィッの であろ。 特 巧な 巧 巧け •巧 巧 のれみ 的 おがから ぉ 
特な ファ ヴ シズ ム の お 遊が をず ろので あろ。 

な 上 じょつて 网巧 がを まを と ファ ッ シズ ム とのが 似な を' ぶべ たが、 化应 じかを 巧 巧な かを 
が あろ。 卽 ち民拔 め ホ おの 程 巧の 巧 違で あろ。 ファ ブ シズ ムも 其の 初期 じがて は ダ タン チ 3 
のィ ルレ デンチ ズム巧 動と 結びが き •閔 がまを をと 时 則し •がの お跋 まを めを おはかな 巧 巧 



であつた。 しかし それは ィタ y ャ の人稅 的が 巧 •がの 他の 巧 山 じょつて 渐ホ 巧が じな つた。 
これ じ* 权 して ナチ ス じあつて はが 血の ま 張が 茹だ 綠 巧であつて •其の 巧 ホ 卞ろ网 みは 间 一の 
血統 じょつ てつな がれた 化挨 乃至 械族网 ぶで なければ ならない。 化の おから 必 •がの じ ナチ ス 
の だ セ ミチ ズム ぶな が 生ずろ ので あろが •ファ ブ シズ ム じは 提 初から 化の 巧 求はなかつた 0 
例へ ば ファ ブ シズ ム述 的の. 例 期 じがて 巧 おじ あつた フィンチ、 マル ゲリ— 夕 .サル ファ ヴ チ、 
か ハの 夫 サル ファ ヴチ •ミラノ、 ォリ グィエ— ル •ォリ ゲュ ヴ チ 等は 时れも ユダャ 系で あつた。 

とは 云へ 今 H あおじが 巧な 乂摇 のが 巧は おへられず •臨つて 化の 唯】 のか 结もホ •持 おの 差 
とを ふかは あろまい。 

XXX 

ムブソ リニが ファ ブ シスト M 促を 化な したのは 一九】 化 年 一二 巧で あ 〇、 ヒブ トラ I が ナチ 
ス のか 的 ド ィブ 巧 勘 巧 じ 加入した のな それから 牛 年 も 招つ てゐ ない。 しかも ファ ッ シストの 
巧 巧め な 口— マ 進が は 其の 倦 か 一二が 巧で あつたが •ナチ ス はかなと しては 巧 例な き峨進 おゎ 
巧 六な W 巧た 會ま巧 i ファ ブップ '一 I 二 0 1 


I ' 巧 六な 巧 & ホを 主 巧 i ファ ヴゾズ 4 一二 〇 一一 
を 巧し •現な ドイッな 巧 法 おじめて 巧】 巧の 地 化々 占めて ゐ るとは 云へ、 未だ 一巧の 蚊が を 
もを つて ゐ ない。 

巧々 は 供 かじ 巧の 理 かを 巧 化すろ じ 巧し む。 勿 萬 巧を# としての ムッソ リニと ヒット ラ— 
とのな お、 手晓 •人が の 相 巧 じょろ ところ も あらう。 又 其の 巧转巧 じがけ ろ 人が の 夕少も あ 
らう。 しかしながら 其の お 大の巧 内は 贿 おの 速 かの 巧 おを 巧ず ところ のれ かめ 巧 治 的が 化 じ 
ホめ られ ろで あらう。 

イタ リャ じがて は エ柔の お 步は遙 かじ ドイッょりも おれ、 巧 お ザは おじ がても 少く •を 
れお尖が化してんゐない。 =5つお巧おなじがて夕なを巧めろぶは、 がろが守のな小か人であ 
る。 をれ かじ H 瑞 卜：： かの かきで さへ もがが たるな 治阅巧 じまでは 巧 おしな かつた。 ファ ヴシ 
ズム巧 如な 前イ ミャれ を 巧を 不 巧の 巧む を 巧し、 二 夏の 巧樹 化合な を 支出し、 なみじ 
がても】 大巧 力を が 巧して & た。 しかし 彼等は 巧して 口 か 化 まを めで あり、 怯が であり、 迸 
をを 巧いで ゐた〇 イタ リヤ 人で あゎ、 旦 つ权フ ァブ シストた る カルロ •スフ* パツ T は 巧 巧 


の イタ， ャれ s じ ホの かさ 批？ 加へ てゐ る。 「イタ， ャれ s は 驚 個人の 巧の 幸福を た 
ちへ ず •巧ら！ i 空 蒙が 度の みを— 卞囊 農と 问 じく、 マルク シズ ム S 化の 反 巧を な 
て ホと し T ゐた爲 に 蒙 生活力を 失つ た。… 索し も 化の イタ， ャ 化み 巧 じ进芝 S いお I 
巧を がわつ たなら ば •なほ 蒙 使命は 货い てを であらぅ。 がる じ 彼等は 巧泌 した 巧静を 岡^ 
執して •自 かと お ホ 主義との 爲に巧 ふべき 時期を を毁 した。」 ^ 
此のれ みなの 無力は ムヴブ リニの 巧 我を をみ ならしめ た。 ；| 

これに 反」 T イツ 雲を は 一票な 《抢 t ジ？ 來 た。 從つ T 社み 窒受 閔寞 I 

ホ •巧 中 プロ シャを 中む とずろ 化 方 エ萊地 巧 じが 深い 巧 力を 玻 ろと 共 じ 他方 じは 共 巧 巧は I 
巧 擊の尖 お 分子を 蒙が 下 じ 集めろ ことが 柴ち加 ふる じ ロシャ との 地理の おおの 近 さが 
ち お產 まを 思 おのを 傅を が是 らしめ ち 器 故に ドイツ じがて は 化み 巧 ま キ義の 巧 巧は 
左右 说 2£の 巧 立のを 地を 巧す。 かくて ドイツ 巧 巧 巧は ナチ 义を C 理巧 おに 其の 《力を# 大 || 
すろ？ のれ 巧と して 巧つ てゐ るので ある。 ， 
巧 六 巧 W 巧 ホ 合 主 巧と ファ ヴツズ * 一二 0 一二 



奚巧讨 巧れ を 主？ ファヴ シブ々 5 巧 
スフ ナル； は； おに ドイツが 左ち 造の 刷を 巧 璧る巧 ホを ドイツ 賈 けの かお じだて 
ゐ ろ。 彼は 云 ふ 「ド イ义は 一巧 代 じ 二つの 明らかな 途が 巧へ をて ゐる 瑞ち菱 一つを 
巧ぶ 冀 をげ いでる る。 例へ ば囊薰 S 代 じ 他の 諸闲 はがれ も カ トッ ツク かご テスタ 
ント かじ 奔 つたが：- イツでは 器 二つが 芭沿 合し か。」 

を 部の 囊葛い T ゐ だとし T も •巧 掌べ さ 墓で ぁる • 


巧 妃 

本 帯を 巧して から W 版の 運び じ 至る までのが 巧邮 じ* ドイッは がは 巧 じ 一つの 巧が を 化せ 
た。 シュ ライヘル 巧 削が】 わの 巧 待 じ 反して 化< も 巧れ •ヒ ブト ラ— を 巧 巧と 卞ろ 巧が か府が 
巧 現した ことが これで ある。 それ おじ ホ じ 簡巧じ 巧の 側の 経過を 辿つて 本文を 辅 おしやぅ。 

XXX 

ドイッの 现 ての おおじ おする 一半の 裳 化は 化な がま ま苑 のか 巧 じあつ たことは が じがいた。 
そして 右 辟 お 巧す る 無力な ブリュ I ニン グ 政府のを こそ、 化の か 巧を がむ せんと 卞ろ设 後の 姐 
おきであつた。 シャハト はを ふ、 「おが 巧が 巧 じは 捕 ふべき おが 的贵 がを 洞が して 了つ たとい ふ 
ホ 巧 こそ、 现巧 のかき おひ おいが 遊 じ 巧いた 巧 因で ある。 不幸 じ も グリ ュ ー ニン グ 政の も ホ、 
巧 後の おがめな 力を 巧 おからを ひ 去つ たと S 巧 おを おれる ことは がない。 かや 巧が 巧 じ 巧 さ 

た 唯 一 の餘 みは •これまでめ ぉさた 2 をた •いい 备款熙 がか か穀 のみで ある。」 

を だ lli 



ft 巧 I 二 0 六 
ド イブ おがの 快 巧を おおのな 力 じ 求めん とすろ 化の 氣铃 は、 今や ドイッの 巧 論じ なつた。 此 
の 巧 望 じを へろ 巧 パ I ペンは 府 のがつた 巧 巧は 「十 ニヶ 巧 おがが 巧 巧」 として •が々 が 載 その 
他 じよつて が 介され たが 故 じ •化 おじは 其の お說を 巧く が •其の 巧が は、】、 かなが お 支給 ホ 
の 切 下げ •一 r 巧 巧を 持の 輕お • 一二、 公を 巧 鉛の 引下げの 一二が じあつて •從來 のな 巧との をる 
しい お 化が H 立つて ゐ ろ。 

過ぐ る 十一 巧 六日の 巧 選擧の 結み •パ— ペン じがつて 宰 ホの 巧 巧を 巧び たシュ ライヘルは、 
過去の お’ おから 化ても をが せの 巧 巧を がが お 化すべき 巧であつた。 を •がろ ド イッ网 巧は 一巧 
の 人」 の巧现 をシユ ライヘル じがて なんとし たので ある。 しかろ じシュ ライヘルの 政 巧は、 巧 
する じ ブリュ I ニン グ への 逆 おゎを しかな 巧し なかつた。 夕 格な 巧 や化倘 なか おな 巧が 何の 反 
應を もを さない ことは、 巧 ま 十四 年閒の おい 巧 おじよ つて 試を 巧み じな つて ゐた 帯で あろ。 ド 
イブを 今 口の お乏 から おム ものは、 网お 的ぶ が じよつ てな ばれた お 力なの W かじは ない。 ハル 
ッ ブル グ巧 おを 中、 むと する 巧を お出 巧の な 装は 巧 おじ わる。 


本年 一巧 二十 九日 化閒 された 化の 巧 巧 おかがは、 阔 巧の 信な を閒 ふなじ 化ら じな みを 解が し、 
ホいで 一二 おぶ H おお 徙に巧 迸 ホ がれ はれた が •おのかく なおが のが 巧 的 勝が じ がした。 


ほが が 巧 おれ# 巧 


巧が 滿 


ッ人 おな 


反が ポ 化# 巧 ま 巧 
お ホな 


中央 巧 


H ル 人が 巧 


巧ぶ 巧 


二八 八 


一二 阿 セ 


一二 〇〇 


一二 0 ホ 


巧 な ゴ 10 八 

巧閒 热の俾 へろ ところ じよ^ば 、中央 巧义び バィエル 人が 巧 も ホ ヒット ラー 政が じがむ めだ 
巧々 がまず とお ふ。 かく 一 し ナチ ス年 米の ま おた る 獨をぜ 巧の n もを くは あろまい。 

では 巧々 は 化の 巧时 なお 巧 じ 立つ ヒット ラ— かかの て じ •か 何な ろか 巧 S 巧 化を 巧 巧 すろ こ 
とが 出 ホる であらぅ か。 巧 柿 大な巧 ホの ユン ヵ— を ザを とすろ パー ペン •みび 巧エ莱 みの 利な 
を 代 おすろ フ— ゲン ベルグの な 策と •大 ホな 動と しての ナチ ス のま おとの 训 じは、 可な ゎの 逛 
おががホ卞ろことじをふまでもたい。 しかしドィッ控？£のか‘がを巧岡な闲巧の協力の下じ、 閣 
民の 自己 巧 巧と 仰 人の 能力の 巧が とじ よつて 速 せんとす ろな じがて は 一を して ゐ ろ。 化の 巧 巧 
め 連 巧の ぶが こそは •ヒット ラ— をして 巧のは 巧のを 巧を がみなら しめろ であらぅ。 

ザ 巧 •化 脚が々 の 二月 二 H じ 巧 おされた •ななろ 阳ク 年が 其のな 明 じは •ナチ スの色 おがは 
つきり と现 はれて & ろ。 共の 巧を じを ム . 

「巧 おなれは 巧が 闷お 巧が がの 大が ホが；；：：： の 巧 •々の 二つの 阿ヶ 年が ぶを 巧 州 せんとす ろ。 卽 

も， 


巧 巧の 挟を ぶび 生 巧の 某 巧の お 巧を：：： めと すろ 巧が の おが。 

失柔じ 巧す ろ强制 的な 括 的 干 ホ じょろ ドイツ々 荣 をの お 巧。 

十一月 ホ 命な 來 十四 年酣じ ドイツ 巧が は沒 落の 掘 じ 引き入れられた。 

十四 年間 じを 粟が はが 大 せしめられた。 网 巧を おは 巧の 如き 化 如と •不 お不 接の 綺神 とを W 
て ホの 計英 を巧现 せんとす ろ。 卽 も、 

四 年邮じ ドイツを 民を おさから おひ •の 年 削 じち おを 徹底め じ 克服せ ねばならない 。同時 じ 
これが 他の わら ゆる 巧が おがの が 姑で ある。 巧 巧 政府は 此の 挺 W かがの な大 なが 命を おすろ と 
おじ •他面 じは 巧 家 及びが ホ 齒捉の 巧 政 並 じがは ホ 革のを 巧ぶ びを 巧を 期す る。 此の 目的を な 
て网 おはを も 巧 岡な 速 巧的關 なじ ホたなければ ならない 。な 上の が ホの お， むを 巧す ものは、‘ 『巧 
化 おがの なをと 移 巧は 巧 J とで ある。：：」 

右のを 明 じ なられる かく •器 計 巧の 中、 むは 盘 巧の 教 巧と 失 菜 お S 1 攝 とに ホろ。 H 業の 偏 
巧を 退けて •自給 目 化を 計らん とする ことじ •ナチ ス年來 のま おであゎ •かお 閒駐 のが 化を、 
巧 お ーニ〇 九 



をな 三 0 
巧 人の 巧賴 公を 助な せしめろ 化な が隐 制な のを 用 じよらず して、 强 制々 做 制 巧と 移 化 化 巧と じ 
よらん とする ことは •旣じ ナチ ス のが 尚に 明む じ 現 はれて ゐろ ところで あろ。 しかし 右の 計ぶ 
は抽お 的であって •これを か 何 じして 巧现卞 るか • A 巧 的 巧が が與 へられて ゐ ない。 化の 巧 か 
ら フラン クフ ルタ ー .ッ r ィブ ンゲ 巧は •此の 强 明が 「がぶ じ ホず して •な义 だ」 と祝斯 して 
ゐ ろ。 しかし ヒヴ トラ— はがの 巧 給を 巧ム上 じの ケ年 のな 月を 巧 水して おわ、 したがつ てが 巧 
なおな の 結 S よろ 具 的が ミ 巧 おは 他 H に 巧 巧され る譯 であろ。 

巧す ろじを 巧 ホ おのな 媒 からすろ だ 巧の が 制と 巧が 自 化へ、 こわが ヒ - トラ ー の 辿らん とす 
ろを であらう。 
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